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    OP/Perish ‐枯死‐


    



    



    　赤く染まった西の空を漂ただようその構造物は、まるで童話に出てくる魔王の巨城だった。


    「──アレさえ墜おとせば、一年続いたこの戦いも、きっと終わるわ」


    　彼方かなたの空をじっと見つめていた少女のすぐ背後から、そんな乾いた声が聞こえた。


    　振り向いた少女の傍かたわらには、長身痩そう躯くの女性が立っていた。首の後ろで括くくった黒髪を風になびかせ、若く怜れい悧りな美び貌ぼうには表情ひとつ浮かべていない。


    　まるで鋼はがねの彫像めいた無機質な彼女の佇たたずまいは、大量の骸むくろと瓦が礫れきに覆われた市街地跡に、あつらえたように馴染んでいた。


    　女性が右手に携たずさえているのは、純白のスナイパーライフル。


    　その銃じゆう把はを握り締めながら、彼女は静かに告げる。


    「次が最後の一撃ラストショットになる。準備はいい──ザイシャ？」


    「…………」


    　ザイシャと呼ばれた少女は、あどけない面おも立だちを不安に染めた。


    　雪のように白い肌と、真紅色のつぶらな瞳ひとみ。頭頂部に装備された一対の長いセンサーは、雪ゆき兎うさぎのような愛らしさと愛想の無さを、見る者たちに感じさせるだろう。


    「……サンカ、まだ周辺区域の避難が完了してないわ。今、最大出力での砲撃を敢行すれば──相当数の生存者を巻き込んでしまう」


    「狙撃手の仕事は、迅速な足し算と引き算……一発の銃弾で得られるものと、失うものの足し引きを一瞬でも見誤れば、狙撃手わたしたちの存在意義なんて、この世のどこにも無くなるわ」


    　少女の悲痛な提言を、女性は歯し牙がにもかけず切り捨てた。


    「レーダーも通信設備も当てにできない中、私たちは必死に標的の追跡を繰り返して、ようやく射程内まで接敵できた。……そうして辿たどり着いた先が私の祖国だなんて、皮肉な話だけど」


    「でも、サンカ……！」


    「アレを確実に排除するチャンスは今しかない。聞き分けなさい、ザイシャ」


    　毅き然ぜんと言って、女性──円マドカ燦サン華カは上空を仰あおいだ。


    　黄たそ昏がれ時の鮮やかな夕空には、二人が長らく追い続けた標的のシルエットが浮かんでいる。


    　数千キロメートルもの遥か彼方──あまりに巨おおきな、空に根を張る大樹じみた奇怪な威容。


    　もはや、どのような原理をもって浮遊しているのかすら定かでない巨大構造物は、この約一年間、世界中を遊ゆう弋よくしながら、無数の死を振り撒まいてきた。燦華は皮肉げに吐き捨てる。


    「──《プシュケ》。人類の科学史を一足飛びで押し進めたオーパーツが、たったの一年足らずで人類を絶滅寸前まで追い詰めるなんて、一体誰が予想できたかしらね」


    　およそ二〇年前に、中欧の大国・オディルによって発掘された、外宇宙より来たりし正体不明の無機生命体──名を、プシュケ。


    　ありとあらゆる分子構造を再現するという、超常の特性を有していたその物質は、人類の科学史にブレイクスルーをもたらし、それまで机上の空論とされていた様々な技術を現実のものとした。


    　それは長年停滞していた人類の進化を促す、神より与えられし〝現代のモノリス〟であると、プシュケに関わった者たちの誰もが確信していた。


    　一年前、プシュケが突如として自律行動を開始し、そして暴走するまでは。


    「────！」


    　その時、ザイシャの背後に目を向けた燦サン華カが、はっと目を見開いた。


    「──キィイ──」


    　周囲に大量に転がっていた、何の変哲も無い人間の死体──そのうちの一体が、むくりと起き上がり、ザイシャの無防備な背中目掛けて襲いかかっていた。


    「ザイシャ、伏せなさい！」


    　燦華が叫んだ。ザイシャが動くよりも早く、燦華が右腕のライフルを持ち上げ、長く伸びたバレルを突き出した。次の瞬間、耳をつんざく撃発音と共に吐き出された銃弾が、ザイシャに向かって襲いかかろうとしていた骸むくろの顎あごから上を跡あと形かたもなく吹き飛ばす。


    「────キ──」


    　至し近きん距離から二五〇グレイン弾頭によって貫かれた骸は、辛うじて残された喉のどの奥から短い断だん末まつ魔まを絞り出すと──今度こそ、物言わぬ死体と化して倒れ伏した。


    「ザイシャ。こいつらは死体の脳を乗っ取る。後処理を怠おこたったわね？　あなたらしくもない」


    　ザイシャは無言で目を伏せる、彼女は先ほどから、明らかに集中を欠いていた。


    「プシュケさえ撃墜すれば、世界中で暴れているレヴナントも、活動を停止する可能性が高いわ。そうなれば、世界は救える」


    　レヴナント。


    『再び来る者』の意を持つ怪物。プシュケやレヴナントに殺害された者の体内に侵入した特殊な因子が、活動停止した死者の脳を変性させることによって蘇そ生せいした、強力な戦闘力と生者への殺さつ戮りく本能を併せ持つリビングデッドである。


    　死者が生者を殺し、殺された者は生ける屍しかばねとなって、また生者を殺す。指数関数的に増え続けるレヴナントの存在は、この世界をあっという間に壊滅寸前へと追い込んだ。


    「よく考えなさい。目先のたった数万人の生命いのちと、それ以外の数億人の生命──今、この局面でどちらを選ぶべきなのか」


    　再び現実を突き付けられたザイシャは、悲痛な面おも持もちで小さな拳を震わせる。


    「ザイシャの力が要るわ。……《アステロペ》の、出力解放形態が」


    　アステロペ。それこそが燦華の駆る白きスナイパーライフルの名称であり、ザイシャに与えられた正式なコードネームであった。


    　ユーザーである燦サン華カと、兵装本体を内蔵したザイシャ──二人一組で運用される、武器管制システムである。


    「他の《七プレ姉イア妹デス》は全滅した。この戦いを終わらせられるのは、もう私たち以外にいない」


    　ザイシャの小さな体に秘められた強大な力は、あの巨大なプシュケをも葬ほうむり得る。終わりの見えないその戦いに終幕を引くための好機が、まさに今、二人の手に握られているのだ。


    「──やっぱり、駄目」


    　しかし、ザイシャは力なく首を横に振った。


    「……プシュケを完全破壊するほどまでにアステロペわたしの出力を上げたら、きっとユーザーサンカの肉体がもたない。私はきっと、あなたを殺してしまう……」


    「承知の上よ。これまでも、多くの人たちを巻き添えにしてきた。……私だけが、例外になれる道理はないでしょう」


    　プシュケの暴走から間もなく、その技術を転用した生体兵器として造り替えられたザイシャが、担い手たる燦華と出会って数か月──これまでの戦いで、二人はレヴナントを殲せん滅めつするために、民間人、友軍問わず幾人もの人々を巻き添えにしてきた。


    　小を切り捨てて大を生かす。それが戦場であり、責務であり、現実なのだと──冷然と説き続けた燦華に従って、ザイシャは彼女の武器として、与えられた任務を厳げん然ぜんと遂行してきた。


    　燦華は微み塵じんも揺らがぬ眼まな差ざしで言う。


    「今、その在り方から逃げたら、私はこれまで殺してきた人たちに顔向けできない」


    「でも、サンカはいつも言っていたじゃない──またいつか、会いたい人がいるって」


    　ザイシャは表情を歪ゆがませ、幼おさな子ごのように声を上げた。


    「サンカには、生きて会わなくちゃいけない、大切な息子ひとがいるって……！」


    　機械のようだった燦華の表情に、一瞬、初めて感情らしきものが浮かんだ。


    「……大丈夫。吹スイ芽ガのことはハンクに任せてある。心配はいらない」


    「違う。そうじゃない──！」


    　ザイシャはすがるように燦華の服を掴み、レヴナントのごとき紅あかい瞳ひとみを震わせた。元は何の変哲もない一人の少女であったザイシャの肉体は、今やその大部分がプシュケの細胞へと置き換えられている。真紅の瞳はその副作用であり、ザイシャがすでに人間ではないことの証しよう左さであった。


    「サンカじゃないと……意味なんてない。他の誰も、あなたの代わりになんて、きっとなれない……」


    　燦華は返り血に濡ぬれた頬ほおに、優しげな微ほほ笑えみを浮かべた。


    「……ありがとう。ザイシャと出逢えて、良かった」


    　──それはこちらの台詞せりふだ。そんな返答を、ザイシャは辛うじて飲み込む。


    　人だった頃の体と記憶を望まぬままに失い、人知の及ばぬ兵器と化したザイシャに対して、燦サン華カは常に一人の人間として接してくれた。


    　地獄のような戦場に絶えず身を置きながら、ザイシャはいつの日からか、幸福感さえ覚えていた。最愛の人と痛みを分かち合える喜び。彼女に優しく抱き締められ、その温もりを間近に感じられる喜び……。


    「でもね、ザイシャ。私は退ひかない」


    　その幸福の終わりが、昂こう然ぜんと告げられる。


    「……正直に言うけれどね。目の前の数万人も、それに世界中の数億人の生命いのちだって、私にとってはどうだっていいの。息子さえ──吹スイ芽ガさえ無事なら、ただそれだけでいい」


    　燦華の細い指が、ザイシャの白い髪を優しく梳くしけずった。


    　息子の名前を口にする時、燦華はいつもこんな顔をする。安らかで、嬉しそうで、けれどそれ以上に哀しそうな顔。まるでその名を口にすることさえ、罪であるかのような。


    「あの子のためなら、私は他のどんなものだって容よう赦しやなく切り捨ててみせる」


    「────」


    　果たして今、自分がどんな表情を浮かべているのか、ザイシャ自身にすらわからなかった。冷たい体の奥から霜のように湧わき上がってくるものは、ほの暗い絶望だった。


    　燦華が迷いなく『切り捨てる』と告げたものの中には、相棒であるザイシャすら含まれている。それを認めたくなかった。
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    　頭では理解していたはずだった。辛うじて人の姿をしているだけの生物兵器ザイシヤと、腹を痛めた大切な息子スイガ。燦サン華カにとって、どちらが本当に大切な存在であるかなど──。


    「ねぇ……お願い、サンカ」


    　ザイシャは泣きそうな声で懇こん願がんした。顔も知らぬ燦華の息子のことなど、ザイシャにとって、本当はどうでも良かった。


    　──ただ自分だけを、見ていてほしかった。自分だけの大切な人であってほしかった。


    「お願いだから、私を……っ」


    　ザイシャは叫ぶ。彼女の頭を占めていたのは、たった一つの願いだけ。


    



    　───私を独りにしないで。


    



    　ただそれだけの、悲痛で傲ごう慢まんな想い。


    　しかし、その想いを声に出すことは、ザイシャにはついぞできなかった。それを口にしてしまったら、燦華の決意を否定してしまう気がした。彼女の全てを侮ぶ辱じよくしてしまう気がした。


    「アステロペ──起動ステイク・ドライヴ」


    　燦華は、戦いの終わりを意味する最後の起動コードを口にした。


    　あまりにささやかすぎる少女の願いごと、跡あと形かたもなく踏みにじるように。

  


  
    01/mémoire ‐記憶‐


    



    



    　洋上にぽつりと浮かぶ鉄の島を包むのは、静かな小波さざなみの囁ささやきだけだ。


    　レヴナントに版はん図とを奪われた人類が、海上に建造した人工浮島メガフロート──コロニア《セブンス》。


    　安住の地であったはずの海上都市を、たった数日前まで満たしていた活気と平穏など、今となっては欠片かけらすら残されていない。


    　密集する高層ビル群は、夜更けにもかかわらずその大半が明かりを落としたまま沈黙しており、さながら立ち並ぶ墓ぼ標ひようめいている。大きく損壊し、あるいは熱で融ゆう解かいし、崩ほう落らくもあわやといった有様の建築物があちこちで目に付く。出歩く通行人の姿など、あろうはずもない。


    　そんな中、島の中心に一際高くそびえる円柱状の建物だけが、島から失われた文明の光を惜しげもなく灯ともしていた。


    　対レヴナント即応執行浄化機関《Ｒ・Ｅ・Ｖ》セブンス支部の全機能を擁ようする超高層多層建築物──通称・シャフトである。


    　天に架けられた梯はし子ごもかくやといった威容であるが、最上部に設しつらえられた広い作戦会議室に集まっているのは、たったの五人だけであった。


    「……転属、ですか？」


    　黒髪の少女の、微かすかに戸惑った声が響く。召集を受けて会議室に駆け付けるなり、上官の口より告げられたその命令に、四人の部下たちは揃そろって表情を強こわ張ばらせた。


    　いずれの隊員もまだ年若い。会議室正面に立ち、部下たちを見渡す上官の女性が、せいぜい二〇代前半ほどの容姿。席に着いている四人はさらに若く、もっとも小柄な白髪の少女に至っては、もはや幼いという表現の方がふさわしい。


    「そうだ、椚クヌギ。我々は二日後、当コロニア《セブンス》を離脱──欧州方面に位置するコロニア《ファースト》への異動となる」


    　Ｒ・Ｅ・Ｖ技術試験部隊・ヘルカ班を束ねる長身の女性──ヘルカ・カーリアイネンは、切れ長の瞳ひとみを細めると、抑揚のない声で告げた。美しくも虚無的な相そう貌ぼうと、瞳と同じ金砂色の髪、そして全身にまとった冷たい気配は、氷でできた一輪の花を連想させる。


    「《ファースト》……Ｒ・Ｅ・Ｖの総司令部が設置されている、もっとも大きな規模を持つ主要コロニアですね」


    　最前列中央の席に着いていた少女──椚茴ウイ香カが、いかにも生き真ま面じ目めな様子で頷うなずいた。


    　滑らかな黒髪を背中まで伸ばし、すっと線の通った横顔には、大人の色香と少女のあどけなさが混在している。右耳のピアスに嵌はまったダイヤが、慎ましく輝いている。彼女が長年抱いだき続けてきた憎悪を体現するように紅あかかったその宝石も、今は純粋で心優しい彼女の在り方を示すように透き通っている。


    「……ま、当然の判断だわな」


    　と、壁際の席に脚を組んで座っていた青年が、大おお仰ぎように溜ため息いきをついてみせた。


    「ひと月前の乱らん痴ち気き騒ぎからこっち、《セブンスここ》は軍事機構としての機能をほぼ喪失しちまってるもんな」


    　青年──倉クラ守モリ珊サン瑚ゴが、明るい茶色の髪を右手で掻かき上げた。中性的な印象を抱いだかせる甘く整った顔立ちには、暗あん澹たんとした話題に似つかわしくない軽薄な笑みを刻んでいる。上官に対してあまりに不ふ遜そんな態度だが、ヘルカは気にした様子もなく、部下の発言に耳を傾けている。


    「戦略的価値の高い兵士コマを置いとくにゃ、ここはもうオンボロだ。特に俺ら──埋葬官はな」


    　歯に衣きぬ着せぬ珊瑚の物言いだが、その内容はまさしく真実だった。


    　この場に集まる五人は、とある対レヴナント特殊兵装をその身に宿した強化兵士──埋まい葬そう官かんと呼ばれる稀少な存在である。埋葬官になるためには、非凡な適性がまず必須だ。その肩書こそ、未だ年若い彼らが、レヴナントひしめく戦場の第一線に立てる所以ゆえんであった。


    「倉守の言う通り、一か月前の襲撃によって、この《セブンス》は甚じん大だいな被害を受けた。都市機能の大半が未だに麻ま痺ひしている。どうにか最低限の機能を維持し続けている島内の防衛機構も、じき限界を迎えるだろう」


    　ヘルカの発言に誇張はない。長らく人類安住の地の一画として在り続けたこの《セブンス》は、たった二体のレヴナントの手で、一夜にして壊滅寸前まで追い込まれた。


    　通常のレヴナントとは一線を画かくする、ある者たちによって。


    「奴ら──《七プレ姉イア妹デス》が有する強大な戦闘能力に対抗するだけの余力は、もうこの島には残されていない。それが現状だ」


    　──《七プレ姉イア妹デス》と呼ばれる少女たち。彼女らは一〇年前、プシュケの暴走と同時に世界各地で発生した死者蘇そ生せい現象──第一次レヴナントショックの鎮ちん圧あつにあたって、プシュケから得た研究成果をフィードバックする形で生み出された強化人間部隊のコードネームである。


    　当時、レヴナントに追い詰められた人類にとって唯一の希望であった彼女たちも、プシュケに力及ばず、ある一体を除く全機が返り討ちとなった。


    　しかし三年前──肉体に搭載された強大な戦闘力を保持したまま、機能停止したはずの彼女たちは原因不明のレヴナント化を果たし、人類に仇あだをなす最悪の敵と化した。


    　それが《七プレ姉イア妹デス》──常じよう軌きを逸いつした能力を有する、特殊なレヴナントたち。


    　通常のレヴナントと異なり、生前の記憶や人格を引き継いだ強敵である。


    「前回討とう伐ばつしたエレクトラや、そのユーザーであったケルフィナ・オズロワ──奴らに比ひ肩けんする存在が再び《セブンス》に攻め込んでくれば、今度こそ打つ手はないだろう。《セブンス》の防衛機構が完全に停止する前に、我々はここを去る必要がある」


    「…………」


    　ケルフィナという名を聞いた茴ウイ香カの表情が、微かすかに曇った。


    「もう一度言う。Ｒ・Ｅ・Ｖ総司令部は、我々がこれ以上《セブンス》に留とどまることを危険であると判断し、《ファースト》への異動命令を発令した。──円マドカ、君たちの安全を考慮しての判断だ」


    「……わかってるさ、ヘルカ」


    　ふいに名前を呼ばれ、今まで口を噤つぐんでいた少年──円吹スイ芽ガが頷うなずいた。顔の作りは幼く、年も十代の半ばを過ぎた程度だが、その精せい悍かんな眼まな差ざしに宿った揺るぎない闘志の灯ひは、幾千もの死地を潜り抜けてきた屈強な戦士のそれである。


    「手薄になった《セブンス》を離れるのは不安だけど、僕たちの存在がエレクトラたちのような脅威をまた呼び寄せてしまうなら、異論はないよ」


    「なら良いが──君の相棒は承服しかねている様子だな」


    「……言いがかりはやめてちょうだい」


    　ヘルカの問いかけに対し、吹芽の隣に座っていた小柄な少女──ザイシャは、幼くも硝子ガラス細工めいた精せい緻ちな美び貌ぼうに、不ふ遜そんな表情を浮かべつつ答えた。真白い髪と肌は、雪か死者を思い起こさせる。生気というものを欠いた容よう貌ぼうに、唯一穿うがたれた色彩である紅あかい瞳ひとみが、不安とも怒りともつかない感情を帯びてヘルカを睨にらんでいた。


    　ヘルカは動じる様子もなく、抑揚のない声で言う。


    「不服かね。消耗した《セブンス》とその住民たちを差し置いて、自分たちだけがのうのうと安全な場所に移るのは？」


    「────」


    　唇を噛かんで沈黙するザイシャに、吹芽は諭さとすような声で言う。


    「ザイシャ、君は唯一の『人類側の《七プレ姉イア妹デス》』で、僕は君の唯一の担い手だ。……その希少性は、他の何物にも代えられない」


    　一〇年前に勃ぼつ発ぱつした生者と死者の攻防──大戦と呼ばれる全世界規模の戦いによって、全部で七組存在していた《七プレ姉イア妹デス》のうち、六組が戦死している。


    　そして、最後の生き残りであったザイシャと、現在の吹芽に代わるかつてのユーザーが、辛くもプシュケを撃墜。全てのレヴナントは九年前、一度は活動を停止した。


    　そして三年前に再び発生し、今も人類を脅おびやかす二度目の死者蘇そ生せい現象──第二次レヴナントショック。それを引き起こした元げん凶きようであると推測されているのが、蘇生した六体の《七プレ姉イア妹デス》たちである。


    「……レヴナント化した《七プレ姉イア妹デス》を撃滅できるのは、同じ《七プレ姉イア妹デス》のザイシャと、ユーザーの僕だけだ。僕たちは何があろうと絶対に死ねない。だから──」


    「わかってる。不満なんてないわ。……いいから、少し放っておいて」


    　ザイシャは俯うつむいたまま小さく吐き捨てる。


    　見かねた珊サン瑚ゴが小さく肩をすくめた。


    「まあ、そうツンケンすんなって、ザイシャ。班長もホラ、睨にらまない、普通に顔怖えっすから。どんな時でもスマイル＆スマイルだぜ」


    　珊サン瑚ゴは口の端を人差し指で持ち上げる。


    「……ま、勝手知ったる古巣からの引っ越しってのは正直ダリぃが、俺らもう家族みたいなもんだろうが。全員揃そろって新天地に移れんなら、そうそう悪い話でもねえさ。だろ？」


    　冗談っぽく告げる珊瑚に、茴ウイ香カが小さく噴き出した。


    「──ンだよ。俺、何か可お笑かしいこと言いましたかねぇ、茴香嬢？」


    「いいえ。ここを離れるのは正直、わたしも心細いですけれど……」


    　茴香は首を微かすかに傾かしげて微ほほ笑えんだ。


    「それでも、家族──そんなふうに呼べる人たちと一緒なら、きっと大丈夫って思えます」


    「お、えらく素直じゃねえの」


    「どこまでもプラス思考な珊瑚の頭の軽さに、いい加減慣れただけです。見放されないだけありがたく思ってください。──ねぇ、吹スイ芽ガ？」


    　微笑む茴香に話を振られ、吹芽も困ったように口元を綻ほころばせた。


    「そうだね。いつものことだけど、珊瑚はちょっと馴なれ馴れしいと思う」


    「く……年下の分際で、随分と吹くじゃねぇのテメエら。ザイシャ、何か言っておしまい」


    「……くだらない」


    　ザイシャににべもなく一蹴され、珊瑚は苦笑して両手を天井に向けた。


    　そんな部下たちの問答を無表情に眺めていたヘルカが、その冷たい瞳ひとみに静かな鬼気を漲みなぎらせて、再び口を開いた。


    「君たちもすでに承知しているだろうが──今の我々には、《七姉妹》以上に警戒しなければならない存在もいる。各自、気を引き締めろ」


    「────」


    　全員が息を呑のみ、不気味な戦せん慄りつが会議室を包んでいく。中でもザイシャの変容は一際激しく、ただでさえ白い顔を蒼そう白はくにして、宙の一点を凝視していた。


    「出立は二日後の明朝だ。それまでに準備を終えておけ。詳細については後ほどレジュメを送信しておく。解散」


    　ヘルカが踵きびすを返した。金砂色の髪が翻ひるがえり、隙のない背中が出口へと消えていく。


    「了解」とザイシャを除く全員が応えた頃には、深夜の作戦会議室には元の静寂が戻っていた。


    



    　　　◇


    



    「この島を去るなんて……急すぎて、何だか実感が湧わきませんね」


    　会議室からそれぞれの自室へと戻る途中、先頭を歩いていた茴香がぽつりと呟つぶやいた。照明をほとんど落とされた深夜の廊下は薄暗く、吹芽たち四人を除いて誰の姿もない。


    「そうかぁ？　俺はいずれ、こうなると覚悟してたがね。対応としちゃ遅すぎるくらいだ」


    　傍かたわらの珊サン瑚ゴが、周囲の光景を眺めつつ呑のん気きに言った。長い通路の壁や床は、弾痕や乾いて変色した血ち飛沫しぶきをはじめ、見るも無む惨ざんな戦闘痕で彩られており、施設内で起きた戦闘の激しさを物語っている。軍事拠点とは到底思えない惨さん状じようである。


    「エレクトラ戦以降、愛しの我が家はボロ屋もかくやっつー有様だ。騙だまし騙し稼働させてる防衛システムも、あまり長くは持たねえ。潮時ってやつなのさ」


    「ええ……たくさんのものが失われて、数え切れないほどの人が亡くなりましたね──」


    　茴ウイ香カは静かに立ち止まると、廊下の窓から階下の光景を見下ろした。


    　闇やみをひたすら練り固めたような光景が、虚うつろに広がっていた。ついひと月前まで、島内を煌こう々こうと照らしていた安あん寧ねいの光は、今やそのほとんどが失われている。島内各地に点在する医療施設や臨時避難所といった重要施設から、寂しげな光がぽつぽつと漏れているだけだ。


    「暗くて、静かで、凍いて付いていて……まるで、廃はい墟きよのよう」


    　窓に手をついて、茴香が独りごちる。崩れかけたビル群が織りなすいびつなシルエットが、微かすかな月明かりに照らされて浮かび上がっていた。大量の瓦が礫れきと焼け跡に覆われた景観は、一見すればレヴナントに乗っ取られた地上と何ら変わりない。


    　一か月前、このコロニアに侵入した《七プレ姉イア妹デス》──エレクトラと、そのユーザーであるケルフィナを撃破した吹スイ芽ガたちであったが、勝利の代償はあまりに大きいものだった。


    　最後尾を歩いていた吹芽が、悔しげに唇を噛かみ締める。


    「……《オクルス》の破壊は、この街から光と平穏を奪った」


    「──それが何より、エレクトラ戦における最大の痛手だったな」


    　珊瑚がぼりぼりと頭を掻かいた。


    「疲ひ弊へいした人類の命綱……唯一ワンオフの資源生成システム《オクルス》の喪失。今まで安定供給されてたはずの資源やエネルギーがいきなり断たれたんじゃあ、この有様も当然だぜ」


    「この《セブンス》だけじゃない……世界各地のコロニアも、今は混乱している状態だって、ヘルカも言っていた」


    　無限だったはずのエネルギーがある日突然、有限となった。それが暗くら闇やみに包まれたコロニアの現状である。限りあるエネルギーは、島の防衛システムに優先して費やすほかなく、今も人々の暮らしと心に大きな支障をきたし続けていた。


    　レヴナントによる殺さつ戮りくと、資源の枯渇によっていずれ訪れる飢き餓が──ただでさえ疲弊しきった世界は、二つの避け得ぬ危機によって、すでに滅ほろびの淵に立たされている。


    　一同の間に、重い空気が横たわる。


    「──一匹残らず、レヴナントを滅ぼす。埋葬官わたしたちの使命は、ただそれだけ」


    　冷たい声でそう告げたのは、吹芽の隣で口を噤つぐんでいたザイシャだった。全員の視線が、彼女に集中する。ザイシャは小さな拳を握り締め、薄い唇を開いた。


    「奴らに奪われた版はん図とを取り戻して、文明を再興する。……今のままでは、人は万に一つも生き残れないわ。そうでしょう？」


    　戦士と呼ぶにはあまりに儚はかなげな少女が発した、冷徹ながらも揺るぎない決意の言葉に、吹スイ芽ガは思わず言葉を失った。


    「──ええ、ザイシャの言う通りです。それが、わたしたちの責務なのですから」


    　茴ウイ香カが強く頷うなずき、珊サン瑚ゴもまたニヤリと笑ってみせる。


    「お、えらくやる気じゃねえのザイシャ。頼もしいね」


    　同調する二人に、ザイシャは心根の測れない一いち瞥べつのみを返してみせる。


    「…………」


    　しかし吹芽だけは黙ったまま、そんなザイシャの顔をじっと見つめた。彼女の言葉は確かに正論だった。にもかかわらず、吹芽だけは未だに、その決意を手放しで肯定できずにいる。


    　今のザイシャは、どこか危うかった。目的のみを毅き然ぜんと見み据すえているようで──その足下は、今にも千切れそうな細い糸の上を渡っているような不安定さがあった。


    「──ザイシャ。君は、本当に大丈夫なの？」


    　吹芽は自分でも気付かぬうちに、問い詰めるような口調で問いかけていた。


    「……どういう意味かしら？」


    　ザイシャがじろりと、訝いぶかしげな視線を向けてくる。目を丸くしている茴香と珊瑚を差し置いて、吹芽は静かに続ける。


    「埋まい葬そう官かんの使命とか、人類のこととか……そんな通り一遍の言葉じゃなくて、僕たちだけには、本音で話してほしい」


    「……どうしたの、スイガ？　私、おかしいことは何も言っていないでしょう？」


    　答えるザイシャの声こわ音ねが、刃物のような鋭さを帯びた。


    　ザイシャは元々、人付き合いが得意な性格ではない。しかしヘルカ班への配属と、アルキュオネとエレクトラという二体の《七プレ姉イア妹デス》との死闘を経へて、吹芽をはじめとした仲間たちとの距離を、不器用ながらも確実に縮めてきた。


    　しかし、その地道な積み重ねがまるで無かったことかのように、今のザイシャは仲間たちに対して、真に心を開いていないように思えた。無二の相棒として死線を潜り、信頼を深めてきたはずの吹芽にさえも。


    　ザイシャの様子が変わったのは、たった一週間ほど前──撃破したエレクトラからサルベージされた、ある情報を目まの当たりにしてからだ。


    「さっき、最後にヘルカも言っていたよね」


    　吹芽はザイシャに歩み寄り、鉛のように重い声で訊ねた。


    「三年前に起きた、第二次レヴナントショック。それを引き起こしたのが母さん──円燦華だったとしても、君は迷わずに殺せる？」


    「────」


    　ザイシャの紅あかい瞳ひとみが、僅わずかに見開かれた。


    　珊サン瑚ゴと茴ウイ香カは一言も発さぬまま、険しい表情で二人を見守っている。


    「ザイシャ……今の君は、心を殺して強がっているようにしか、僕には見えない」


    「……言いがかりも甚はなはだしいわね」


    　問い質ただす吹スイ芽ガの視線を、ザイシャは感情の灯ともらぬ瞳で受け止める。


    　吹芽とザイシャによって倒されたエレクトラが、今わの際きわに送信してきた画像データ──解析されたその内容は、この場にいる全員の目に焼き付いている。


    　そこに写っていたのは、吹芽の母であり、ザイシャのかつてのユーザーであり、大戦を終わらせた英雄であり、幾万もの人々を巻き添えにした悪魔──。


    　レヴナント化したと思おぼしき円マドカ燦サン華カ──その人であったのだ。


    「前回の襲撃も、母さんが手引きしたとエレクトラは言っていた。九年前、ザイシャの目の前で死んだはずの母さんがどうしてレヴナント化し、《七プレ姉イア妹デス》を従えているのかはわからない。……でも、母さんは何らかの形で、今の状況に関わっているはずなんだ」


    「それが？」


    　ザイシャは平然と首を傾かしげる。


    「ザイシャッ、定まらないままの感情は、きっといつか命取りになる！　僕は君を──」


    　思わず声を荒らげた吹芽に、ザイシャは無機質な眼まな差ざしと共に告げる。


    「──生者も死者も数え切れないくらい消し飛ばしてきたこの兵器わたしが、今さら亡霊の一体ごときに逡しゆん巡じゆんするとでも思っているの？」


    「────」


    　ぞっとするような戦せん慄りつが、吹芽の背骨をつぅ、と滑り落ちる。


    　可か憐れんな少女ではなく──これまで数々のレヴナントもろとも、無む辜この人々の生命いのちを消し去ってきた強大な兵装としての冷徹さが、吹芽の胸を容よう赦しやなく突き刺していた。


    「……先に部屋に戻ってる」


    　ザイシャは乾いた声で言うと、白い髪を翻ひるがえして歩き去った。小さな背中が、薄暗い通路の奥に溶けて消えていく。響く足音も、やがて聞こえなくなった。沈黙が落ちる。


    「……吹芽。わたしが言えた立場ではないのですが……ザイシャの意思を確かめるにしても、もう少し慎重に状況を選ぶべきだったのではないですか？」


    　茴香は床を見つめたまま、消沈した声で吹芽をたしなめた。


    「……ごめん。僕が無神経だった」


    　吹芽は力なくうな垂れた。罪悪感が重く肩にのしかかってくる。


    「──馬鹿野郎、謝るこたぁねーっての」


    　消沈する吹芽の肩に手を置きながら、珊瑚がぶっきらぼうに言った。


    「現実ってヤツを、誰かがはっきりと言葉にしてやる必要が、ザイシャにはあった。あいつがとうに覚悟を決めた──なんて思い込んで、勝手に浮かれてた俺や茴ウイ香カが言えた立場じゃねえがな」


    「そ、それはわたしだって重々、反省していますけれど……っ」


    　あわてたように身を乗り出してくる茴香を、珊サン瑚ゴは片手で制しながら笑う。


    「狙撃手スナイパーと観測手スポツターっつー、ニコイチの相棒同士の辛つらいトコさ。おまえらはお互い、もっと遠慮なく踏み込み合っていいんだよ。──この俺みてぇに、馴なれ馴れしくな」


    「……そう言ってくれると助かるよ、珊瑚」


    　吹スイ芽ガと珊瑚は軽く笑い合い──次の瞬間、思わずぎょっとした表情になる。


    　仲睦むつまじげな男同士のやり取りを、茴香が迫力溢あふれる半眼で覗のぞき込んでいたからだ。


    「何だよ茴香、眼力やべえだろ……」


    「──珊瑚。何だか最近、わたしと吹芽の扱いに差があるような気がするのですが。あなた、そうやっていちいち誰かに肩入れするタイプでしたっけ？」


    「か、肩入れとかじゃねーだろ……」


    「あー、嫌です嫌です！　男の人たちってすぐそうやって女の子を除のけ者にして、勝手にわかり合っちゃうんです。……ええ、どうせわたしはお堅くて融通の利かないイヤな女です」


    「べ、別にそんなつもりは」


    　長い黒髪を振り乱し、ぷいとそっぽを向いてしまった茴香に、吹芽は恐る恐る声をかける。


    「面倒くせえ……」


    　また一つ、珊瑚と意見が通い合うのを感じながら──片かた頬ほおを膨ふくらませる茴香が妙に可お笑かしくて、吹芽は口元を綻ほころばせた。


    「……なんて、ふて腐れていても仕方ないですね。確かに悪いのはわたしたちですし」


    　茴香の方も本気で怒ってはおらず、仕方がないといった様子で悪戯いたずらっぽい微ほほ笑えみを返してくる。


    　その時、珊瑚の端末に通信が入った。応答した珊瑚の表情が険しくなる。


    「……ああ、了解した。今行くよ」


    　珊瑚は通信を切ると、吹芽たちに向かって右手を立てた。


    「わり、ちっとラボに顔出してくるわ。機体フレームのチューニングに手間取ってるらしい。ったく、これだからトーシロはよ……」


    　珊瑚の言う『機体』とは、彼が戦場で駆る二脚型機動兵装──ＦＭＳのことを指す。プシュケ由来の新技術によりもたらされた合成樹脂装甲と磁じ性せい粘ねん性せいアクチュエーター人工筋肉により、極めて高い出力と機動性を両立した人型車両である。


    「前回の屋内戦で、専属の技術者が軒並み死んじまったからな。──あの機体はちょい特殊だから、肝心なトコは俺自身でチェックしねえとまずいんだ」


    「了解。こんな時間だけど、頑張って」


    「そのまま戻ってこなくていいんですよ？　その間に吹スイ芽ガと親睦を深めますので」


    「へいへいファイトファイト。やり過ぎてザイシャを敵に回すんじゃねーぞ」


    　小走りに駆けていく珊サン瑚ゴの背中を見送った茴ウイ香カが、吹芽に向き直った。


    「わたしたちもそろそろ自室に戻りましょう。明日からは、引っ越しの準備で慌ただしくなるでしょうし」


    　二人並んでゆっくりと廊下を歩いていく。他のＲ・Ｅ・Ｖ構成員は就寝しているか、施設各所の修復作業にあたっているか、島内の警備や麻ま痺ひしたインフラの整備に出払っているかしており、シャフトの中は静まり返っていた。


    「……ねぇ、茴香。君は、本当にここを立ち去って大丈夫なの？」


    　穏やかな表情を浮かべている茴香の横顔に、吹芽は思わず問いかけていた。


    「子供たちのことですか？　──ええ、もう覚悟は決めましたから」


    《セブンス》には、茴香が資金援助を施していた幼い孤児たちがいる。前回の戦いで施設は失われ、運営責任者も死亡しているため、現在は島内の臨時避難所で生活を送っている。


    「そう。……皆、寂しがるんじゃない？」


    「あ、あの子たちは大丈夫ですよ……だって皆、強い子ばかりですし……」


    　そう言って微ほほ笑えむ茴香の様子はどこかぎこちなく、頼りなかった。


    「……茴香は心細くない？　あんなに懐かれていたじゃないか」


    「それは……そんなの、心配に決まっているじゃないですか」


    　吹芽の言葉で感極まってしまったのか、茴香は瞳ひとみに滲にじんだ涙をあわてて袖そでで拭った。


    　かつて自身が戦災孤児であった茴香は、同じような境遇で家族を失った子供たちを気遣い、優しくて頼りになる姉代わりとして接していた。彼女にとって孤児たちは、実の家族にも等しい存在であるはずだ。


    「でも、弱音を吐いている暇なんてありません。さっきザイシャが言ったように……レヴナントとの戦いを、真の意味で終わらせることができるのは、きっとわたしたちだけですから」


    　茴香は決然と、吹芽に向かって告げた。


    「彼らの未来のためなら、わたしはどんなに傷付いたって戦える。最期の瞬間まで、立っていられる」


    　吹芽は胸が高鳴るのを感じた。


    　前回の戦いにおいて、茴香は最愛の家族であり、因縁の仇きゆう敵てきでもあったかつての親友を──ケルフィナ・オズロワを、死闘の末にその手にかけた。


    　以来、彼女の心に茨のごとく絡み付いていた憎しみと怨おん念ねんの影は消え去り、ただただ高潔で心優しい魂の地金が、大きな瞳の奥で強い光を放っている。


    　そんな茴香の在り方を、心から羨うらやましいと──吹芽は思った。


    「それよりも、です」


    　腰に両手を当てた茴ウイ香カが、いつの間にか吹スイ芽ガの顔を至し近きん距離で覗のぞき込んでいた。艶つややかな黒髪が肩から零こぼれ落ち、ほのかに甘い香りが漂ただよう。


    「……あなたは、大丈夫なのですか？」


    　控えめな口調で訊ねてくる茴香に、吹芽は頷うなずいてみせる。


    「ザイシャとはもう一度、ここを発たつ前に腹を割って話すつもりだよ。この一週間、どうしても踏ん切りが付かなかったけど、今回の異動でようやく──」


    「──ザイシャのことではなくて、あなた自身が、です」


    　見透かすような茴香の質問に、吹芽は言葉を失った。


    「狙撃手スナイパーと観測手スポツター……吹芽とザイシャの繋つながりは戦場でも、それに日常でだって、決して切り離せないものだと思います。だから今までのわたしのように、過去に囚とらわれたザイシャの心と向き合うためには──パートナーであるあなた自身が、自分の心と向き合わなくてはならない」


    　茴香の言葉は放たれた矢のように、一片の遠慮もない。


    「この一週間、あなたは普段と変わらない様子で振る舞っていました。──ですが、それが虚勢であったことくらい、わたしにはわかります」


    「……それは」


    　図星だ。いずれ対たい峙じするであろう円マドカ燦サン華カという存在を、吹芽は果たしてどのように捉とらえれば良いのか。彼自身、今日まで迷い続け、様々な答えを頭の中でこね回しても、未だに明確な結論は出ていない。ザイシャの身を案じる振りをして、考えないようにすらしていた。


    　自分をこの世に産んだ人。自分の未来のために死んだ人。レヴナントと化した母……。


    「吹芽」


    　床を見て黙り込む吹芽の肩に、茴香がそっと手を置いた。


    「あまり思い詰めないで……というのは無理な注文でしょうけど、相談にならいつでも乗りますから。あまり焦らないで、一緒に答えを探しましょう」


    　吹芽は伏せていた顔をゆっくりと持ち上げると、小さく頷いた。


    「……ありがとう、茴香」


    「仲間は痛みを分かち合うもの──そう言ってくれたのはほかならない、吹芽ですからね」


    　茴香は両手を後ろに回すと、慈愛に溢あふれたいつもの笑顔を浮かべた。


    



    　　　◇


    



    　梱包を終えた荷物一式が、輸送担当者によって部屋から運び出されていく。


    　ようやく人心ごこ地ちついた吹芽は、うっすらと汗の浮いた額を拭いながらリビングに戻った。窓の外を見れば、鮮やかな茜あかね色の空と薄雲が一面に広がり、ボロボロになった街並みを穏やかに染め上げていた。


    　異動を告知された翌日の夕刻に、準備は呆あつ気けなく終わった。元々、私物は多い方ではない。持ち出す物といえば、必要最低限の日用品や衣類、後は銃器の整備や弾薬製作ハンドロードに使う機材一式といった程度である。


    　吹スイ芽ガはボトルの水で乾きを潤うるおすと、ソファに体を預け、室内を改めて眺めた。


    　差し込む西日で照らし出された部屋は、どこも綺麗に磨き上げられている。荷物の整理よりも、むしろ部屋の清掃に熱が入ってしまった。ヘルカ班に配属されてからの数か月間、世話になった大切な場所。吹芽たちが去ってからも、室内はこのまま維持されるとのことであったが、後を濁すような真ま似ねはしたくなかった。


    　がらんとした室内にザイシャの姿はない。特殊な肉体を持つ彼女は、定期的なメンテナンスを要するため、今朝も早くから出払っていた。


    　あくびが漏れる。ザイシャが戻ってくるまで一眠りしようと思い立ち──ふと、部屋の隅に鎮ちん座ざしているライフルケースが目に飛び込んできた。


    　吹芽の育ての親であり、狙撃手としての師でもあった亡き恩人──ハンク・ウェズレイから受け継いだスナイパーライフルのケース。戦闘で破損したまま、修理していない。彼の意志を受け継ぎ、彼を自みずからの手で討った事実を決して忘れないための、大切な形見だった。


    　一瞬の逡しゆん巡じゆんがよぎる。今からでも、艦に乗せてもらうべきだろうかと自問し──。


    「……いいや」


    　吹芽は独りごち、自じ嘲ちようするように瞼まぶたを閉じた。一度乗り越えた過去にすがったところで、今の自分たちに突き付けられている問題からは逃のがれられない気がした。


    　その時、玄関のドアがスライドする音が響いた。


    「おかえり、ザイシャ」


    　リビングに現れたザイシャを、吹芽は努めて明るい声こわ音ねで出迎える。


    「…………」


    　しかしザイシャは、相変わらず冷たい面おも持もちのまま、気まずそうに視線を逸そらした。無言でベッドに歩み寄り、頭からシーツに潜り込んでしまう。


    　──昨夜、ミーティングを終えて自室に戻った後も、ザイシャとは結局、何一つ話せぬまま今日を迎えていた。吹芽は意を決し、わざとらしく咳せき払いなどしてみせる。


    「ザイシャ、ご飯食べた？」


    「…………食べてない」


    　ややあって、蚊の鳴くような声がシーツの下から聞こえてきた。


    「なら一緒に出かけよう。明日は引き継ぎ作業で一日つぶれるだろうから、外出できるのは今日が最後になるだろうし。……茴ウイ香カも珊サン瑚ゴも忙しそうだから、僕たちだけになっちゃうけど」


    「一人で行って。私は……お腹、減ってない」


    　そんな返答と同時に、きゅう、と可愛らしい音がベッドの中から鳴り響いた。自身の肉体のことを、すでに人間ではないとよく卑ひ下げしていたくせに、ザイシャは妙なところで人間くさい。


    　どうしたものかと嘆息した吹スイ芽ガの脳裏にふと、昨夜の珊サン瑚ゴの言葉が蘇よみがえった──おまえらはもっと、遠慮なくお互いに踏み込みあっていい。


    「……誰よりも他人に遠慮ない珊瑚が言うんだから、本当なんだろうな」


    　思えばいつの間にか、ずいぶんと仲間に感化されている自分がいると吹芽は気付く。ヘルカ班に配属される以前は、他人との関わり合いを極力避けてきた自分が、たった今から──らしくもない行動に出ようとしているのだから。


    　吹芽は覚悟を決めるように息を一つ吐くと、つかつかとベッドに歩み寄った。ザイシャがくるまったシーツを、力任せに無理やり剥はぎ取る。


    「───な」


    　寝転がったまま目を丸くしているザイシャの逃げ場を塞ふさぐように、ベッドに両手をつき、紅あかい瞳ひとみをじっと見つめる。もしも事情を知らぬ者が見れば、いたいけな少女に襲いかかる暴漢そのものである。


    「な、ちょっと……っ。何するのよ、スイガ……！」


    「いいから早く着替えて。僕たち最近、まともに会話してすらいないじゃないか。こんなのは、良くない」


    　温厚な吹芽らしからぬ強引な物言いに、さしものザイシャも口の端を引き攣つらせる。


    「いいったら！　最近の態度は……謝るわよ。だから、一人に──」


    「──駄目だ。そう言ってザイシャ、僕も皆のこともずっと避け続けてきたろ。あんまりわがままが過ぎると、僕もいい加減……」


    　そこで吹芽は、以前にハンクが食事の席で苦笑交じりにのたまっていた台詞せりふをふと思い出した──『女と制圧射撃は、多少強引に行け』。


    　吹芽は、ザイシャの頭頂部から生えた一対のセンサー目掛けておもむろに両手を伸ばした。兎うさぎの耳を彷ほう彿ふつさせる金属板を、ぐいっと鷲わし掴づかみにする。


    「──ひぅ!?　ちょ、スイガっ、耳、耳を掴まないで！」


    　二人はもつれ合ったまま、ベッドの上をばたばたと転げ回る。


    「あふっ、くすぐった──やめ──放してってば……！」


    「それなら素直に──」


    「もうわかったわよっ。わかったから──今すぐ、その不ぶ躾しつけな手を放してッ！」


    　鈍い音が鳴る。本気の怒声と共に繰り出されたザイシャの脚が、吹芽の鳩みぞ尾おちを綺麗に捉とらえていた。予想外の反撃に吹芽は声すら上げられず、もんどり打って床に転がる。


    　結局、ザイシャが身支度を終えるまでの間、吹芽はうずくまったまま悶絶する羽は目めになった。


    



    　吹芽とザイシャがシャフトから出る頃には、陽は水平線の彼方かなたに没しており、冷たい夜の帳とばりがコロニア全体を包み込み始めていた。


    　夜間外出規制をかけられた街に、他の人間の姿はほとんどない。警備や施設の修復、瓦が礫れきの撤去作業にあたっているＲ・Ｅ・Ｖの隊員たちを、時おり見かける程度である。


    「……暗いな」


    　吹スイ芽ガは独りごちる。エネルギー不足のため、街灯が最低限しか点ついていないのだ。


    　幾筋もの亀き裂れつが刻まれた車道の真ん中を、二人はとぼとぼと歩く。一か月前まで、多くの車両が行き交っていた幅広の道は、当然ながら通行止めになっており、二人の無作法を咎とがめる者は誰もいない。


    　ふと視線を落とした路面に、赤黒い血で濡ぬれたぬいぐるみが転がっているのを見つけて、吹芽は思わず表情を曇らせた。


    　車道のところどころでは、スクラップと化した無数の廃車たちが、夜や闇あんの中に野の晒ざらしの白骨のごとき不気味なシルエットを浮かび上がらせている。これでも、回収の追い付いていなかった犠牲者たちの遺体で溢あふれていた数日前よりは、随分とマシになった方である。


    　まさしく死都と呼ぶべき有様であった。以前の平穏な日常の面おも影かげは、すでに欠片かけらも残っていない。静寂と、暗くら闇やみと、死の気配だけが広がっていた。


    「……意外と野蛮だったのね、スイガは。それともようやく本性が出たの？　向こうに移ったら、別々の部屋に変えてもらおうかしら……」


    　白いダッフルコートと毛糸の帽子に身を包んだザイシャは、吹芽の数メートル手前を足早に歩きながら、憤然と唇を尖とがらせている。


    「わかったから、そろそろ機嫌を直してよ……。何なら僕の耳でも鼻でも、好きなだけ引っ張り返せばいいじゃないか」


    　もっとも、自みずからの所業にふさわしい洗礼は浴びたつもりだけど──と、未だにずきずきと痛む鳩みぞ尾おちを押さえつつ、心の中で付け加える。


    　すっかり弱り切った様子の吹芽に、ザイシャは勢い良く振り向くと、肩を怒らせて訴える。


    「あなたなんかの体の一部にそんな価値ないわよ……。大体、女の子の体に何の断りもなく触れるなんて──」


    　予想外の反はん駁ばくに、吹芽は思わず立ち尽くしていた。ザイシャが怪け訝げんな顔になる。


    「……何よ。魂が抜けたような顔をして」


    「いや。ザイシャが、自分のことを〝女の子〟だなんて……初めてだなって」


    「────」


    　ザイシャの白い頬ほおがみるみる赤く染まっていく。頑かたくなに不機嫌そうだった表情が一転して、異性に翻ほん弄ろうされる無む垢くな少女のそれへと変わっていく。


    「そっか……珊サン瑚ゴに借りた映画とか、結構一緒に観たもんね。ザイシャもやっと、年頃の女の子がどんな感じで振る舞うのかわかってきたんだ」


    「違うわよ！　ただの言葉のアヤ！　いいからさっさと忘れなさい！」


    「？　どうして照れてるのさ、普通のことなのに。──うん、さっきのは本当にごめん。今さらになって罪悪感が湧わいてきた。反省してる」


    　思えばハンクも、余計なことを吹き込んでくれたものだ。


    「勝手に納得してないで！　余計に腹が立つでしょう……！」


    　ザイシャに服を掴まれてがくがくと揺さぶられながら、吹スイ芽ガは顎あごに手を当てる。


    「……そういえば思い出した。ちょっと前、茴ウイ香カからファッション誌のアーカイブデータとかもらってたよね？　ほら、やっぱり関心があったんじゃないか」


    「～～～！　どうしてあなたがそれを知っているのよ!?」


    「いや、端末の閲覧履歴に残ってて……」


    「当然のように人のプライベートを覗のぞき見しないでっ！」


    　ザイシャは頭部センサーを、帽子が吹っ飛ぶほどに激しく振り乱しながら怒ど鳴なる。悪気こそないものの、吹芽の発言はザイシャの複雑な羞しゆう恥ち心をいちいち的確に射抜いていた。


    　二人はしばらくの間、車道のど真ん中でどこかズレた押し問答を繰り広げた。


    「はぁ、はぁ──何を、笑って、いるのよ……」


    　やがて根負けしたザイシャが、可お笑かしそうに声を殺して笑う吹芽を睨にらみ付けた。


    「久しぶりにザイシャと話せた気がして。──君の声が聞けないのは、やっぱり悲しい」
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    「…………」


    　ザイシャは呆あきれた様子で瞬まばたきを繰り返し、地面に落ちた帽子を拾い上げた。


    「下層に行こう、ザイシャ。海ミ星ホシさんたちもそろそろ、お店に戻ってきてる頃だと思うから」


    《セブンス》は島を縦じゆう貫かんする〝大黒柱〟であるシャフトを中心に、上層と下層──二つの階層を持つ。限られた面積内に、より多くの人々を収容するためである。


    　二人は壊れていない区間移動用エレベーターに乗り込むと、下層へと降りた。


    　高層ビルが建ち並ぶ近代的な街並みの上層と比べて、下層はどこか無秩序で雑然とした、いわゆるアングラ的な雰囲気を持つ区域が多い。様々な飲食店や衣料店、雑貨店の類たぐいが節操なく軒を連ねる地下繁華街などは、その典型である。


    　しかしそれも、レヴナントによって蹂じゆう躙りんされ、住人の姿がほとんど消えた今となっては、ただうら寂しいだけの光景だった。以前はやかましいほどに溢あふれ返っていた猥わい雑ざつな喧けん騒そうはすでになく、そこかしこに漂ただよっていたアルコールや煙の臭いの代わりに満ちているのは、燃え尽きた建材が放つ微かすかな異臭だけだ。地面には砕けた硝子ガラスや空から薬やつ莢きようが無数に散らばり、歩くたびに虚むなしい音を立てた。


    　入り組んだ路地を潜り抜けた先に待っていたのは、慎ましやかな店構えのバーだった。


    　木製のドアには『Ｃｌｏｓｅｄ』の看板がかかっているが、吹スイ芽ガは構わず押し開ける。カウベルが鳴り響き、カウンターの向こうでグラスの手入れをしていた初老のマスターと、店内の清掃に勤いそしんでいた女性が同時に振り向いた。


    「ありゃ、吹芽くん＆ザイシャちゃんカップルじゃーん！　ホントに来てくれたんだー！」


    「うん、こんばんは、海星さん。マスターも」


    　エプロンを着けた若い女性──海星が快活な笑顔で片手を振り、マスターも無言のまま小さく会釈する。吹芽たち行き付けの飲食店──『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』の、変わらぬ歓かん待たいである。


    「急に来てごめん。ボランティアで疲れてるでしょ？」


    「さっき帰ってきたトコだからノー問題だよー。もー暇で暇で仕方なくってさ。ね、マスター？」


    　海星たちは日中、島内各地の医療施設や臨時避難所を回りながら、主に調理関連の救援活動に勤しんでいる。飲食店経営者である二人は、人手の不足している《セブンス》において、引く手数多あまたなのだ。


    「あーん、ザイシャちゃーん！　お姉さんすっごい会いたかったぞー。ココで会うのは一か月ぶりねーっ」


    「……どうも」


    　海星はザイシャの傍そばにしゃがみ込んで抱き締め、満面の笑みで頬ほお擦ずりする。ザイシャは心底嫌そうな顔で、されるがままになっている。


    「相変わらずちっさいなー、チミは。こんなんじゃ小学校に入れてもらえないぞぅ」


    「いくつに見えているのよ……！」


    　ザイシャは細い腕で、ぐいぐいと海ミ星ホシの顔を押し返す。そんな二人の絡みも、吹スイ芽ガには見慣れた光景だ。ヘルカ班への転属当時、初めて珊サン瑚ゴに連れて来られてからというもの、『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』は吹芽やザイシャにとって、数少ない憩いの場となっていた。


    「……お店は、やっぱり再開できないんだね」


    　カウンター席に着いた吹芽は、様々なナンバープレートやタペストリー、古い電子オルガンや野球盤などで所狭しと彩られた内装を見回しながら、ぽつりと言った。


    「まあねー。一か月前の騒ぎ以降は、物流が止まって仕入れができないし、そもそも夜間の外出制限があるから、お客さん来れないしねぇ……。これでも君たち、ＶＩＰ待遇なのよー？」


    　海星が頬ほおに片手を当てて息をついた。


    　吹芽は数日前、調理支援のためシャフトを訪れていた海星の言葉を思い出す。


    『──あたしたち、夜はお店にいるから、時間があるなら遊びに来てね』


    　結局、件くだんの画像データやザイシャの変調もあり、足を運ぶのが遅くなってしまった。


    「……どうしてミホシたちは、経営できないお店をわざわざ維持しているの？」


    　吹芽の隣に座ったザイシャが、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま訊ねた。海星は照れくさそうに笑いながら、


    「そりゃー大切な場所だしさ。あたしとマスターの愛の巣なんだから。ねー、マスター？」


    　海星に問いかけられ、ロマンスグレーが似合うマスターの渋い容よう貌ぼうに僅わずかな赤みが差した。寡か黙もくな彼の意外なリアクションに、吹芽は頬が緩ゆるみそうになるのをあわてて堪こらえる。


    「それにさ。痛みとか、悩みとか、憤いきどおりとか──心ん中に抱えた良くないモノがどんどん積み重なって、どーしようもなくなった時、それを吐き出したり癒いやしたりできる場所があるって思うと、人って心が楽になるでしょ？」


    　吹芽はカウンターに置かれたグラスの表面を滑る水滴を見つめながら、小さく頷うなずいた。


    「……うん。僕も皆も、海星さんやマスターに出会えて、すごく救われてると思う」


    　未知の技術を体に宿した吹芽たち埋まい葬そう官かんは、仲間であるはずのＲ・Ｅ・Ｖ隊員たちからでさえ、忌き避ひや嫌悪の視線を向けられる傾向が未だに強い。そんな彼らにとって、隠れ家的な『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』を訪れ、美味な料理に舌した鼓つづみを打つ時間はかけがえのないものだった。


    「ありがと。常連さんも、君たちも……そう思ってくれている人たちがいてくれる限り、あたしたちがその場所を勝手に奪う権利なんてないものねぇ」


    　そう言って屈くつ託たくなく笑う海星の顔を、ザイシャはどこか眩まぶしそうな目で見つめていた。


    　まるで、自分もそうなりたいと、焦がれるように。


    　輝く太陽に向かって、必死に手を伸ばす月のように。


    



    　貴重であるはずの食材を惜しみなく使って振る舞われた料理を平らげた吹芽とザイシャは、海星たちと別れて上層に戻ると、夜の帳とばりが落ちた街の中をひたすらに歩いた。


    　後ろを歩くザイシャの口数は相変わらず少ないが、最近の彼女が絶えず身にまとっていた棘とげのような雰囲気は、いつしか消え去っている。シャフトに戻ればその魔法が解けてしまう──そんな漠ばく然ぜんとした不安に襲われて、吹スイ芽ガの足はシャフトから遠のくばかりであった。


    　一時間ほども歩き通した末に辿たどり着いたのは、広大な自然公園だった。


    　どちらからともなく敷地に踏み入り、暗くら闇やみに包まれたプロムナードをゆっくりと歩く。レヴナントによる破壊の手は奇跡的にもほとんど及んでおらず、植樹された木々や草花が微かすかな潮風を受けて、二人の来訪を歓迎するようにさざめいていた。


    「少し休んでいかない？」


    　吹芽の提案に、ザイシャは不平を漏らすこともなく頷うなずいた。手近に設置してあるベンチに、二人並んで腰かける。


    「料理、美お味いしかったね」


    「……ええ」


    「しばらく食べられなくなると思うと、寂しいな」


    「私たちがここを出て行くこと──本当に、ミホシたちには伝えなくてよかったの？」


    　吹芽は微かに表情を曇らせる。結局、最後まで言い出すことができなかった。


    「平気だとは思うけど、一応機密だからね。それに、ただでさえ大変な時期だろうし……あまり心配をかけるのも良くないかなって思って」


    　どこかぎこちない会話。吹芽もザイシャもそれきり口を閉じ、夜空を見上げる。微かな月明かりだけが、夜や闇あんに漂ただよう沈黙を浮き彫りにし、二人を照らしていた。


    「──ザイシャは昔、母さんとどんなことを話したの？」


    　ぽつりと囁ささやかれた質問に、ザイシャはきょとんと目を丸くした。


    　燦サン華カとの関係に関しては、吹芽もザイシャも、複雑な繋つながりと因縁を持っている。


    　いずれはザイシャと話したいと思いつつも、何となく避け続けてきた話題だった。


    「……言葉を交わしたことは、そこまで多くなかったわ。安あん穏のんとしている時間なんて戦場にはなかったし、私は他人のことを誰も信用していなかったから」


    　元々人間であったザイシャは、何らかの経緯を経へてプシュケの研究機関の手に渡り、兵器としての肉体を得た過去を持つ。人だった頃の記憶は、彼女にはもうほとんど残されていない。


    「だけどサンカは、そんな私に一人の人間として接してくれた。優しくしてくれて、時々怒ってくれて、最後には抱き締めてくれて……名前を失なくした私に、新しい名前をくれた」


    　ザイシャは小さな胸に当てた手を、そっと握り締める。


    「でも、一番よく憶おぼえているのは、スイガの話をしている時の表情」


    「……僕の？」


    「とても嬉しそうで、満ち足りていて──だけど、それ以上に哀しそうな顔をしていた」


    　そう言って吹芽を見つめるザイシャの瞳ひとみには、羨せん望ぼうとも嫉しつ妬とともつかない感情が宿っていた。


    　その視線から逃げるように、吹スイ芽ガは困った顔で苦笑する。


    「正直なところ、そんな顔をしている母さんが──僕には想像つかないよ」


    「……でしょうね。最後にサンカと会った時のあなたは、まだ幼い子供だった」


    「うん。僕が母さんと一緒に暮らしていたのは、五歳やそこらまでだったけど……僕を見る母さんの目はいつも冷たくて、どこか乾いてた。抱き締めてもらったことも、頭を撫なでてもらったことも、記憶を探る限りじゃ、ただの一度だってない」


    　如何なる経緯を経へてか、第一次レヴナントショックが起きた一〇年前に吹芽の前から姿を消した燦サン華カは、遠い異国の地でザイシャのユーザーとなり、そしてプシュケを撃墜した。


    　大戦を終結させた英雄という称号は、機密と共に闇やみへと葬ほうむり去られ、代わりに数万人もの人々を命令違反の末に殺害した悪魔として、燦華の名は歴史に刻まれている。


    　そして吹芽の記憶に残された母の姿は、その〝悪魔〟という単語のイメージに違たがわない。


    「……詳しいことは私にも教えてくれなかったけれど──あなたを生む以前、サンカは仕事として人を殺していたわ。スイガに対して母親らしく振る舞うことができなかったのは、自分が奪ってきた生命いのちと、自分が産み落とした生命に対して、折り合いが付けられなかったんだと思う」


    「──母さんの部下だったハンクも、そう遺のこしてたよ」


    　幼少時代の吹芽の生活は、住すみ処かを転々と変え、自由に外にも出られず、地下の鼠ねずみのように身を潜め続けるだけの無む味み乾かん燥そうなものだった。


    「母さんはきっと、何らかの非合法な組織に属していた。そして僕を生んで、追われる身になった。それまでも、それからも──きっとたくさんの人の生命を奪ったんだと思う」


    　吹芽の記憶に辛うじて残る母の匂いは、温かな手料理や優しい石せつ鹸けんの香りではなく、冷ややかな鉄ステンレスと油ガンオイルのそれだ。追っ手から逃げ回り、時には排除しながら、燦華は必死に我が子を守ってきたのだろう──それが、吹芽の思い描く母の在り方だった。


    「……スイガはサンカのこと、どう思ってる？」


    　ザイシャは微かすかに身を乗り出し、吹芽の瞳ひとみを上目遣いで覗のぞき込んできた。僅わずかな怯おびえと不安を紅あかい瞳の奥に孕はらませて。


    「好きだよ。──僕は、母さんのことが好きだ」


    　吹芽は柔らかい表情で答える。掛け値のない本音だった。


    「僕を生んで育ててくれた。最期には自分の生命を投げ出して、僕のいるこの世界を守ってくれた。嫌いになんて、なれるはずがない」


    「……本当に？」


    「確かにザイシャと出逢うまでは、母さんが犯した罪を憎んでた。僕が兵士としての道を選んだのも、母さんが奪った以上に多くの生命を救いたいって……そう願ったからだ」


    　吹芽は自身の両手を見下ろした。敵を駆く逐ちくするための武器を駆る、火薬と鮮血で穢けがれた手だ。


    　自みずからの手で掬すくえなかった生命いのち。救えなかった人々。夜の静寂に、彼らへの思いを馳はせる。


    「その理想は今だって変わらない。僕は守りたい。茴ウイ香カも、珊サン瑚ゴも、ヘルカも、海ミ星ホシさんやマスターも、身近な人たちも、顔も知らないたくさんの人たちだって──」


    　吹スイ芽ガは伏せていた顔を上げると、ザイシャの瞳ひとみを真っすぐに見つめた。


    「ザイシャのことも、救いたい」


    「スイガ……」


    「いつか平和になった世界で、普通の女の子に戻った君を見てみたいって……そう思う」


    　毅き然ぜんと告げた吹芽の顔を、ザイシャは呆ほうけた顔のまま見つめ返していた。


    「どうかした、ザイシャ？」


    　ぱちぱちと瞬まばたきを繰り返すばかりのザイシャに、吹芽は恐る恐る問いかける。


    「……いいえ。あなたたち、やっぱり親子なのね──」


    　意味がわからず首を傾かしげる吹芽から、ザイシャは目を逸そらしながら言った。


    「いつか、サンカが私に言ってくれたことを思い出したの」


    「母さんが、君に？」


    　ザイシャは一度だけ頷うなずくと、囁ささやくように言う。


    



    『ザイシャ。あなたを武器として利用している私が言えた義理ではとてもないけれど──いつか幸せになって。あなたの笑顔は、きっと何よりも素敵だと思うから』


    



    　今にも消え入りそうな声。ザイシャは自じ嘲ちようげに瞳を細める。


    「親子揃そろって、おかしなことを言うのね、って思ったの。……心はともかく、私の体はもう普通じゃない。その事実は、たとえ戦いが終わったとしても永遠に変わらないわ」


    　コートに包んだ矮わい躯くを掻かき抱いだくザイシャの姿を見て、吹芽は今さらのように思い出していた。


    　今吹芽たちが腰かけているベンチは、ザイシャと出逢って間もない頃、初めて二人で出かけた夜に訪れた場所だった。


    　あの時に垣かい間ま見たザイシャの姿が、今の彼女に重なる。自身の幸福や平穏を頑かたくなに否定し、冷徹な兵器として振る舞おうとする小さな少女。


    「──馬鹿なこと言うな」


    　吹芽は憤然と告げると、ザイシャの肩を掴んで、半ば無理やり自分に向き直らせた。


    　達観し、諦あきらめきっているザイシャの表情に、無性に腹が立っていた。


    「もしも君が心から笑ったなら──それはきっと、すごく綺麗だと思う」


    「……馬鹿はあなたでしょ。真ま面じ目めな顔して、何を言ってるのよ……」


    　飾り気も色気もまるで皆かい無むな──だからこそ、どこまでも真っすぐな吹芽の言葉に、ザイシャは恥ずかしそうに視線を泳がせ、白い頬ほおを薄く染めた。諦てい観かんから困惑、そして羞しゆう恥ちへと──目まぐるしく移り変わる幼い表情は、ただのあどけない女の子のそれだ。


    　それでも吹スイ芽ガは、ザイシャの笑顔だけは一度も見たことがない。


    　当然だ。年相応の感情に身と心を委ゆだねるには、今の彼女は多くのものを背負いすぎている。


    　もしもザイシャに屈くつ託たくなく笑える日が訪れるとしたら、それは彼女が全ての重荷を捨て去った時──人類とレヴナントの、血で血を洗う闘争が終わりを告げた後だろう。


    　そして、その未来を勝ち取るためには──燦サン華カとの戦いは、もはや避けて通れない。


    「……はっきり聞かせて、スイガ」


    　ザイシャは肩にかかった吹芽の手をそっと引き剥はがした。


    「もしもサンカと対たい峙じする時が訪れたら、あなたは彼女を排除すべき敵として──レヴナントとして撃つことができる？」


    　ザイシャの問いかけに、吹芽は思わず息を呑のんだ。


    　育ての父であった最愛の人を──ハンク・ウェズレイを自みずからの意志で撃ち貫いた日の記憶は、今も色いろ褪あせていない。その時に抱いだいた覚悟も、振り切った迷いも、全て胸に刻んでいる。


    「……わからない」


    　にもかかわらず、吹芽は曖あい昧まいな答えしか返すことができなかった。


    「ハンクやたくさんの人たちを犠牲にしておいて、今さら虫が良すぎるかもしれない。だけど、それでも──戦場で母さんを目の前にしたら、僕は躊躇ためらってしまう気がする」


    　複雑な迷いの先にまず立つものは、燦華に対する拭えぬ情だった。


    　幾多の死線を潜り抜け、数多あまたの死を見届けてきたとはいえ、所詮は齢よわい一六の少年である。レヴナント化しているとはいえ、実の母を排除すべき敵と割り切れるほど、その心は強くない。


    「それに、もしも僕たちの手で母さんを撃ってしまったら──」


    　──しかし、それ以上に巨大な不安が、吹芽の胸に深く牙を突き立てていた。


    「ザイシャ……君の心に、取り返しの付かない傷を残してしまう気がして」


    「────」


    　ザイシャは静せい謐ひつな瞳ひとみを吹芽に向けたまま、黙って耳を傾けている。


    「そうなってしまうのが、僕は何よりも怖い」


    　肉体も、記憶も、自由も──あらゆるものを理り不ふ尽じんに奪われた孤独な少女にとって、円マドカ燦華という存在が与えた影響の大きさは計り知れない。


    　むしろ同じ戦場を共に歩んだ分、二人は実の親子よりもなお、強固な繋つながりで結ばれているのかもしれない──吹芽はそう考えずにはいられない。


    「……ありがとう、スイガ」


    　しかし、数秒を置いて吹芽の耳を打ったのは、鈴の音色のように穏やかな声だった。


    　吹芽が茫ぼう然ぜんと顔を上げると、ザイシャは呆あきれたように目を細めた。


    「以前から思っていたことだけれど、その才能や腕前とは裏腹に、スイガの心はまるで狙撃手に向いていない。自分のことならどんな痛みにも耐えるくせに……他人が抱えている痛みを思うたびに、あなたはいつも、今にも泣きそうな顔をする」


    　違う、と内心で首を振る。自分の手で大切な人を傷付けるのが怖いだけだ。


    「──それでも、私はサンカを撃つわ」


    　ザイシャは凜りん然ぜんとした口調で、かつての恩人を撃ち倒すとはっきり宣告した。


    「それが埋まい葬そう官かんとしての私の責務なら、絶対に迷わない」


    「ザイシャ。でも君は、母さんのことを──」


    「私たちが引き金を引くことを躊躇ためらえば、これまで犠牲にしてきた生命いのちが無駄になってしまう──それは、スイガが狙撃手として出した答えでもあるはずでしょう？」


    　そうだ。吹スイ芽ガはレヴナントと化したハンクと対たい峙じし、狙撃手としての在り方を掴み取ることで、長らく自身を縛り付けていた過去の罪とようやく決別した。


    　今の彼は、その鷹たかの目で戦場を見渡し、仲間を守る冷徹な狙撃手である。


    「そんな担い手スイガの決意を、武器である私が裏切れるはずがない。……だから、安心して」


    　ザイシャは静かに立ち上がり、夜空を仰あおいだ。肩口まで伸びた艶つややかな白髪が、微かすかな月明かりに濡ぬれて、夜露のように淡く輝いている。


    「誰の亡霊が相手だろうと、私は自分の役割を貫いてみせる。何があっても、必ず……」


    「────」


    　ザイシャの横顔を見つめながら、吹芽は背筋が寒くなるのを感じていた。


    　今のザイシャの有様は、やはり危うかった。ふとした拍子に壊れてしまいそうな、名めい状じようしがたい崩壊の前兆のようなものを、その小さな胸の中に抱えていた。


    　君は武器なんかじゃない──そんな言葉を彼女にかけられたなら、どんなに良かっただろう。


    　吹芽がそうできないのは、自分が無力だと理解しているからだ。狙撃手と観測手スポツター。担い手と武器。埋葬官としての彼は、ザイシャの存在無くしては成立しないのだ。


    「……先に戻っているわ。また、明日」


    　そう言い残し、シャフトに向けて歩き出すザイシャの背中を、吹芽は黙って見つめるほかなかった。


    



    　　　◇


    



    　ザイシャが去って小一時間ほど経ち、ようやくベンチから重い腰を上げた吹芽は、ふと携帯端末を無くしたことに気付いた。


    「……『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』に忘れたのか」


    　落とした心当たりはない。本部からの定時連絡に目を通した際に、そのまま店に忘れてきたのだろう。吹芽は憂ゆう鬱うつな溜ため息いきと共に、再び『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』へと足を向けた。


    　辿たどり着いた店の明かりはまだ点ついていた。吹芽は若じやつ干かんの気まずさを覚えつつ、そっとドアを押し開ける。


    「あ、吹スイ芽ガくん、さっきぶりー。忘れ物に気付いたのかい？」


    　再び出迎えてくれた海ミ星ホシの手には、吹芽の携帯端末が握られていた。安あん堵どする吹芽であったが、『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』のカウンター席には一人、いるはずのない客人の姿があった。


    　薄暗い店内で、物言わずショットグラスを傾ける女性。吹芽は驚きのあまり立ち尽くした。


    「……ヘルカ？」


    「備品を紛失、か。緩ゆるんでいるんじゃないのか──円マドカ」


    　金砂色の髪の毛先が小さく揺れ、女性は冷ややかな視線を向けてくる。


    　吹芽が属する技術試験部隊の班長──ヘルカ・カーリアイネンの、乾いた声。


    　なぜここに……思わず目を見張る吹芽に、海星が笑う。


    「ヘルカさん、以前から何度かうちに来てくれてるのよ？　こないだ久しぶりにシャフトで会ったから、ついお誘いしちゃってー」


    　知らなかった？　と海星は呑のん気きに訊ねてくる。そういえば、以前に珊サン瑚ゴがそんなことを言っていたのを思い出した。


    　どうしたものかと自問する。行き付けの店で上官と鉢合わせするなど、完全に予想外だった。端末を受け取って、さっさと立ち去るべきだ、と本能が告げていた。


    「──構わん。座れ、円。奢おごってやる」


    　耳を疑った。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく硬直している吹芽に、ヘルカはあろうことか同席を促してきたのだ。


    「えぇと……でも」


    「まあまあ、いいじゃないの吹芽くん。ここは上司の顔を立ててあげなさいって」


    　戸惑う吹芽を、海星が無責任に焚たき付けてくる。さすがに無む碍げにする訳にもいかず、ぎこちない動作でヘルカの隣に腰かけた。


    　ややあって、マスターがソフトドリンクを吹芽の前に置く。


    　ヘルカは乾杯をするでもなく、琥珀色のリカーで満たされたショットグラスに口を付けた。


    　それきり静寂が満ちる。二人に気を遣ったのか、海星もマスターもいつの間にか、カウンターの奥に引っ込んでいた。その余計な気遣いが、吹芽にとってはただ恨めしい。


    「──似合わんか？　私がこんな場所にいるのは」


    　ふいに、ヘルカが訊ねてきた。その視線はカウンターに向いたままだ。


    「……似合わなくはないよ。驚きはしたけど」


    　むしろ、北欧の血の色濃い美女が上品な所しよ作さで杯を傾ける様は、恐いほど絵になっていた。


    「こうして二人で話すのは、ザイシャの《制御核》を取り込んだ君を尋問した時以来だったか」


    「言われてみればそうだね……」


    　吹芽は自みずからの胸に手を当てる。思い返せば、たった四か月前の出来事だった。


    　任地で瀕ひん死しの重傷を負った吹スイ芽ガは、地下空間で機能停止していたザイシャの制御機関──制御核を体内に取り込むことで、奇跡的に蘇そ生せいした。


    「……あの時は、冗談じゃなく殺されるかと思ったよ」


    「当然の配慮だ。《七プレ姉イア妹デス》の力を宿した君たちの安全性を測る必要があった」


    「そんなだから、未だにザイシャに嫌われてるんじゃないか……」


    　本音が思わず吹芽の口をつく。反抗的なザイシャを従わせるため、当時のヘルカは相当に手荒な真ま似ねを繰り返した。二人の間に刻まれた深い溝の原因である。


    「構わん。部下と仲良しごっこに興じるつもりはない」


    　抑揚のない声。アルコールを摂取しているにもかかわらず、そっと窺うかがったヘルカの白はく貌ぼうには、僅わずかな赤みさえ浮かんでいない。無機質な美び貌ぼうは硝子ガラスの彫像じみている。


    「それとも、やはり君も私を信用できないか？」


    　さしたる感情も宿らぬ声こわ音ねで、ヘルカは問いかけてくる。


    　──茴ウイ香カや珊サン瑚ゴの話では、ヘルカはかつて《サラーブ》と呼ばれる武力組織と、何らかの関わりを持っていたという。大戦が起きるよりも前の話だ。


    《サラーブ》とは、かつて中東方面を拠点としていた少年兵育成機関の通称だった。


    　そこから輩出された少年兵・少女兵は、その卓越した戦闘技術から吸血鬼ムブタズと呼ばれ、恐れられた。プシュケが灯ともした戦火の中に消えていったその組織と、目の前の女性とが、一体どのような繋つながりを持っていたのか──吹芽には想像することしかできない。


    　エレクトラのユーザーであり、かつて幼い茴香から《家族ペルヘ》を奪った少女──ケルフィナ・オズロワも、元吸血鬼ムブタズであった。


    　彼女は散り際、ある忠告を茴香に遺のこしていった。


    『──ヘルカ・カーリアイネンに気を付けて』


    　ケルフィナとヘルカは、非常に似通った戦闘術を心得ていた。そんな二人の関係も、その遺言の意味するところも、今となってはもはやわからない。


    　それでも吹芽は、ヘルカの問いかけに対して首を横に振っていた。


    「信頼は──してる。ヘルカのおかげで、僕たちはこうして生き残ってるんだから」


    　ヘルカのもっとも恐るべき点は、他者の戦闘面における長所や短所、潜在能力を正確に把握する観察眼である。


    　度重なるレヴナントとの死闘から吹芽たちが生還できているのは、あらゆる兵士の能力を引き上げ、戦場での生存率を極限まで高めるヘルカの指導の賜たま物ものにほかならない。


    「……だけど僕は、訓練や任務を通して以外、ほとんどヘルカと話したことがない。あなたのことを何一つ知らない」


    　吹芽は今日まで、日常生活において、ヘルカと必要以上の接触を持とうとしなかった。


    　それは、彼女の全身に纏まとわり付く戦場の空気と、濃密な死の気配のせいだ。敵にも味方にも等しく畏い怖ふと恐れを抱いだかせる存在感が、否応なく心を掻かき乱すからだ。


    「ヘルカ。一体どんな人生を送れば、そんな境地に辿たどり着ける……？」


    　幼少期から今まで、絶えず戦火に晒さらされ続けた吹スイ芽ガですら、想像が及ばない。隣に座る玲れい瓏ろうな女性が、まるで歴戦の老兵であるかのような錯さつ覚かくさえ抱いだいた。


    　冷酷な機械じみたその在り方が、今だけはひたすらに、羨うらやましかった。


    「大した人生じゃない」


    　ヘルカはしなやかな指でグラスを掴むと、そっと持ち上げた。半ばほどまで減った琥珀色の液体が、照明の光を吸ってゆらゆらと煌きらめいている。それを醒めた瞳ひとみで眺めながら、


    「これが空になる頃には、全て語り終わる程度の……聞くだにくだらん人生だ」


    　らしくもない諧かい謔ぎやくを漏らすヘルカの横顔に、吹芽は思わず見入ってしまった。


    　ヘルカは何事もなかったかのように視線を正面に戻すと、話題を変えた。


    「──君とザイシャは、まだ方針を決めかねているようだな」


    　見透かしたような一言。吹芽の口元が強こわ張ばる。


    「わかっているとは思うが、アレは円マドカ燦サン華カではない。レヴナントだ。……それも、エレクトラの情報を信じるのなら、《七プレ姉イア妹デス》以上の重要性を持つ、な」


    　ヘルカの返答は揺るぎない。埋まい葬そう官かんとしての使命を、厳げん然ぜんと見み据すえている。


    「奴を討たなければ、いずれ人類は滅ほろぶだろう。君たちは躊ちゆう躇ちよせず戦えるのか？」


    　吹芽はうな垂れ、やがて力なく頷うなずいた。


    「もしもその時が来たなら、僕は円燦華を──母さんを撃つよ。恐怖でも虚勢でもなく、きっと自分の意志で引き金を引ける……そう思う」


    　救うべきものと見捨てるべきものを厳然と見据え、そして選び取る。それはレヴナント化したハンク・ウェズレイが身をもって遺のこしてくれた、狙撃手としての残酷な役割だ。


    「だけど──その選択は、いずれザイシャを破滅させてしまう気がするんだ」


    　水滴の浮いたグラスを、吹芽は砕けそうなほど強く握り締める。


    　単純な生命いのちの足し引きの問題ではなかった。


    　吹芽はハンクを打ち倒すことで、消せない過去を乗り越えた。幼おさな馴な染じみであるケルフィナを討った茴ウイ香カも、また同様だ。


    　それでも、ザイシャはザイシャだ。吹芽とも茴香とも異なる──全く別の人間だ。


    　愛する人の生命を二度も奪い去った時、果たしてザイシャの心は耐えられるのだろうか。


    「ザイシャの心はもう傷だらけだ。そんな彼女が、いつか笑えるかもしれない……そんな僅わずかな可能性まで奪ってしまうのは、やっぱり怖いよ」


    　ヘルカは瞼まぶたを閉じた。何かを想うように。あるいは、蔑さげすむように。


    「……その揺らぎは実に君らしいな。愚かで、傲ごう慢まんで、そして残酷だ」


    「────」


    「多くの兵士は、そんな選択の余地もなく、ただ死んでいく。個人の意志など、戦場では塵ちり芥あくたほどの価値もない。──そんな甘ったれた悩みは、君だけが持つ幸運であり、特権だ」


    　正論だ。ヘルカの言葉は、刃物のように吹スイ芽ガの胸を削り取る。


    「……わかってる。どんなに強大な力を持っていようと、個人の意志や覚悟なんて、本当にちっぽけなんだってことくらい」


    　現にエレクトラやケルフィナとの戦いでは、茴ウイ香カの救済と引き換えに、数え切れないほどの犠牲を生み出した。《オクルス》は破壊され、人類滅亡までの秒読みは急速に早まった。


    「──だけど、おかしいじゃないか」


    　狭い店内に、押し殺した吹芽の声が響いた。


    「ザイシャは、過去に囚とらわれた僕の心を救ってくれた。そんな彼女自身の心が、戦いが終わっても永遠に救われないなんて──そんなの、認められるはずがないじゃないか」


    　吹芽が狙撃手として再起できたきっかけは、決してハンクだけではない。かつて母と共に、多くの人々を犠牲にしながらも大戦を戦い抜いたザイシャが、その身を挺ていして、『守る者』としての在り方を教えてくれたからだ。


    　そうでなければ吹芽は、今ごろ戦場で野垂れ死んでいるか、叶わぬ理想に取り憑つかれた亡霊のままであったかのどちらかだろう。


    「……ごめん、ヘルカ」


    　一度感情を吐き出して冷静になった吹芽は、両腕をカウンターに乗せて俯うつむいた。上官に対して、我ながら甘えた物言いだったと自じ嘲ちようする。この場で殴り倒されても文句は言えまい。


    「──構わん」


    　しかし次の瞬間、吹芽の耳に吸い込まれたのは、そんな呆あつ気けない言葉だった。


    「君も所詮は子供だ。全人類のために戦えなどと、大それたことは言わん」


    「……ヘルカ？」


    　起き伏ふくに乏しい彼女の口調はそのままだ。人並みの感情など、遠い昔に戦場へと置き去ってきたかのような、常に冷淡で無機質なヘルカの声こわ音ね。


    　その声が今は、上官から部下へ向けた命令ではなく──円マドカ吹芽という〝個〟を気遣う言葉を口にしているような気がした。何とも奇妙で、不思議な心ここ地ちだった。


    「──自分たちが生き残ることを最優先に考えろ。今はそれでいい」


    「生き残る、ことを……」


    　真っ当に考えれば、ヘルカの慰なぐさめは、未だに煮え切らぬ〝切り札〟を鼓舞するための方便なのだろう。吹芽たちの迷いは、そのまま人類の死滅へと繋つながるのだから。


    　吹芽はヘルカの横顔を茫ぼう然ぜんと見つめ続ける。日常だろうと戦場だろうと変わらない氷のような瞳ひとみが、さして感慨もなさそうに、グラスの中で揺れる酒を見つめていた。


    



    　　　◇


    



    　翌日の引き継ぎと最終調整を慌ただしく終え、さらに一夜明けた異動当日──海の彼方かなたより《セブンス》に迫り来る巨影を、吹スイ芽ガたちは早朝の港に佇たたずみながら眺めていた。


    　缶コーヒーを啜すすっていた珊サン瑚ゴが、ひゅう、と歓声を漏らす。


    「ありゃあ──《ファースト》に配備されてる正規空母《ネレイス》か。全長三八〇メートル、最大速三〇ノット超。あんなご大層な艦でお出迎えたぁ、頭が下がるな」


    　茴ウイ香カは吹き付ける潮風に黒髪を躍おどらせながら、圧倒されたように目を丸くしている。


    「……わたし、空母に乗るのは初めてです。本当に大きいんですね」


    「艦っつーより、一つの街みたいなモンだからな。これから俺らが辿たどるルートは、ユーラシア大陸の北側を迂う回かいする北極海航路……《ファースト》まではそれなりに日数がかかるが、そう不自由はしねえだろうさ。食料から日用品、床屋から教会まで、きっと選より取りみどりだぜ」


    「へぇ……不謹慎な物言いかもしれませんが、少しわくわくしてしまいますね。──吹芽とザイシャはどうです？」


    　無む邪じや気きな顔で訊ねる茴香に、ぼんやりと遠くを見つめていた吹芽はあわてて顔を上げた。


    「ご、ごめん。聞いてなかった……」


    　ザイシャとは結局、二日前の夜以降、まともに話す時間を取れなかった。昨日は互いに、諸々の準備で忙殺されてしまったのだ。睡眠もあまりとれていない。


    「もうっ。体調が優れないのですか？　酔い止め飲みます？　空母で船酔いするのかどうかは知りませんけど」


    　茴香は呆あきれたように息をつくと、ザイシャの方を見た。


    「ザイシャっ。あなたも、話を聞いているんですか？」


    「ええ……私も食べたことはないわ」


    「食べ物の話はしていません……。まったく──二人揃そろって、上の空ではありませんか」


    　茴香は心配そうに眉まゆ根ねを寄せつつ、覇は気きのない吹芽とザイシャの顔を見比べた。


    「──ところで、我らが班長はいつになったら合流するのかね？　どこで道草食ってんだか」


    　珊瑚がぼやきながら背後を振り返った。


    　少し離れた港のスペースでは、吹芽たち埋まい葬そう官かんと違って身体強化を施していない生身の人員で構成された特殊精鋭部隊ＳＥＦ──通称ＳＥＦセフの面々が、それぞれ思い思いの時間を過ごしている。いずれもヘルカが選出した随伴要員だった。


    　しかし、肝心のヘルカの姿がない。出発予定時刻まで、すでに残り三〇分を切っていた。


    　茴香は髪の毛先を指で弄もてあそびながら、腑ふに落ちない様子で口を開いた。


    「……《ファースト》にもＲ・Ｅ・Ｖの構成員はいるはずなのに、班長はなぜ人員の不足している《セブンス》から、わざわざ随伴要員を引き抜いたのでしょうね」


    　吹スイ芽ガが、ＳＥＦ隊員たちを横目で見やりながら答える。


    「あの人たちは皆、僕たちと同じ戦場で何度か戦ってる。ただでさえ慣れない土地での任務になるかもしれないし──連携し慣れた人たちの方が、遥かにやりやすいよ」


    　その時、ＳＥＦ隊員たちが見えない重圧に押しのけられるように自みずから道を開けた。その間を、長身痩そう躯くの人影が悠ゆう然ぜんと進んでくる。


    　小気味良い靴音を立てて現れたヘルカ・カーリアイネンを、吹芽たちは敬礼で出迎えた。隙のない佇たたずまいに、『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』で垣かい間ま見せた雰囲気は残っていない。


    　珊サン瑚ゴはすぐに姿勢を崩し、口の端を持ち上げて笑った。


    「班長が遅刻たぁ、珍しいっすね。遠足が待ち遠しすぎて寝坊でも？」


    「気にするな。念のため、だ」


    　的を射ない返答に、一同は怪け訝げんな顔をした。ヘルカはそれ以上何も語らぬまま、すでに間近まで迫っていた空母の巨大な影を無言で見上げていた。


    



    　　　◇


    



    「────」


    　ふと、吹芽は眠りから目を覚ました。ベッドからゆっくりと半身を起こす。


    　まだ見慣れない室内をぼんやりと見渡す。多少狭いものの、吹芽に割り当てられた部屋は清潔感に溢あふれており、内装もアンティーク調で凝こっている。士官階級用の個室なのだ。


    「……もう二十二時か」


    　三〇分ほど仮眠をとるだけのつもりが、二時間も眠ってしまっていた。


    　乗船から約十七時間──まだ先の長い船旅は、つつがなく進んでいるようだった。


    　吹芽たちヘルカ班の面々と随伴要員たちは、ネレイスの艦長や主要な船員との簡単なミーティングを挟んで、それぞれの個室に案内された。その後、食堂でクルーたちによる歓迎会を兼ねた賑やかな夕食を終え、部屋に戻ったのが先ほどのことだ。


    「確か、トレーニングルームがあったはずだよな……」


    　吹芽は呟つぶやいてベッドから降りると、洗面所でざっと顔を洗い、個室を出た。


    　その物音を聞き付けたのか、隣の部屋のドアが開き、ザイシャがのろのろと出てきた。彼女も今まで寝ていたのか、まだ眠たそうに目を擦こすっている。


    「……スイガ、どこに行くの？」


    「体でも動かそうかなって。ザイシャも来る？」


    　ザイシャは無言で頷うなずくと、歩き出した吹芽の隣に並んだ。


    　窮屈な艦内通路には、大小様々な配管が縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡らされている。物珍しい光景に、吹芽は思わずきょろきょろと視線をさまよわせてしまう。


    「何だか、落ち着かないね。大きな生き物の内側にいるみたいだ」


    「一応、聴覚センサーは常時稼働させているわ。不審な点は今のところないけれど……外は結構な雨みたいね」


    　ザイシャはセンサーを小刻みに動かしつつ、唇を尖とがらせる。


    　それきり会話が途切れた。弱り切った吹スイ芽ガは、ちらりと隣を窺うかがう。ザイシャと一瞬目が合ったが、彼女は気まずそうに視線を逸そらしてしまう。


    　レヴナントと化した燦サン華カを撃つ──互いにその覚悟を確かめたにもかかわらず、二人の思いはどこか噛かみ合わないままだった。話を切り出そうにも、タイミングがいまいちつかめない。


    「よす。奇遇じゃねえの、お二人サン」


    　曲がり角に差しかかったところで、ふと見知った顔と鉢合わせした。


    「──珊サン瑚ゴ。どこに行ってたの？」


    「娯楽室だよ。クルーのオッサンたちと、ちょいと大人のお遊びをな。初日から大勝ちだぜ」


    　珊瑚が愉快そうにトランプを切るジェスチャーをする。大方、金銭クレジツトを賭かけてポーカーにでも興じていたのだろう、と吹芽は呆あきれた。


    　ザイシャは冷ややかな表情で小さく鼻を鳴らす。


    「……今日会ったばかりの他人と、もう打ち解けてるの？　相変わらず節操がないのね」


    「お、キレキレの毒舌いただき。やっぱザイシャはこうでねぇとな」


    　珊瑚はザイシャの頭に手を伸ばし、くしゃくしゃと掻かき混ぜた。ザイシャは意地を張る子供のように珊瑚の手を払う。


    　吹芽は困ったように笑いながら言う。


    「クルーの人、良い人たちばかりで良かったね」


    「まあな。余よ所そ者もので埋まい葬そう官かんってだけでも、大層肩身の狭い思いをすると踏んでたが……」


    　当初の予想に反して、《ファースト》に所属するネレイスの艦長やクルーたちは、《セブンス》の面々を快く迎え入れてくれた。吹芽たちが埋葬官であることは周知のはずだ。しかし彼らは顔を合わせる先々で、多少強引なきらいこそあるものの、親身になってくれた。


    「海の男ってのは心も広いもんなのかね。……ところでおまえら、どこ行くんだ？」


    　吹芽は行き先を話す。結局、珊瑚も同行することになり、三人はトレーニングルームへと向かった。


    



    「？　……なんか、やけに騒がしくねえか？」


    　目的地手前に着くなり、珊瑚は眉まゆをひそめた。トレーニングルームが妙に騒々しい。


    　吹芽たち三人は、恐る恐る中を覗のぞき込む。室内の一角に、ちょっとした人だかりができていた。筋骨隆々な数人のクルーたちが、一人を取り囲んでいる様子である。


    「でよぉ嬢ちゃん、実際本命はどっちなんだ？　ムサい連中ばっかのＲ・Ｅ・Ｖで、埋葬官たぁいえこれだけの美人なんだ。遊ぶ相手にゃ困らねえだろうが」


    「あの、ですから……」


    「だはははッ！　まさか生娘ってこたねぇだろ？　相手はチビ助の方か、それともチャラそうな方か？　どっちだ？」


    「き……っ!?　別にどっちとか、そういう問題では……！」


    「──まさか二人同時か!?　複数なのか!?　ジーザス──俺は今、女神サマを見ている」


    「やべェたまらねェ……なあこの通りだ嬢ちゃん。天国見せてやるから、俺とも一発──」


    「いやーっ！　近づかないでくださいっ！」


    　逞たくましい海の男たちの群れを押しのけながら、悲鳴と共に這はい出てきた少女は、立ち尽くしている吹スイ芽ガたちの姿を見るやいなや、目の端に安あん堵どの涙を浮かべた。


    　体にフィットするトレーニングウェアに身を包み、長い黒髪をポニーテールに括くくった茴ウイ香カは、ばたばたと駆け寄ってくると、ザイシャに向かって思い切り抱き付いた。


    「うぅ……ザイシャぁ、助かりましたぁ……」


    「……ウイカ。あなた一体何やってるのよ……」


    「一人でトレーニングをしていたら、あの人たちに絡まれてしまって……」


    　心底怯おびえきっている茴香の背後では、クルーたちが野太い声で笑っていた。


    「わたし、やっぱりここではやっていけないかもしれません……」


    「茴香……別にあの人たちだって、本気じゃないだろうからさ……」


    　茴香の肩を叩きつつ、吹芽は溜ため息いきをついた。良くも悪くも遠慮のない会話は船乗りのサガであるが、茴香には刺激が強かったのか、見ていて可哀想になるほどの狼ろう狽ばいぶりである。珊サン瑚ゴに至っては、腹を抱えて爆笑していた。


    



    　その後、茴香が落ち着くのを待ってから、吹芽たちは小一時間ほど汗を流した。


    　他のクルーたちと雑談しつつ一通りのメニューをこなし、四人でストレッチをしていたところで、先ほど茴香に絡んでいた男たちの一人が歩み寄ってきた。


    「よぉ、お若い客人たち。どうだい、我らが自慢の艦の乗り心ごこ地ちは？」


    　気さくに声をかけてきた浅黒い肌のクルーに、珊瑚も人懐っこい笑顔で応じる。


    「ああ、悪くないね。飯はそこそこ美う味まいし、シアタールームの充実ぶりにゃ驚いた。《セブンス》じゃ手に入らねえようなオールドムービーも盛り沢山で、思わず入り浸っちまいそうだ」


    「海の上は楽しみが少ないからな。短い間だが、ぜひくつろいでいってくれ」


    　それにしても──と、クルーの視線が吹芽とザイシャの二人をじっと見み据すえた。


    「噂うわさには聞いてるぜ、坊主たち。おまえらがレヴナントどもの親玉を二体もぶち殺したってな！」


    　クルーは分厚い手で吹芽とザイシャの肩を何度も叩きながら、彫りの深い顔に親しげな笑みを浮かべる。ザイシャはにこりともせず、仏ぶつ頂ちよう面づらで顔を背そむけていた。


    「えぇと、それは僕たちだけの力じゃ……」


    「よせよせ、ガキが謙けん遜そんなんざ。これからもバシバシ頼むぜ、埋まい葬そう官かん殿」


    　クルーの目は最後に、始終つんとした顔で背を向けている茴ウイ香カの方に向いた。


    「おいおい嬢ちゃん、そろそろ機嫌を直してくれよ」


    　その背中に向かって、クルーは右手を差し出すが、茴香はいじけた顔のまま一向に応じない。先ほどのデリカシーを欠いた絡みがよほど堪こたえていた。


    「いや、参ったなァ……」


    　クルーは笑顔を崩さぬまま、弱り切った様子で頭を掻かく。


    「────！」


    　次の瞬間──〝異常〟を誰よりも早く感知したのは、吹スイ芽ガであった。


    　それは戦場で幾度も目まの当たりにしてきた光景だった。何も無かったはずのクルーの右手に、細かな粒子がみるみる収束し──。


    　──一瞬の後には、大口径の拳銃がしっかりと握られていた。


    　見間違えようもない。それはレヴナントが有する特殊能力──一〇年前、プシュケが大気中に拡散させた特殊な粒子を媒ばい体たいに用いた、『物質生成能力』である。


    「茴香──ッ！」


    　叫ぶと同時に、吹芽は右足を思い切り跳ね上げた。鋭い蹴けりがクルーの肘ひじを弾き、銃口が天井を向く。同時にトリガーが引かれ、吐き出された弾丸が照明を砕いた。吹芽がとっさに腕を弾かなければ、銃弾は確実に茴香の後頭部を砕いていただろう。


    「……ッ」


    　続いて、即座に臨戦態勢へと移行したザイシャの背中がぎちぎちと鈍い音を立て、甲こう殻かく類るいの脚部を彷ほう彿ふつさせる触しよく肢しが一対、突き出した。彼女が隠し持つ近接戦闘用武装である。


    　その鋭い穂先が弧こを描いて一いつ閃せんし、拳銃を把は持じするクルーの右手を二の腕から斬り飛ばす。


    「い、い。い、キいぃい……」


    　クルーは二歩、三歩とたじろいで止まると、切断された右腕の断面をじっと見つめる。


    　その不気味な瞳ひとみは、彼がすでに生きた屍しかばね──すなわち、レヴナントと化していることを証明するように、血のごとき真紅色に染まっていく。


    「痛ってえなあアア～～～、アアアアア──ェエ!?」


    　クルーは奇声と共に、残った左腕を持ち上げた。その掌てのひらに、今度はＨ＆Ｋ-ＭＰ５短機関銃サブマシンガンが生成される。その銃口は、すでに茴香の胴体にポイントされている──レヴナントは一度でも目にした兵装を記憶し、自在に再現することができるのだ。


    　しかし茴香の方が、一足先に戦闘態勢を整えていた。彼女は携帯していた専用グローブを両手に嵌はめ終えている。


    「───起動ステイク・ドライヴ！」


    　茴香は起動コードを叫ぶと同時に、両手を頭上に振りかぶった。


    　その手の中に燐りん光こうが迸ほとばしり、茴ウイ香カの瞳ひとみがレヴナントのごとき紅あかに染まる。微かすかなスパーク音。細かな粒子が高速で結集し、茴香の手に巨大な兵装が構築された。


    　それは『剣』であった。反りのない矩く形けいのフォルムだが、数センチもの厚みを有する刀身は、もはや剣と言うよりも鉄塊と呼ぶにふさわしい。


    《エミュレイター》──蘇よみがえった死者を再び墓穴に縫ぬい付ける、聖なる杭くいの威容である。


    　埋まい葬そう官かんの体内にインプラントされた特殊装置──疑似核にコンパイルされた兵装データを瞬時にして呼び出す、レヴナントの物質構築能力を模した兵器体系の総称だ。敵の再生能力と複製能力を封じるうえ、兵装の媒ばい体たいである体内の疑似粒子は、埋葬官に超絶たる運動性能と回復力をもたらす。


    「せぁッ！」


    　気合と共に容よう赦しやなく振り下ろされた剣──《スノウドロップ》の持つ大質量の刃やいばが、クルーの頭頂部から股下までを真っ二つに引き裂いていた。


    「キ──イィイ──……」


    　無む惨ざんなクルーの骸むくろは無数の粒子と化して、溶けるように消滅していく。レヴナントを屠ほふるには、死者の脳が変性した重要器官──脳核と呼ばれる急所を破壊するほかない。


    「なぜ……」


    　茴香は茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。あまりにも唐突な出来事に、誰もそれ以上の言葉を紡つむげない。


    「通常のレヴナントは理性や人格を持たねえ。だがこいつはつい数秒前まで、俺たちと普通の人間のように接していた。そんな芸当ができるのは──」


    　眉間に皺しわを寄せる珊サン瑚ゴに、ザイシャが困惑の目を向ける。


    「心拍も体温も──一瞬前まで、通常の人間と何ら変わらなかった。……今のが、敵《七プレ姉イア妹デス》のユーザーだったっていうの？」


    《七プレ姉イア妹デス》は本来、兵装を内蔵した本体と、それを制御するための《制御核》を有するユーザーの二人一組で運用されるシステムである。


    　レヴナント化してなお、その軛くびきから逃のがれられない《七プレ姉イア妹デス》たちは、任意のレヴナントに制御核を埋め込み、生前の記憶と人格を与えることで自身のユーザーとして運用するのだ。


    「いや、いくら何でも呆あつ気けなさすぎる……アルキュオネのユーザーだったハンクも、エレクトラのユーザーだったケルフィナも、一筋縄じゃいかない相手だった」


    　吹スイ芽ガの意見はもっともだ。《七プレ姉イア妹デス》のユーザーとして選ばれた二人は、いずれも圧倒的な戦闘能力を有していた。


    「とにかく、一刻も早く班長に報告しましょう。これは明らかな異常事態で──」


    　言いかけた茴香は、周囲の奇妙な光景にようやく気付き、目を見張った。


    「……おいおい、やられちまったぜェ、あの野郎」


    「さすがは埋葬官だなァ。勇ゆう敢かんたる海の男が、あんな華きや奢しやな嬢ちゃん相手に形かたなしだ」


    　一〇メートルほど離れた壁際から、そんな軽口が次々と響いた。


    　トレーニングルームに残っていた数人のクルーたちである。彼らはにやにやと笑いながら、一連の戦闘を、まるで喧けん嘩かでも眺めるかのように平然と見届けていた。


    「み、皆さん……？」


    「待って茴ウイ香カ。様子がおかしい」


    　一歩前に出た茴香の肩を、吹スイ芽ガは掴んで止める。


    「───キィイ」


    　金属を擦こするような奇声が響く。


    　次なる光景に、吹芽たちは思わず目を剥むく──悪い予感は的中していた。


    　クルーたちの瞳ひとみがみるみる紅あかく染まっていく。その手の中に、次々と銃器が構築されていく。


    　信じられないことに──その場にいたクルー全員が、レヴナントであったのだ。


    「……珊サン瑚ゴ、これをッ！」


    　吹芽の判断は一瞬だった。今しがた排除したレヴナントが残した置き土産みやげの拳銃を、珊瑚に向かって床から蹴けり上げると、自身も短機関銃サブマシンガンを拾い上げて構える──敵は八体。


    「茴香は左！　ザイシャは前に出て撹かく乱らんをッ！」


    　吹芽が叫ぶと同時に、ザイシャの体たい躯くが勢い良く前方に跳ね跳んだ。


    　一斉に襲い来る銃弾の嵐を、ザイシャは蜥蜴トカゲのごとくジグザグに疾駆し、回避する。


    　吹芽はＭＰ５の光学照準器を覗のぞき込み──トリガーを絞った。瞬またたくマズルフラッシュが室内を断続的に照らし、銃口から爆はぜた火か線せんが標的を貫く。九㎜では通常、強きよう靭じんな肉体と再生能力を持つレヴナントに対して明らかなパワー不足だが、脳核が収まる頭部のみを狙って放たれた吹芽の精密射撃は、三体のレヴナントを余さず沈黙させていた。


    「ザイシャッ、避けて──ください！」


    　一方の茴香も、スノウドロップの刀身に内蔵されたショットガンを発砲した。鼓こ膜まくを突き抜ける轟ごう音おん。その銃撃に吹芽のような精確さこそないが、剣先の銃口から吐き出された大量の散弾は、三体ものレヴナントを周囲のトレーニングマシンごと一いち網もう打だ尽じんに吹き飛ばしていた。


    「──失うせて」


    　すでに空中に跳び上がっていたザイシャは、左右に展開した触しよく肢しを体ごと捻ひねって回転させた。残る二体のレヴナントの頭部がバターのように寸断され、残った体が床に崩れ落ちる。


    　制圧は数秒で完了した。幾多の戦場を共にした吹芽たちだからこそ可能な、まさに阿あ吽うんの呼吸とでも呼ぶべき見事な連携であった。


    「……サンゴ。あなたの援護射撃が掠かすったのだけど」


    「わりわり──ホラ、おにーさん生身の戦闘とかマジ向いてねえんで……」


    　じろりと睨にらみ付けるザイシャに、拳銃を構えたままの珊瑚が気まずい笑顔で片手を上げる。埋まい葬そう官かんとしての彼の本領は、ＦＭＳ搭乗時にこそ発揮されるのだ。


    「どうなってるんだ、一体」


    　ぐずぐずと崩れていくレヴナントたちの残ざん骸がいを見つめながら、吹スイ芽ガは歯は噛がみした。


    「今のレヴナントたち、僕には全員が理性を保っているように見えた……」


    「俺もだ。カラクリはわからんが、十中八九《七プレ姉イア妹デス》の仕業だろうな。手を替え品を替え、いちいち度肝を抜いてくれるぜ。──クソッ、通信が繋つながらねえ」


    　原因不明の通信エラーに、珊サン瑚ゴが舌打ちする。吹芽たちの通信機も同様であった。


    「ここは危険です……居住区へ向かいましょう。班長たちと合流しないと……っ」


    「──いいえ。一足遅かったみたい」


    　茴ウイ香カの提案を、ザイシャは頭部センサーを動かしながら遮った。その瞳ひとみが、トレーニングルームの出入り口を睨にらんでいる。


    「な──」


    　発された驚愕は、全員のものであった。


    　目算にして三〇を下らない人数の兵士が、狭い出入り口から次々と押し寄せていた。いずれも今日一日、吹芽たちの乗船を手厚く歓迎してくれたクルーたちだ。


    　昼間と一つだけ異なるのは──彼らの瞳が、一様に紅あかく輝いていることである。


    「……まずい」


    　吹芽たちの表情が焦りに歪ゆがむ。現状、充分な戦闘力を発揮できるのは、茴香とザイシャのみである。珊瑚はＦＭＳを使えず、吹芽の本来の兵装は屋内近接戦ＣＱＢには向いていない。


    　レヴナントたちの手に、次々と武器が生成されていく──絶体絶命の窮地であった。


    「！　……やっと来たわ」


    　その時、ザイシャが呆あきれたように小さく呟つぶやいた。


    　同時に、吹芽たちからは死角となっている通路の外から激しい戦闘音が響き渡る。


    　レヴナントたちの注意が、一斉に部屋の外へと向く。トレーニングルームに押し寄せていた敵たちは今、背後から何者かの襲撃を受けていた。


    「まさか……」


    　茴香が呟くと同時に、外の通路に溢あふれ返っていたレヴナントの群れを突破した人影が、勢いを殺さぬまま室内に飛び込んできた。一瞬の後には、すでに四つもの首が宙を舞っている。


    　──現れたソレは、まさしく光の速度で爆はぜ回る獣そのものであった。


    　人影は金砂色の髪を翻ひるがえしながら、無数の銃弾を目にも留まらぬ速度で掻かい潜る。両手に握った凶器を自在に振るい、レヴナントを次々と無力化していく。


    「ヘルカ班長！」


    　茴香が叫ぶ。


    　レヴナントと交戦する女性──ヘルカ・カーリアイネンが両手に把は持じしているのは、白銀色に輝く二挺ちようの拳銃だ。ただしアンダーマウントレールには鋭いブレードが、グリップには無ぶ骨こつなパイルがそれぞれ装備され、いびつなシルエットを形成している。


    　エミュレイター《アルベド／ニグレド》──この世で彼女のみ、その銃じゆう把はを握る資格を持つ、玲れい瓏ろうにして冷酷たる退魔の鉄てつ槌つい。


    　繰り広げられるのは、ただただ一方的な暴ぼう虐ぎやくだ。群れをなして襲いかかる有う象ぞう無む象ぞうの屍しかばねどもなど、端はたから見れば高速回転するミキサーに放り込まれるだけの屑くずでしかない。無数のレヴナントたちは次々と四し肢しをへし折られ、額ひたいに穴を穿うがたれ、頭を寸断されていく。


    　援護すら必要なかった。吹スイ芽ガたちが幾度目かの瞬まばたきを終える頃には、全てのレヴナントは折り重なって床に沈み、凄惨たる光景を生み出していた。


    「無事かね」


    　部下たちの窮地を救ったヘルカが、平時と変わらぬ涼しい顔で告げた。息一つ乱していない。


    「……マジカッケェー。俺、一生班長についていくぜ」


    「ならばまず、この場を生き残りたまえ」


    　握った拳を震わせる珊サン瑚ゴに向かって、ヘルカは背負っていたケースを放り投げた。中にはＲ・Ｅ・Ｖの正式装備である自動小銃と予備弾倉、防弾コートが人数分収まっている。


    「ヘルカ、何が起きてる？」


    　コートに素早く袖そでを通しながら訊ねる吹芽に、ヘルカは首を横に振る。


    「わからん。艦内の至る場所で、クルーたちのレヴナント化が確認されている。艦長との連絡もとれん。──最悪、ネレイスのクルー全員がレヴナント化している可能性がある」


    　途方もない事実に、吹芽たちは唇を噛かみ締める。


    「私もここに辿たどり着くまで数体のクルーと交戦したが、いずれの個体も《七プレ姉イア妹デス》のユーザーのように理性を保っているように見えた」


    「ように見えた、ですか？」


    　その言葉の含みに気付いた茴ウイ香カが、目を丸くして訊ねた。


    「そうだ。奴らの動きには独自の意思が感じられない。何らかの手段を用いて、生者らしく振る舞ってはいるようだが、本質は通常のレヴナントと大差ないのだろう。奴らを操っている大本が、どこかにいるかもしれん」


    「──つまりネレイスのクルーたちは最初からレヴナントで、わたしたちは丸一日、まんまと騙だまされ続けていたのですね」


    「とんだ幽霊船だぜ。俺はさっきまで、死体どもとポーカーやってはしゃいでたってワケか」


    　茴香と珊瑚が、ぞっとした顔を見合わせる。


    　吹芽は手際よく自動小銃の作動チェックを行いつつ、表情を険しくする。


    「アルキュオネもレヴナントを操る力を持っていたけど……今回のこれはそんなレベルじゃない。僕たちは完全に騙されていた。──ザイシャ、敵の《七プレ姉イア妹デス》に心当たりは？」


    　防弾ケープを纏まとったザイシャが、小さく首を横に振る。《七プレ姉イア妹デス》は開発当時から秘ひ匿とく性の高い兵器であり、姉妹機であるザイシャですら全機のスペックは把握できていないのだ。


    「──行くぞ」


    　考えれば考えるほど煮詰まっていく状況であるが、ヘルカは動じる様子もなく、冷静そのものの声で部下たちに告げた。


    



    　吹スイ芽ガたちは縦列を組み、数秒おきに遭そう遇ぐうするレヴナントを各個撃破しつつ、狭い通路を駆け抜けていく。ザイシャが前方警戒員を担当。その後方でヘルカが指揮を担い、援護要員に吹芽と珊サン瑚ゴ。後方警戒員に茴ウイ香カという陣容である。


    　自動小銃を抱えた珊瑚が、うんざりした口調で訊ねる。


    「で、これからどこに向かう？　ただいま海のど真ん中──逃げ場なんてどこにもねえ。艦載機でも奪う気かい？」


    　ネレイスの最大乗員数は優に六〇〇〇人を超える。現在、どれだけのレヴナントが艦に潜んでいるのかは知れないが、吹芽たちだけで全滅できる規模では到底ないだろう。


    　ヘルカは事もなげに瞳ひとみを細めた。


    「ＳＥＦと合流し、格納庫から飛行甲板フライトデツキへ向かう。そこから海へ逃のがれる」


    「あんだってぇ？　陸地まで泳いでけってか!?」


    「《セブンス》からステルス潜水艦を追つい随ずいさせている。こちらからの定時連絡が途切れているから、三〇分後にはこの艦の直下に追い付く手て筈はずだ」


    　当然のように告げられた予想外の事実に、吹芽たちは一斉に息を呑のんだ。


    「オイオイ、そんなモン初耳だぜ班長……俺らにも秘密かい」


    「ＳＥＦの責任者にしか伝えていない。どこからどのように情報が漏れるかわからん。──だから今朝言っただろう、念のためだと」


    　吹芽は周囲を警戒しつつ、ヘルカに向かって訊ねる。


    「……《セブンス》から随伴要員を連れてきたのも、この事態に備えて？」


    「エレクトラ戦では、想定の甘さが最悪の事態を招いた。脱出手段を用意しておくのは当然だ」


    　ヘルカは眉まゆ一つ動かさず、冷ややかな声で言う。確かに《セブンス》を襲撃してきたエレクトラたちは、Ｒ・Ｅ・Ｖ側の想像を二手も三手も超えてきた。


    「倉クラ守モリ。艦下部の貨物室に積んである君の機体ＦＭＳは、このまま置いていく。あの図体で狭い艦内を動き回って、飛行甲板フライトデツキまで運ぶことはできん。──構わないな」


    　確かめるようなヘルカの声に、珊瑚は一瞬目を見開いて固まった。


    「……しゃあねえさ。皆の生命いのちには代えらんねえもんな」


    　すぐに皮肉げな笑顔を浮かべた珊瑚の様子に、吹芽は微かすかな違和感を覚えた。答える珊瑚の表情に、これまで見たことのない感情が見え隠れしたような気がしたのだ。


    　と、先頭を駆けていたザイシャが曲がり角の手前で立ち止まり、掌てのひらを向けて〝止まれ〟と指示した。


    　次の瞬間、夥おびただしい量の弾幕がザイシャたちの眼前を横切り、向かいの壁を蜂はちの巣にする。


    　敵の待ち伏せアンブツシユだ。気付かず進んでいれば、味方の何人かは挽き肉と化していただろう。優れた索敵能力を有するザイシャの面めん目もく躍やく如じよである。彼女は頭部センサーを蠢うごめかせつつ、さらに言う。


    「敵は六……いえ、七体。いずれも自動小銃で武装」


    「────」


    　ヘルカは即座に判断を下した。筒状の手しゆ榴りゆう弾だんを通路の向こうに放り投げる。一秒を置いて起爆したＴＮＴ爆薬の轟ごう音おんが、狭い通路を揺るがせた。


    　ヘルカのハンドシグナル。スリー、ツー、ワン──アタック。


    　エミュレイターを構えたヘルカと、背中から触しよく肢しを突き出したザイシャが同時に飛び出し、爆発によって撹かく乱らんされた敵レヴナントたちに襲いかかる。


    「制圧完了クリア」


    　数秒を置いて、ザイシャとヘルカが同時に告げる。後に残ったのは焼け焦げた通路と、バラバラに寸断されて消滅していく敵の残ざん骸がいのみだ。


    　今のところ負傷者はおらず、消耗も軽微だ。状況は順調であるが、吹スイ芽ガの表情は険しかった。


    「──おかしい。これだけ周到な罠わなを張ったくせに、肝心の戦術がずさんすぎる」


    「わたしも同感です。まるで弄もてあそばれているような……」


    　茴ウイ香カが後方を警戒しつつ、相あい槌づちを打つ。彼ひ我がの戦力差や場所の不利を考えれば、とっくに全滅させられていてもおかしくない状況である。


    　誰よりも早くその違和感を察知していたヘルカは、エミュレイターを収納しつつ言う。


    「時間が経つほど、我々の不利になる。一刻も早く脱出するぞ」


    　吹芽たちは言葉もなく頷うなずき、胸にわだかまる不安を飲み込みつつ、再び移動を開始した。


    



    　二ブロック先の合流地点ランデブーポイントにて、ＳＥＦ隊員とつつがなく合流した吹芽たちは、それから一〇分後、飛行甲板フライトデツキに続く格納庫に辿たどり着いていた。薄暗く広い庫内には、艦載機やＦＭＳの機影がずらりと並んでいる。


    「我々が先行する。ヘルカ班は後から続け」


    「了解」


    　ＳＥＦ隊員とヘルカの短いやり取り。ヘルカ班の前後を、各一〇名ずつのＳＥＦ第一・第二分隊がそれぞれ守り、素早い身のこなしで階段を上っていく。


    　鉄てつ扉ぴのロックを破壊して甲かん板ぱん上に出た第一分隊が、しばらくして〝異常なし〟のハンドサインを後続に示す。続いて外に出た吹芽たちの全身を、吹き荒すさぶ風と冷たい雨の雫しずくが刺した。粘つく夜の闇やみと、水滴が甲板を叩く激しい音だけが周囲を包んでいる。


    　全長三八〇メートルを超える広大な飛行甲板フライトデツキ──吹スイ芽ガたちの現在位置はそのほぼ半ば、右舷側であった。すぐ後方には約三〇メートルの艦橋アイランドがそびえ立ち、周囲には貨物用の大型コンテナがいくつか並んでいる。


    「総員、《ＥｙＳアイス》の暗視モードをオンにしろ」


    　ヘルカが命じると同時に、吹芽たちは視界に直接オーバーレイ表示されているスライダーを指でなぞった。


    　角膜型ディスプレイ《Eye-Screenアイ・スクリーン》──略称・ＥｙＳアイス。光量調整による暗視効果のみではなく、あらゆる情報を装着者の視界に直接投影する多機能デバイスである。


    　暗くら闇やみに包まれていた視界が、瞬時にして日中とほぼ変わらぬ明度を取り戻していく。


    「このまま船尾側へ向かい、救援の到着を待って海へと脱出──合流後、速やかにこの海域を離れる。総員、行動開始」


    　改めて命令を告げるヘルカであったが、踏み出そうとした足はすぐに止まった。


    　味方の誰のものでもない、軍靴の底が甲かん板ぱんを叩く音が響く。何者かの影が、吹芽たちの行く手を阻はばむように佇たたずんでいた。


    「──勝手な行動は困りますな、お客人方」


    　一体、いつそこに現れたのか──Ｒ・Ｅ・Ｖの制服を降りしきる雨で濡ぬらした壮年の白人男性が、口の端に深い皺しわを刻んで笑っていた。


    「……艦長？」


    　ＳＥＦの誰かが小さく呟つぶやいた。見間違えようもない。二〇メートルほどの距離を空けて立っているのは、ネレイスの艦長である。


    「速やかに艦内へお戻りください。甲板への立ち入りを許可した覚えはありま──」


    　乾いた銃声と共に、言いかけた艦長の鼻から上が吹き飛んだ。止やまぬ銃撃が、艦長の胸部、腹部、両腕、両脚と絶え間なく射抜いていく。


    　降りしきる豪雨もかくやという怒ど涛とうの連射を受けた艦長は、数秒足らずで原形を留とどめぬ肉にく塊かいと化して崩れ落ちていた。四散した残ざん骸がいが、粒子と化して空気中に融とけていく。


    「────」


    　撃ったのはヘルカであった。両手に握られたエミュレイターの銃口から立ち上る硝しよう煙えんが、雨風に流されて掻かき消えていく。無警告での仮か借しやくなき銃撃に、吹芽を始め誰もが言葉を失う。


    「周囲を警戒──来るぞ」


    　ヘルカは構わず、静かな戦意で満たされた瞳ひとみで周囲を見回しながら警告した。彼女に続いて、その気配を聴覚で捉とらえたザイシャが、眉まゆ根ねを寄せながら前方を睨にらむ。


    　同時に四方から、がこん、という稼働音が響いた。飛行甲板フライトデツキ上に点在していた大型コンテナが一斉に、ゆっくりと開いていく。その場の全員が次なる事態をようやく察し、互いの背中を庇かばうように戦型フオーメーシヨンを変える。


    「──総員、戦闘配置！」


    　ヘルカが命じると同時に、コンテナの中から大量の人影が次々と歩み出てきた。


    「キィ──」「──キ──」「キィ──イイ」


    　不気味な奇声が何重にも折り重なる。現れたのはいずれもネレイスのクルーであるが、生者への揺るぎなき殺意を宿した紅あかい瞳ひとみは、紛まぎれもなくレヴナントのものであった。


    　広い飛行甲板フライトデツキ上は、たった数秒にして無数の屍しかばねによって覆われていた。生者の芝居をかなぐり捨てたレヴナントたちが、意思の感じられない動きで四方から迫り来る。


    「椚クヌギは船首側を片付けろ！　円マドカ、ザイシャは艦橋アイランド上から周囲を警戒！　倉クラ守モリは──」


    「わかってるっての！　皆、ちっとばかし待ってろ！」


    　珊サン瑚ゴはそう言い残し、格納庫に続く階段を駆け下りていく。それを見届けたヘルカと茴ウイ香カは濡ぬれた甲かん板ぱんを勢い良く蹴けり、船首側と船尾側にそれぞれ散開した。


    「第一分隊の皆さん、わたしが前に出ます！　援護を！　──起動ステイク・ドライヴ！」


    　茴香は叫ぶと同時に、収納していたスノウドロップを再形成して突撃する。対するレヴナントの軍勢たちの手に、次々と銃火器が生成されていく。


    「総員、埋まい葬そう官かんを援護ッ！」


    　第一分隊の分隊長が怒号を上げる。散開した隊員たちが勇ましく応え、構えた自動小銃を撃ちまくった。閃ひらめくマズルフラッシュを周囲の雨の雫しずくが反射して、無数の光の粒へと変わる。


    「こちらですよ──！」


    　レヴナントたちの注意を、茴香は一身に引き付けていた。暗くら闇やみに紅い軌跡を引きながら駆け抜ける茴香の黒髪を、フルオートの掃そう射しやが掠かすめていく。一撃たりとも当たらない。獣をも凌りよう駕がする驚異的な運動性能は、埋葬官の体内を駆け巡る擬似粒子による副次効果だ。


    「しッ──！」


    　接敵した茴香の繰り出した横よこ薙なぎの一撃が、四体ものレヴナントを同時に切断した。一瞬動きの止まった彼女の隙を突いて、レヴナントたちが一斉に銃口をポイントする。


    　しかし、それらはＳＥＦによる援護射撃によって頭部を貫かれ、ことごとく沈黙していく。


    「貴様ら、あの埋葬官に掠り傷一つ付けさせるな！　ＳＥＦスペシヤル・エリート・フオースの称号は伊だ達てではないと、力任せの戦い方しか知らん小娘に見せ付けてやれッ！」


    「当然でしょうが。帰りの艦内で、俺らに足向けて寝られなくしてやりますよ！」


    　そんな彼らの軽口も、今の茴香にとっては心強いものだった。背後の敵を彼らに任せつつ、レヴナントの群れに散弾を撃ち込んで吹き飛ばす。


    　ＳＥＦによる援護は相当以上に精確だ。単純な身体能力では埋葬官に及ばずとも、長年の実戦経験と過酷な訓練によって研ぎ澄まされた彼らの実力は、茴香たちに勝るとも劣らない。


    「────」


    　一方のヘルカも、ＳＥＦ第二分隊の援護を受けつつ、片っ端から敵を殲せん滅めつしていく。


    　──茴ウイ香カが軌道上の全てを薙なぎ倒す砲弾であるのなら、ヘルカの動きはしなやかで狡こう猾かつな蛇へびのそれである。密集するレヴナントたちの隙間を掻かい潜りながら、ヘルカは両手に携たずさえたアルベドとニグレドの二挺ちよう拳銃を巧たくみに操り、白銀のブレードとパイルで屍しかばねの群れを駆く逐ちくしていく。敵は彼女の動きを捉とらえられず、同士討ちによって自滅するばかりだ。


    　その時、ごごん、と重苦しい音が響くと同時に甲かん板ぱんが揺れた。格納庫の直下にある床が、徐々に迫せり上がっていく。


    『悪ィ、待たせた！』


    　外部スピーカーを通した珊サン瑚ゴの声。


    　大型エレベーターが完全に上昇しきるのを待たず、全高三メートルもの巨大な機影が宙に跳び上がった。両のマニピュレーターに把は持じした機関砲を左右に向け、着地と同時に発砲する。


    　一際激しい撃発音が轟ごう然ぜんと鳴り響き、二〇㎜砲弾の火か線せんが敵を次々と蹴け散らしていく。


    『さすが海軍の最新鋭機だ、良い反応してやがる──俺の機体ほどじゃあねぇがな』


    　嬉き々きとした珊瑚の声。貨物室に残してある愛機の代わりに、格納庫の艦載機を鹵ろ獲かくしたのだ。


    　彼が搭乗しているのは、二脚型起動兵装・ＦＭＳ──その艦載仕様機である《ゼブラフィッシュ》。薄青色に塗装された装甲から覗のぞくカメラアイの光が、周囲を不気味に見渡す。


    　ＦＭＳは、プシュケ由来の新技術によりもたらされた合成樹脂装甲と磁じ性せい粘ねん性せいアクチュエーター人工筋肉の採用により、高い機動性と汎はん用よう性を実現した人型車両だ。


    『さぁて、こちとらさっきから鬱うつ憤ぷん溜たまってんだ──』


    　ゼブラフィッシュの機体が武者震いのように外装を震わせ、甲板上を猛然と走行する。埋まい葬そう官かんたる珊瑚の愛機ではないため、エミュレイターこそ使えないものの、容よう赦しやなく振るわれる接近戦用腕ヘヴイ・マニピユと二〇㎜の嵐は、並のレヴナントなど紙かみ屑くずのように引き裂いていく。


    　艦上で繰り広げられる死闘の趨すう勢せいは、すでに決しつつあった。


    



    　　　◇


    



    「船尾側、異状なし。……よし。これなら持ちこたえられる」


    　高度三〇メートルの艦橋アイランド内部に陣取った吹スイ芽ガが、甲板上をくまなく監視しつつ呟つぶやいた。その腕の中には、すでに白はく亜あの長銃が抱えられている。


    　外観はシグ社のブレイザーＲ93ボルトアクション。普段はザイシャの肉体に収納され、吹芽の制御核によって召喚されるその禍まが々まがしきスナイパーライフルこそ、埋葬官としての彼らの武装である。


    「殲せん滅めつ率が九割を超えたわ。犠牲者も重傷者も出ていない──敵の増援が来ないうちに、救助が間に合うといいのだけど……」


    　船首側を警戒していたザイシャが、前髪から雫しずくを滴したたらせながら不安げに言う。


    　雨はいっそう強さを増し、窓硝子ガラスを激しく叩き付けている。雨粒の弾ける音は、真下で繰り広げられている戦闘の音さえ、今にも掻かき消しそうだった。


    「……？　今、何か──」


    　その時、吹スイ芽ガは視界の端で妙な違和感を捉とらえた。


    　甲かん板ぱん上のあちこちに散らばり、消滅していくレヴナントの残ざん骸がい──そのうちのいくつかが、ほんの微かすかに動いたように見えたのだ。


    　それが気のせいではないと、数秒で確信に至った。無数の肉片がまるで芋虫のごとく蠢うごめき、その速度を増しながら、一箇所に向かって這はい進んでいる。


    「な──」


    　おぞましい光景に、ザイシャが声を震わせる。異常に気付いたヘルカや茴ウイ香カ、ＳＥＦの面々も、一体何事かと表情を凍らせる。


    　あっという間に寄り集まった肉片たちが、いびつな影と化して盛り上がっていく。奇妙な軟体生物のごとく、ぐねぐねと絶えず形状を変えながら、変へん貌ぼうしていく。


    　残骸の集合体は、間を置かずして巨大な肉にく塊かいと化していた。不定形であったそれが、徐々に明確な輪りん郭かくを帯びてくる。その場の全員が、一様に驚愕を露あらわにした。


    「何だ──アレは」


    　──四足の獣であった。ＦＭＳにも迫る体たい躯くと、獅し子しのごときしなやかな肉食獣のフォルム。しかし、頭部と思おぼしき箇所には紅あかい瞳ひとみがいくつも蠢き、大きく裂けた口元からは、牙とも爪ともつかぬ鋭い刃やいばがいくつも突き出している。その全身は、爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろこで覆われていた。


    　得え体たいの知れない恐怖が、吹芽の首筋を舐なめ上げる──アレはまずい。


    「ザイシャ、熱源感知サーモ！　あのアンノウンを排除する……！」


    「了解」


    　吹芽はスコープを覗のぞくと同時に、即座に命じた。視界全体が青色や黄色、橙だいだい色で構成された熱画像へと切り替わる。優れた感知機能を有するザイシャの視覚情報を、ライフルのスコープに直接投影したのだ。


    　十字線レテイクルの中心──獣の頭部の、一際高熱を放つ箇所に照準する。急所である脳核の熱反応。外見にこそ人間の面おも影かげは残っていないが、あの異い形ぎようはやはりレヴナントなのだ。


    　コンソールに飛び乗った吹芽は、窓の縁ふちにライフルの二脚バイポツドを固定し、バッドストックを右肩に強く押し付ける。目標までの距離は一〇〇メートルもない。未だ動き出していない今ならば、たとえ目を瞑つぶっていたって命中できる距離だ。


    　吹芽は呼吸を止め──迷うことなく引き金を絞った。炸さく薬やくの弾ける轟ごう音おんが夜気を震わせ、心ここ地ち良い反動が吹芽の体の芯を貫通する。


    「ヒット命中ヒツト。目標の脳核を破壊──」


    　傍かたわらのザイシャが告げる。斜め下に向けて撃ち出されたマグナム弾頭は、雨粒を引き裂きながら直進し、獣の頭部を精確に射抜いていた。吹芽はボルトハンドルを引いて排はい莢きようする。


    「……嘘うそっ」


    　仕留めた──にもかかわらず、ザイシャは愕がく然ぜんと目を見開いて叫んだ。


    「目標健在……弾頭が脳核に届いていないわ！」


    「な……」


    「────────────────────[image: ]」


    　同時に、空間をも揺るがす咆ほう哮こうが艦上に響き渡った。


    　数トンはあろうかという大質量の巨体が、一瞬にしてその場から掻かき消える。後に残ったのは、獣の強烈な脚力によって踏み抜かれ、甲かん板ぱんに刻まれた爪痕のみだ。


    「ぎぎゃ」「ご──」「あぎ」


    　滑こつ稽けいにすら聞こえる断だん末まつ魔ま。茴ウイ香カの背中を守っていたＳＥＦの隊員たちが、目にも留まらぬ速度で突進してきた獣の顎あごによって、四人まとめて噛かみ砕かれていた。獣がガチガチと牙を打ち合わせるたび、彼らの肉体が豆腐のように容た易やすく粉砕されて散らばる。


    「───よくもッ！」


    　無む惨ざんな光景を目まの当たりにした茴香が激昂した。


    　全力で甲板を蹴けり上げ、未だ咀そ嚼しやくを続けている獣の頭上に跳び上がる。空中でショットガンを乱射──大粒の散弾が、ことごとく獣の全身に突き刺さる。


    　──まるで効いていない。獣は何事も無かったかのように低く吠えると、至し近きん距離で応射するＳＥＦ隊員二名を、前足のひと薙なぎで即死させた。


    「散りなさいッ！」


    　茴香は絶叫と共にスノウドロップを振りかぶり、獣の脳天目掛けて落下する。しかし──。


    　ずる、という粘着質の異音。獣の肩口から、激しくのたくりながら生えてきた触手が、茴香の体を空中で掴み取っていた。どう見ても、軟体生物の脚である。


    　その獣はまさに、合成獣キメラと呼ぶにふさわしい異容であった。


    「離……ッ！」


    　茴香は必死にもがくものの、全身を締め付ける触手の強烈な膂りよ力りよくと、表皮に備わったいくつもの吸盤が、彼女の体を完全に捉とらえて離さない。


    「茴香ッ！」


    　吹スイ芽ガは即座にライフルを構え直した。照準を合わせて引き金を絞る。放たれた弾丸は、またしても精確に脳核が収まる頭部を捉えたが──。


    「駄目……！　脳核を強きよう靭じんな装甲で覆っている！　弾が通らないっ！」


    　ザイシャが両手を握り締め、悲痛な声を上げる。


    　獣の触手が容よう赦しやなく振るわれ、放り出された茴香が艦橋アイランドの壁に背中から叩き付けられた。


    「────……ぁ」


    　スノウドロップが掻き消えると共に、茴香が全身から血を噴き出しながら意識を失った。埋まい葬そう官かんの強きよう靭じんな肉体がなければ、全身の骨を粉砕されて即死していただろう。


    『テメエ──！』


    　珊サン瑚ゴの操縦するゼブラフィッシュの機体が、二挺ちようの機関砲を同時に掃そう射しやする。しかし分厚い鉄板すら貫通する二〇㎜徹てつ甲こう弾だんの豪雨でさえ、獣の外皮は苦もなく弾き返していた。


    「────────────────────[image: ]」


    　巨体が再び弾けた。敵味方の区別なく、獣は軌道上にあるもの全てを粉々に引き裂き、噛かみ砕きながら、広い甲かん板ぱんを荒れ狂う暴風のごとく跳ね回る。


    　疾はやい。天てん賦ぷの動体視力を持つ吹スイ芽ガですら、その姿を眼で追いきれない。


    　獣は走行するゼブラフィッシュの横に難なく並ぶと、その豪腕を機体に叩き付けた。厚い装甲がひしゃげる甲かん高だかい音と共に、慣性を制御できなくなった機体が横に吹き飛び、火花を撒まき散らしながら甲板を転げ回った。


    『く……そ──』


    　珊瑚の声が途切れ、やがて機体が完全に沈黙した。右腕部は裂断され、損傷は胴体部にまで及んでいる。装甲の隙間から、パイロットの流した血が流れ出し、雨に洗われていく。


    　豪雨と暗くら闇やみの中、獣の頭部に備わった無数の紅あかい瞳ひとみ──その全てが、ある一点を指す。


    　今、甲板上に立っているのは、辛うじて身を躱かわしていたヘルカ一人だけであった。


    「────────────────────[image: ]」


    　獣がひときわ凶暴な咆ほう哮こうと共に、三み度たび、疾走を開始する。


    　ヘルカは絶えず動き回り、獣の突進を紙一ひと重えで躱し続けるが、エミュレイターによる銃撃も、獣の外皮に傷一つ付けること敵かなわない。全滅はもはや時間の問題だった。


    「どうする……ッ」


    　激しい焦しよう燥そうが、吹芽の胸を内側から掻かきむしる。多くの仲間の生命いのちが失われ、茴ウイ香カも珊瑚も、ヘルカまでもが追い詰められている。今にも艦橋アイランドから飛び降り、仲間たちを助けに向かいたい衝動に駆られるが、そうすれば勝機は万に一つも無くなってしまう。


    「……分析終了。敵の装甲材質は炭素フラーレン──一種のカーボンナノチューブよ」


    　一方、着弾した弾頭から回収された敵のデータを、ザイシャは口にした。


    　目の前が真っ暗になる。カーボンナノチューブ──プシュケによる技術革命がもたらされた現代においてなお、最強の硬度を誇る物質の一つである。


    「何とかならないのか、ザイシャ！」


    「舐なめないで……！」


    　強い語調と共に、ザイシャの紅い瞳がより鮮やかに輝いた。


    　やがて数秒を経へて、胸の前で祈るように組んだ彼女の手の中から、新たな弾薬ブレツトが現れる。


    「形成完了。貫通徹甲弾頭ＨＶＡＰ──これなら、きっと貫通できるはず」


    　アルキュオネやエレクトラとの戦いを経て、彼女たちの脳核を取り込んだことで、ザイシャは大戦によって損傷した機能のうちのいくつかを取り戻していた。そのうちの一つが、状況に応じた様々な弾薬を生成する能力である。


    　吹スイ芽ガはボルトハンドルを引いて弾薬を排出。空になった薬室チヤンバーに、ザイシャから受け取った新たな弾を押し込んだ。薬室閉鎖。ライフルを構え直す。


    「装薬の配合を変えたわ。威力を高めた分、反動リコイルがきつくなっている──気を付けて」


    　忠告するザイシャの声には、押し殺した焦りが滲にじんでいた。観測手スポツターとして冷静を装よそおっているものの、彼女もまた危機に瀕ひんした仲間たちの身を必死に案じている。


    「────」


    　降りしきる雨ですら洗い流し切れない血肉に彩られた甲かん板ぱんを見下ろし、吹芽は無言でスコープのアイピースを覗のぞき込んだ。間を置かず、その口元が歪ゆがむ。


    「駄目だ、敵の動きの予測がつかない」


    「……私の演算も追い付かないわ。このままじゃ──」


    　これまで相手取ってきた、どんな強敵たちとも異なる俊敏性と機動性を併せ持った眼下の獣に、照準を合わせることすら敵かなわない。


    　その間にも、ヘルカは刻一刻と追い詰められている。獣の攻撃を紙一ひと重えで躱かわし続けているものの、その顔にはすでに疲ひ弊へいの色が浮かび始めている。


    「せめて、たった一瞬──動きが止まれば」


    　その一瞬を捻ひねり出すのに、果たしてどれだけの奇跡を要するのか。ＳＥＦはすでに全滅し、茴ウイ香カも珊サン瑚ゴも戦闘不能。ヘルカ一人の火力では、とてもではないが不可能な注文だった。


    「──？」


    　その時、ヘルカの瞳ひとみが吹芽たちの方を向いた。彼女の唇が、小さく動く。


    『私が隙をつくる。必ず倒せ』


    　怜れい悧りな横顔が、二人の部下に、毅き然ぜんとそう告げていた。


    　吹芽とザイシャは同時に息を呑のむ。絶体絶命の窮地に追い込まれておきながら、ヘルカは依然として冷静さを全く失っていない。


    「……ザイシャ」


    「ええ。次は絶対に仕留めるわ」


    　上官の揺るがぬ勇姿を目にして、二人は持ち前の冷静さをようやく取り戻した。全神経をスコープの中の景色にのみ集中し、ただ来るべき時を待つ。


    　獣は動きを止めない。鼠ねずみ花火のように絶え間なく跳ね回り、駆け回りながら、四方からヘルカに向かって鋭い爪で斬り付ける。


    　一撃でもまともに受ければ四散するであろう敵の攻撃を、ヘルカは跳び、ブレードで受け流し、ひたすらにやり過ごし続ける。防戦一方であった。


    「──────────………………ッ[image: ]」


    　いつまでも餌え食じきにならぬ獲物に業を煮やした獣が、背中から触手を繰り出して大きく振りかぶった。横よこ薙なぎの一撃が、甲かん板ぱん一帯を払うようにヘルカを襲う。


    　しかし次の瞬間、吹スイ芽ガとザイシャは目を疑った。


    　──それは曲芸じみた妙技だった。空中で激しくうねる触手の上にヘルカは難なく飛び乗り、全力で疾走していたのだ。


    　道とも呼べぬ道を瞬まばたきの間に駆け抜け、ついに獣の頭部へと降り立ったヘルカが、アルベドとニグレドのブレードを全力で下方に突き出した。一対の鋭利な白はく刃じんが、獣の眼球から侵入し、その頭部を深く穿うがつ。


    　が、その程度の一撃では、殺さつ戮りくの獣を怯ひるませるには至らない。ヘルカのブレードは、数え切れぬ眼球のうちの二つを潰つぶしたのみに留まっていた。


    　しなる触手がヘルカの全身を絡め取り、宙高く持ち上げた。獣は頭部をエミュレイターで穿たれたままにもかかわらず、勝かち鬨どきとも憤ふん怒ぬともつかぬ雄お叫たけびを上げる。


    　そうしている間にも、狙撃手の存在を警戒するかのごとく獣の動きは止まらない。締め付けられたヘルカの全身から、骨の軋きしむ音が鳴り響く。銃じゆう把はを握る吹芽の手が、焦りと恐怖で軋む。──殺される。


    「起爆」


    　その時、ヘルカが何事かを囁ささやいた。その瞳ひとみに灯ともる紅あか色が点滅する。そして──。


    「────────────────────!?!?!?」


    　獣が突如、悲鳴のような咆ほう哮こうを上げた。頭部に突き刺さったままのエミュレイターが、連続する破裂音と共に爆炎を噴き上げ、強固な装甲を内側から破壊したのだ。


    　さすがだ──吹芽の口元に、思わず躁そう的な笑みが浮かぶ。


    　ヘルカは遠隔操作により、獣の目に突き刺さしたエミュレイターの弾倉に装そう填てんされていた全ての弾薬を暴発させたのだ。


    　爆発は獣の脳核に、ぎりぎり届いていない──しかし、決定的な隙は生まれていた。獣の脚はすでに止まっている。


    「スイガ、照準エイム。目標までの距離、九八メートル。この距離なら環境条件は考慮しなくていい」


    「了解、ヘッドショット──照準エイム」


    　呼吸を止め、人差し指にゆっくりと力を込めていく。胸の内を襲う全ての雑念が消し飛び、吹芽の肉体は、標的を射抜くための矢を打ち出す弓と化す。


    「撃ってフアイヤ」


    　ザイシャの声と同時に、ライフルの引き金を絞る。耳元で炸さく薬やくの爆はぜる音が鳴り響く。ひときわ強烈な反動が、吹芽の全身を容よう赦しやなく貫いていた。


    　降り注ぐ雨を引き裂いて飛翔する弾丸が、獣の頭部に突き刺さった。完かん璧ぺきな角度で獲物に喰い込んだ弾頭が、全ての運動エネルギーを強固な頭蓋の内側で炸さく裂れつさせる。


    「───────……………………」


    　その巨体がぐらりと傾き、ついに音を立てて崩れ落ちた。どんな攻撃をも通さなかった鱗うろこ状の装甲が、少しずつ粒子と化して霧む散さんし、消滅していく。


    「──命中ヒツト。目標沈黙。脳核の完全破壊を確認」


    　ザイシャが静かに状況を告げる。


    　ようやく倒した──吹スイ芽ガは止めていた呼吸を再開し、ライフルを収納した。外の光景を改めて見下ろす。吹芽たちのいる艦橋アイランドの真下では、茴ウイ香カが未だ意識を失って倒れ伏していた。少し離れた場所では、珊サン瑚ゴの操縦していたゼブラフィッシュが大破したまま沈黙している。


    　全身を触手で締め上げられたヘルカも、甚じん大だいなダメージを受けている。肩で呼吸をし、今や立っているのがやっとといった有様だった。


    「……スイガ、皆を救出しましょう」


    「了解。じき救援との合流時刻だ」


    　二人が頷うなずき合った──次の瞬間だった。


    　盛大な血ち飛沫しぶきが、夜空に向かって噴き上がっていた。少し遅れて、遥か彼方かなたから発せられた微かすかな銃声が、吹芽とザイシャの耳にようやく届く。


    　──何者かによる銃撃。


    「ヘルカ……？」


    　吹芽は茫ぼう然ぜんと、上官の名を呟つぶやいた。


    　撃たれたのはヘルカだった。金砂色の瞳ひとみが凝ぎよう然ぜんと見開かれ、彼女はがくんと膝ひざをつく。その脇わき腹ばらからは夥おびただしい量の血と、ずたずたに破壊された内臓の欠片かけらが零こぼれ落ちていた。


    「──長距離狙撃。上空から!?」


    　ザイシャが信じられないといった様子で叫んだ。上から放たれた弾丸が、ヘルカの右首筋から左脇腹にかけて、その体内を縦一直線に引き裂いたのだ。


    　再び銃声。膝をついたまま身動きの取れないヘルカの背中を、二発目の銃弾が貫いた。


    「が───」


    　ヘルカは口から鮮血を溢あふれさせながら、糸の切れた人形のように濡ぬれた甲かん板ぱんに倒れ伏し──そのまま、ぴくりとも動かなくなる。


    　全てが一瞬の出来事だった。吹芽の胸に冷ややかなものが滲にじみ広がっていく。


    　もはや、頭を撃ってとどめを刺す必要すらない。


    　放たれた二発の銃弾は、ヘルカの肺や心臓といった重要器官を完かん膚ぷなきまでに破壊している。あの負傷では、埋まい葬そう官かんといえどもひとたまりもない。完全なる致ち命めい傷しようであった。


    「ザイシャッ！　索敵を！」


    　激しく掻かき乱された思考を無理やり抑え付け、吹芽は即座に姿勢を低くした。再びスナイパーライフルを召喚。コンソールの陰からスコープを覗のぞかせ、濁った夜空を見渡して敵狙撃手の姿を必死に探す。


    　ザイシャは頭部センサーを逆立てながら、ぎり、と歯を食いしばった。


    「……北西方向、約一〇〇〇メートルの距離から、静音ステルスヘリのローター回転音を感知。やられたわ……雨と戦闘音に紛まぎれて……」


    　驚愕と共にザイシャが告げた状況を、吹スイ芽ガは一瞬信じることができなかった。これまで培つちかってきた狙撃手としての経験と常識が、目の前の状況を真実であると認めることを許さない。


    「──有り得ない。この悪天候の中、飛行中のヘリから不安定な艦上目掛けて、一キロ離れた標的を二度続けて撃ち抜くなんて、そんなの──」


    　もはや人間業ではない。吹芽は唖あ然ぜんとそう口にしかけ──即座に思考を訂正した。


    　一人、存在する。あの人物ならば──。


    　おそらく彼女ならば、その程度のことは造ぞう作さもなく実現してのける。


    「──スイガ。まさか……」


    　ザイシャも同じ結論に至ったのか、押し寄せる戦せん慄りつを堪こらえるように、自身の体を掻かき抱いだいた。


    「……ザイシャ、敵狙撃手の推定位置座標をマーキング」


    　返答はない。代わりにスコープの中、北西方向に小さな光点が表示される。


    　雨で烟けむる視界に、静音ヘリの小柄な機影が映り込んだ。拡大、映像補正。


    　斜めに傾きながら飛行するヘリの後部座席に、吹芽が駆る武器と全く同じ形状のスナイパーライフル──漆黒のブレイザーＲ93を構えた敵狙撃手の姿を見つけた。


    「────」


    　心臓が無ぶ様ざまに跳ねる。決断を急せかすように──激しい痛みすら伴って、鼓こ動どうを秒刻みで速めていく。


    　脈拍の一回、呼吸の一つですら、長距離狙撃においては致命的なズレとなる。であるにもかかわらず、吹芽は全身に染み渡っていく動揺を制御することができなかった。


    　いつか、対たい峙じする時が来ることはわかっていたはずだった。


    　だが漠ばく然ぜんと、根拠もなく──それはもっと、先の話だと思っていた。


    　吹芽とザイシャの表情が、絶望の一色に凝固していく。吹芽はからからに渇ききった喉のどを鳴らして、確かめるように呟つぶやいた。


    



    「───母、さん」


    



    　死神のごとき真紅の殺意を瞳ひとみに宿した円マドカ燦サン華カが、遥か上空から二人を見下ろしていた。


    「……サンカ」


    　茫ぼう然ぜんとしているザイシャの腕を乱暴に掴んで引き寄せ、吹芽はその場に低く伏せた。潜せん伏ぷく場所はすでに悟られている。常じよう軌きを逸いつした腕前を持つ狙撃手を前に、窓から呑のん気きに頭を覗のぞかせるなど、完全なる自殺行為である。


    　どうする──吹スイ芽ガは歯を食いしばりながら、必死に思考する。


    　もっとも恐れていた瞬間は今、必滅の刃やいばと化して、喉のど元もとに突き付けられていた。状況判断を僅わずかでも誤れば全員が死ぬ。打開する方法は一つだけだ。しかし──。


    「……撃って」


    　ふいに、体の下から抑揚を欠いた声が響いた。吹芽は恐る恐る視線を向け、ザイシャの顔を見下ろす。


    「ねぇ、撃って、スイガ」


    　再び掠かすれた声が絞り出される。彼女の瞳ひとみを見た吹芽は、思わず言葉を失っていた。


    「……ザイシャ」


    「今すぐに撃って──サンカを」


    　ザイシャは吹芽に組み伏せられたまま、静かに言った。大きく見開いたその瞳に宿るのは、意志と呼ぶにはあまりに脆もろく、闘志と呼ぶにはあまりに危うい──自分自身の心すら覆い尽くし灼やき尽くす、業ごう火かのごとき苛か烈れつな感情だ。


    「駄目だ、ザイシャ。この状況でむやみに動いたら──ッ」


    　ザイシャの指が二の腕に深く食い込み、吹芽は言葉を中断した。


    「……アレは敵よ？　もう死んでいるの。サンカはもう、どこにもいないの……」


    　吹芽の腕をぎりぎりと締め付けながら、ザイシャは自分自身に対して言い聞かせるような声で訴えた。


    「アレはもう、あなたの母親でも私の大切な人でもない───とっくにッ！」


    　割れるような絶叫が、暗い艦橋アイランド内を震わせた。生じた一瞬の沈黙を、外で吹き荒れる雨風の音が浮き彫りにする。


    「ザイシャ。やっぱり君は──」


    　──やはり、迷いを振り切れてなどいなかったのだ。かつてザイシャの心を救った一人の女性。たとえレヴナントであると頭で理解していても、もう二度と会えるはずのなかった大切な人間の写し身を『敵』と割り切るには、少女の心は傷付きすぎていた。


    　今のザイシャを衝つき動かしているものは、高潔な覚悟でも使命感でもない。


    　ただの逃避だ。自みずからを苛さいなみ続ける過去の亡霊から、少女は必死に逃げているだけだ。


    「……ザイシャ、よく聞いて」


    　激しく動揺するザイシャの肩を掴みながら、吹芽はゆっくりと告げる。


    「交戦するには条件が悪すぎる。悪天候に加えて、向こうはヘリでの高速移動を続けてる。僕らの位置だって知られてる──そんな条件下で、直径三センチもない脳核を精確に射抜けるはずがない」


    「私がいるでしょう！　だからお願い……。一緒に、戦って……」


    　それはもはや懇こん願がんだった。戸惑う吹芽の胸に顔を埋めながら、ザイシャは濡ぬれた体を震わせ、泣き叫ぶ幼おさな子ごのような声で訴えていた。


    「……わかった」


    　吹スイ芽ガは銃じゆう把はを強く握り締める。確かに、悠長に考えている時間などなかった。速やかに敵を排除しなければ、仲間たちは全員殺される。ヘルカに至ってはすでに致ち命めい傷しようだ。埋まい葬そう官かんの回復力をもってしても、もう──。


    「違う……僕たちが、皆を守るんだ」


    　──今は余計なことを考えるな。そう自分に言い聞かせ、吹芽は強く頷うなずいた。


    　短い作戦会議を終えた後、二人は姿勢を低く保ったまま、一つ下の階層へと移動した。燦サン華カから悟られぬよう細心の注意を払いつつ、ヘリの進行方向に回り込む。


    　ザイシャは身を潜めたまま、聴覚センサーを最大限に稼働させて敵の座標を探り続ける。


    「……ヘリはおそらく自動操縦オートパイロツトモードよ。この艦の周りを周回するように飛行しているけど、動きが直線的だから、充分に予測できる。──座標データをリアルタイムで送信するわ」


    　吹芽はＥｙＳアイスに表示される情報をチェックしつつ、防弾コートを脱いだ。移動中に回収した仮眠用の毛布を丸め、上からコートを着せてザイシャに渡す。


    　ザイシャは背中から触しよく肢しを一本生成すると、毛布の下から突き刺して、現在の潜せん伏ぷく場所から七メートルほど離れた窓際まで移動させた。


    　コートですっぽり覆われた毛布は、遠くから見れば人の姿に見えなくもない。


    「……即席の囮デコイだ。一瞬でも時間を稼げれば、御おんの字だけど……」


    　吹芽は膝ひざを立てた姿勢のまま、ライフルを握り直した。深呼吸を繰り返し、鼓こ動どうを静める。


    「目標が射程圏内に入るまで、あと約二三秒。推定距離およそ八二〇。風と湿度、慣性コリオリで生じる弾道誤差は私が補正して表示するわ。──準備は良い？」


    「……大丈夫」


    　仮かり初そめの冷静さを纏まとったザイシャの横顔は、もはや冷淡ですらあった。全ての感情を封じ込めて溶接したかのような、寒気すら覚える空虚な顔。


    　抑え付けたはずの迷いが、吹芽の中で再び鎌首をもたげる。いいのか。本当に、これで。


    「カウント。一〇、九、八、七──」


    　ザイシャがカウントを開始する。


    　二秒前。ザイシャが触肢を動かし、離れた場所に配置しておいた囮デコイを窓から覗のぞかせた。


    　防弾コートのフードをかぶった毛布──吹芽の頭部に見立てた箇所が、硝子ガラスを突き破って侵入してきた敵の銃弾によって即座に撃ち抜かれた。


    　戦せん慄りつする──速い。照準から命中まで、ほとんど間がなかった。


    　だが、敵はまんまと引っかかってくれた。燦華の駆るブレイザーの給弾方式は、直動式ボルトストレート・プルアクションによる手動供給──ハンドルを回転させる手間がない分、一般的なスナイパーライフルよりもリロードは大幅に素早いものの、それでも次弾の装そう填てんと再照準、合わせて三秒はかかるはずだ。


    　その三秒間こそ、吹スイ芽ガたちに与えられた絶対的な、そして唯一の優位である。


    「ふ──」


    　──カウントがゼロになる。吹芽は折り曲げていた膝ひざを伸ばして身を起こし、ライフルを押さえる左肘ひじをコンソールに固定した。スコープを覗のぞき込み、あらかじめ把握していた標的の座標に銃口を向ける。斜め上への仰ぎよう角かく射撃。


    　ザイシャも同時に頭を上げ、触しよく肢しで窓を割って弾丸の通り道を作ると同時に、外を直視した。標的の脳核を正確に把握するための熱源感知サーモ機能は、ザイシャの肉眼を通す必要があるからだ。《七プレ姉イア妹デス》やそのユーザーは、通常のレヴナントと違い、脳核の位置を自在に変えることができる。


    「────!?」


    　しかし次の瞬間、予想外の光景に吹芽は絶句した。


    　撃ったはずのライフルを、燦サン華カはリロードしていなかったのだ。薬室チヤンバーが空となった武器を、彼女は飛行中のヘリからすでに投棄していた。


    　そして、その右腕には──すでに弾が装填されたもう一挺のライフルを構えている。


    　吹芽はようやく、自分たちの迂う闊かつさを呪った。


    　彼らが囮デコイを使うことを読んでいた燦華は、あらかじめライフルを二挺用意していたのだ。


    　レヴナントの膂りよ力りよくを活かし、左腕のみで把は持じしたライフルによって囮デコイを撃ち抜き──そして今、まんまと姿を晒さらした吹芽たちを、本命である右腕のライフルで狙っている。


    　──あの精密射撃を、片腕で。


    　失意によって消えかけた戦意を、吹芽はどうにか再燃させる──諦あきらめるな。


    　囮デコイは無意味に終わったが、敵が再照準するまでのタイムラグがまだ残されている。脳核の位置は頭部左側──狙うべき標的は、スコープの中にありありと映し出されていた。


    　吹芽は構わず照準を合わせる。常に標的の位置を把握し続けていた彼らの方に、ほんの一瞬の優位がある。それを無駄にするわけにはいかない。


    　照準が完了した。後は撃つだけ。外せば全員が殺される。撃て。命中させろ──。


    「──────」


    　だが、ここに来て吹芽は、引き金を絞る人差し指から力を抜いていた。


    　ザイシャの決意が定まりきらぬうちに、燦華の写し身を手にかけて良いのか──その葛かつ藤とうは依然として、心の内に巣食っている。


    「───駄目だ、あれは」


    　しかしそれ以上に、戦士としての──狙撃手としての本能が、吹芽に警告していた。熱源感知サーモを通して可視化された禍まが々まがしい放熱パターンを──否いな、肌に浸透して腐食するような凄まじい瘴しよう気きを、彼はありありと感じていた。


    　吹芽は直感する。自分たちでは、円マドカ燦華は滅ほろぼせない。


    　一度身を隠して、目標を変更スイツチしなければ──。


    



    「スイガ……ここまできて、私を裏切るのね？」


    



    　そんな吹スイ芽ガの思いを読み取ったように、深い失望と悲哀で満たされた声が、耳元で囁ささやいた。


    「──ザイシャ？」


    　吹芽の表情が凍り付く。人差し指を離したにもかかわらず、絞られていくライフルの引き金は一向に止まらない。その理由をすぐに察する──ザイシャによって強制制御されているのだ。


    　やめろ、ザイシャ──吹芽の叫びはもう声にならない。


    　引き金が落ちた。射手スイガの意志を無視した一撃が、夜空に向かって轟ごう然ぜんと吠える。


    　果たして、ザイシャの分析と吹芽の照準は共に完かん璧ぺきだった。炎の吐息マズルフラツシユと共に吐き出された弾頭は、燦サン華カの左頭部──脳核を完かん膚ぷなきまでに破壊した。残された体ががくりと傾き、大きくバランスを崩す。


    　そんな一連の光景を、ザイシャは凝ぎよう然ぜんと見開いた瞳ひとみで見つめていた。


    「……たおした。ねぇスイガ──私たち、ちゃんと撃てた。サンカの亡霊を、たおした……っ」


    　ザイシャの口元が徐々に吊り上がっていく。それは笑顔と呼ぶには程遠い──底のない虚うろのような悔かい恨こんと絶望に彩られた、泥でい濘ねいの笑み。


    「…………嘘うそ」


    　しかし、その笑みもすぐに消えてなくなった。吹芽も愕がく然ぜんと息を呑のむ。


    　すんでのところでヘリから転げ落ちそうになった燦華の体が、踏み止とどまっていた。彼女は顔面を失っていながら、何事も無かったかのように体勢を立て直し、手にしたライフルをゆっくりと持ち上げていた。


    「逃げろ、ザイシャッ！」


    　叫びと同時に放たれた凶弾が、ザイシャの右側そく頭とう部ぶを撃ち抜いていた。彼女の小さな体が衝撃で後ろにのけぞり、床に叩き付けられる。室内に幾本の白髪が舞い散った。


    「ぃ──ああぁぁ……ッ！」


    「ザイシャ！」


    　ザイシャが苦痛の悲鳴を上げる。コンソールに身を隠していたにもかかわらず、ほんの僅わずかに露出していた頭部を狙い打たれた。即死でないのはたまたま外れたのか、それともあえて外したのか──吹芽にはもう判断がつかなかった。


    「──────ッ！」


    　怒りと困惑で白熱していく思考の中、吹芽は再び銃口を巡らせた。今度の狙いは燦華ではなく、彼女が乗っているヘリ──猛回転しているローターの回転軸だ。


    　豪雨、強風、揺れる艦上からの長距離狙撃──必中など望むべくもない。それでも狙撃手としての自みずからの腕を信じ、この手が標的に届く奇跡を、ただ祈るしかなかった。


    　燦サン華カもまた熟練の手際でリロードを終え、すでにその銃口を吹スイ芽ガへと向けていた。屈射の狙撃体勢をとった彼女の顔面が、みるみる復元されていく。


    　ザイシャが甚じん大だいなダメージを負ったことで、すでに熱源感知サーモは機能していなかった。これまで、曖あい昧まいな熱画像でしかなかった燦華の相そう貌ぼうを、吹芽は今はっきりと直視した。


    「────」


    　互いの視線が交錯する。もはや曖昧で擦り切れた記憶の片隅に、辛うじて残されていたものと寸分違たがわぬ──冷然とした母の瞳ひとみ。


    　発砲は同時だった。燦華の放った弾丸が吹芽の左肩を貫く。体内をずたずたに破壊しながら、なおも有り余る運動エネルギーが、吹芽の体たい躯くを後ろに吹き飛ばす。


    　しかし吹芽の放った弾丸もまた、奇跡的と呼ぶべき精度でヘリを捉とらえていた。軸を破壊されたローターが火花と共に不協和音を上げ、歪ゆがんだブレードが次々と根元から自壊していく。


    　あっという間に揚よう力りよくを失ったヘリは、無ぶ様ざまに回転しながら落下していき──暗い海の中に、吸い込まれるようにして消えていった。


    



    「……あ、ぐ」


    　その結果を見届けることすら、今の吹芽には叶わなかった。撃ち抜かれた左肩を中心に、耐え難い熱と痛みが全身を襲っている。血が、止まらない。


    「ザイ、シャ……」


    　朦もう朧ろうとする意識をどうにか保ち、吹芽は必死に床を這はいずってザイシャの元へ向かう。


    　彼女もまた重傷だった。直撃でこそないものの、右の側そく頭とう部ぶを相当に削そぎ取られ、右目の視力は喪失している。特殊な体構造を持つとはいえ、損傷を回復しない限り満足に動けまい。


    「何、あれは……何なの……？」


    　しかしザイシャは自らの負傷すら眼中にない様子で、うわ言のように何かを呟つぶやいていた。


    「ザイシャ──？」


    「──スイガ。命中した、弾頭を通して……伝わってきたの……」


    　息も絶え絶えに伸ばされた吹芽の手を、ザイシャは握り締めながら掠かすれた声で言う。


    「あれは──サンカはもう、レヴナントでも──《七プレ姉イア妹デス》でもない……」


    「レヴナント、じゃない……？」


    「──今の、彼女の内側を、満たしているのは……〝感情〟ですらない。混こん沌とん、虚無、破壊──そんな、途方もない──人では理解すら及ばない、茫ぼう漠ばくとした何かだけ……」


    　ザイシャは怯おびえ切った子供のように涙を流しながら、途切れ途切れに言う。


    



    「あれは、まるで──プシュケそのものだった……。勝てる、はず──」


    



    「それ、は──」


    　どういう意味だ──吹スイ芽ガは訊ねようとし、すぐに口を噤つぐんだ。


    　ザイシャはすでに意識を失っていた。その全身から、急速に力が失われていく。


    「今は、逃げ、ないと──早く」


    　ザイシャの体を抱えようとして、もはや自みずからが立ち上がる余力さえ残っていないことに、吹芽はようやく気付いた。突っ張った腕から力が抜け、血溜だまりの中に顔面から倒れる。寒かった。瞼まぶたがひどく重い。手足の末端の感覚が失うせていく。


    「僕は、また──誰も──」


    　抗あらがいようのない眠気が、吹芽の視界に暗い幕を下ろしていく。


    　なおも窓から吹き込み続ける冷たい雨の雫しずくが、折り重なって倒れ伏した二人の体を容よう赦しやなく叩き続けていた。血ち塗まみれの体を洗い流すように。あるいは、恐れ多くも神プシユケを討とうとした背神者たちに対する、罰のように。

  


  
    02/Tranquility ‐死都‐


    



    



    　燦サン華カの乗ったヘリが、吹芽の狙撃によって撃墜されてから数分後──船尾側からネレイスの外装を伝って飛行甲板フライトデツキへと辿たどり着いたＳＥＦ救援分隊の隊員たちは、思わず息を呑のんでいた。


    「これは、一体何があったんだ……」


    　凄惨としか言いようのない光景が広がっていた。そこかしこに転がる肉片から溢あふれ出し続ける鮮血と内臓が水溜まりと混ざり合って、甲かん板ぱんを際限なく汚している。片隅には巨大な獣らしき遺い骸がいが転がっており、その体たい躯くは少しずつ粒子と化して崩れている。


    　物言わぬ〝死〟の残ざん骸がいだけが、暗くら闇やみの中に広がっていた。


    「……生存者を救助しろ。終了次第、速やかに離脱する」


    　厳いかつい声で告げられた分隊長の指示と同時に、潜水システムに身を固めた隊員たちが一斉に分かれて動き出す。


    　彼らは熟練の手並みで大破したゼブラフィッシュの外装を引き剥はがし、意識を失っている珊サン瑚ゴの体をコクピット内から慎重に引きずり出した。その体を耐水保温シートで覆っていく。


    　別の隊員が、艦橋アイランドの下で倒れ伏していた茴ウイ香カの傍そばへと駆け付け、その体を抱き起こした。


    「おい、埋まい葬そう官かんっ。しっかりしろ！」


    　頬ほおを軽く叩かれ、茴ウイ香カはようやく意識を取り戻した。


    「……。あなた、は……」


    「っと、動くなよ。遅くなって悪かった」


    　そう言って茴香を抱き起こしたのは、精鋭によって構成されたＳＥＦの中では比較的若い青年だ。茴香はふと思い出す。九尾ナインテイルズ──アルキュオネ戦で共闘したＳＥＦの隊員だった。


    「戦闘は、どうなりました……？　皆、は──」


    「あのＦＭＳ乗りは重傷だが無事だ。だが、あんたらの班長は──おそらく、もう」


    　青年は言い淀よどむと、ゴーグルの奥の瞳ひとみを潜めて遠くを見た。茴香の視線がそれを追う。


    　ヘルカを囲んだＳＥＦの隊員たちが、懸命な救命処置を続けていた。しかし、その金砂色の瞳は人形のように見開かれたまま、もはや僅わずかな光さえ宿していない。


    「────」


    　茴香は力なくうな垂れ、溢あふれそうになる声を噛かみ殺した。


    「──あの、いけすかねえ狙撃手のガキどもはどこにいる？　無事なのか？」


    「……吹スイ芽ガ。ザイシャ……」


    　息も絶え絶えの茴香が頭上を見上げる。明かりの落ちた艦橋アイランドは、しんと静まり返っていた。


    「あの中か……ったく、手間かけさせるんじゃねえや」


    　青年は茴香の体を耐水保温シートで包んで背負いつつ、傍かたわらで警戒にあたっていた隊員たちに視線で命じた。了解した二名の隊員は、自動小銃を構えたまま艦橋アイランドへ突入しようと駆け出し──


    「ぎッ──!?」「──っぎゅぶ」


    　突如、どこかから襲いかかってきた触手によって、ぐしゃりと頭部を握りつぶされていた。飛び散った鮮血や脳のう漿しようが、茴香と青年の顔を微かすかに汚す。


    「な──！」


    　青年は茴香を背負ったまま後ろに飛び退のき、自動小銃を構える。


    「……なんだよ、こりゃあ……！」


    　青年の表情が、怒りでも困惑でもなく、本能的な嫌悪感によって大きく歪ゆがむ。


    　吸盤を備えた不気味な触手の〝苗床〟と化していたのは──もはや原形を留とどめぬ肉片でしかなかったはずの、先ほど獣によって殺されたＳＥＦ隊員の遺体であった。


    　青年は溢れそうになる悲鳴を戦意で噛み殺し、のたくり回る触手に向かってフルオートの掃そう射しやを浴びせる。しかし、まるで効果がない。


    　再び振るわれた触手が青年の鼻先まで迫った次の瞬間、横から飛んできた分隊長の援護射撃が〝苗床〟を破壊した。触手はべたりと床に落ち、やがて消滅していく。


    「総員警戒ッ！　負傷者を保護している者は速やかに後退しろッ！」


    　分隊長の怒号が飛び、救援分隊の隊員たちが一斉に戦闘態勢に移った──その時だった。


    



    「……ボク、困るんだぁ……」


    



    　寝ね惚ぼけたような、舌足らずの声こわ音ねがどこかから響いた。隊員たちが注意深く視線を巡らせる。


    　声の出で処どころは、甲かん板ぱんの片隅に転がっている巨大な獣の骸むくろの中からだった。頭部を完全に破壊され、すでに半分方消滅しかけているはずの骸──。


    「……君たちのことはぁ、どうでも良いけど……お姉ちゃんザイシヤたち、勝手に連れてかれちゃうとね……ちゃうとねぇ……。……あれ、どうなるっけ……？」


    　獣の残ざん骸がいの中から栗鼠りすのようにちょこんと顔を出したのは、年端もいかぬ少女だった。外見から判断できる年齢は、せいぜい七、八歳か。


    　少女は蝋ろうのように白い肌を惜しげもなく晒さらけ出した奇妙な服に身を包み、長い睫まつ毛げで彩られた垂れ気味の紅あかい瞳ひとみを、ごしごしと眠たそうに擦こすっている。頭部に一対備えた半円状のセンサーをぴこぴこと動かす様は愛らしさすら覚えるが──その風体の内側に隠されているであろう恐るべき殺さつ戮りくの力を、この場にいる者たちは身に沁しみて知っている。


    「──《七プレ姉イア妹デス》ッ」


    　誰かが忌いまわしげな声で、その名を小さく口にした。少女は小首を傾かしげる。


    「うん。ボクの名前はねぇ、えぇと、そう……タユゲテ。それでね、うんとね……あれ、何て言おうとしたっけ……？　まあいいや……とりあえず皆……」
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    　タユゲテの臀でん部ぶには、身の丈を上回るほど巨大な──栗鼠りすの尻しつ尾ぽのようなユニットが装備されていた。彼女はそれを抱き枕のように両手で抱き締めると、甘えるような声で、


    「…………死んでぇ？」


    　同時に、甲かん板ぱん上に散乱したＳＥＦたちの肉片が、同時に蠢うごめいた。果たしてどのような理屈なのか──それらは粘土をこねるようにして、次々と奇怪な姿に変へん貌ぼうしていく。


    　あまりにおぞましい光景に、救援分隊の面々は一様に表情を歪ゆがめていく。


    　それはまるで蜘く蛛もだった。百足むかでだった。蜥蜴とかげだった。蛇へびだった。狼だった。鰐わにだった。


    　ただの遺い骸がいでしかなかったモノが、全く別の──人間大の異い形ぎようへと変貌し、一斉に隊員たちに襲いかかっていた。一時の静寂に包まれていた甲板が、再び銃声と怒号で彩られていく。


    「この子と違ってぇ……その子たち、まだ生まれたてだから……あんまり強くないけど……」


    　タユゲテは物言わぬ巨大な獣の亡なき骸がらを撫なでながら、そこかしこで蠢き回っている異形たちを見つめる。彼女の評に反して、各おの々おのが鋭い牙や爪、果ては毒針や溶解液を駆く使しする怪生物たちは、充分以上に強力であった。すでに何名かの救援隊員が無む惨ざんに殺され、彼らの骸むくろもまた、タユゲテの新たな手駒として変貌していく。


    「オジサンたち、怖いから……ボクのお人形になっちゃえばいいよぉ……この、お船ネレイスの人たちみたいに……」


    　最優先で排除すべきタユゲテは、甲板の真ん中に無防備なまま佇たたずんでいる。しかし彼女の周囲は幾体もの怪生物によって守られており、もはや誰も手出しできない状態であった。


    「糞くそが……ッ」


    　青年は、奮戦する仲間たちとタユゲテから視線を切ると艦橋アイランドに向き直った。まだ中に、最優先救助対象である吹スイ芽ガたちが取り残されている。


    「───グルルル……」


    　しかしその出入り口にはすでに、赤黒い肉にく塊かいとも狼ともつかない奇怪な生物が立ちふさがっていた。さらに、艦橋アイランドの外壁にも無数の蟲むしや獣がびっしりと取り付いている。他の隊員たちは敵との応戦で手一杯で、今動ける者は青年一人だけ。彼ひ我がの戦力差を考えれば──吹芽たちの救助は、もはや絶望的であった。


    「畜生……！」


    　青年は断腸の思いで呟つぶやくと、片手で威い嚇かく射撃を行いつつ、茴ウイ香カを背負ったまま、船尾に向かって駆け出した。その耳元で茴香が途切れ途切れに訴える。


    「下ろして、ください……吹芽たちを、助け、ないと──」


    「その有様でアホ言ってんな！　頭の骨ェ砕けかけてんだぞ！」


    　逃走する青年たちを、異形の狼が甲板を蹴けって追跡してくる。青年は必死に応射するも、狼は時おり立ち止まり、痒かゆそうに身を震わせるだけだ。


    「化け物が！」


    　青年が呻うめく。ついに弾が切れた。再装そう填てんの隙を衝つくように狼が大きく跳躍し、不ふ揃ぞろいな牙を青年の武器に突き立てた。奪われた特殊樹脂製の自動小銃が、菓子のごとく噛かみ砕かれていく。どうにか転倒は免まぬがれた青年だったが、背に茴ウイ香カを抱えたまま、ついに戦う術すべを奪われた。


    　それでも諦あきらめるまいと、彼は船尾の方に向き直り──踏み出しかけた足を止めていた。


    「──嘘うそだろ、オイ」


    　青年と茴香から、最後の希望すら奪うかのように──一つの人影が退路に立ちふさがっていた。血ち塗まみれの防弾コートが風に激しくたなびき、死神のローブを彷ほう彿ふつとさせる。


    　茴香は朦もう朧ろうとした声で、その女性の名を口にする。


    「ヘルカ──班、長」


    「────────」


    　胴体に穿うがたれた銃創から血の塊かたまりと臓ぞう腑ふの欠片かけらを際限なく溢こぼしながら、ヘルカは一言も答えなかった。虚うつろな紅あかい瞳ひとみが、二人をじっと見み据すえている。


    「……レヴナント化したかよ」


    　青年が憎々しげに吐き捨てる。考えうるべき最悪の事態。彼らにはもはや、為なす術など一つも残されてはいなかった。


    「グルル──」


    　反対側から迫る狼が、凶暴な唸うなりを上げた。前方からはヘルカが、後方からは狼が──青年と茴香に向かって、じりじりと迫り来る。


    　考えうるべき最悪の事態が、二人を死の際に追い詰めていた。


    「──ガアアッ！」


    　獲物を渡すまいと叫ぶように、狼が二人に向かって飛びかかった。


    　一秒後には、狼の鋭利な牙は青年を薙なぎ倒し、動けぬ茴香の臓腑を美う味まそうに喰らうだろう。


    　しかし、次の瞬間──青年と茴香は、信じられない光景を目まの当たりにしていた。


    　血と雨に濡ぬれた金砂色の髪が舞う。風のごとき機敏さで甲かん板ぱんを蹴けった彼女は、青年と茴香の横を素通りすると、弧こを描く銀光と共に狼の首を両断していた。


    「班、長……？」


    　驚きのあまり言葉を失っている青年の背中で、茴香が愕がく然ぜんとした声を絞り出す。


    　──ヘルカ・カーリアイネンが、両手に握ったエミュレイターを軋きしらせていた。紅い眼光はレヴナント化によるものではなく、エミュレイターの起動を示す光だったのだ。


    　二発もの銃弾によって体内をくまなく引き裂かれていながら──ヘルカはまだ、その生を手放してはいなかった。


    「逃げ、ろ。──椚クヌギ」


    　消え入りそうな声でそう告げるヘルカは、もはや死に体である。元から白かった相そう貌ぼうは、微かすかな血の気すらとうに失うせて、死人のそれと化している。


    「班長……わたし、は……」


    　上官の命令に、茴ウイ香カは何ひとつ返答できなかった。茴香を背負った青年は表情を引き締め、ヘルカに背を向けて再び駆け出す。


    　それを見届けたヘルカが、大量の血を吐きながら、救援分隊の隊員たちに向かって叫ぶ。


    「───総員、全力で──退避しろ！　私が時間を──稼ぐ！」


    　分隊長の返答を待つことなく、ヘルカが二挺ちようの拳銃を連射した。四方に放たれた退魔の楔くさびが、暴れる異い形ぎようたちを木こっ端ぱのように次々と吹き飛ばしていく。


    



    　瀕ひん死しの身でなおも無む双そうする美しき埋まい葬そう官かんの勇姿を、タユゲテは遠くから、どこかうっとりとした瞳ひとみで眺めていた。


    「……あのお姉さん、とぉっても……綺麗……」


    　自みずからの尾をぎゅっと抱き締めながら、タユゲテは薄桃色の唇を微かすかに綻ほころばせた。ショーウインドウの向こう側に、お気に入りのオモチャを見つけた子供のような無む垢くな笑顔。


    「えへへぇ……。お友達に……なって、ほしい、な──」


    　そんなタユゲテの意思を汲くみ取ったように、各所で救援分隊と交戦していた異形たちが、標的を一斉にヘルカ一人へと切り替えていた。


    　ぞぞぞ、と不気味な足音を響かせながら、蟲むしと獣の群れが一箇所に向けて押し寄せていく。それらを迎撃し続けるヘルカであったが、手数はすぐに追い付かなくなった。その足首に蛇へびが巻き付き、その腕を獣が食はみ、その脇わき腹ばらに長い舌が絡み付き──彼女の姿は、ついに異形の群れに覆い尽くされて見えなくなる。


    「──総員、速やかに撤退ッ！　急げェッ！」


    　その光景を見た救援分隊の隊長が、憤ふん怒ぬと屈くつ辱じよくの形ぎよう相そうと共に告げた。彼らの逃走を邪魔するモノは、すでに一匹たりとも存在しなかった。隊員たちは船尾から海に飛び込み、母艦であるステルス潜水艦の子機──海上に待機させていた小型潜水艇に次々と乗り込んでいく。


    　凍えるような雨と海水に全身を濡ぬらしながら、茴香はネレイスの巨大な艦影を、茫ぼう然ぜんと見上げていた。


    「……班長、ザイシャ。吹スイ芽ガ──」


    　無力感に溢あふれた茴香の声は、誰にも届くことはなかった。身動きできない彼女もまた小型潜水艇に乗せられ、分厚いハッチが無情にも閉鎖される。


    　無数の生命いのちと人類最後の希望をその腹に抱いだいた幽霊船ネレイスは、雨の降りしきる黒い海を悠ゆう然ぜんと、音もなく漂ただよい続けていた。


    



    　　　◇


    



    「…………」


    　シャフトの医療棟の一室の窓から、茴ウイ香カは心ここにあらずといった様子で、灰色に濁った曇り空を見上げていた。全身を包帯で覆った痛々しい姿であるが、これでも医療棟に運び込まれてきた当初に比べれば、幾分かはマシな有様だった。


    　ふと背後に気配を感じ、茴香はうんざりとした表情で振り返った。


    「……珊サン瑚ゴ。入ってくる時はノックくらいしてください」


    「何回もしたっつの。思い詰めて泣きべそかいてんじゃねーかと思って、恥を忍んで入ってみたら、ンな冷ややかな一いち瞥べつかよ？　お兄さん傷付くぜ」


    　自身の失態をようやく自覚し、茴香は気まずそうに俯うつむいた。小さく肩をすくめて苦笑する珊瑚も、茴香ほどでないにせよ全身に負傷が目立つ。


    　──ネレイスでの戦闘から、すでに三日が経過していた。


    　タユゲテの追撃を受けることなく海域を離脱した救援分隊は、その翌昼、無事《セブンス》への帰還を果たした。


    　ネレイスから奇跡的に救出された、たった二名の生存者──茴香と珊瑚はいずれも重傷であったが、埋まい葬そう官かんの回復力と艦内での迅速な手当てが功を奏し、数日後には戦線復帰できる見通しであった。


    「珊瑚……ネレイスに取り残された人たちの安否は？」


    「判明してりゃあ、こんな顔してねえよ。──依然不明。それだけだ」


    　わかりきっていたはずの返答に、茴香はぎゅっと唇を噛かみ締め、身を震わせた。


    　茴香たちに随伴したＳＥＦ隊員は全員が死亡し、救援分隊からも数名の戦死者が出た。あげく、最重要保全対象である吹スイ芽ガとザイシャ──そして、班を率いるヘルカまでもが安否不明という現状である。


    「ま、一言で言って『芳かんばしくない状況』ってヤツだな。ネレイスの捜索は今も続いてる。見つかるまで、俺らは黙って待つっきゃねえ。歯がゆいね」


    「わたしが、もっと強ければ……」


    　茴香は右手を握り締める。


    　脳裏に浮かぶのは、瀕ひん死しのヘルカが自みずからを犠牲にして敵を足止めし、醜しゆう悪あくな獣と蟲むしの群れに飲み込まれていく光景。茴香はすでに確信している──彼女はもう、生きてはいない。


    　吹芽やザイシャも無事である保証などどこにもない。冷たい予感が、茴香の背筋を這はい回る。


    「──何も、できませんでした」


    「それを俺の前で言うのは、当て付けってモンだぜ。たらればの話をしても仕方ねーが……もし、あの場で俺の機体ＦＭＳが使えてりゃあ、結果は違ったのかもしれねえ」


    　埋葬官としての珊瑚の力をフルに発揮するための、漆黒の専用機。ネレイスの貨物室に積まれていたであろう機体は、あの状況下ではどうあがいても回収など敵かなわなかった。


    　珊サン瑚ゴはばりばりと頭を掻かきながら、軽薄な笑顔を浮かべる。


    「参るよなァ。俺の愛機はあれっきりのワンオフで、再生産なんてできやしねえんだぜ？　ウチのエースを三人も掻っ攫さらっていったんだから、せめて積み荷ぐらいは送り返してこいってんだ。着払いで良いからよ──」


    「珊瑚……。気持ちはわかりますが、今案ずるべきは機体などではなく、仲間の──」


    　さすがにたしなめようとした茴ウイ香カであったが、珊瑚の顔を見たとたん、思わず絶句した。


    　どんなに過酷な状況でも冗談やユーモアを決して絶やさず、仲間たちの心を陰から支え続けてきた、剽ひよう軽きんな青年の笑顔──それが今は、凄絶なまでの感情で凝こり固まっていた。


    　初めて見る、ただならぬ仲間の顔だった。


    「ありゃ一応、親父の形見なんだ。無理やり押し付けられたようなモンだがな」


    「……珊瑚？」


    「それでも、ケジメってヤツを付けてやらねえ限り、アイツをゆっくり眠らせるワケにゃいかねえんだ。──こればっかはもう、どうしようもねえや」


    　へらっと笑いかける珊瑚に、茴香はどう反応すれば良いのかわからなくなる。


    　ケジメ──とは、一体何のことだろう。


    「……確かあなたの父君は、軍用ＦＭＳの技術者だったと、以前言っていましたね？」


    「そうさ。《サード》コロニアのＲ・Ｅ・Ｖ技術開発部で手広くやってたよ。俺とは部署が違ったけどな。二年くらい前に、おっ死んだ」


    　二年前──珊瑚が新たな埋まい葬そう官かんとして《セブンス》を訪れた頃である。あの時から珊瑚は誰にでも明るく馴なれ馴れしかった。真ま面じ目めな茴香は辟へき易えきしながらも、賑やかになった日々を内心で喜ばしく思っていた。


    　茴香は背筋を伸ばして、珊瑚の顔を正面から見つめた。


    「一か月前、わたしは吹スイ芽ガやザイシャ、ヘルカだけでなく──あなたにも救われました。心も、生命いのちも。それなのに、あなたは……自分のことを、少しも打ち明けてはくれない」


    「おっ、今それ聞いちゃうかよ？　普段は頼りになるイケメンお兄さんが、その心に秘めた赤せき裸ら々らな秘密を──」


    「茶化さないでくださいッ！」


    　声を荒らげ、上目遣いに睨にらみ付ける茴香に、珊瑚はいつも通りの飄ひよう々ひようとした笑みだけを返す。


    　今、茴香の胸に渦巻く激しい怒りは、自分自身への怒りだった。


    　これまでにも幾度か、似たような質問を重ねてきた。吹芽も同様だ。しかしそのつど、珊瑚はこうして話をはぐらかし、何も教えてはくれない。


    　今の茴香にできるのは、必死に考えることだけだった。誰よりも仲間思いの同僚が、安否の知れない仲間たちと並べて語るほどに大切な〝ケジメ〟の正体とは、何なのか。


    「……確か二年ほど前に、《サード》で試作兵器の暴走事故があったと聞いたことがあります。百名を超える人が巻き込まれて亡くなった、とも」


    　もっともその件に関する情報はすぐに規制され、遠く離れた《セブンス》の地では、嘘うそか実まことかも定かでない噂うわさ話として収束した。当時、まだ開発途上であったエミュレイターの事故だったのだろうと、茴ウイ香カはぼんやり思っていた。


    「もしかしてあなたは、二年前の事故に──」


    「──おっと。詮せん索さくはそこまでだぜ、お嬢ちゃん？」


    「はむ……っ!?」


    　珊サン瑚ゴは腰をかがめ、茴香のほっぺたをつまんで止めた。頭を引っ込めて逃のがれた茴香の鼻先に、珊瑚は人差し指を突き付けながら言う。


    「……また、こうしてはぐらかすのですか。あなたは」


    「んなことより、今はこの状況をどうするかだ。新しく現れた《七プレ姉イア妹デス》ってのも気になる」


    　茴香は眉まゆ根ねを寄せつつ、仕方なく頷うなずいた。どんなに迫ったところで珊瑚は口を割る様子がないし──確かに、状況は逼ひつ迫ぱくしている。


    「……あの巨大な獣や怪生物たちは、敵の《七プレ姉イア妹デス》の能力なのでしょうか」


    「だろうな。おそらく、レヴナントを生きた人間のように振る舞わせてたのも込みで、だ」


    　珊瑚は小さく舌打ちを漏らす。


    「だが、絶対に助け出してやる。吹スイ芽ガもザイシャも、我らが班長もな」


    「……当たり前です」


    　茴香は強く頷き、再び窓の外を見た。分厚い雲で覆われた灰の空が、彼らの行く末を表すかのように、どこまでも茫ぼう漠ばくと広がっていた。


    



    　　　◇


    



    「────」


    　泥のような眠りから、ふと吹芽は目を覚ました。


    　暖かな毛布の感触が全身を優しく包んでいる。大きなベッドの上で眠っていたのだと、数秒遅れて気が付いた。


    　強い鎮痛剤でも打たれているのか、思考は未だに霞かすみがかっており、全身を虚脱感が包んでいた。前後の記憶が定かではない。吹芽は横になったまま、首だけを動かして周囲を見回す。


    　見知らぬ洋室だった。天井は広く、壁との境を精せい緻ちな石せつ膏こう細工のモールディングが覆っている。木製のシャンデリアに灯ともる暖かな光が、落ち着いた内装を淡く照らしていた。古い木材のほのかな香りが、消毒液の匂いと混じり合って心ここ地ち良い。


    「…………痛」


    　上半身を起こそうとしたとたん、左肩を鋭い痛みが襲った。右手でそっと触れると、真新しい包帯の感触。その下に隠れた傷口が、熱を持ってずくずくと疼うずいている。


    　治療されていた。吹スイ芽ガは自問する──一体、誰が？　そもそも、なぜ自分は怪け我がを──。


    「───そうだ」


    　水底に溜たまった泥のごとく沈殿していた記憶が、閃ひらめくように蘇よみがえった。


    　脚で毛布を蹴けり飛ばし、一息で飛び起きる。麻ま痺ひしていた緊張が急速に押し寄せてくる。


    　──撃たれたのだ、ネレイスの艦橋アイランドで、円マドカ燦サン華カに。そして重傷を負い、意識を失った。


    　周囲を警戒していた吹芽は、部屋の反対側にもう一台、大きなベッドが置かれていることにすぐ気付いた。やはり誰かが寝かされている。


    「ザイシャ……！」


    　吹芽はベッドに駆け寄ると、小さな寝息を立てていたザイシャを抱き起こした。ややあって、彼女はゆっくりと瞼まぶたを開き、掠かすれた声を出す。


    「スイ、ガ……？　ここは……」


    　まだ記憶が混乱している様子で、ザイシャはぼうっとした顔のまま吹芽を見つめ返している。撃ち抜かれたはずの右側そく頭とう部ぶは、自力で再生したのか、それとも治療されたのか、すっかり元に戻っていた。


    　──その時、かちゃりと小さな音を立てて部屋のドアが開き、吹芽ははっと振り返った。


    　粛々とした足取りで部屋に入ってきたのは、クラシカルな給仕服に身を包んだ若い女性だった。サービスワゴンの上には、香ばしい匂いを漂ただよわせる食器がいくつも並んでいる。


    「…………」


    　女性は顔を伏せたままだ。ここがホテルか何かであれば、単に食事を運んできたスタッフに違いないが、今の状況でそのような楽観を抱いだけるはずもない。


    　女性の白い顔が、ゆっくりと吹芽たちの方へ向いた。


    　閉じていたその瞼が開いていき──その下に隠れていた、鮮やかな紅あか色が露あらわになる。


    「……レヴナント！」


    　吹芽の決断は一瞬だった。覚醒しきっていないザイシャをベッドに残し、全力で疾駆する。接近と同時にサービスワゴンを足場にして跳躍し、女性の頭部に鋭い回転蹴りを叩き付けた。


    　運ばれてきた食事がワゴンごとカーペットにぶち撒まけられ、女性もまた、回避も防御もすることなく転倒する。


    　吹芽は即座にＥｙＳアイスのアイコンをタップし、右手を前に突き出す。あとは召喚したライフルで、足下もとに転がっている無防備な敵を撃ち抜くだけだ。しかし──。


    「起動……できない？」


    　茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。視界の端には、体内の制御核へのリンクエラーを示す表示。


    　吹芽は舌打ちをしつつ、再び敵と距離を取り、ベッドにいるザイシャの傍そばまで駆け戻る。


    「スイガ……？」


    　困惑しているザイシャを抱き寄せながら、吹芽は必死に思案する。決め手がない。逃走するほかないが──ここがどこなのかもしれない状況で、果たして逃げ切れるだろうか。


    「無駄よ」


    　──ふいに何者かの声が響いた。吹スイ芽ガが蹴けり倒したレヴナントのものではない。


    「おとなしくなさい。あなたたちの兵装には、プロテクトをかけてあるわ」


    　開け放たれたままの入り口に、誰かが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。


    　長い黒髪を背中に流した妙齢の女性。可か憐れんさよりも静せい謐ひつさの勝る麗美な顔立ちは、しなやかな四し肢しと相まって冷酷な肉食獣を彷ほう彿ふつとさせる。


    　女性は、床に倒れたままのレヴナントとカーペットの上に撒まかれた食事を交互に見下ろすと、呆あきれたように息をついた。


    「あなた、悪いけれど代わりを用意してあげて。二人とも、お腹が空すいているでしょうから」


    「キ、ィ」


    　金属を擦こするような声は、果たして返答と呼んでいいものだったろうか。レヴナントはのろのろと起き上がると、サービスワゴンを押して部屋を出ていく。


    　それを見届けた女性は、床に落ちていた肉を一切れつまみ上げると、おもむろに口へ運んだ。艶つややかな形の唇がゆっくりと動き、嚥えん下げする微かすかな音すら、はっきりと部屋に響く。


    「……駄目でしょう、吹芽？　食べ物を粗末にしては。私たちレヴナントにはもう不要でも、あなたたちにはまだ必要なモノなのだから」


    　静かに語りかけてくる女性に対して、吹芽は立ち尽くすほかなかった。ようやく正気を取り戻したザイシャも、ゼンマイの切れた人形のごとく表情を凝固させている。


    　吹芽たちは、目の前の状況を飲み込むことができずにいた。どこか退廃的な雰囲気を纏まとった美女が、残飯同然の肉を平然と食はんでいることに、ではない。生ける屍しかばねであるはずのレヴナントが、まるで従順な侍女のごとく振る舞っていたことに、でもない。


    「ザイシャも、幽霊を見たような顔をしないで。せっかくこうしてまた会えたのだから……」


    　女性が困ったように微ほほ笑えむ。吹けば飛ぶような──けれど、心からの慈いつくしみに満ちた笑顔。


    「──おまえは」


    　吹芽はようやく声を絞り出した。ザイシャは言葉を失ったまま、敵意と戸惑いの混在した視線で、女性の顔をじっと見つめている。


    「母親に向かって、〝おまえ〟はないでしょう……吹芽？」


    　穏やかな表情を浮かべた円マドカ燦サン華カが、驚愕する二人を見つめていた。ネレイスのクルーたちのように操られているのか、それとも──。


    「どういうつもりだ……」


    　吹芽は敵意に満ちた目で燦華を睨にらみながら、低く訊ねる。


    「──どうして、僕たちを殺さなかった！」


    　目の前にいるのは、精密狙撃によってヘルカに致ち命めい傷しようを与え、自分とザイシャをも撃ち抜いた敵だ。それも《七プレ姉イア妹デス》すら凌りよう駕がした──プシュケにも比ひ肩けんしうる、尋じん常じようならざる力を秘めた何かだ。


    　だというのに、優しく微ほほ笑えむ彼女の姿が、ネレイスでの戦いで垣かい間ま見た冷酷な狙撃手のそれと、どうしても一致しない──。


    「……誤解されるのは当然だけれど、ネレイスであなたたちを撃ったのは、こうして落ち着いて話をするため。ザイシャ、あなたとも会いたかった」


    「────」


    　ザイシャは口元をわななかせ、沈黙を続けている。状況を処理しきれていないのだ。


    「黙れ。ここはどこだ」


    「……そうね。まだ生きているあなたたちにとって、今の私は容認しがたい存在でしょう」


    　取り付く島もない吹スイ芽ガに対し、燦サン華カは諦あきらめたように肩をすくめた。


    「ここは中欧の地──オディル。あなたたちが三日間も眠り呆ほうけている間に、勝手に運び込ませてもらったわ」


    　平然と返ってきた答えに、吹芽とザイシャは目を見開いた。


    　オディル──およそ三〇年前、氷河に埋もれていたプシュケを発掘し、研究、隠いん匿とくしていたかつての文明大国である。意識を失っている間に、吹芽たちは《セブンス》から九〇〇〇キロメートル以上離れた異国の地へと連れ去られていたのだ。


    「この場所は、かつてプシュケを研究し、《七プレ姉イア妹デス》の開発が行われた地下実験施設の跡地。……ザイシャ、あなたにとっては思い出深い地でしょう？」


    「ここが……あの？」


    『実験体』として扱われた過去の記憶が、ザイシャの瞳ひとみに隠しきれない怯おびえを生じさせる。そんな彼女を安心させるように、燦華は首を横に振った。


    「どうか怖がらないで、可哀想なザイシャ──ここにはもう、あなたを脅おびやかすようなものは何もない。ここは忌いまわしい施設の跡地に私たちが築いた、新たな街」


    「新たな、街ですって……？」


    「そう。きっと、あなたたちも気に入ってくれる」


    　燦華が室内へと足を踏み出した。一歩も動けない吹芽とザイシャの前を平然と素通りし、分厚いカーテンをそっと開けた。差し込んだ外の光が、室内を淡い灰色に染める。


    　窓の外に広がる景色を目まの当たりにした吹芽とザイシャは、今度こそ完全に言葉を失った。


    　眼下に広がるのは、正しく『街』であった。懐かしさを感じさせる石造りの低い建物が並び建ち、どこか素そ朴ぼくな雰囲気を醸かもし出している。色彩に乏しい街並みを、路肩に植えられたささやかな緑が彩っていた。


    　老若男女様々な住人が、何者にも脅かされることのない穏やかな足取りで街を行き交っている。


    　それは、吹スイ芽ガたちが久しく目にする平穏な光景だった。


    　──彼らの瞳ひとみが、すべからく紅あか色に染まっていることを除いて。


    「全員、レヴナント、なのか……？」


    「そう。ここは死者レヴナントだけの箱庭。かつてプシュケが憧れ、焦がれた理想郷の縮図……」


    　激しい困惑と嫌悪で口元を引き攣つらせる吹芽と裏腹に、答える燦サン華カの声は陶とう然ぜんとした響きすら帯びている。


    「プシュケが憧れた理想郷、だって……？　それは──」


    「お願い、教えて──」


    　吹芽を遮って言ったのは、ザイシャだった。彼女は白いシーツをぎゅっと握り締めながら、燦華に向かって震える声で問う。


    「……あなたは、どうなってしまったの？　九年前、あなたはプシュケを撃墜し、そして確かに私の目の前で死んだ。それなら、今のあなたは……一体何者なの？」


    　燦華は何も答えない。その美び貌ぼうからいつしか微笑は失うせ、紅い瞳でザイシャを見つめ返す。


    　吹芽の脳裏に、ネレイスの艦橋アイランドでザイシャが言い残した言葉が蘇よみがえる。


    



    『あれは、まるで──プシュケそのものだった……。勝てる、はず──』


    



    「…………」


    　吹芽は覚悟を決めるように一歩踏み出した。燦華の前に立ち、その冷貌を見上げる。


    「──エレクトラが言っていた。大戦によって機能停止した《七プレ姉イア妹デス》を再起動させ、その脳核を利用して二度目のレヴナントショックを引き起こしたのが、おまえだって」


    「……意地でも〝母さん〟とは、呼んでくれないのね？」


    「答えろ。おまえは何者なんだ。プシュケなのか──それとも、母さんの記憶を受け継いだレヴナントなのか。もしそうなら、自分の生命いのちをなげうってまで救った世界を、なぜもう一度──地獄に突き落とすような真ま似ねをしたんだッ！」


    　燦華の胸ぐらを掴み上げ、吹芽は声を荒らげてまくし立てた。その手をそっと引き剥はがしながら、燦華は落ち着き払った口調で言う。


    「今の私は、プシュケの意志の代行者。彼女から受け継いだ願いを叶えるために、私はこの街を築いた」


    　吹芽は目を眇すがめるが、燦華は構わず話を続ける。


    「そもそもあなたたちは、なぜプシュケが一〇年前に突然暴走し、殺さつ戮りくを繰り広げたあげく、レヴナントという存在を生み出したか想像できる？」


    「できるはずがないだろ──そんなこと」


    　おそらくは太古の昔に外宇宙より飛来し、古代氷河の中で人知れず眠り続けてきた無機生命体。吹スイ芽ガは苦々しげに続ける。


    「もしもプシュケが意思らしきものを持っていたとして──その行動も思考も、僕たち人間の及ぶところじゃない。あんなの、ただの自然災害と変わりない」


    「──それは違うわ、吹芽。組成や性能がどれだけ異なっていても、プシュケは紛まぎれもなく、私たちと同じ『生物』だった。であれば、そこには必ず行動原理が存在する」


    「……行動原理だって？」


    「そう。地球に墜おちたプシュケは、永遠の生命いのちを有していた。そうして彼女は氷に埋もれたまま、永えい劫ごうに微睡まどろみ続けるはずだった──三〇年前、人類が彼女を掘り起こすまでは」


    　燦サン華カは瞼まぶたをそっと閉じる。


    「そうして有機生命ヒトと出逢ったことで、プシュケは単一種の無機生命体が決して知ってはならない〝二つの概念〟を知ってしまった。それが何か、吹芽にはわかる？」


    　吹芽は黙もつ考こうするが、答えは出ない。


    「まさか……」


    　代わりに答えたのはザイシャだった。振り返った吹芽に、彼女は愕がく然ぜんとした顔で告げる。


    「〝死〟──そして、〝孤独〟」


    「正解よ、ザイシャ」


    　燦華は笑った。凄絶に、凄惨に。


    「人と出逢ったことで、プシュケは初めて自分以外の生命体の存在を知り、永劫だったはずの孤独から解放された。けれど彼女は同時に、人と自分の寿命タイムスケールの隔へだたりに気付いてしまった。たかだか数十年の時間しか持たない人類は、いつの日か避け得ぬ滅ほろびを迎え、自分プシユケを再び暗く冷たい孤独へと突き落とす──それなら、プシュケがとるべき行動は一つだけでしょう？」


    「…………あ」


    　ようやく答えに気付いた吹芽は、茫ぼう然ぜんと後じさった。全てが覆くつがえり、足元が崩れていく感覚。


    　それは──敵意だと思っていた。殺意だと信じていた。


    　全ては人類を滅ぼし、破壊するために、強大な力を持つ異界の存在プシユケが気まぐれに引き起こした侵略行為であり、人知の及ばぬ災害であると──深く考えるまでもなく確信していた。


    「それじゃあ……プシュケが殺さつ戮りくを引き起こしたのも、レヴナントが生者を襲ってレヴナント化させるのも……全部……」


    　燦華は腕を組み、ゆっくりと頷うなずいた。


    



    「そう──プシュケは全人類をレヴナント化させることで、人に永遠を与えようとした。未来永劫、愛するべき彼らと共に寄り添い続けるために……」


    



    　言葉にならない衝撃が、吹芽とザイシャを打ちのめしていた。


    　燦サン華カは言い聞かせるように言う。


    「人が〝死〟という概念を克服した完全世界──それこそ、プシュケが望んだ理想郷。この街は、その縮図に過ぎない」


    　それは一つの生命いのちとして、至し極ごく真っ当で、単純明快な理由だった。燦華の言葉を信じるのなら、プシュケはただ他者の温もりだけを求め、それを永遠のものにしようとした。幸いにも、それを実行できる能力を持っていたからだ。


    「……さっきのザイシャの質問に、もう一度答えましょう。今の私が何者なのか」


    　燦華は自みずからの胸に手を当てた。


    「──今の私は、元の円マドカ燦華とは異なる存在よ。正確に言うのなら、プシュケの意思の残ざん骸がいとでも呼ぶべきデータの断片が、死亡した『円燦華』の肉体と人格を、一種のプロセッサーとして利用している状態。つまりは、本物と全く同一の偽物──そういった意味では、レヴナント化したハンク・ウェズレイや、ケルフィナ・オズロワと同質の存在と言っていい」


    「なら、やっぱりあんたは──母さんなんかじゃない」


    　吹スイ芽ガは自分に言い聞かせるように告げた。今目の前にいるのは、自分を守るために世界を救った誇り高い母でも、傷付いたザイシャに寄り添ってその心を救った恩人でもない。


    　所詮はコピー。プシュケの意志に、肉体を支配された模造品。


    「母さんの魂は──もうとっくに、プシュケに塗りつぶされてる」


    　複雑な想いが、吹芽の思考を塗りつぶしていく。後ろのザイシャがどんな顔をしているのか、振り返って確かめる勇気はなかった。


    「それはどうかしらね──」


    　しかし、燦華は微ほほ笑えみを崩さぬまま、可お笑かしそうに言った。


    「魂なんていう曖あい昧まいなものの存在を、吹芽は証明できるの？」


    「……何が言いたい」


    「例えば『テセウスの船』というパラドックスがあるでしょう。壊れた船を修繕し続け、ついには全ての部品が元オリジナルから置き換わってしまった時──果たしてその船は、元の船と〝同一〟の存在と呼べるのかしら？」


    　唐突な燦華の問いかけに、吹芽は一瞬怯ひるみながらも掠かすれた声で答えた。


    「……呼べるはずないだろ。その物体の構成要素が一〇〇パーセント置換されてしまったら、それはもう別物だ。おまえがもう、母さんじゃないように」


    　憤然と告げられた吹芽の回答を聞いた燦華は、心底から憐あわれむような視線を、なぜかザイシャに向けながら言った。


    「そう。なら吹芽は、『生身の頃のザイシャと兵器化されたザイシャ』がまったく別の存在だと──今の彼女が、すでに人間ではないという現実を認めているのね？」


    「────っ」


    　ザイシャの表情が凍り付いた。底無しの絶望に打ちのめされた子供のように。


    「──ふざけるなッ！　ザイシャは生きている人間だ……おまえとは違うッ！」


    　吹スイ芽ガは我を忘れて激昂していた。怒りの余り、視界が真っ赤に染まっていた。


    　対する燦サン華カは平然と首を傾かしげ、涼やかな微ほほ笑えみを絶やさない。


    「どうして？　だって、ザイシャの肉体は全てプシュケの細胞に置き換えられて、その脳のう髄ずいすら電子制御された機械部品として加工されているのに。『かつてザイシャだったもの』は、少なくとも物理的には、一欠片かけらすら残されていないわ」


    「スイガ……私、は──」


    　吹芽の背中に、今にも泣き出しそうなザイシャの声が降りかかった。


    「──どんな力を持っていようが、どんな姿になろうが、ザイシャの心は人間のままだ。他の誰が何と言おうと、一緒に戦ってきた僕はそれを知って──」


    　そこまで言って、吹芽ははっと言い淀よどんだ。


    「ほら、気付いたでしょう──同一性たましいなんて、認識の問題でしかないことに。『人や貨物を乗せて航行する』という機能の連続性を保っている以上、それは乗組員たちにとって元の船と何ら変わりない。彼ら自身が、そう認識し続ける限りはね」


    　燦華はふいに一歩踏み出すと、ゆっくりと両手を広げ、愕がく然ぜんと立ち尽くしている吹芽の体を、抵抗させる間もなく抱き締めた。


    「────」


    　吹芽は動けなかった。背中に回った燦華の冷たい手が、愛おしげに撫なでてくる。


    「一度死んで、プシュケのデータが脳髄に上書きされても──私の脳核こころに残ったこの想いだけは、決して消えなかった」


    　吹芽の耳元に唇を近付け、燦華は慈いつくしみに満ちた声で言った。


    「私はあなたを愛している。──この愛情が本物である限り、私は自分自身が元の円マドカ燦華であると断言できる。後はあなたたちが、それを受け容れてくれるかどうかだけ」


    「そんなのは……」


    　詭き弁べんだと口にしかけ、吹芽は唇を噛かんだ。


    「そう。どのような定義が、その個人を個人であると証明するのか──魂というものの構造が科学的に解明される日が訪れない限り、私たちはそれを決して言葉で説明することなんてできない」


    　吹芽は思い出す。レヴナント化したハンクは、それでも彼と同じ強さと弱さを併せ持っていた。茴ウイ香カの手で討たれたケルフィナも、最期の瞬間だけはきっと救われていた。


    　そんな彼らの魂が偽物であったと──一体誰が、どんな言葉で証明できるというのか。


    「離せ──！」


    　吹芽は、自みずからを抱き締める腕を振りほどくと、燦華の体を全力で突き飛ばした。


    　燦サン華カは気を悪くした風もなく、ベッドの上から二人を凝視しているザイシャに向かって優しく笑いかける。


    「……そんな悲しい顔をしないで、ザイシャ。吹スイ芽ガと同じくらい、私はあなたのことも大切に想っている。だからこそ、こうして二人をこの場所に導いた」


    「私も……？」


    　ザイシャの顔は、笑っているようにも泣いているように見えた。その瞳ひとみに絶えず宿っていた危うい決意すら、少しずつ褪あせていくようだった。彼女は顔を伏せたまま問う。


    「ねぇ、サンカ……どうして九年前、プシュケはデータの退避先にあなたを選んだの……？」


    「アステロペあなたを使って砲撃した際に生じた高密度の粒子の弾道が、私とプシュケを繋つなぐケーブルの役割を果たしたのでしょうね。──けれど、それは物理的な理由に過ぎない。私たちはきっと惹ひかれ合っていた」


    「……惹かれ合った？」


    「『死の概念を知り、死を恐怖したプシュケ』と、『息子スイガを残して死ぬことに、最後の最後で恐怖を抱いだいてしまった円燦華わたし』──お互いの想いが、私という第二のプシュケを生み出した。そんなところかしらね」


    　慈愛に満ちていた燦華の笑みが、自じ嘲ちようするようなそれへと変わる。


    「あれだけ多くの人を殺しておきながら、私は結局、自分が死ぬのが怖くなったの。以前の私ならともかく──吹芽。あなたを産んだ私は、弱くなってしまった」


    「────」


    　吹芽は黙って拳を握り締めていた。


    　ほだされたわけではない。同情したわけでも、共感したわけでもない。


    　しかし、目の前の女性が静かに吐露したものは、確固たる『人の弱さ』だった。吹芽やザイシャたち──今を生きる人間が抱くものと同じ葛かつ藤とうであり、迷いだった。


    　それが屍しかばねの中に残留しているだけの偽物の感情であると、どうして言えよう？


    　その時、香ばしい匂いが再び室内に漂ただよった。新しい食事を載せたワゴンを押して、先ほどの女性型レヴナントが部屋を訪れていた。


    「……二人とも、まずは食事を摂って体力を回復なさい。制御核の機能を制限しているから、傷の治りが遅いでしょう？」


    　燦華は踵きびすを返して出口へと歩いていく。吹芽はその背中に、低い声で語りかける。


    「……僕たちを、これからどうするつもりだ」


    「どうもしないわ。兵装は使わせてあげられないけれど、この街の中でなら自由に行動してもらって構わない」


    「だけど、サンカ。この街にはレヴナントしか……」


    　困惑の眼まな差ざしを窓の外に向けながら訊ねるザイシャに、燦華は苦笑する。


    「心配しなくても、彼らはあなたたちを絶対に襲わない。ここは争いも諍いさかいもない、平穏と静寂に満ちた世界だから──」


    　燦サン華カは部屋を出て行く直前、吹スイ芽ガたちに振り向いた。


    「私はあなたたちに、決断を強要したくない。しばらくこの街で暮らして──そうして得た二人の答えを、最後に聞かせてもらう」


    「──待て」


    　ようやく一握りの冷静さを取り戻した吹芽は、何よりも先に確かめなければならなかったことをようやく思い出していた。吹芽は唾つばを飲み込み、恐る恐る訊ねる。


    「皆と……それに、あんたが撃ったヘルカはどうした？」


    　しかし燦華は、無関心も露あらわに顔を背そむけ、再び歩き出す。


    「他の埋まい葬そう官かんには逃げられてしまったわ。あなたの上官は──仲間が〝回収〟したはずよ。後は、あなたたちの目で確かめなさい」


    　燦華はそれ以上語ることなく、黒い髪をたなびかせて歩き去っていった。部屋には二人と、一体のレヴナントだけが残される。


    　恭うやうやしく、けれどどこかぎこちない動作で食器を並べ始めるレヴナントの姿を、吹芽とザイシャは無言で見つめるほかなかった。


    



    　　　◇


    



    　ネレイスでの戦闘から四日後──《セブンス》に所属するＲ・Ｅ・Ｖ構成員たちは、シャフト最上層の作戦会議室に緊急招集されていた。珊サン瑚ゴと茴ウイ香カを始め、他班の埋葬官たちやＳＥＦ隊員たちが集合しており、広い室内は張り詰めた緊張感で満たされている。


    「三時間前、捜索部隊より所在不明になっていたネレイスを発見したとの報告が入った。調査の結果、艦内は無人。現状、生存者は確認できていない」


    　正面に立った総指揮官の壮年男性が、大型スクリーンを指しつつ、重々しい声こわ音ねで告げた。


    　最後列に着席していた珊瑚と茴香は、黙って顔を見合わせる。


    「現場はオディル北部に位置するボアブルグ港。最重要保全対象である円マドカ吹芽大尉、及びコードネーム・ザイシャの安否は依然不明であるが、彼らの体内の装置が発する微弱な信号を、捜索部隊が確認している」


    　場が騒然となった。珊瑚と茴香のみが、固かた唾ずを呑のんで次の言葉を待つ。


    「信号が示す彼らの現在地は、オディル東部──デアトリア研究センター跡地。プシュケが隠いん匿とくされていた〝始まりの地〟だ」


    「──おもっくそ踏査不能地域じゃねえか」


    　珊瑚が苦い表情で小さく呟つぶやいた。踏査不能地域とは、レヴナントの密集や大戦による環境汚染、ないしはその両方によって立ち入り不能とされている地域を指す。オディルの場合は、最前者にあたる『レヴナントの密集地域』である。


    「彼らを無事に保護できなければ、すでに極限まで追い詰められている我々からは、一片の勝機すらも失われる。よって我々は、これより各地のＲ・Ｅ・Ｖ支部と連携──総戦力の約五割を投入した、オディルへの上陸救出作戦を決行する」


    　厳げん然ぜんと命じられたのは、死地への旅路の合図。しかし、その場に集つどった戦士たちが無言のままに発する静かな戦意は、広い空間を音もなく満たしていた。


    



    　作戦の発令から五時間後──手短に準備を終えた茴ウイ香カと珊サン瑚ゴは、《セブンス》の湾港近くに設しつらえられたベンチに並んで腰かけ、出発の時を待っていた。時刻はじき〇時。打ち寄せる波の奏かなでる静せい謐ひつな音だけが、色濃い闇やみに包まれた港に響いている。


    「……ちったぁ寝とけよ茴香。いざって時に体力もたねーとか、笑い話にもなんねぇぞ」


    「……そう言う珊瑚こそ、ご自慢のお顔に濃～いクマが浮いていますが。眠れないのなら、子守唄うたでも歌ってさしあげましょうか？　得意なんですよ、これでも」


    「いいね。ぜひ膝ひざ枕もセットで頼む」


    「それは未来の奥さんにでも頼んでください」


    　二人は疲れ切った顔をじっと見合わせ、やがて同時に苦笑した。


    「大丈夫さ──敵の誘いの可能性は高いが、位置情報が正常に送信されてるってこたぁ、少なくとも吹スイ芽ガとザイシャはまだ生きてる。俺らはあいつらを信じて、ただ戦えばそれで良い」


    「ええ……まったく、世話が焼けます」


    　現在のＲ・Ｅ・Ｖが有する戦力の大半を割いた、踏査不能地域への上陸作戦──間違いなく、これまで珊瑚たちが経験してきた中でも最大規模の激戦となる。


    「だが……敵の情報が不ふ明めい瞭りようなままってのは怖ぇとこだな。敵陣に踏み込む以上、生き残りの《七プレ姉イア妹デス》どもが出で張ばってくる可能性は高いが──少なくとも、タユゲテとかいう野郎との交戦は避けられなさそうだ」


    「得え体たいの知れない、不気味な力でした。まるで、生命いのちの理ことわりを弄もてあそぶかのような……」


    　茴香が声を震わせる。生者のごとく振る舞うレヴナントたち。歴戦の埋まい葬そう官かんとＳＥＦをいとも容た易やすく蹂じゆう躙りんした巨大な獣。ネレイスの甲かん板ぱんを埋め尽くす怪生物たち──いずれも常じよう軌きを逸いつしていた。


    「プシュケの技術を借りているとはいえ、あんなおぞましい力を生み出したのが、わたしたちと同じ人間だったという事実を……正直、わたしは認めたくありません」


    「それを責める権利は誰にもねえよ。人間──っつーよりも、生物としてのサガかな。できるようになったからやってみた。それだけの話だ」


    　珊瑚は暗い夜空を見上げながら、達観するように肩をすくめた。


    「──それにだ。救援隊の連中が言ってた、班長が遠距離狙撃を受けていた可能性が高いって話も無視できねえ」


    「あの劣悪な環境条件で、班長相手に二発も直撃させるほどの腕前──只者ではありません」


    「覚悟はしておいた方が良いな。……これから俺たちが戦わなくちゃならん相手は、かつてこの世界を救った英雄サマの亡霊かもしれねえんだから」


    　四方を侵す夜や闇あんよりも、なお暗あん澹たんたる空気が、二人の表情に重苦しい影を落とす。


    　数分の沈黙を置いて、茴ウイ香カはたどたどしい口調で言った。


    「考えたくはないですが……もしも班長がすでに死亡し、レヴナントと化していたら、わたしたちは彼女と刃やいばを交えなければならないかもしれない」


    「……そうかもな」


    　茴香は膝ひざの前で組んだ両手を握り締めながら、消え入りそうな声で続ける。


    「もしもそうなった時──わたしは迷いたくない。ネレイスの艦上でも──そして今までも、班長が生命いのちを懸けてわたしたちを救ってくれたからこそ、わたしはこの生命を無駄に失いたくない」


    　茴香は意を決するように顔を上げ、珊サン瑚ゴの瞳ひとみを射抜くように見つめた。


    「ですから、教えてくれませんか？　──わたしはどうしても、知りたいことがある」


    「あん？」


    「一か月前のエレクトラ戦の際、あなたは班長の口から聞いたのですよね？　……ヘルカ班長の過去を」


    　上目遣いで見上げてくる茴香に、珊瑚は苦々しく笑ってみせる。


    「……ああ、聞いたよ。おまえにだけは言うな、って条件付きでな」


    「──教えてください。ケルフィナと班長の間に、一体どのような過去があったのか」


    　珊瑚は頭を掻かきながら、弱り切った表情を浮かべる。


    　大戦が始まるよりも以前、ケルフィナ・オズロワは、サラーブと呼ばれる少年兵育成機関によって、吸血鬼ムブタズと畏い怖ふされる少年・少女兵の一人として鍛え上げられた。


    　そしてヘルカ・カーリアイネンもまた、サラーブと何らかの繋つながりを持っていた。


    　組織はすでに歴史の闇へと姿を消しており、蜃気楼サラーブの名が示す通り、その実態を掴むための資料は何一つ残されていない。


    　茴香は一か月前の作戦行動中、ヘルカと交わした会話を思い出す。


    



    〝……班長はその戦闘技術を、誰から、どのようにして手に入れたのですか？〟


    〝以前、ある人物に師事していた〟


    〝それは、何者ですか〟


    〝サラーブの教官だ。それ以上答える気はない〟


    〝その人物は、今……〟


    〝一〇年前の戦せん禍かでおそらく死亡している。そうでなくても、すでに老齢だった〟


    



    「ケルフィナは最期に、わたしにこう言い遺のこしました──『ヘルカ・カーリアイネンに気を付けて』と」


    「らしいね」


    「その言葉の意味を、わたしは今こそ正確に知っておく必要があります」


    「……だから洗いざらい教えろ、か？　俺はルックスと口の軽さにゃあ定評があるが──上官への不義理はできねえよ。悪ィがな」


    　珊サン瑚ゴが鋭い視線で睨にらむが、茴ウイ香カはその瞳ひとみをじっと見返したまま、一歩も引く様子を見せない。


    　そんな一〇分間にも及ぶ睨み合いの末──ついに根負けしたのは、珊瑚の方だった。


    「……わかったよ。わかりマシタ。俺らの生死にも関わることだしな」


    　珊瑚は降参するように両手を上げると、淡々と語り始めた。一か月前にヘルカ本人の口から聞き出した、封じられし彼女の過去を。


    　やがて話を聞き終えた茴香は、震える声で疑問を口にした。


    「──それは、おかしいです。それでは年齢が合いません」


    　珊瑚は疲れ切った表情で肩をすくめてみせる。


    「班長にインプラントされているエミュレイターの擬似核は、当時まだ実験段階だった初期ロットだ。俺らの世代にゃ有り得ない事故は、充分に起こり得る」


    「そんなことが……？　ですが、いくら何でも……」


    　有り得ない、などと言い切れるはずがなかった。プシュケやレヴナント、埋まい葬そう官かんや《七プレ姉イア妹デス》といった超常の力を持った生き証人たちが、その突飛な話が現実であることを肯定している。


    「エミュレイターっつーのは、ユーザーの脳内情報を読み取って、その心の在り方や願望、意志のカタチを映し出す鏡みてえなモンだ。茴香のスノウドロップも──俺のだってな」


    　語る珊瑚の瞳に、またしても凄まじい気配が浮かぶ。それは以前の吹スイ芽ガや茴香にも似た、己の過去に囚とらわれている者だけが宿す、深い悔かい恨こんと憎悪の色だ。


    「あれは班長が自分自身に課した、何らかの願望の形なのさ。……たぶんな」


    「────」


    　それ以上の言葉を、茴香は紡つむぐことができなかった。今は何を口にしても、全てが空くう疎そなものとなってしまいそうで。


    　今度こそ終わりのない沈黙が二人を包む。分厚い雲の切れ間から厳おごそかな明かりを振り撒まく丸い月が、彼らの運命を嘲あざ笑わらうように白い顔を覗のぞかせていた。


    



    　　　◇


    



    　巨大な天蓋スクリーンが映し出す、偽の空で囲まれた小さなその街は、凍り付いたような平穏と静寂に抱いだかれていた。


    　吹スイ芽ガとザイシャは特に会話もなく、でこぼことした石のタイルの感触を靴底で確かめながら、両端を木々に囲まれた遊歩道を並んで歩いていた。石や煉れん瓦が造りの建物で囲まれたありふれた街並みも、物心が付いてから大半の時間を戦場で過ごした吹芽とザイシャにとっては新鮮だ。


    「───キ」


    　前方から微かすかな声。通りの向こうから、虚うつろな足取りで一体のレヴナントが歩いてきていた。濁った紅あかい瞳ひとみと白い肌を除けば、何の変哲もない女性である──街の『住人』だ。


    　初めの頃は、レヴナントを見かけるたび緊張を漲みなぎらせていた吹芽たちも、五日目ともなれば、さすがに慣れざるを得なかった。見知らぬ通行人同士がそうするように、レヴナントは二人の脇を通り抜けると、どこへともなく歩き去っていく。


    　その背中を見つめながら、ザイシャは物もの憂うげな顔で言う。


    「──やっぱり妙な気分。これまで散々戦ってきた敵と、こうして同じ街で生活するなんて」


    「僕もまだ落ち着かないよ。……きっとこれからも、この街を受け容れることなんてできないと思う」


    　しんと静まり返った街を、吹芽は顔を上げて見回しながら言う。


    　一日目、二日目は脱出の手段を探して足あ掻がいた。


    　三日目、四日目はヘルカの姿を捜して街を歩き回った。


    　いずれも徒労に終わった。それでも吹芽は、何か現状を打開できる手段がないかと、ザイシャと共に街を歩いている。この場所での生活を命じた本人である燦サン華カは、なぜかそれ以来、姿を見せていない。


    「すでに死んでいるこの街の住人レヴナントには、食事も、睡眠も、人らしい営みさえ必要ない。それでも彼らは、決まった時間に起き上がって街へ出かけ、空が暗くなればそれぞれの家に戻って、また床につく。──こんな乾いた世界、ただの茶番だ」


    　吹芽の胸を満たしているのは、怒りだった。こんな光景を理想郷などと呼んではばからない、円マドカ燦華の──あるいは、プシュケの傲ごう慢まんに向けられた憤いきどおり。


    「……ザイシャ？」


    　ザイシャは押し黙っていた。唇を結んだまま、ぼんやりと虚こ空くうを見み据すえている。


    「ええ……そうね。その通りだと、思う」


    　ようやく答えたザイシャの表情は暗い。彼女が思い悩んでいる理由は、わざわざ問い質ただすまでもなかった。


    　これまで推測することしかできなかった、円燦華という故人の心情。息子である吹芽だけでなく、戦場を共にしただけのザイシャのことさえ、深く気にかけていたという事実。


    　その想いを、燦華本人と全く同一の記憶を持つ存在から真っすぐに向けられて、ザイシャが悩まないはずはなかった。


    　何か声をかけようと、吹スイ芽ガはザイシャの肩に手を伸ばしかけ、


    「───ッ！」


    　ふいに頭上から迫ってきた気配を素早く察知し、ザイシャを抱えて飛び退のいた。


    　一瞬遅れて、人間大の塊かたまりが二人の目の前に落下した。柔肌が地面に叩き付けられる、べちゃり、という生々しい音。少し遅れて、散った葉がひらひらと舞い落ちてくる。


    「むにゃ………………いたいのぅ」


    　吹芽たちは思わず目を見張る──木の上で寝ていたらしい。


    　何事もなかったかのように半身を起こし、寝ぼけ眼をごしごしと擦こすっているのは、小さな少女だった。外見の年齢は七、八歳程度と、ザイシャよりもなお幼い。


    「────」


    　吹芽は素早く身構える。見る者の庇ひ護ご欲よくを掻かき立てる愛らしい風ふう貌ぼうだが、少女の頭部に備わった一対のセンサーと、臀でん部ぶから生えた栗鼠りすの尾を思わせる大きなユニット。未成熟な肢体を包む特殊な拘こう束そく衣い──紛まぎれもなく、《七プレ姉イア妹デス》の特徴だ。


    「ふぁ……あれぇ？」


    　少女はあくびを漏らすと、吹芽とザイシャを不思議そうに見比べた。


    「お姉ちゃん、ええぇと……あす……あすて……ぺろ？」


    「──タユゲテ？」


    　ザイシャは低い声で、少女の名を口にした。無防備極まりない様子であるが、大きな紅あかい瞳ひとみの奥に宿る禍まが々まがしい気配を、吹芽はすでに感じ取っている。


    「……ザイシャ。こいつは──」


    「三番目にロールアウトした《七プレ姉イア妹デス》──コードネームはタユゲテ。同じ戦場で戦ったことはないから、直接目にしたことはなかったけれど……搭載された能力は、『あらゆる遺伝物質への干渉能力』」


    　ザイシャの視線が、かつての〝姉妹〟を鋭く睨にらむ。


    「彼女は歩く生物災害バイオハザードよ──タユゲテにかかれば、あらゆる物質は生体情報を書き換えられ、造り替えられてしまう」


    「……ネレイスの甲かん板ぱんで交戦したあの怪物は、そういうことか」


    　吹芽は奥歯を軋きしらせる。目の前の幼い少女こそ、圧倒的な膂りよ力りよくと敏捷性、自在にうねる強きよう靭じんな触手、エミュレイターすら弾き返す装甲を併せ持った獣の創造主だったのだ。


    「あらゆる、じゃないよぉ？　大戦でいっかい壊されちゃったから……今はもう、壊れた玩具レヴナントをボクのお人形にできるだけ……あれぇ？　これ、言ったらダメなんだっけぇ……？」


    　敵意も害意も欠片かけらすら見せず、タユゲテはぼんやりとした口調で首を傾かしげている。


    　ザイシャは警戒を解かぬまま、再びタユゲテに問いかける。


    「タユゲテ──この街のレヴナントを制御しているのも、ネレイスで大量のレヴナントを生きた人間のように振る舞わせていたのも、あなたの仕業だったのね？」


    「ねれいすぅ……？　何だっけぇ、それ……」


    「──あなたがクルーごと乗っ取った艦よ。レヴナントになっても相変わらずそんな調子なのね、あなた」


    「……ああ。うん、そうだねぇ。だって、サンカにやれって……言われたから。お姉ちゃんと、お兄ちゃんをぉ、手に入れろって……」


    　タユゲテは大きな尻しつ尾ぽをゆらゆらと揺らしながら、小さな掌てのひらを胸の前で合わせた。


    「ボクの《蟲むし》をね、レヴナントの脳核に入れてあげるの。そうすると、しんけーでんたつ物質がぁ……えっとね、忘れたけど色々あって……皆、ボクのお人形になってくれるんだ……。お喋しやべりさせたりするのは、めもりぃたくさん使うから……とても疲れるけど」


    「────」


    　吹スイ芽ガは思わず口元を押さえていた。舌足らずでぼんやりとした口調とは裏腹に、語られる内容は惨むごたらしいことこの上ない。自みずから生成した物質によって、他生物の行動を制御する昆虫や寄生虫の類たぐいはいくつか知っていたが──タユゲテは、それを人間でやってのけているのだ。


    「……教えてくれ、タユゲテ」


    　吹芽はいつでも離脱できるよう神経を尖とがらせつつ、静かに訊ねた。


    「母さんと一緒に、こんなわけのわからない街を作って──おまえは一体、何がしたいんだ」


    　アルキュオネもエレクトラも、それぞれが独自の行動理念を持って行動していた。


    　ならばタユゲテもまた、姉妹たちと同じように死してなお叶えたい願いや信念があるのではないか──戦う術すべを奪われた今だからこそ、吹芽は問わずにはいられなかった。


    「んー……。何がしたいとか、ボクには別にないよぅ……お兄ちゃん？」


    「……え？」


    　あっけらかんと告げられたその答えに、吹芽は面食らっていた。


    「お気に入りのお人形と一緒に、いつまでもずっと眠っていられれば──それで、いい」


    　幼児のように自らの指先を噛かみながら、タユゲテはどこまでも無気力な表情でそう言った。その瞳ひとみがふと、何かに気付いたように、嬉しそうに見開かれる。


    「ああ。だから、うん──サンカが作ってくれたこの街は、とっても好き。……静かで、穏やかで、優しくて、誰もボクに痛いコトをしないから……」


    　それを聞いたザイシャは、痛ましげに瞼まぶたを閉じ、二の腕を強く握り締めて俯うつむいた。


    「タユゲテ……やはり、何一つ変わっていないのね。あなたも……」


    　吹芽には想像することしかできなかった。一〇年前まで、ただの少女に過ぎなかったザイシャやタユゲテたちが、このオディルの地下実験施設で味わった責め苦を──。


    　タユゲテは興味を失ったように踵きびすを返すと、大きな尾を器用にしならせて跳び上がった。近くの民家の屋根に軽やかに着地し、吹スイ芽ガたちの視界から消えていく。


    「待って、タユゲテ！」


    　その背中に向かって、ザイシャが叫んだ。


    「……捜している人がいるの。金色の髪をした、白人の女性。あなたなら知っているでしょう？」


    　ヘルカの行ゆく方えを案じて問うザイシャに、タユゲテは無む垢くな微ほほ笑えみを向ける。


    「えへへぇ……できあがったらぁ、お姉ちゃんたちにもきっと見せてあげるから……」


    「────」


    　あまりにも不穏な一言に、吹芽とザイシャは同時に息を呑のむ。


    　会話はそこまでだった。引き止めるように手を伸ばすザイシャを無視して駆け出したタユゲテの足音は、徐々に遠ざかり消えていく。


    「待って、タユゲテ。私は……どうしたら……」


    　伸ばした手を力なく下ろしながら、ザイシャはもうそこにはいない姉妹に向けて、言葉にならぬ嘆きをいつまでも──いつまでも囁ささやいていた。


    



    　　　◇


    



    　中欧の地に広がる戦場は、地獄の様相を呈していた。


    　市街地で銃声が響き、爆炎が上がるたび、夥おびただしい数のレヴナントもろとも、いくつもの生命いのちが灰と塵ちりへと還かえっていく。


    　Ｒ・Ｅ・Ｖの有する現存戦力の大半を割いた大規模な突破戦も、すでに二日目に突入していた。道程はすでに半ばまで達しており、人員の消耗率も想定内に収まっている。


    　しかし結果は所詮ただの数字に過ぎず、戦場で生命を懸けて戦う者たちにとってその戦果は、喜ぶべき要因になどなりはしない。


    「しっかりしろ……おい目ぇ閉じんな！　死ぬぞ！」


    「…………ぁ」


    　それは重傷を負った仲間たちを廃屋に運び込み、懸命な救命活動にあたっているＳＥＦの青年もまた同様であった。ネレイスで、ヘルカ班の救援にあたった青年である。


    「……おいジミー。俺らはもう、助からん。おまえだけでも逃げろ──トドメは刺してな。ゾンビにだきゃあ、死んでも、なりたく──」


    「っせえよ！　死ぬんなら俺から巻き上げた金返してから死ね！」


    　青年は真っ赤に染まった手で強心剤のパッケージを破りながら、すでに虫の息である仲間たちを救うために奮闘を続ける。


    「──キィイ──」


    　が、そんな彼を嘲あざ笑わらうような奇声が、廃屋に響いた。


    「……クソッタレ」


    　入り口から、白い影がわらわらと押し寄せてくる。薄闇やみの中、いくつもの紅あかい光点が不気味に瞬またたいていた。青年の顔が絶望に歪ゆがむ。


    「伏せてくださいッ──起動ステイク・ドライヴ！」


    　絶体絶命のさなか、凜りんとした声が廃屋に響き渡った。


    　電光石火のごとく飛び込んできた茴ウイ香カが、体ごと回転させてスノウドロップを薙なぎ払い、五体ものレヴナントを一刀両断にした。唯一難を逃のがれて飛びかかってきた最後の一体を、ブレードを振り抜いた姿勢のまま、左手で抜いた自動小銃で迎撃──倒れた敵の頭部にショットガンを撃ち込み、とどめを刺す。


    「制圧完了クリア。──ポイント３８４９２３に負傷者六名。重篤です、至急救護車両を！」


    　青年ははっと我に返ると、通信機に呼びかけている茴香の眼前に詰め寄った。


    「こんなトコで何してんだ、埋まい葬そう官かん！　今の時間帯は車両内で待機のはずだろ！　切り札のてめえらが真っ先に消耗してどうする!?」


    　頬ほおを煤すすで汚した茴香は、悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えみながら、


    「ご心配なく。補給は欠かさず行っていますし……あなたには借りがありますから」


    「そういうことじゃねえ、俺らの仕事は埋葬官の道を確保することだ！　なのに俺らを助けるためにテメエらが死んだら──」


    『そういうコトなんだよ。俺らが今から助け出すエースは、そういう無茶苦茶な真ま似ねを真顔でやっちまうようなガキだからなァ。──はい、チクっとしまーす』


    　珊サン瑚ゴの軽けい佻ちような声と共に、廃屋の外から機関砲の吠える轟ごう音おんが響いた。粉々に撒まき散らかされたレヴナントの破片が、砂塵と共に屋内へと飛び込んでくる。


    　入り口から僅わずかに覗のぞく漆黒の機影は、珊瑚の専用ＦＭＳ《ランブルフィッシュ》のものだ。


    『港に放置されてたネレイスから、この通り──愛しの機体も回収できた。ま、稼働チェックと俺のリハビリの一環ってことで一つ』


    　青年は舌打ちと共に、吐き捨てるように言う。


    「……馬鹿過ぎんだろ。テメエらも、あのスナイパーのガキも──」


    「ええ、そのスナイパーさんの馬鹿が感染うつってしまいました。──救護車両が着くまで手伝います。わたしに何かできることは？」


    　瀕ひん死しの仲間たちに応急処置を施しながら、茴香は助けるべき仲間たちに思いを馳はせる。


    　必ず助ける──束の間の静けさを取り戻した戦場に、無言の決意が刻まれる。


    



    　　　◇


    



    　部屋に設しつらえられたはめ殺しの窓硝子ガラスに手をついて、ザイシャは外の景色を見つめていた。


    　擬似的な夜の帳とばりに包まれた死者の街は、しんと静まり返っている。


    「────」


    　ふと、ある光景がザイシャの目に飛び込んできた。


    　三体のレヴナントだった。父親と、母親と、それに娘だろうか。死してなお、彼らは仲睦むつまじく互いの手を握りながら、虚うつろな足取りで石造りの道をふらふらと歩いていた。


    　以前であれば薄気味悪いとしか感じなかったであろう、奇怪な光景。


    　それが今は──空虚なザイシャの胸に、棘とげのように深く、痛みを伴って突き刺さる。


    　レヴナントの中枢部である脳核は、死者の脳が変質した器官だ。たとえ理性や知能を失っていても、そこには生前の記憶や感情が変わらぬまま刻み込まれているのだろうか──。


    「ザイシャ、大丈夫？」


    　背後から歩み寄ってきた吹スイ芽ガに、ザイシャは振り返って問うた。


    「……吹芽。あなたは以前に言ったわよね。できるだけ多くの人を救いたいって。そのために戦うって。──その願いは、今も変わらない？」


    「変わらない。でも……」


    「でも？」


    　不安げに訊ね返してくるザイシャに、吹芽は頭上に広がる暗い天てん蓋がいを仰あおぎながら、


    「いくら考えても、その願いを貫き通すことが、君の幸せと重ならないような気がして──それが、怖い」


    　壁掛け時計の秒針が回る微かすかな音だけが、広い室内に響いていた。


    　ザイシャは唇を引き結ぶと、吹芽に振り向き、その顔をじっと見上げた。


    「……私は、スイガのこと、大切に想ってる」


    「──ザイシャ？」


    「この気持ちがどういうものなのか……私にはまだ、よくわからないけれど……」


    　ザイシャは言い淀よどみ、表情を隠すようにしてそっと顔を俯うつむけた。


    「それでも……もしもいつか、私の機能が停止する日が来たなら──その時、傍そばにいてくれるのは他の誰でもなく、あなたであってほしい」


    　押し黙る吹芽の胸に、ザイシャはそっと顔を埋めた。


    「……急に、どうしたんだよ……」


    　緊張に身を硬くする吹芽の胸の中で、今も稼働している制御核。


    　ザイシャの一部であると同時に、かつて瀕ひん死しの重傷を負った吹芽の生命いのちを繋つなぎ止めているそれの存在を、彼の体温と共に感じた。


    「心拍の上昇を確認。……狙撃任務中だったら大変ね」


    　ザイシャは顔を離すと、呆あきれたように目を細めてみせた。うろたえる吹芽に背を向け、ドアに向かって足早に歩き出す。


    「ザ、ザイシャ？　どこに──」


    「屋敷の中を少し歩いてくるわ。すぐに戻るから、心配しなくていい」


    　吹スイ芽ガの返事を聞き届けることなく、ザイシャは素早く部屋を後にした。広い廊下をかつかつと歩きながら、ついさっきの自分の発言を思い返し、頭を抱えたくなる。


    「こんな時に、私は何を……」


    　ザイシャは唇を尖とがらせて一人呟つぶやく。顔が妙に熱い。今の表情を吹芽に見られたくなくて、後先考えず部屋を飛び出してしまった。自分からそうした手前、すぐに戻るのもバツが悪く、もやもやとした気持ちを抱えたままひたすらに歩き続ける。


    　エントランスに降りるための階段に差しかかったところで、ザイシャははっと足を止めた。


    「──こんばんは、ザイシャ」


    　踊り場の中央に立っていた誰かが声をかけてくる。気配すら、感じられなかった。


    　一歩も動けぬまま立ち尽くすザイシャに、燦サン華カは優しげな微ほほ笑えみだけを向けている。こうして顔を合わせるのは、この屋敷で目を覚ました日以来だった。


    「そろそろタイムリミットよ。ザイシャたちに、それを伝えに来たの」


    「……タイムリミット？」


    「あなたたちの位置情報を感知したＲ・Ｅ・Ｖが、すでにオディルに上陸しているわ。形なり振ふり構わない最大戦力で、この場所を目指して進軍してきている」


    「────」


    「あの規模を抑え切ることはできない。明日にはここに辿たどり着くでしょう」


    　唐突に告げられた事実に、ザイシャは言葉を失った。


    　終わる。この静せい謐ひつで、無む味み乾かん燥そうで、それでも平穏だった仮かり初そめの日々が──。


    「──ザイシャ」


    　立ち尽くすザイシャの体を、いつの間にか歩み寄っていた燦華が、壊れ物を扱うような手付きで抱き寄せた。ザイシャはびくりと身をすくませたが、抵抗はできなかった。


    　懐かしかった。鉄と火薬の匂いと、全身を包む柔らかな感触。


    　違うのは、体温の失うせた冷たい体だけだ。


    「──人の生命いのちは儚はかなすぎるわ。たった七・五グラムの弾頭で、たった一・五㎖の神経ガスで、たった数十グラムの爆薬で、呆あつ気けなく奪われてしまう」


    　燦華は童話を読み聞かせるような声こわ音ねで、ザイシャを抱き締めながら言った。


    「でも……だからこそ、守らないといけないんでしょう……？」


    　燦華の胸に顔を埋めながら、ザイシャは悲痛な声で訴える。


    　生命の理ことわりから逸脱しかけた埋葬官じぶんたちこそが、儚い生命を守らなければならないのだと。


    「いい加減に認めなさい、ザイシャ──守ろうとした結果が、この現状よ？　多くの人間を守れず、《オクルス》は失われ、人類は緩ゆるやかな滅ほろびの道を歩み始めている」


    「だからって……その歩みさえ止めてしまったら、私たちが犠牲にしてきた全ての生命を否定することになってしまう……。アルキュオネも、エレクトラも──血の繋つながりはなくても、私の姉妹だった。彼女たちに手を下した私は、最後まで戦い続ける責任がある」


    「それは、あなたが負うべき責任ではないわ」


    　途切れ途切れに訴えるザイシャの髪を優しく撫なでながら、燦サン華カは滔とう々とうと語る。


    「私の意志の半分は、すでにプシュケのメモリーと同化している。それでも、もう半分──あなたと吹スイ芽ガへの想いは、一ビットも欠けることなく残ってくれた」


    「そんなのは想いじゃない……サンカの残ざん骸がいに刻まれた、ただの呪いでしょう……！」


    「同じよ。レヴナントは生きた屍しかばねなんかじゃない──彼らは、いくつかの感情出力機能の喪失と引き換えに、生命いのちというものの儚はかなさを恒久的に閉じ込めた完全生命……」


    　ザイシャの脳裏に、先ほど見た三体のレヴナントの姿が蘇よみがえった。


    　しっかりと手を繋つなぎ、平穏な街を仲睦むつまじく歩き続ける親子たち。


    　ふと思ってしまった。たとえ二度と話せなくなっても、笑えなくなっても──愛する者との時間がいつまでも続くなら、それはかけがえのない幸福なのではないかと。


    「ザイシャ、全ての人間はレヴナントになるべきなの。それは決して死ではないわ。人類が目指し続けた、『不死』という見果てぬ夢の体現よ」


    「違う──そんなの、間違ってる……」


    　それでもザイシャは、頑かたくなに否定するしかなかった。


    　吹芽と出逢い、仲間と出逢い、共に《セブンス》で過ごした想い出の数々が、耳元で囁ささやかれる甘言を肯定させてくれない。


    　そんな彼女を、燦華はいっそう強く抱き締めた。企みとも、打算とも、欺ぎ瞞まんとも無縁な──大切な子の未来を案じる親のような、ただただ真しん摯しな声で燦華は告げる。


    「──永遠の平穏に包まれた世界で、三人一緒に、いつまでも生き続けましょう？」


    　暴力的なまでに恐ろしく、そして魅力的な響きだった。


    　その温かな笑顔も、柔らかな声も、対等な言葉も、ザイシャの記憶と寸分違たがわない。


    　こうして話せば話すほど、目の前の存在が紛まぎれもなく『円マドカ燦華』であると認識してしまう。


    　ザイシャは確かに、このおぞましくも静せい謐ひつな箱庭で過ごした数日間に、心のどこかで満足していた。誰も傷付けず、何も奪われない平和な世界。


    　それは、吹芽たちと共に目指していた理想と──果たして、何が違うのだろうか。


    　ザイシャにはもう、わからなくなっていた。


    



    　　　◇


    



    『円吹芽大尉、及びザイシャの位置座標を確認。ポイント２９４３９３。誤差は半径三メートル以内──地下区画に拘こう束そくされているものと推測されます』


    　ナビゲーターの淡々とした報告が、通信機越しに響く。


    　大量の瓦が礫れきに包まれた真夜中の市街地を、茴ウイ香カは黒いランブルフィッシュの背部装甲に乗って進みながら、目と鼻の先にまで迫った巨大な建物をじっと見上げた。


    「デアトリア研究センター跡地──プシュケを研究し、《七プレ姉イア妹デス》が開発された場所。……ようやく辿たどり着きましたね」


    『まさに始まりの地グラウンド・ゼロっつーワケだ。感慨深いね、記念撮影でもしとくか？』


    　声を潜める茴ウイ香カに、機体のシェルの中から珊サン瑚ゴが軽口を返す。茴香はたしなめるようにランブルフィッシュの装甲を軽く踵かかとで叩くと、度重なる戦闘で乱れた黒髪を掻かき上げながら、ＥアｙイＳスに表示されている味方の位置を再度、確認する。


    　各種欺ぎ瞞まん装置を搭載したステルスモードのＦＭＳが一〇機と、それを援護する四〇名ものＳＥＦ隊員たち。索敵車両が二台に、茴香や珊瑚を含んだ埋まい葬そう官かんが計九名──敵に悟られぬよう、少数精鋭で構成された先行突入部隊が、一定距離を保ったまま散開しつつ、闇やみ夜よに紛まぎれて音もなく侵攻している。残りの戦力も、デアトリア研究センターを囲むように周辺各地に中隊単位で散開しており、いつでも動ける状態を維持している。


    「味方の残存勢力は六割強──想定内の消耗ではありますが、すでに万単位の仲間が、ここに辿り着くまでに生命いのちを落としています。失敗できませんよ、珊瑚」


    『……後先考えねえ、ってのはまさにこのことだよな。これでもしも吹スイ芽ガやザイシャがおっ死んでたりでもしたら、Ｒ・Ｅ・Ｖは骨折り損の大打撃ってレベルじゃ──っておいコラ茴香、スノウドロップ振りかぶんな！　怖え怖え怖え！』


    「次そんなことを言ったら、機体ごとお団子にしますから」


    『串刺しってことかよ……』


    　茴香は憤然と鼻をならし、傷だらけの体を奮い立たせる。


    　上陸作戦はじき四日目に突入しようとしていた。味方の犠牲もあり、突入時の切り札たる埋葬官たちの消耗は最小限に抑えているものの、絶え間ない戦闘と混迷していく状況は、隊員たちの気力を確実に削そぎ取り続けている。


    　今から行われる突入が、紛れもないラストチャンスであった。


    　──しかし次の瞬間、通信機から不吉な警告音が鳴り響いた。


    『総員警戒、各センサーが敵反応を感知──包囲されています！』


    　ナビゲーターの声が、茴香たちの耳元でがなりたてると同時に、ＥｙＳに表示されたマップデータが、敵の存在を示す光点で埋まっていく。茴香の全身を緊張が走り抜ける。


    『お出ましだな。手厚い歓迎だ』


    「……やはり、こちらの侵攻は筒抜けだったようですね」


    『とっとと蹴け散らさねえと、おちおち突入もできねえ』


    　珊瑚が機体を震わせながら、獰どう猛もうに笑った。同時に周囲から金切り音にも似たレヴナントたちの奇声が響き始め、暗くら闇やみの中に紅あかい光がいくつも蠢うごめく。


    「キィイ──」「──キ──」「──キィ──」


    　瓦が礫れきの下から、雨後の筍たけのこのごとくわらわらと湧わき出してきたレヴナントたちが、侵入者である茴ウイ香カたちを認めると同時に、一斉に襲いかかってくる。


    　ＳＥＦたちがすかさず応射し、静寂に包まれていた深夜の廃はい墟きよは一瞬にして、無数の兵士とレヴナントが撃ち合う苛か烈れつな戦場へと変じていた。


    「──行きますッ！」


    　機体から飛び降りた茴香は、周囲を固めるＳＥＦ隊員と共に、押し寄せる敵の対処にあたる。


    『無茶すんなよ、本番はここじゃねえ！　援軍が到着するまで、敵を食い止めるだけでいい！』


    　珊サン瑚ゴもまた、彼女たちの死角をカバーするように、両のマニピュレーターに把は持じした機関砲を一斉に掃そう射しやした。


    



    　数分も経たぬうちに、周辺で待機していたＲ・Ｅ・Ｖの全残存戦力が駆け付けたことで、Ｒ・Ｅ・Ｖ側の数の不利は一瞬で覆くつがえされた。


    　ＳＥＦの援護を受けた茴香たち突入部隊は、押し寄せるレヴナントを各個撃破しつつ、研究棟への突入に成功し、四つの隊に分かれて散開した。


    　珊瑚のランブルフィッシュは、上半身を折り曲げた屋内戦闘形態ラプターモードを巧たくみに駆く使しして先陣を切り、ＳＥＦと共に建物内のレヴナントを撃破しながら、地下へ向かって突き進んでいく。


    　やがて地下三階──一〇〇メートル四方ほどの空間に辿たどり着いた。元は倉庫だったのか、周囲には古いコンテナや用途不明の機材が放置されている。階層はまだまだ下に続いている様子であった。


    『……妙だ。いくら何でもザル過ぎる』


    　損傷した装甲を機体から切り離しながら訝いぶかしむ珊瑚に、茴香も同意する。


    「ですが、立ち止まっている暇はありません。今はとにかく進みましょう」


    　その時、臨時の分隊長を務める茴香の元に、突如として通信が割り込んできた。別ルートで地下を目指していたＤデルタ分隊からの緊急連絡である。


    『──ちら、Ｄデルタ。ご、応──し、て、ごぶ』


    「こちらＡアルフア。状況を……」


    　茴香が速やかに応答するが、様子がおかしい。酷ひどい雑音だ。まるで溺おぼれているような──。


    『全、滅──し、ごぶ。たっ、た一人──少、じ』


    　またもや、ごぶごぶという粘着質な異音が響く。辛うじて聞き取れた『全滅』という不吉な単語。それだけで茴香は察した──通信機の向こうにいる味方は、自みずからの血で溺れている。


    『───警、戒──を』


    　状況を問い質ただすよりも先に通信は途切れた。茴香は一度だけ深呼吸して冷静を保ちつつ、一〇名のＳＥＦ隊員たちに向き直り、わかっている限りの状況を伝える。


    「……Ｄデルタ分隊との通信が途絶しました。総員、警戒を強めてください」


    「馬鹿な──凄腕の埋まい葬そう官かんが三人ついていたんだぞ」


    　隊員の一人が愕がく然ぜんと呟つぶやき、凍り付くような戦せん慄りつが味方に広がっていく。


    『──残念だが、こっちも正念場みてえだ』


    　ＦＭＳの高感度センサーで周囲を警戒していた珊サン瑚ゴが、怖おじ気けづく彼らをたしなめるように、低く呟いた。


    『戦闘配置だ。敵数一──大ボスのお出ましだぜ』


    　ＳＥＦが一斉に銃口を前方に向け、茴ウイ香カもスノウドロップの引き金に指をかける。


    「……ふぁ。どうして来ちゃうのぅ？　ボク、まだ眠たいのに……」


    　二〇メートル前方に、一人の少女──タユゲテが、あくびを漏らしながら佇たたずんでいた。


    「戦闘開始──目標、《七プレ姉イア妹デス》ッ！」


    　茴香が叫ぶと同時に、計一〇挺ちようの自動小銃が一斉に火を噴いた。タユゲテの小さな体が、全身を抉えぐられながら後方に激しく吹き飛び、瞬またたく間に挽き肉へと化していく。


    　並のレヴナントであれば、再生する間もなく消失しているであろう過剰火力オーバーキル。しかし──。


    「あうぅ……痛い痛い、痛いよぅ……」


    　自動小銃の掃そう射しやで引き千切られたタユゲテの肉体は、すぐさま再生を始めている。


    　脳核同士の並列接続による、膨ぼう大だいなバックアップデータを有する《七プレ姉イア妹デス》を完全に滅するには、まず彼女らのユーザーに内蔵された制御核をどうにかしなければならない。


    　そしてそれは、タユゲテのユーザーが姿を現していない現状では不可能な話である。


    「珊瑚、アレを！」


    『わかってるっての──起動ステイク・ドライヴッ！』


    　珊瑚が起動コードを叫ぶと同時に、黒いランブルフィッシュの右マニピュレーターが燐りん光こうを放ち、一際禍まが々まがしい機関砲が形成される。エミュレイターのコードネームは《コード・イマージ》──ＦＭＳ専用となる多様な兵装の形成機能こそ、埋葬官としての彼の真しん骨こつ頂ちようである。


    　ごぅん、と撃ち出された疑似粒子製の大口径弾頭が空中で爆はぜ、無数の散弾と化して、タユゲテとその周囲に降り注いだ。


    　散弾は床やタユゲテの体に突き刺さった瞬間に破裂──高密度の発泡体を噴き出しながら数百倍に膨ぼう張ちようし、タユゲテの肉体をみるみる覆い尽くしていく……。


    「何、これぇ……動けないよぅ……」


    　タユゲテがもがくが、〝泡〟は一瞬にして硬化し、彼女の自由を完全に奪い取っていた。顔だけが辛うじて露出している状態である。


    　珊瑚は機体のシェルの奥でせせら笑う。


    『どうだい、甘い生クリームの味は？　アステロペの戦闘データからフィードバックした、《七姉妹てめえら》用の新兵器さ。しばらくおとなしくしとけ、仔こリスちゃんよ』


    「油断しないでください、珊瑚」


    　茴ウイ香カはＳＥＦ隊員に周囲の警戒を命じると、充分な距離を保ったままタユゲテを睨にらんだ。


    「──ネレイスでの戦闘以来ですね、お嬢さん？」


    「ねれいすって、何だっけぇ……あ、お船だ……」


    　硬化した泡に全身を絡め取られながら、タユゲテは呑のん気きな表情を変えない。


    「あの時のように、不気味な化け物を呼び出さないのですか」


    「ばけもの……ボクのお人形？　今は地上うえの方で、いっぱいいっぱいだから……」


    　茴香は眉まゆ根ねを寄せる。嘘うそをついている様子はない。どころか、目の前の《七姉妹プレイアデス》からは、殺意も、害意も欠片かけらすら感じ取れなかった。


    「お姉ちゃんたちはぁ……どうしてわざわざ、自分から殺されに来るの？　戦いなんて……怖くて、痛くて、苦しいだけなのに……」


    「怖くても苦しくても、逃げるわけにはいかないからです。答えなさい、タユゲテ──あなたが連れ去った人たちはどこにいるのですか」


    「……お兄ちゃんと、お姉ちゃんなら、もっと下……」


    　小さな声で答えるタユゲテを、茴香は冷たく見下ろしながら質問を重ねる。


    「──ヘルカ班長は？　あなたの化け物がネレイスで飲み込んだ、金髪の女性です」


    　タユゲテはきょとん、と唇を半開きにし、やがて合が点てんがいったように頷うなずいた。


    「えっとね……それならぁ……」


    「──────」


    　激しい悪お寒かんが、茴香の背中をぞわり、と這はい回った。感情表現に乏しい目の前の少女が、初めて笑顔らしきものを浮かべていたのだ。


    　瞬間、暗くら闇やみの死角から放たれた鋭い何かが、二名のＳＥＦ隊員の側そく頭とう部ぶに深々と突き立ち、即死させた。フルタングのスローイングナイフ。


    「な──ッ!?」


    　その一部始終を見ていたＳＥＦ隊員二名の頸けい部ぶが、背後から掻かき斬られた。彼らが鮮血を撒まき散らしながら倒れた頃には、手を下した何者かはすでに消えている。


    「戦型Ｂ-四！　警戒をッ！」


    　態勢を立て直そうと茴香が叫ぶ。しかし、互いの背後を庇かばうため、彼女たちが一箇所に集まるのを狙いすましたように、円の中心に小さな筒が投げ込まれた。


    　それの正体に気付いた茴香の表情が、大きく歪ゆがむ──ピンを抜かれた攻撃手しゆ榴りゆう弾だん。


    『ふざけろよ──ッ』


    　珊サン瑚ゴがいち早く機体を翻ひるがえし、マニピュレーターの装甲で茴香と数名のＳＥＦを庇う。


    　少し遅れて手しゆ榴りゆう弾だんが炸さく裂れつし、轟ごう音おんと共に空間を揺るがせた。回避の間に合わなかった隊員たちの四し肢しや胴体が弾け飛び、コンクリートの床に無む惨ざんな血肉の華を咲かせる。


    　舞い上がった爆煙と粉ふん塵じんが地下を覆い、茴香たちの視界を奪っていく。


    「う──おおおおおおッ！」


    　半ば恐慌状態に陥おちいったＳＥＦ隊員が所構わずフルオート掃そう射しやを撒まき散らすものの、粉ふん塵じんを割って飛んできたナイフに眼孔を貫かれ、呆あつ気けなく床に倒れ伏す。


    　そうして一〇名いたＳＥＦはものの数秒で全滅し、戦場に立っているのは茴ウイ香カと珊サン瑚ゴの二人だけになった。珊瑚が舌打ちを漏らす。


    『……茴香、一いつ旦たん引くぞ。ここじゃ勝ち目は──』


    「──いいえ。もう遅いようです」


    　茴香はスノウドロップを構えつつ、前方を睨にらみながら言った。


    「…………」


    　立ち込める爆煙を割って歩み出てきたのは、たった一人の若い女性だった。


    　造り物のように精せい緻ちな相そう貌ぼうには、如何なる表情も浮かべていない。砂金のように鮮やかな髪と、前髪の隙間から覗のぞく真紅の瞳ひとみが、美麗かつ冷淡なコントラストを生み出していた。


    「やはり──と言うべき、なのでしょうね」


    　茴香は肩を震わせて呻うめく。信じたくない光景だった。目を背そむけ、逃げ出したいとすら思った。


    　果たして如何なる処置によるものか──女性の容よう貌ぼうは、茴香の記憶から大きくかけ離れていた。以前よりもずっと若い。年の頃は茴香と同じ、一六か一七程度か。


    　それでも──これまで幾度となく教えを請こい、刃やいばを交え、ただの少女に過ぎなかった茴香を一流の兵士として育て上げた上官の姿を、見間違えるはずがない。


    「ヘルカ・カーリアイネン……いいえ」


    　敵は顔色一つ変えない。白い唇を結んだまま、黙って耳を傾けている。


    



    「───吸血鬼ムブタズの育ての親、とでもお呼びするべきしょうか？」


    



    　淀よどんだ感情に彩られた茴香の声が、薄暗い地下空間を侵すように反響した。


    「────」


    　ヘルカは広げた両掌てのひらに大振りのファイティングナイフを生成し、蛇へびのごとく疾走を開始した。


    　茴香がとっさに構えたスノウドロップの刃で、左右同時に襲いかかってきたナイフを受け止める。ぢぎん、と金属同士が衝突する甲かん高だかい音が反響する。


    『茴香……！』


    「来ないでッ！」


    　絶え間なく閃ひらめくナイフの乱撃を辛うじて躱かわしながら、茴香が警告する。やはり強い──珊瑚の操縦技術をもってしても、鈍重なＦＭＳで対応できる相手ではまずない。


    「────」


    　ヘルカは顔色一つ変えぬまま、僅わずか一呼吸の間に、左右合わせて一〇を超える斬撃と刺し突とつを織り交ぜながら繰り出してくる。


    「く……っ」


    　茴ウイ香カが思わず呻うめく。巨大なスノウドロップの刃やいばが、秒刻みで攻勢を増し続ける嵐のような斬撃相手に、徐々に対応しきれなくなってくる。


    「えへへぇ……強いでしょ？　ボクの……新しい、お友達ユーザー……」


    　硬化発泡体による拘こう束そくから抜け出せないのか、それともその必要すらないと侮あなどっているのか──タユゲテは無む邪じや気きな瞳ひとみで、二人の戦闘をただ眺めている。


    　奇術師じみた変へん幻げん自在のナイフ捌さばきだった。それは間違いなく、茴香が一か月前に刃を交えたケルフィナ・オズロワと同じ──否いな、それすら上回る超人的な技量だ。


    「────ッ」


    　茴香の頸けい動どう脈みやくを狙った左右同時の斬撃が、ついにスノウドロップの防御速度を上回った。


    　〇・一秒の後に迫る死から、茴香は目を逸そらさず、体内の疑似核に次の命令を送信した。


    　エミュレイター──緊急解除。


    　スノウドロップが無数の粒子と化して霧む散さんすると同時に、茴香は軽くなった体を全力で前へと押し出した。左右から迫るナイフの腹を両手の拳で弾くと同時に、ヘルカの額ひたいに強烈な頭突きを加えた。鈍い痛みと、微かすかな目眩めまい。


    　予想外の奇襲に、ヘルカがたたらを踏む。その一瞬の隙に、茴香は腰のホルスターに隠し持っていた二挺ちようのナイフを抜き、構えながら叫んだ。


    「珊サン瑚ゴは地下へ！　わたしはここで敵を食い止めます！」


    『……ッ。本当に、倒せるのか！』


    　珊瑚が苦く渋じゆうに満ちた声を出す。単純な力量差だけを言っているのではない。


    　ヘルカに手を下すことができるのか──彼の声は、茴香にそう問うている。


    　茴香は毅き然ぜんとした視線を返答に代え、体勢を立て直したヘルカと向かい合う。


    『──テメエはこっちだ！』


    　それを見届けた珊瑚は、タユゲテに向かってさらに拘束弾を撃ち込む。今度こそ完全に泡に覆われたタユゲテを、床材ごと引き剥はがしてマニピュレーターに抱えると、蘇そ生せいしかけていたＳＥＦの遺体をランブルフィッシュの脚部で残らず踏み潰つぶし、猛然と地下へと消えていった。


    　それを横目で見届けた茴香は、両手のナイフを握り直す。……スノウドロップが通用する相手ではない。今は防戦に徹しながら、隙を窺うかがうしかない。


    「…………」


    　ヘルカはじっと佇たたずんだまま、無機質な殺意だけを宿した瞳で、茴香を見つめてくる。


    　ぞっとする。


    　それは対たい峙じする者の理性を秒刻みで削り取る、戦場を駆ける死神の視線だった──。


    



    　　　◇


    



    　味方の到着は、地下まで伝わってくる微かすかな震動を通して、吹スイ芽ガとザイシャにも届いていた。


    「……くそ」


    　窓硝子ガラスを拳で叩きながら、吹芽は苛いら立だたしげに呻うめいた。


    「何度試しても無駄よ。特殊樹脂製の強化硝子だもの……出入り口のドアも、壁も全部ね」


    　ベッドの上に腰かけたザイシャが溜ため息いきをつく。


    　これまでの数日間を過ごしてきた屋敷の一室に、二人はもう六時間以上閉じ込められていた。


    「せめて、武器が使えれば……」


    　吹芽は腫はれ上がった自みずからの手を見下ろす。燦サン華カが施したプロテクトとやらは、未だに二人の兵装を封じている状態だった。


    「……ねぇ、スイガ」


    　ザイシャは床を見つめたまま、ぽつりと言った。


    「あなたはこれから、どうしたい？」


    「……どういう意味？」


    　不安げに訊ねる吹芽に、ザイシャは押し殺した声で言う。


    「私、何が正しくて何が間違っているのか、もうわからないの……。このまま無駄な戦いを続けて、仲間もあなたも失うのか、それとも──サンカを受け容れるのか」


    　伏せていた顔を上げたザイシャの瞳ひとみは、怯おびえる子供のように潤んでいた。


    「世界はもう、疲ひ弊へいしきっているわ。それでも戦い続けて、もしもレヴナントを全滅させることができたとしても、きっとこれまで以上にたくさんの生命いのちが失われる……」


    「それでも、僕らが諦あきらめたら──これまで犠牲になった全ての人の生命が無駄になってしまう。ザイシャは、それでも良いっていうのか……!?」


    「そんなことわかってる……っ！」


    　思わず声を荒らげた吹芽に、ザイシャは髪を振り乱しながら叫び返した。


    「だけど……そこまでしたって、勝てるかどうかすらわからない──それなら、もう」


    　ふいに、かちゃりと、厳重にロックされていたはずのドアが開く音が響いた。吹芽とザイシャは弾かれたように顔を上げ、音の方に視線を向ける。


    「そろそろ答えは出たかしら？」


    　円マドカ燦華が、感情の読めない瞳で二人を見つめていた。


    「救援はじき、ここに辿たどり着くわ。だからこれが最後の質問になる」


    　ベッドの上のザイシャと、窓の傍そばにいる吹芽を交互に見つめながら、燦華はゆっくりと歩き出した。


    「でもまずは──あなたたちの〝立場〟を、本当の意味で対等にしないとね」


    「──立場？」


    　身構える吹スイ芽ガの前に、燦サン華カはぴたりと立ち止まる。


    　そして、目にも留まらぬ手並みで──右手の手刀を吹芽の胸に突き入れた。ぞぶ、という肉の張り裂ける音と共に、飛び散った鮮血がカーペットを汚す。


    「が───ぅぐ──ッ!?」


    「動かないで、余計に苦しいわよ」


    　悲鳴を噛かみ殺す吹芽に、燦華は平然と微ほほ笑えみかけながら、真っ赤に染まった右手の指先をぐちゃぐちゃと動かしている。


    「スイガ……ッ！」


    　ザイシャが驚愕と共に立ち上がり、燦華に飛びかかろうとするが──。


    「やめておきなさい。ここで下へ手たに私を攻撃したら、吹芽もただでは済まないわよ」


    　警告を受けたザイシャは、わなわなと瞳ひとみを震わせながら立ちすくむ。


    「う──ううぅ──ッ」


    　吹芽もまた、押し寄せる激痛に歯を食いしばって耐えながら、時が過ぎるのを待つほかない。


    「……見つけた」


    　血ち塗まみれの燦華の右手から、絹糸のごとく細いケーブルが無数に伸び、吹芽の体内へと侵入していく。


    「分離完了。摘出──」


    　時間にすれば、一分にも満たなかった。燦華がゆっくりと右手を引き抜き、支えを失った吹芽の体は膝ひざから崩れ落ちた。


    「吹芽、しばらくじっとしていなさい。傷は塞ふさいであるわ」


    「な、にを──ッ」


    　吹芽は口の端から血を溢こぼしながら、呼吸をしようと必死に喘あえぐ。抉えぐられた胸は未だに激痛と悪お寒かんを残しているが、燦華の言う通り、確かにその傷はほとんど塞がっていた。粒子による溶接とも呼ぶべき荒療治である。


    　燦華は踵きびすを返すと、右手から血を滴したたらせながらザイシャの前に歩み寄った。


    　その右手に握られた何かを見た瞬間、ザイシャは凝ぎよう然ぜんと目を見開いた。半分に割った卵のような、小さな半球状のパーツ。


    「サンカ。それは、まさか……」


    「ええ。アステロペの管制装置の一部──ザイシャ自身の肉体を構造材に使用した部分。あなたの脳のう髄ずいを分離加工した、替えの利かない重要なパーツよ」


    「──何をしているの!?　そんなことをしたら、吹芽の生命いのちは──！」


    　燦華が左手を閃ひらめかせ、その手刀をザイシャの胸に突き入れた。たった今、同じ光景を見たにもかかわらず、ザイシャは回避どころか反応することすら敵かなわなかった。


    「ひ、ぎ──っ」


    「安心なさい……被インプラント者の身体機能を強化し、アステロペを制御するための機能は、吹スイ芽ガの体内に残してあるわ。まだ、吹芽は死なない」


    　ザイシャは返答すらままならない。激しい苦痛に耐えながら、涙ぐんだ瞳ひとみで燦サン華カを見上げる。


    「摘出したのこつちは、あなたたち《七姉妹プレイアデス》から自由を奪い、人類に従わせるために組み込まれた忌いむべき機構──それを今、あなたに返してあげる」


    　左手を引き抜いた燦華が、今度は右手に握った制御核をザイシャの体内に挿入した。ベッドに倒れ込んだザイシャの紅あかい瞳に激しいノイズが走り、その四し肢しがびくびくと痙けい攣れんする。


    「ザイ、シャ……っ！」


    　吹芽は膝ひざに手をついて立ち上がろうとするが、急激な負傷と回復を瞬時に往復した肉体は、未だにショック状態から立ち直っておらず、身動きが取れない。


    「────ぁ」


    　ザイシャの痙攣が、やがて止まった。ベッドの上で胸を激しく上下させた後、彼女は夥おびただしい量の汗を白い肌に浮かせたまま、ゆっくりと起き上がる。


    「サン、カ……あなた、もしかして……」


    「ええ。吹芽の中にあったザイシャの〝一部〟は、これであなたに返還された」


    　燦華は、血で汚れた両手をハンカチで拭いながら小さく笑う。


    「《七姉妹プレイアデス》の開発データが喪失している以上、今の人類あなたたちでは不可能な芸当でしょう？」


    「……ふざ、けるな。何のために、こんな──」


    　ようやく全身の自由を取り戻した吹芽が、息も絶え絶えに訊ねる。


    「これからの決断に、あなたたちがお互いつまらない負い目を感じないように。──あなたたちはもう一心同体ではない。各おの々おのの意志と自由を持った、別の人間よ」


    「そんなの、元から変わらない……！」


    　反はん駁ばくする吹芽であったが、その表情には苦く渋じゆうの色がありありと浮かんでいた。


    　負い目のようなものは、確かにあった。ザイシャのことを人間として扱いながら──彼女を人外たらしめている一番の原因が自身の体に巣食い、二人の関係を繋つないでいるという矛む盾じゆん。


    《七姉妹プレイアデス》はユーザーに決して逆らえないという、絶対的かつ傲ごう慢まんなシステム。


    　その鎖は、プシュケの力を恣ほしいままにした燦華の手によって、いとも簡単に外されていた。


    「改めて訊ねるわ。吹芽、ザイシャ──」


    　燦華は艶えん然ぜんと微ほほ笑えみ、両手を軽く広げながら言った。


    



    「───自みずからの意志で、レヴナントになりなさい」


    



    　その言葉は、神託とも悪魔の誘惑ともつかぬ響きを帯びて、二人の耳に吸い込まれていく。


    「人は皆、レヴナントになるべきなの。この街で暮らしてわかったでしょう？　何者にも脅おびやかされない、平和な日々の素晴らしさが。終わりのない平穏の優しさが」


    「────」


    　その問いを、吹スイ芽ガもザイシャも否定することはできなかった。


    「争いも憎しみも、苦しみも悲しみも根絶された、永えい劫ごうの理想郷を私プシユケが作ると約束するわ。だから静かな世界で──いつまでも、一緒に暮らしましょう？」


    　不気味な沈黙が空間を侵食していく。


    　燦サン華カは右手を持ち上げると、その掌てのひらの中にＳＩＧシグ・ＳＡＵＥＲザウエル-Ｐ２２６・Ｅ２を生成した。無む造ぞう作さに放り投げられた黒塗りの自動拳銃が、吹芽の目の前の床にかしゃん、と落下する。


    「自みずからの意志で生を終えなさい。その銃を使えば、レヴナントになれるわ」


    　吹芽は口元の血を拭いながら、掠かすれた声で訊ねる。


    「……どうして無理やりそうしなかった？　いくらでも機会はあったはずだ」


    「言ったでしょう？　強要はしないと。理想郷は、住人たちの抱いだく理想によって形作られなければならない──だからこそ私は、あなたたちをこの場所に招待した」


    　燦華は腕を組み、我が侭ままな子供をたしなめるような口調で言う。


    「ねぇ、もう戦う必要はないの。この世界は疲ひ弊へいしきって、すでに滅ほろびへと向かっている」


    「……その時が来ない限り、結末なんてわからない！」
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    「その時が来てからでは遅いわ。仮に私プシユケを倒し、レヴナントが地上から消え去っても、待っているのは資源の枯渇と略奪、紛争、そして自滅。──真の意味で、地球は死の惑星ね？」


    　燦サン華カは肩をすくめると、背後に振り向いた。


    「──ザイシャ、あなたも吹スイ芽ガと同じ意見なの？」


    　ザイシャがびくりと身をすくませ、一歩たじろいだ。


    「あなたも、すでに確定している世界の滅ほろびを、ただ指をくわえて受け容れたいの？」


    「そんなの……わからない。わからない──もう……っ！」


    　両手で頭を抱え、体を折ってザイシャは張り裂けるような声で泣き喚いた。


    　燦華は心から哀れむ瞳ひとみで、そんなザイシャにそっと手を差し出してみせる。


    「ザイシャ……自分の力で果たせない責務に、もう怯おびえなくていいの。あなたはただ、この手を取ればいい。それだけで、私たちはずっと一緒にいられる」


    「ねぇ……サンカ。私──」


    　白い頬ほおを涙で濡ぬらしながら、ザイシャはたどたどしく言葉を紡つむいでいく。


    「私……本当にもう、頑張らなくて、いいの……？」


    「ええ。私はただ、あなたに幸せになってもらいたいだけ。いつだって──それだけを願っていた」


    　悲嘆に暮れていたザイシャの表情から、みるみる憑つき物が落ちていく。年相応の少女が、最愛の母に対して向ける安あん堵どと親愛の眼まな差ざしがそこにあった。


    　ザイシャの手が、差し出された燦華の手に向かってゆっくりと伸びていく。


    「そう、それで良いの。良い子ね──ザイ」


    　瞬間。


    　慈愛に満ちた燦華の笑顔が──鉛の弾によって穿うがたれ、無む惨ざんに破壊された。


    「……その血ち塗まみれの手で、ザイシャに触るな！」


    　撃ったのは吹芽だった。構えたシグをさらに連射する。乾いた銃声と共に、四発の弾丸が余さず燦華の顔面に突き刺さり、その体たい躯くをじりじりと後退させる。


    　吹芽は気力を振り絞って疾走し──接敵と同時に、強烈なスピンキックを燦華の首筋に叩き込んで床に薙なぎ倒した。着地と同時にザイシャの腕を取って引っ張り、開け放たれたドアの方に素早く後退した。左手でザイシャの体を抱き寄せ、右手に握ったシグの銃口を再び燦華に向ける。


    「──それが、あなたの答えなのね？　吹芽」


    　即座に損傷を再生した燦華が、片手で頭を押さえながら、押し殺した声で言う。


    「スイガ……？」


    　ザイシャもまた、戸惑いの視線で吹芽の横顔を見つめている。


    「僕には、わからない──誰が正しいのかも、何が間違っているのかも──」


    　この無機質な箱庭で過ごした日々は、どこか完成されていた。


    　この死者の街には、吹スイ芽ガたちが目指してやまない、揺るぎなき平穏と安あん寧ねいが確かにあった。


    　それでも、その誘惑を強く引き止める声があった。


    《セブンス》を発たつ前、夜の公園でザイシャから聞いた言葉。かつて、生前の燦サン華カがザイシャに遺のこしたという言葉──それが、吹芽の頭蓋の中に強く鳴り響いていた。


    「僕は、確かに感じたんだ。……レヴナントでなく、人として生きていたい。皆と……」


    　放たれた言葉は、暗くら闇やみの中で燃え盛る松たい明まつのように、決然と──。


    「──ザイシャと一緒に、僕は、灰になるまで瞬間まで生きていたい」


    　ザイシャと燦華、二人の耳にはっきりと届いていた。


    　吹芽の目尻に、微かすかな涙が浮かぶ。ネレイスでの戦闘の際、逼ひつ迫ぱくした状況の中で、半ば混乱に陥おちいりながら母の写し身を狙撃した時とは全く違う。


    「プシュケおまえの理想なんて、絶対に認めない──！」


    　吹芽は今、確かな殺意と敵意をもって、かつて母であった者に銃弾を叩き込んでいた。


    



    　　　◇


    



    「エミュレイターは、ユーザーの脳から情報を読み取り、その思考を形にする兵器……」


    　一足一刀の間を隔へだてて対たい峙じするヘルカに、茴ウイ香カは戦闘態勢を解かぬまま告げる。


    「それならば、ヘルカ班長──あなたの若々しい姿は、一体どのような想いが結実した結果だったのでしょうね？」


    　鋭さを増した茴香の視線に、ヘルカもまた剣けん呑のんな眼まな差ざしを投げ返す。


    「ヘルカ・カーリアイネンの実年齢は、少なく見積もっても六〇代後半。サラーブという少年兵育成機関の創設時から、大戦によって組織が消滅するまで──あなたはすでにその幹部として名を連ねていた」


    「……倉クラ守モリか。君に話したのは」


    　対峙してから初めて、ヘルカが口を開いた。その声は可か憐れんながらも静せい謐ひつな迫力に満ちており、以前のヘルカ・カーリアイネンの面おも影かげを充分以上に残していた。


    「ええ。わたしは班長の過去と──あなたのエミュレイターの秘密を知りました」


    「口の軽い男だ。やはり迂う闊かつだったな」


    　ヘルカが片かた眉まゆを僅わずかに持ち上げる。


    「君の言う通りだ、椚クヌギ。まだエミュレイターの開発途上だった頃、私は一基の試作型擬似核をインプラントされた。──制御しきれず暴走した疑似粒子は、衰えていた私の肉体を侵食し、二〇代の頃にまで、全身の細胞を変質させたよ」


    　ヘルカは把は持じしたナイフの刃先で、自みずからの胸を指してみせる。


    「──すでに老境に入っていた私の肉体は、以前以上の戦闘力を取り戻し、埋まい葬そう官かんとして実戦投入された。君と出遭ったのは、それからだ」


    「……あなたの魂は、それほどまでに戦場に取り憑つかれていたのですか？」


    　あくまで静かな口調で問い質ただす茴ウイ香カに、ヘルカは冷ややかな一いち瞥べつを向ける。


    「そのようなロマンチストではないさ。……七つの頃に攫さらわれて、気付けば中東の戦場で、銃を手に執っていた」


    　ヘルカは他人の話でも口にするかのような、乾いた口調で語る。


    「言われるがままに敵兵、民間人問わず殺し続け──衰えて戦場に立てなくなった後も、以前の私と同じように攫われてきた子供の育成を命じられた」


    「それが、サラーブという組織が生まれた発端ですか」


    「元々は、私が属していた武装組織の一部門でしかなかった。私の育成した少年兵や少女兵が、吸血鬼ムブタズなどと祭り上げられるようになってからは、いつしかそう呼ばれるようになったがね」


    「……ケルフィナを手ずから育成したのは、やはり班長だったのですね？」


    「肯定だ。そして君もな」


    　ナイフを握る茴香の手に力が篭もった。整理のつかない感情が、頭の中を渦巻いていた。冷静を保つため、茴香は言葉を捻ひねり出す。


    「──埋まい葬そう官かんだった頃よりも、さらに若返っているようですが」


    　今、目の前に立つヘルカの外見年齢は、茴香とそう変わらない。一枚の絵画にも似ていた生前の無む謬びゆうさは鳴りを潜め、今は開きかけの花か蕾らいめいた、未成熟ゆえの鮮やかな美が冴え渡る。


    「あのお嬢さんタユゲテの能力の恩恵さ。──この年代が、私の兵士としての全盛期なのでな」


    　会話は唐突に終わった。


    　予備動作もなく繰り出されたヘルカの刺し突とつを、茴香はナイフの峰みねで辛うじて弾き返した。続けて振るわれた右の薙なぎ払いを、バックステップで回避する。


    「────！」


    　茴香は歯は噛がみする──ヘルカの技量は、訓練時に手も足も出ず叩きのめされてきた教官としてのそれである。しかしその威力もキレも、ただでさえ超絶的であった生前を、さらに数段上回っていた。


    　刃やいばと刃が衝突する甲かん高だかい音が、間かん隙げきなく響き渡る。茴香が辛うじて防ぐ一撃一撃、そのことごとくが、直撃すれば生命いのちもろとも引き裂く必殺の斬突である。


    　茴香の視点がふいに横転した。ナイフばかりに気を取られ、文字通り足下をすくわれたのだ。


    　体勢を大きく崩した茴香の右側そく頭とう部ぶ目掛けて、下方から迫り来るヘルカの刺突。茴香は左のナイフの鋸刃セレーシヨンでぎりぎり受け止め、力尽くで弾き返す。


    　ヘルカは構わず足を振り上げ、茴香の右脇わき腹ばらを蹴けり上げた。みしり、という鈍い音。


    　激痛に耐えつつ、茴香は床についた右腕のバネを使って跳び上がり、後方に離脱した。


    　が、その着地のタイミングを狙って、ヘルカがナイフを投とう擲てきする。


    「あぐ……ッ」


    　茴ウイ香カの回避は間に合わない。猛回転しながら飛来したナイフが、右肩を深々と抉えぐっていた。


    　両者の距離が再び離れた。ヘルカは新たなナイフを生成し、茴香の出方を窺うかがう。


    　まずい──咳せき込む茴香の視界を、焦しよう燥そうが覆い尽くしていく。右肩の裂傷と肋ろつ骨こつの損傷──今のヘルカを相手取るには致命的なダメージだった。


    　次打ち合えば、確実にやられるだろう。


    　茴香の本能が感じ取る──目の前のレヴナントは、寸分の迷いもなく自分を殺す気だと。


    「伏せろ、埋まい葬そう官かんッ！」


    　倉庫に新たになだれ込んできた大勢のＳＥＦの制圧射撃が、すんでのところで茴香の窮地を救った。地上の敵をあらかた片付け終えた部隊が、施設内に駆け付けたのだ。


    　さすがに分ぶが悪いと判断したのか、ヘルカは両手に生成した自動小銃から銃火を閃ひらめかせつつ、暗くら闇やみの中へと後退していく。


    「班長……っ」


    　茴香は無意識のうちに叫んでいた。その声も、折り重なる銃声と怒号に押し流され、虚むなしく掻かき消されていく。


    　駆け付けてきた救護隊員に体を支えられながら、茴香は瞼まぶたを固く閉じて懊おう悩のうする。


    　──ただの少女に過ぎなかった茴香を、戦士として育て上げた教官。


    　──自みずからの生命いのちをなげうち、部下たちの生命を救ってみせた上官。


    　──かつての大切な親友を、血塗られた戦場へと誘いざなった悪魔。


    　──たった今、自ら救った茴香の生命を容よう赦しやなく奪おうとした屍者。


    　どれがヘルカ・カーリアイネンという人間の真実なのか、茴香にはもう判断がつかなかった。


    



    　　　◇


    



    　ずずん、と屋敷全体が激しく震動し、吹スイ芽ガとザイシャは危うくバランスを崩しかけた。


    「時間切れね」


    　燦サン華カが呆あきれたように呟つぶやくのと同時に、ＦＭＳの巨大な機影が、頑丈な壁を粉砕しながら現れた。その後から、大勢のＳＥＦ隊員たちと数人の埋葬官が続き、銃口を一斉に燦華へと向ける。


    『無事か、吹芽！　ザイシャ！』


    　ＦＭＳのパイロット──珊サン瑚ゴが切迫した声で二人の名を呼ぶ。道中で友軍と合流したのだ。


    「強情な子。そんなところまで、私に似なくてもよかったのにね──」


    　完全に包囲されながら、燦華は焦る様子一つ見せず、哀しげに苦笑してみせた。


    「来なさい、タユゲテ」


    　燦華が呟くと同時に、屋敷の外から、金属のひしゃげるけたたましい音が鳴り響いた。数秒も経たぬうちに、巨大な異い形ぎようの獣が屋敷の外壁を破壊しながらよじ登ってくる。


    「な──」


    　その場の全員が慄りつ然ぜんとする。


    　屋敷内に現れたのは、ネレイスで猛威を振るった巨大な獣であった。


    「……燦サン華カぁ。これ、早く取ってぇ……」


    　獣の背には硬化発泡体で拘こう束そくされたままのタユゲテが乗せられている。その顎あごには、外でタユゲテの監視にあたっていたはずの友軍ＦＭＳの残ざん骸がいが咥くわえられていた。


    『ＦＭＳ四機が一瞬でスクラップかい──いけない仔こリスちゃんだ』


    　珊サン瑚ゴが舌打ち混じりに笑うが、その声こわ音ねに余裕は見られない。


    「撃てッ！」


    　指揮官の合図を皮切りに、その場の全員が怒ど涛とうのごとく銃撃を開始した。獣はそのことごとくを強きよう靭じんな鱗うろこで弾き返しつつ、前脚で燦華の全身を庇かばう。


    「いいでしょう……聞き分けのない子供を導くのは、親の役割だものね」


    　絶え間ない銃撃に晒さらされながら、燦華は涼しげな微ほほ笑えみを二人に向けた。


    「吹スイ芽ガ、身をもってあなたに教えてあげるわ。人の生命いのちの脆ぜい弱じやくさと──それを乗り越えた先に待つ、素晴らしき新世界を」


    　鼓こ膜まくを突き抜けるような掃そう射しや音が絶えず鳴り響く中で、燦華の冷ややかな声だけが、はっきりと吹芽とザイシャの耳を打っていた。


    　獣は前脚で器用に燦華を抱えると、巨体にそぐわぬ機敏な動作で背を向けた。


    「逃がすなッ！」


    　指揮官が叫ぶが、時はすでに遅かった。屋敷から飛び出した獣は、追撃を巧たくみに躱かわしながらみるみるうちに小さくなり、やがて地上へと続く通路の奥へと消えていく。


    『逃げられた──っつーよりは、こっちが命拾いしただけだな』


    　地上部隊に向かって状況報告を続ける指揮官たちを尻目に、珊瑚はスピーカー越しに舌打ちを漏らすと、機体のカメラアイを吹芽たちに向けた。


    『吹芽、ザイシャ、元気だったかよ？』


    「……うん。大丈夫」


    　吹芽は駆け寄ってくる隊員たちに手振りで無事を示しながら、外壁に穿うがたれた大穴の向こうを遠い目で見つめた。──追跡はおそらく敵かなうまい。吹芽たちが従おうと従うまいと、燦華たちはこの事態を初めから想定していたに違いない。


    　タユゲテによる制御から解き放たれたのか、街の至る所から戦闘音が鳴り響いてくる。時の止まったような無機質の平穏に包まれていた死者の街は、一瞬にして地上と大差ない戦場と化していた。


    『さぁて、もうひと踏ん張りすっかね──まずは、こっから生きて出ねえとな』


    　さして怯ひるんだ様子もなく笑う珊瑚の声が、今は心強かった。吹芽は膝ひざに力を入れて立ち上がろうとし──傍かたわらのザイシャが、力なく床にへたり込んでいることに気付いた。


    「……スイガ」


    　ザイシャは不安げな表情を浮かべながら、吹スイ芽ガの顔をじっと見上げていた。


    　吹芽は彼女の華きや奢しやな体を左腕で抱いたまま、燦サン華カが最後に残していった不吉な宣告を、何度も頭の中で繰り返す。


    　人の生命いのちの脆ぜい弱じやくさと──それを乗り越えた先に待つ、素晴らしき新世界。


    　聞き紛まがうはずもない。それは神プシユケが人という種に向けて堂々と発した、宣戦布告と変革の誓いであった。
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    　人も文明も死に絶えた廃はい墟きよの夜は、降り注ぐ月の光さえ冷たかった。


    　破壊され尽くした市街地の片隅に設しつらえた、簡素な野営地。保温シートにくるまった二つの人影が身を寄せ合いながら、軍用ヒーターのささやかな光と熱で暖を取っていた。


    　──今、少女の瞼まぶたの裏に映っているその光景は、今はもう色いろ褪あせかけたいつかの記憶だ。


    「ザイシャ。私は、あなたが思っているような優しい人間なんかじゃない」


    　それは生前の円マドカ燦華と共に、ザイシャがプシュケを追って戦場を駆け抜けていた頃の記憶。


    「私は親の顔を知らない。どこぞに捨てられていたところを、ある組織に拾われて、殺しのための道具として育てられた。……私は組織の要請に従って、ザイシャに出逢うよりもずっとまえから、たくさんの人間を殺してきたわ」


    　ザイシャはココアを注がれたマグで掌てのひらを温めながら、燦華の告白に耳を傾けていた。


    「祖国に残してきた息子の父親も、私が殺したわ。彼は、私が一六の時に殺害を命じられた排除対象ターゲツトで──吹芽を身み籠ごももったのも、その任務の時だった」


    　ザイシャはマグをぎゅっと握り締めながら、恐る恐る問うた。


    「……どうしてサンカは、その子を産んだの？」


    「組織に命じられたの。子供にはいろいろな利用価値があるから。だけど──」


    　そう言って、燦サン華カは想い出に浸るようにそっと瞼まぶたを閉じた。


    「生まれたばかりの吹スイ芽ガを抱いて、驚いた。私の指を必死に握る小さな手の力強さに。私にだけ向けられる無む垢くな瞳ひとみに。……これまで自分が奪い続けてきたモノの温かさと儚はかなさを、私は愚かにも知ってしまった」


    　ささやかな一欠片かけらの幸福を何度も噛かみ締めるような、安らかで満ち足りた微ほほ笑えみ。それを見たザイシャの胸が、ちくりと痛んだ。


    　かつて燦華が当然のように奪い続けてきた生命ものは、誰かにとってかけがえのないものだった。そんな当たり前を知らないまま生きてきた彼女の世界は、自みずからの体に生命いのちを宿したことで、呆あつ気けなく変転してしまった。


    「──私は結局、物心ついた吹芽のことを、一度も抱き締めてあげることができなかったわ」


    「……どうして？」


    　燦華は広げた自らの両手を、汚らしいものでも見るように忌いま忌ましげに見つめる。


    「血に塗まみれた私の手が、吹芽の心まで侵してしまうのが怖かった。──薄汚い人殺しの手が、いつか吹芽の心まで穢けがしてしまうのが、ただ恐ろしかった」


    「────」


    　ザイシャは、隣の女性が密ひそかに抱き続けてきた、行き場のない孤独のことを思う。


    　何よりも愛おしいものがすぐ目の前にあるのに、その心に触れることのできない哀しみ。それはたった今、ザイシャの胸で燻くすぶり続けている想いと同じものではなかったか。


    「……私は、違う」


    　消え入りそうな声でそう告げたのは、ザイシャだった。燦華の黒瞳を見つめながら、ザイシャは強がる子供のように目を細める。


    「サンカの手に染み付いた穢れも罪も、私だけは全部受け容れる。だって私は──この世でたった一つだけの、あなたの武器だから……」


    　──だからせめて、戦場ここでは私だけを見ていて。


    　少女の願いは、決して声にならない。


    「……ザイシャ」


    　燦華は、死人のように冷たいザイシャの頬ほおに顔を寄せて、しばらく泣いていた。嗚お咽えつも涙もない。ただ焦がれるように、馳はせるように、夜の静せい謐ひつに融とけるように。


    「ザイシャ。あなたを武器として利用している私が言えた義理ではとてもないけれど──いつか幸せになって」


    　やがて燦華は祈るような声で囁ささやいた。


    「あなたの笑顔は、きっと何よりも素敵だと思うから」


    「……私の、笑顔」


    　そんなものは、もはやこの世のどこにも有りはしない──他の誰よりも、ザイシャ自身がそれを知ってしまっている。


    　自分の本当の願いが決して叶わないことを、理解しているから。


    　やがて訪れる戦いの終わりが、このささやかな幸福の終わりであることを知っているから。
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    　静かに体を揺さぶられて、ザイシャは夢の世界から引き戻された。そっと瞼まぶたを開く。


    「──ウイカ？」


    　一足先に目を覚ましていた茴ウイ香カが、心配そうな顔でザイシャを見下ろしていた。


    「大丈夫ですか？　少しうなされていたようですが……」


    「……平気よ。ありがとう、起こしてくれて」


    　時刻はすでに午前九時を回っていた。ザイシャは小さく頷うなずいてベッドから起き上がると、今日までの記憶をぼんやりと思い返す。


    　──オディルでの戦いから、すでに一週間が経過していた。無事にオディルから脱出したザイシャたちは、現在、大西洋上に位置するコロニア《セカンド》のＲ・Ｅ・Ｖ臨時寮棟へと生活の場を移している。


    　と、控えめなノックの音が部屋に響き、ザイシャはＥアｙイＳスのアイコンを押してドアのロックを解除した。部屋に入ってきた少年を、茴香が柔らかな微ほほ笑えみで出迎える。


    「おかえりなさい、吹スイ芽ガ。今朝の検査は終わったのですか？」


    「ついさっきね。──ザイシャは大丈夫？」


    　吹芽は胸の辺りに右手を添えながら、ザイシャに向かって訊ねた。


    「ええ。まだ少し違和感があるけれど──兵装の運用には問題ないと思う。スイガは？」


    「もう平気だよ。さすがに、痛みはまだ少し残ってるけど」


    　燦サン華カの手によって制御核を分割された吹芽と、脳核を統合されたザイシャの二人を襲っていた肉体的な変調も、この一週間でようやく気にならないレベルにまで治まっていた。体内に埋め込まれていた妨害装置もすでに除去され、兵装の起動を封じていたプロテクトはすでに外れている。


    　安あん堵どしたように息をつく茴香に、吹芽は険しい表情を向けて言った。


    「逃亡した円マドカ燦華、タユゲテ、それと──ヘルカの行ゆく方えは、現在も掴めていないって」


    「……あの状況での追跡は困難でした。仕方がありません」


    　二人のやり取りを眺めていたザイシャが、視線を手元に落とす。


    　──ヘルカがレヴナント化し、タユゲテのユーザーとなって多数の味方を殺害したことは、ザイシャたちもすでに聞いている。名めい状じようしがたい感情が、靄もやのようにザイシャの胸の奥で渦巻いていた。


    　ザイシャは窓の外に瞳ひとみを向ける。空は晴れ渡り、差し込んでくる透き通った陽射しが、殺風景な室内を暖かな色に染めていた。吹スイ芽ガもその視線を追って、硝子ガラス越しに青い空を見上げた。


    「静かだね。不気味なくらいだ」


    「嵐の前の静けさとは言いますが──今ばかりは、思い過ごしであってほしいものですね」


    　茴ウイ香カの発言は希望的観測ですらない、ただの戯たわ言ごとだ。吹芽も茴香も相あい槌づちすら打てず、険しい表情で思案に耽ふける。重苦しい空気が室内を満たしていた。


    「次は、何を仕掛けてくるのでしょうね」


    　俯うつむき加減のまま茴香が呟つぶやいた。吹芽は口元に手を当てて言う。


    「たぶん、生なま半はん可かな真ま似ねはしてこない。珊サン瑚ゴたちが駆け付けた時だって、その気になれば奴らは、僕やザイシャを拉ら致ちすることだってできたはずだ」


    「ええ。それをしなかったということは──」


    　そう、ザイシャが口にしかけた瞬間だった。


    「───？」


    　胸の中で、ぎち、と何かが軋きしむ感触。


    　それはすぐに灼しやく熱ねつの痛みと化し、ザイシャはたまらずベッドから転げ落ちた。


    「ザイシャ……！」


    　突然の事態に茴香が声を上げるが、その視線はすぐに吹芽へと移った。


    「吹芽!?」


    　ザイシャと同様、吹芽もまた胸を押さえながら床にうずくまっていた。


    「始、まる……」


    　ザイシャは床を掻かきむしりながら、呻うめくように言う。


    「始まる？　──何がですか!?　二人とも、しっかりしてくださいっ！」


    　叫ぶ茴香の声が遠かった。ザイシャたちは全身から脂汗を噴き出しながら、額ひたいを床につけて歯を食いしばる。体内の脳核が、強烈な痛みと共にはっきりと告げていた。


    　世界の終わりを告げる唄うたが始まる、と。


    



    　　　◇


    



    　欧州海上に浮かぶコロニア《ファースト》の周辺海域を哨戒していたＲ・Ｅ・Ｖ艦艇──その戦闘指揮所に集まった乗員たちは、あまりに突然過ぎた〝災厄〟の出現を、ＥアｙイＳス越しに茫ぼう然ぜんと見つめるほかなかった。


    「何だ、アレは──」


    「馬鹿な……一体、どこから現れた……ッ」


    　薄汚い指揮所内は、乗員たちの怒号と混乱で溢あふれ返っている。


    　哨戒機のカメラを通して乗員たちのＥｙＳアイスに表示された、十数キロメートルに浮かぶ《ファースト》の真上──夕方の穏やかな藍あい色に染まった空を、白はく亜あの構造物が浮遊していた。


    　あえてその姿を形容するのなら、空に根を張る大樹であった。


    　いつ出現したのか、絶えず周辺を監視していた乗組員たちも、幾重にも張り巡らされたレーダー類も、そして島の住人たちすらわからなかった。気付けばそれは空の上に在り、三〇〇〇万人もの人々が住む人工島を、音もなく見下ろしていた。


    《ファースト》に設置された監視カメラを通して、島内の様子が克明に映し出されていた。広い道路は我先にと逃げ惑う人々の悲鳴と怒号で溢あふれ、車両が各地で次々と事故を起こし、建物のあちこちからは激しい火の手が上がっている。


    　──現れた構造体は、まだ何もしていない。


    　にもかかわらず、島はとうに地獄と化していた。


    「有り得ない。だって、奴は──」


    　白人の乗員が目を血走らせ、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。一〇年前、彼がまだ幼かった頃に一度だけ垣かい間ま見た──たったそれだけで目の奥に灼やき付いた白亜の異容。


    「───プシュケは、九年前に撃ち墜おとされたはずだ！」


    　彼の漏らした畏い怖ふに応えるがごとく、構造体の底部が巨大な顎あぎとのようにめきめきと開いた。


    　その中心部に、太陽の輝きにも似た眩まばゆい光が集束していく。


    「……やめてくれ。家族がいるんだ」


    　別の乗員が声をわななかせて呟いた。遠く離れた《ファースト》で、これから何が繰り広げられるのかを、理屈ではなく本能で察したのだ。


    　次の瞬間──構造体が吠えた。


    　その光景をＥアｙイＳス越しに見ていた乗員たちの視界が、一斉に白く染まる。


    　まさしく光の柱であった。構造体が直下に向かって吐き出した圧倒的な光の奔ほん流りゆうが、巨大な人工島をみるみるうちに、跡あと形かたもなく飲み込んでいた。


    　同時にどういうわけか、艦の電子設備が次々とダウンし、その機能を麻ま痺ひさせていく。最新鋭の技術を詰め込まれた艦は、一瞬にして役立たずの鉄の箱と化してしまう。


    　瞬またたく間に統制を失った乗員たちを追い打つように、光の余波によって発生した巨大な津波が、艦艇へと襲いかかっていた。指揮所内が激しい震動と悲鳴に包まれ、巨大な艦が呆あつ気けなく制御を失い──為なす術すべも無く転覆する。


    　全てが、一瞬の出来事であった。


    



    　　　◇


    



    　吹スイ芽ガとザイシャが倒れてから一時間後──二人が運び込まれた《セカンド》の医務室を訪ねて来たのは、厳いかつい面構えの大柄な壮年男性だった。


    《セブンス》に所属するＳＥＦの分隊長である。ネレイスで茴ウイ香カたちを救出した隊を指揮していたほか、アルキュオネ戦や、一週間前のオディル上陸戦でも共闘している。


    「貴様らが倒れたと聞いたのでな。もう大丈夫なのか？」


    　分隊長の質問に、吹スイ芽ガは小さく頷うなずいてみせた。ザイシャは俯うつむいたまま沈黙している。


    「大したことないよ。それと──オディルでは助けに来てくれて、ありがとう」


    「構わん。九尾ナインテイルズ戦で部下を助けられた借りだ」


    　分隊長は落ち窪んだ小さな瞳ひとみを細め、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま言った。


    　二台並んだベッドの上には、吹芽とザイシャがそれぞれ横になっていた。その間に置かれた椅い子すに茴ウイ香カが座り、珊サン瑚ゴは壁際によりかかって腕を組み、何やら思案している。


    　分隊長は医務室の面々を順に見渡すと、悼いたむように瞼まぶたを閉じた。


    「……貴様らの上官は、気の毒だったな」


    　室内が沈ちん鬱うつな空気で満たされていく。茴香は特に思い詰めた表情で、床を見つめていた。


    「なぁに、同僚が死んでんのはオタクだって一緒さ。それより本題は？　何かあったんだろ」


    　努めて軽けい佻ちように訊ねる珊瑚に、分隊長は重苦しい動作で頷いた。


    「簡潔に言うぞ。──今から約三〇分前、コロニア《ファースト》が壊滅した」


    「壊滅、だって？」


    　あまりに途方もない話に、吹芽たちは茫ぼう然ぜんと息を呑のんだ。


    「Ｒ・Ｅ・Ｖ総司令部との連絡は途絶。……一般市民を含め、生存者は期待できない」


    　がしゃん、と大きな音が鳴った。茴香がベッドサイドに拳を叩き付けていた。


    「──酷ひどい。一体、何人が死んだというのです……」


    「それと前後して、未確認飛行物体アンノウンの出現が確認されている。これは《ファースト》のＲ・Ｅ・Ｖ総司令部が、最後に送信してきた映像だ」


    　分隊長が端末を操作し、吹芽たち四人のＥｙＳアイスに映像を送信する。


    　それを見た瞬間、全員の瞳が見開かれた。


    「───プシュケ」


    　ザイシャが全身を強こわ張ばらせながら、慄りつ然ぜんと呟つぶやいた。


    　一〇年前に突如として暴走し、人類を壊滅寸前にまで追いやった存在──それと瓜二つの、いびつな大樹にも似た異い形ぎようが、スクリーンに映り込んでいた。


    「比較対象物がないからわかりにくいだろうが──その直径は推定一キロメートル超。《ファースト》へ攻撃を加えたのは、このアンノウンだ」


    　映像が急激に乱れた。撮影していた隊員の頭上から、光のようなものが降り注ぎ、短い悲鳴と共に映像が途切れる。


    「攻撃手段についてはまだ分析中だが、《ファースト》近くの艦船に搭載されていた電子機器が軒並み麻ま痺ひしている点から、敵の攻撃は荷電粒子砲の一種であると推測されている」


    「荷電粒子砲、ですか……？」


    　眉まゆをひそめる茴ウイ香カに、珊サン瑚ゴが目の端を驚きで震わせながら補足する。


    「電荷を持った素粒子を亜光速まで加速させて撃ち出すっつー、人類が未だ実用化に至ってねえ超兵器だよ。あの巨大な構造体そのものが、粒子加速器であり発電施設ってワケだ」


    　珊瑚がくっ、と短く笑った。


    「たかが景気付けに、約三〇〇〇万人を一瞬で消し炭ってか……やってくれんね」


    　分隊長はにこりともせず、淡々と話を続ける。


    「アンノウンの正式呼称は、先ほど《プシュケⅡツヴアイ》に決定した。正確な情報はまだ入ってきていないが、奴はどうやら南方向に向かって進んでいるらしい」


    「……間違いない。サンカだわ」


    　悲痛な声で呟つぶやくザイシャの肩を、茴香がそっと抱き寄せた。


    「さっき、私の脳核とスイガの制御核が同時に呼応したの……」


    　吹スイ芽ガが頷うなずく。


    「そうだ。あれはきっと、奴からの合図だった。終わりを始めるための──」


    　吹芽は片手で頭を抱える。オディルで別れ際に燦サン華カが残していった言葉が、まざまざと蘇よみがえる。


    〝身をもってあなたに教えてあげるわ。人の生命いのちの脆ぜい弱じやくさと──それを乗り越えた先に待つ、素晴らしき新世界を〟


    「円マドカ燦華……いや、プシュケⅡは、きっと地球上の全ての生存者を殺すつもりだ」


    　吹芽が握り締めたベッドのフレームが、音を立ててひしゃげた。


    「僕たちから、全ての希望を奪うために──いや、違う」


    　吹芽は首を横に振り、苦々しげに歯を食いしばる。


    「──僕たちに、プシュケが抱いだいた希望を与えるために」


    「貴様らの報告にあった、『円燦華の脳核が、新たなプシュケの中枢として機能している』という話だな。《セカンド》の代理総司令部も、同様の見解を示している」


    　分隊長は眉間に皺しわを寄せる。


    　と、黙って話を聞いていた茴香が、ふと疑問を口にした。


    「──ですが、プシュケⅡの規模は、九年前に撃墜されたオリジナルのプシュケとそう変わらないように見えます。いくら円燦華が特殊なレヴナントとはいえ、たった数日足らずで、ああも常じよう軌きを逸いつした姿へと変へん貌ぼうできるものなのでしょうか？」


    　ザイシャが力なく頷いた。


    「……きっと、残った《七姉妹プレイアデス》たちを直接取り込んだんだと思う。彼女たちの脳核と直結し、出力補助装置として利用することで──サンカはきっと、あの圧倒的な力を発揮しているの」


    　途方もない話だった。一同が表情を険しくする中、分隊長は落ち着いた声で言う。


    「じきに正式な命令が発令されるが──我々がすべきは、一刻も早くプシュケⅡを捕ほ捉そくし、撃滅することだけだ。これ以上の犠牲を出さんためにもな」


    　分隊長の鋭い眼まな差ざしが、吹スイ芽ガとザイシャに向いた。


    「そしてそれは、貴様ら二人の能力をもってしか成し得ん。死者どもとの無益な戦いを終わらせられるのは──我々としては情けない限りだが、貴様らだけだ」


    　厳げん然ぜんと告げられた分隊長の言葉は、今日まで果ての見えない戦いに身を投じてきた吹芽たちに、どこまでも重くのしかかっていた。


    



    　　　◇


    



    　プシュケⅡの出現から約三十五時間後──上層部の命令を受けて《セカンド》を発たった吹芽たち四人は、現地時刻二〇時過ぎをもって、再び《セブンス》の地へと降り立っていた。


    「結局、俺らはここに帰ってくる運命なワケね……」


    　窮屈な高速輸送ヘリから降りて早々、珊サン瑚ゴが両腕を伸ばしながらぼやいた。


    「珊瑚、いいからどいてください。邪魔です！」


    　後から出てきた茴ウイ香カが、珊瑚の背中をぐいぐいと押しのけ、最後に吹芽とザイシャが後部座席から降りてくる。


    　シャフトの屋上に設しつらえられた広大なヘリポート上には、他にも友軍のＳＥＦや埋まい葬そう官かんを乗せた複数台のヘリが、次々と着陸していく。


    　回転するローターが生み出す激しい風を片手で防ぎながら、吹芽はヘリポートの端まで歩いた。深い夜の闇やみに濡ぬれた街並みと、その向こうに広がる海をじっと見渡す。


    　激闘の爪痕で彩られた無む惨ざんな景色は、それでもどこか懐かしかった。この《セブンスばしよ》が、いつの間にか帰るべき日常の象徴になっていたのだと、吹芽は改めて痛感する。


    「ミホシたちの……住民の避難は、もう済んでいるのかしら」


    「日が変わる頃には、ちゃんと完了するはずだよ」


    　いつの間にか隣に立っていたザイシャの問いかけに、吹芽は小さく頷うなずいた。埠ふ頭とう付近には、未だ何も知らされていない人々が列をなし、次々と輸送船に乗り込んでいる。


    「……良かった」


    　思い詰めたザイシャの表情に、僅わずかな安あん堵どがよぎった。彼女は手すりを握って遠くを見る。


    「この島が、また戦場になるなんて思わなかった」


    「戦場になんてさせないさ……」


    　ザイシャの肩を励ますように叩きながら、吹芽は上層部からの命令を思い出していた。


    「プシュケⅡをアステロペの出力解放形態で狙撃する。うまくいけば、一撃で全てが終わるんだから」


    《七姉妹プレイアデス》には、内蔵された兵装の威力をフルに発揮するための特殊モード──出力開放形態が存在する。


    　大戦による損傷と長年の放置状態に晒さらされたザイシャの変形機構は、完全な形では残っていない。ゆえにこれまでは、他の《七プレ姉イア妹デス》の制御核を取り込み、シフトチェンジの際に要する演算出力とエネルギーを補う必要があった。


    「今回、僕らは敵の制御核の代わりに──《セブンス》に残された全てのエネルギーを、アステロペの出力開放形態へのシフトチェンジに回す」


    「……これまでの戦いが、ここで効いてくるなんてね」


    　ザイシャの言う通り、アルキュオネとエレクトラ──二体の《七プレ姉イア妹デス》の制御核を取り込んだことで、アステロペは以前の性能を相当に取り戻している。


    　特にあらゆる物質を瞬時に生成、構築できるエレクトラの特性は、アステロペの機能回復において大きな一助となっていた。


    「僕らの居場所が向こうに悟られていなければ──狙撃の成功率は、大幅に上がるはずだ」


    　そう言って、吹スイ芽ガは着用している黒いコートを見下ろした。ザイシャもまた同様の製品に身を包んでいる。


    　二人が着ている特殊なコートには、超強力な電磁波遮断機能が付加されている。いわば携帯型の電波暗室とも呼ぶべき代しろ物ものであり、脳核や制御核が放つ座標データは常時遮断されている状態だ。少なくとも数値上では、二人の位置情報は一片たりとも外部には漏れていない。


    　プシュケⅡが、吹芽たちの位置情報を座標データのみで判断しているのなら、この《セブンス》は無警戒となる。


    「……仮に位置情報が漏れていたとしても、《七プレ姉イア妹デス》の制御核を確保していない僕たちが、出力開放形態による砲撃を行うことは向こうも想定外のはずだ。敵はあの図体だ──初撃を命中させることさえできれば、チャンスはある」


    　吹芽は険しい表情で言う。


    「……たった三〇時間足らずで、《ファースト》を含めて三箇所のコロニアが、すでに跡あと形かたもなく破壊されてる。犠牲者の数はすでに七〇〇〇万人超──これ以上やられたら、人類復興の可能性は本当にゼロになる」


    　エレクトラの襲撃によって犠牲になった人数の比ではない。人の生命いのちは数字でないと頭で理解していながら、吹芽は臓ぞう腑ふの底から迫り上がる怒りを抑えきれなかった。


    「予測されたプシュケⅡの進行ルートが正しければ、明日の夜明け頃には、インド洋を横断して南シナ海の《フォース》を狙うはずだ。《セブンス》からの直線距離は約五〇〇〇キロメートル──今のアステロペなら、ぎりぎり届くはずだ」


    　告げた吹芽の瞳ひとみが、悽せい愴そうの色を帯びる。


    「僕たちは、もう絶対に失敗できない」


    「……わかってる」


    　答えるザイシャの声は、悲壮と逡しゆん巡じゆんで微かすかに濡ぬれていた。彼女は白い髪を風に躍おどらせながら、星々の光がちりばめられた冷たい夜空をじっと見上げていた。


    「ザイシャ。僕たちは──」


    　その横顔に向かって、吹スイ芽ガははっきりと告げる。


    「偽神の一撃をもって──あの神様をもう一度、地に墜おとす」


    



    　　　◇


    



    　その後、急ピッチで進められた作戦準備は、数時間をかけて無事に完了した。


    　そうして深夜〇時──屋上の手すりに肘ひじを預けた吹芽は、《セブンス》の景色を視界に刻み付けるように見つめていた。


    　真夜中のヘリポートに吹き付ける冷たい風が、吹芽の全身を刺す。作戦予定時刻は、すでに四時間後にまで迫っていた。


    「よぉ」


    　と、その背後から気さくな声がかかった。


    　吹芽が振り返った先には、ＦＭＳのパイロットスーツに身を包んだ珊サン瑚ゴが立っていた。不測の事態に備えて、シャフト内や《セブンス》各地には現在も人員が配置され、厳戒態勢を保っている状態である。


    「ほらよ、差し入れ。待機状態で外には出れねえから、大したモンはねえけどな」


    　放り投げられた温かい缶コーヒーを受け取りながら、吹芽は屈くつ託たくなく笑う。


    「ありがとう、珊瑚。助かる」


    「ザイシャは？」


    「制御系の最終調整中。もうすぐ戻ってくるとは思うけど……」


    　吹芽はそう言って、ヘリポートの中心部から突き出した特殊ケーブルに視線を移す。


    「……ザイシャのシフトチェンジ、うまくいくと良いんだけど」


    「理論上は問題ねえはずだろ」


    　珊瑚は吹芽の隣に並び、自分のコーヒーを開封しながら言った。


    「《オクルス》を運用していたシャフトには元々、島内のエネルギーラインを一手に統括制御する中枢システムがあった。そいつのラインをヘリポートここまで引っ張り、プシュケⅡが射程内に入ると同時に起動──島内全域のエネルギーをザイシャに注ぎ込み、出力開放形態へとシフトチェンジする。理屈としちゃあ単純なモンさ」


    　そう言う珊瑚も技術者の一人として、先ほどまで作業の手伝いにあたっていたのだ。


    「この《セブンス》だからこそ、実行可能な作戦だぜ」


    「そうだけど……」


    　冷たい手を缶で温めながら、吹芽は紡つむぐべき言葉を失って黙り込む。


    「ま──そうなるわな」


    　煮え切らない態度を露あらわにする吹芽に、珊瑚は苦笑を向けた。


    「肉親の因果ってのは厄介なモンだ。世界の危機だろうが何だろうが、そう簡単に割り切れるもんじゃねえや」


    　いつも達観している年上の同僚が発した、安易ともとれる慰なぐさめの言葉。


    　吹スイ芽ガは瞬まばたきを繰り返しながら、珊サン瑚ゴの横顔をじっと見つめた。


    「んだよ、その顔？　俺だって人の子だぜ」


    「いや、ごめん。珊瑚は怒るんじゃないかって、何となく思ってたから……」


    　珊瑚は缶コーヒーを一口啜すすると、遠くを見つめながら囁ささやくような声で言う。


    「──おまえさ。二年くらい前、南アメリカ方面の《サード》コロニアで、試作兵器の暴走事故が起きたって噂うわさは知ってるか？」


    　あまりに急な話題転換に、吹芽は微かすかに眉まゆをひそめた。


    「……うん。一〇〇人以上が巻き込まれて亡くなったって、当時ちょっとした話題になってたし。すぐに情報規制がかけられたから、本当の話かどうかすら知らないけど……」


    「なら話は早い。そいつをやったのは俺の親父だ」


    「────」


    　表情を引き攣つらせる吹芽に、珊瑚は滔とう々とうと続ける。


    「正確には、親父がプロジェクトリーダーを務めていた新型ＦＭＳが──だな。当時、まだ試験段階の域を出ていなかったエミュレイターの機構を中枢系に組み込まれたソイツは、無人状態のまま暴走して、市街地のど真ん中で暴れ回った」


    　珊瑚の口元には、いつしか冷めた笑みが刻まれていた。


    「最終的に、その中枢系をぶち抜かれてようやく制圧されたけどな。そいつ一機のために、当時最新鋭だった軍用ＦＭＳが七機もオシャカさ」


    　吹芽の喉のどを冷たいものが滑り落ちる。確かな予感があった。


    「まさか──珊瑚が乗ってるランブルフィッシュは」


    「そういうことだ。正確には、あいつは汎はん用よう軍用機『フィッシュ・シリーズ』の系譜じゃない。そのガワを被せただけの、まったく別の機体さ。だから整備に異常な手間がかかる」


    　空になった缶を、珊瑚はぐしゃりと握りつぶした。


    「親父は牢屋ん中で、一人とっとと、この世から退場しちまった。迷惑な話だよな？」


    「──珊瑚」


    「そういう意味じゃ、俺のエミュレイターだって、クソッタレな親父から受け継いだ一つの因果さ。そこそこの技術者として、安全地帯でぬくぬく一生暮らすつもりが、いつの間にか埋まい葬そう官かんなんつービックリ人間になって、最前線で戦ってやがる」


    　珊瑚は顎あごを持ち上げて夜空を見上げた。明るく染めた髪が、冷たい風になびく。


    「……珊瑚が戦うのは、亡くなったお父さんのため？」


    「知るもんか、あんなハゲ。──俺はな吹芽、あのクソッタレな機体を存分に戦場で暴れさせて、最期にはキチンと戦場の土に還かえしてやるのさ。そうでもしてやらねえと、そのためだけに生まれた機体あいつ自身が浮かばれねえ」


    　珊サン瑚ゴはいつもの親しみに溢あふれた笑顔に戻ると、吹スイ芽ガの肩に手を回して乱暴に引き寄せた。


    「そいつが俺の戦う理由。親父の件は、そのついでさ。……わかったかよ、相棒？」


    　吹芽は何も言えなかった。気持ちはわかる、などと安い言葉をかけられるはずもない。


    「──ありがとう。珊瑚と出逢えて、良かった」


    　大切な相棒の不器用な激励に、吹芽はその一言だけを返した。珊瑚がニヤリと笑う。


    「おまえやザイシャがどんな選択をしようと、俺はおまえらを恨まねえさ。だからちったぁ、肩の力抜け。──なぁに。失敗したトコで、ちょっと世界が滅ほろぶだけさ」


    　最後に吹芽の背中をばしんと叩き、珊瑚は踵きびすを返して去っていく。


    　その背中を見つめながら、張り詰めた心が少しだけ軽くなったのを、吹芽は自覚する。


    「……あ、茴ウイ香カ」


    　珊瑚と入れ替わるようにして、戦闘装備に身を固めた茴香がヘリポートに姿を現していた。彼女は珊瑚と二、三言交わした後、肩を怒らせて彼を怒ど鳴なりつけ、ずかずかと足音を立てて歩み寄ってきた。


    「こんばんは、吹芽」


    「うん。茴香、なんか顔怖いけど……」


    「……珊瑚が変なことを言うからです。まったく──何が愛妻弁当ですか」


    　茴香は仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべつつ、持っていた小さな保温容器を二つ、ずいっと差し出してきた。


    「……戦闘糧食では物足りないかと思って、二人にこれを、と……」


    　手渡された容器を受け取りながら、吹芽は目を丸くした。


    「──もしかして、わざわざ作ってくれたの？」


    「あの、いえ、有り合わせで作った簡単な食事ですよっ!?　『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』のようなレベルを期待しないでいただけると……そのぅ……えぇと」


    　茴香が両手をわたわたと振ってうろたえる。


    　構わず容器を開ける。よく煮込まれたクリーム色の米が、温かな湯気と共に甘い香りを漂ただよわせて吹芽の食欲をそそった。


    「ミルク粥リーシプーロですよ。昔、たまに作っていたので……」


    「へぇ。いただきます」


    　スプーンで掬すくって一口運ぶ。ほのかな甘味と、バターが醸かもす濃厚な旨味、鼻を抜けるようなシナモンの香りが米の柔らかさと相まって、吹芽の口内で絶妙な味の調和を───生まない。


    「……微妙、かも」


    「──す、吹芽も舌が肥えましたね。そんなはっきりと……」


    　歯に衣きぬ着せぬ吹芽の寸評に、茴香が泣きそうな顔をした。


    　まずいわけではない。ただ何と言うか、味が大おお雑ざつ把ぱなのだ。塩やバター、合成物のミルクパウダーやシナモンパウダーなどを使っているようだが、配分がいまいち合っていない。


    「……すみません。《家族ペルヘ》では一度にたくさん量を作るのが常だったので、少量ずつ調理するのは慣れていなくて……そうでなくとも料理自体が久々ですし、素材が足りてないのもありますし、そもそもわたし味オンチですし……。って、言い訳ばかりですね──あの、持って帰って自分で処理しますから……」


    　茴ウイ香カは羞しゆう恥ちに顔を赤くしながら、容器を奪おうと手を伸ばしてくる。


    「いや、食べるよ」


    　吹スイ芽ガはそれだけ言って、がつがつと残りを掻かき込んだ。冷え切った体の芯に、じわりと温かさが灯ともり、活力が湧わいてくるのがわかった。


    　あっという間に完食する。呆あつ気けにとられている様子の茴香に、吹芽は小さく微ほほ笑えんだ。


    「ごちそうさま、茴香。ザイシャが帰ってきたら、ちゃんと渡しておくから」


    「……お粗末さまでした」


    　茴香は空の容器を受け取り──やがて、我慢ができないといった様子で小さく吹き出した。くすくすと無む邪じや気きな笑顔で笑う。


    「──？　どうしたのさ」


    「……っ、教えてあげません」


    　茴香は吹芽の横を通り過ぎ、ヘリポートの縁に立って夜空を見上げた。


    「吹芽……プシュケⅡを撃墜すれば、今度こそ全てのレヴナントは活動を停止するのでしょうか？　たとえそれが《七プレ姉イア妹デス》や、そのユーザーでも……」


    「今はそう信じるしかないと思う。三年前のようなことが起こらない限り」


    　プシュケと円マドカ燦サン華カ──死を恐れる者同士が惹ひかれ合った結果、二度目のレヴナントショックは起きてしまった。


    「……茴香は、ヘルカとは戦いたくない？」


    　茴香の質問に隠された意図を読み取った吹芽が、短く訊ねた。


    「迷いなく戦える──と言ったら、きっと嘘うそになると思います」


    　今までの雰囲気が嘘のように、茴香は沈痛な面おも持もちで答えた。


    　ヘルカの過去については、吹芽もすでに珊サン瑚ゴの口から聞いている。幼い頃から数多あまたの戦場を駆け続けた歴戦の兵士であり──老いてなお、無数の吸血鬼ムブタズを育て上げたサラーブの教官。


    　そして今は、百戦錬磨の経験とレヴナントの能力を併せ持った、最強の敵だ。


    「そもそもわたしの実力では、勝てるかどうかも怪しいですが……。オディルで対たい峙じした時、もしもＳＥＦの援護が入らなければ、間違いなく殺されていました」


    　茴香の視線が、すがるように吹芽へと向く。


    「……班長の過去を知った時、吹芽はどう思いましたか？」


    「ショックだった。──でも、同時に納得もした」


    　氷像のごとく冷たい相そう貌ぼうと、凝縮した虚無を硝子ガラスに灼やき付けたような金砂色の瞳ひとみ。


    　記憶の中のヘルカ・カーリアイネンは、いつだって空っぽだった。まるで人間らしく在ってはならないと、自分から心を封じてしまった人形のように。


    「だけど、僕たちが今日まで生き残ってこられたのは、間違いなくヘルカのおかげだ。どんな過去があろうと──僕は、あの人を憎めないよ」


    「……わたしだって同じ気持ちです。数え切れないほど、班長に生命いのちを救われました」


    「────」


    「でも、ケルフィナの人生を狂わせた存在の一端が彼女だったと知った時、胸の中にどす黒い感情が湧わき上がってくるのを自覚した……」


    　茴ウイ香カは吹スイ芽ガの胸に飛び込むと、その胸に顔を埋うずめた。


    「班長に向けるべき正しい感情が、憎悪なのか、それとも悲哀なのか……わからないんです」


    　愛情には正しき愛情を。悲哀には正しき悲哀を。憎悪には正しき憎悪を示せ──家族を失った幼い茴香に、新たな《家族ペルヘ》を与えた女性が遺のこした言葉だった。


    　小刻みに震える茴香の肩に手を置きながら、吹芽は静かな口調で言った。


    「茴香──僕さ、最後に海ミ星ホシさんたちのお店に行った夜、ヘルカと偶然会ったんだ」


    「……班長が、『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』に？」


    「うん。戦えるか迷っていた僕に、助言をくれた」


    



    〝君も所詮は子供だ。全人類のために戦えなどと、大それたことは言わん〟


    〝──自分たちが生き残ることを最優先に考えろ。今はそれでいい〟


    



    「班長が、そんなことを……」


    「──うん」


    　口にした後で、吹芽は後悔に襲われた。死者との記憶や想い出は、レヴナントとの戦いにおける最大の枷かせとなり得る。それを茴香にまで押し付けてしまった。


    「ごめん。君の決断を鈍らせるようなことを……」


    「いいえ」


    　茴香は毅き然ぜんとした声で答えると、吹芽の胸に埋めていた顔をそっと離した。戸惑っている吹芽と、一歩後ろに距離を取って、正面から向かい合う。


    「大丈夫──きっと、次は戦えます」


    　吹芽を見つめる深い黒の瞳からは、悲嘆も迷いもまだ消えてはいない。


    　それでもなお戦えると宣言した茴香の眼まな差ざしは、その右耳で輝く澄んだ宝石にも似て清々しく、そして力強いものだった。


    　何も言えず当惑する吹スイ芽ガの眼前に、茴ウイ香カが再び歩み寄った。彼女はふいに爪先で立つと、互いの吐息の匂いすら感じ取れるほどに、その整った顔を近付けてくる。


    「う、茴香!?　何を──ッ」


    「身長」


    「…………は？」


    「いつの間にか、抜かされてしまいましたね。最初はわたしの方が高かったのに……」


    　茴香は唇を尖とがらせながら、持ち上げた手を吹芽の頭にちょこんと乗せた。


    「……茴香はもっと、真ま面じ目めな女の子だと思ってたよ」


    　立ち尽くす吹芽に、茴香は屈くつ託たくのない笑顔を浮かべて言う。


    「──必ず勝ちましょう。わたしはもっと、あなたやザイシャと仲良くなりたい」


    



    　　　◇


    



    　茴香が去って間もなく、調整を終えたザイシャがようやくヘリポートへとやって来た。


    「おかえり。長引いたね」


    「……ずっとここにいたの？　こんなに寒いのに」


    「ザイシャを待ってたんだ」


    「なら、わざわざここで待ってなくてもいいじゃない……」


    　うんざりした様子で息をつきつつ、吹芽の隣に腰を下ろしたザイシャに、茴香からの差し入れを渡す。微妙な顔をしながらも完食した頃を見計らって、吹芽は訊ねた。


    「答えは出た？」


    　ザイシャが表情を硬直させた。吹芽は構わず続ける。


    「迷ってる時間はもう、僕らにはない」


    「吹芽は、もう選んだの……？」


    「──うん。撃つよ」


    　吹芽は迷いのない声で答えた。それをザイシャは、憐あわれむような瞳ひとみで見つめる。


    「……それは『埋まい葬そう官かん』としての決断でしょう。スイガ自身は……一人の人間としてのあなたは、本当にサンカに──母親に自みずから手を下すという行為を、許容できるの？」


    　上目遣いに訊ねてくるザイシャに、吹芽は強く頷うなずいてみせた。


    　オディルの屋敷で燦サン華カを撃った時に決めた。あの時に出した答えはきっと、これから自分たちを襲う、どんな脅威だろうと覆くつがえせないと確信して。


    　その理由をザイシャに話すのは、彼女に余計な負担を背負わせそうで、口にできなかった。


    「……そう」


    　ザイシャは膝ひざを抱えて座り直すと、小さな声で話し出した。


    「……私、今日までね、ずっと考えていたの。サンカの言う理想郷を受け容れるべきなのか、それとも最後までスイガたちと抗あらがうべきなのか……」


    「うん」


    「でも、サンカを撃った時のあなたの言葉が、耳の奥でずっと……何度も鳴り響いてる」


    　何のこと、と訊ねようとして、吹スイ芽ガは思い出していた。


    〝──ザイシャと一緒に、灰になるまで瞬間まで生きていたい〟


    　ザイシャは膝ひざに口元を埋めると、ぼそりと言う。


    「スイガがそう言ってくれるなら、私はきっとその瞬間が来ても、頑張れると思う……」


    「────」


    　それきり沈黙してしまったザイシャの顔を、吹芽は声もなく見つめ続けた。


    　対するザイシャは表情を隠したまま、気まずそうに視線を泳がせる。やがて──。


    「……っ、く」


    　吹芽は耐え切れず、声を出して笑っていた。


    「？　何がおかしいのよ……っ」


    　憤然とするザイシャのほっぺたに、吹芽はそっと指を伸ばしてそれを取り除く。


    「さっきから、口元に米粒付けながら、深刻な顔で話してるザイシャが可お笑かしくて──」


    「────」


    　今さらのように自みずからの失態に気付いたザイシャが、頭部センサーを逆立てながら吹芽を睨にらんだ。そんな彼女の頭にぽんぽんと手を置きながら、吹芽は何度も謝る。


    　束の間の二人だけの平穏に、吹芽は後ろめたさすら感じた。想像を絶する数の人々の死に隣り合わせながら、自分たちだけが温かな喜びを享受していることに、僅わずかな震えが走った。


    　それでも──だからこそ現実から目を背そむけず、為なすべきことを為すために。


    　灰になるその瞬間まで戦おうと、誓う。


    



    　　　◇


    



    「Ｂ17、異状なし」「Ｕ35──異状なし！」「異状なし！」


    　午前三時。静寂に包まれた《セブンス》外縁部・第六南埠ふ頭とうに、警備にあたっているＳＥＦ第〇八分隊の隊員たちの声が重なる。


    「アロー８より管制室コントロールへ。第六南埠頭、現在異状ありません」


    　〇八分隊長は落ち着いた声で、シャフト内の管制室に通信を入れる。


    『管制室コントロール、了解。──プシュケⅡの軌道も、予測との誤差〇・三％以内を保っています』


    　管制官の応答。彼らもまた、先のエレクトラ戦で甚じん大だいな被害を受けた防衛システムをフル稼働させ、小魚一匹、カモメ一羽の侵入すら見み逃のがすまいと神経を研ぎ澄ませている。


    『このままならあと一時間ほどで、予定通り射程内に入りますよ。《ファースト》への攻撃後は、無人機でも感知可能な対流圏を漂ただよってくれていますし、追跡し放題です』


    「一〇年前のプシュケと何が違うのかはわかりませんが──アレとオディルで接触した円マドカ大尉らの報告が真実なら、奴は思考力を有しているようです。気を抜かない方がいい」


    　口早に告げた管制官を、〇八分隊長が冷静にたしなめる。


    『意志がある感じには見えないですけどね。あんまりでかすぎて実感湧わかないというか、神々しいと言うか……どうやって浮いてるんでしょうね、あれは──え、どうした？　──は、何!?　そんな馬鹿なことあるかッ！』


    　その時、〇八分隊長の耳を突然、困惑に駆られた管制官の叫びが打った。


    「管制室コントロール、状況を！　何があったんです！」


    『ほ、方位一九三──第六南埠ふ頭とう目掛けて七〇ノットで《セブンス》に急接近する巨大物体を感知！　距離三〇〇〇──二〇〇〇──』


    「馬鹿な、目と鼻の先じゃないか……一体今まで、何を見ていたんですッ！」


    　がなり立てる〇八分隊長に、管制官が悲鳴のような声で告げる。


    『違います、突然海中に出現したんです！　各種ソナーにもＭＡＤにも、数秒前まで何の反応もありませんでした！　迎撃、間に合いません！』


    「チィッ……総員警戒ッ！　何か来ます！」


    　〇八分隊長が叫ぶと同時に、これまで寂せき寞ばくと小さな波を立てるばかりであった海面が、急激に盛り上がった。激しい水しぶきが上がると同時に、全長五〇メートルはあろうかという巨大な物体が、海中から轟ごう音おんと共に飛び出してくる。


    　静けさに包まれていた埠頭が一気に騒然となる。数十メートルもの高さまで跳躍した物体が、降り注ぐ水しぶきと共に、地響きを立てながら南埠頭に着地した。その巨体に、ＳＥＦの何人かが断だん末まつ魔ますら許されず押しつぶされる。


    「これは──鯨くじら？」


    　それを見上げた隊員の一人が、愕がく然ぜんと呟つぶやく。


    　まさしく鯨であった。涙滴型の体たい躯くやヒレ、暗くら闇やみの中でもなお艶つやを放つ黒い体表。


    　──その場の誰も、知る由よしなどない。その鯨の表皮が、あらゆる遺伝物質を操作する《七プレ姉イア妹デス》によって造り出された、音波も電波も透過する未知のステルス物質で構成されている事実など。


    「な……」


    　次なる光景に、〇八分隊長と隊員たちは驚愕のあまり目を剥むいた。


    　鯨の体表のところどころが、腐り落ちるようにして融とけていた。それを突き破って中から何かが次々と現れる。蟲むしの卵塊が孵かえるように。


    「──ギ──」「キィ──」「───ギギィイ」


    　暗闇の中に瞬またたく大量の紅あかい光点が、隊員たちを見下ろしていた。


    　鯨の体内から出てきたのは、レヴナントであった。それもただのレヴナントではない──それぞれが人間大の巨大な蜘く蛛も、百足むかで、蛙かえる、蜥蜴とかげ、狼──それらの身体特徴を節操なくミックスさせたかのような、地球上に存在するはずのない異い形ぎようの怪生物たち。


    「ふぁう……眠いよぉ。まだお外暗いよぉ……オジサンたちは、眠くないの……？」


    　もはや腐肉の塊かたまりと化した鯨くじらの上には、一際兇悪な四足の獣と──その上にまたがる、幼い少女の姿があった。紅あかい瞳ひとみが、立ち尽くすＳＥＦ隊員たちを退屈そうに見下ろす。


    「まぁ、いいや──みぃんな、ボクのお人形になっちゃえ」


    　百獣の王たる少女の愛らしい声が、殺さつ戮りくの合図となって埠ふ頭とうに響いた。


    



    　　　◇


    



    《セブンス》南埠頭に、タユゲテ率いるレヴナントの軍勢が上陸した──そんな報告を受けて市街地に急行した茴ウイ香カと珊サン瑚ゴ、ＳＥＦたちは、四方から襲いかかってくる怪生物たちの駆く逐ちくに追われていた。


    　スノウドロップのブレードで巨大な鰐わにの脳天を叩きつぶしながら、茴香が顔をしかめる。


    「もうっ……キリがありません！」


    『害虫駆除業者に転職した覚えはねぇんだがなぁ……』


    　珊瑚もぼやきつつ、ＦＭＳのマニピュレーターに把は持じした機関砲を撃ちまくり、周囲のビルごと蟲むしの群れを薙なぎ払う。住民の避難が済んでいることが、唯一の救いであった。


    



    　その後、一〇分ほどをかけて付近の鎮ちん圧あつを完了した。


    　茴香は防弾コートの袖そでで汗を拭いながら、蒼然とした声で言う。


    「……珊瑚。先ほど本部からの報告にもありましたが、この生物たちは──」


    『ああ。こいつら、シャフトを目指してやがる。……円マドカ燦サン華カが残りの《七姉妹プレイアデス》全部を取り込んだって、ザイシャは推測してたが──どうも、タユゲテだけは例外みてぇだな』


    　南埠頭から《セブンス》に上陸した大量の怪生物たちは、各地に散らばりながらも、確実にある一点──島の中心部へと向かっていた。その狙いは、もはや考えるまでもない。


    『──茴香、珊瑚！　応答を！』


    　その時、二人の通信機に聞き慣れた少年の声が響いた。茴香が答える。


    「吹スイ芽ガ──《セブンス》各地でＳＥＦと埋まい葬そう官かんが迎撃に回っていますが、敵の処理が追い付いていません！　あと数分でシャフトに到達される見込みです。どうか気を付けて！」


    『だけど……ッ』


    　珊瑚が皮肉げに笑う。


    『おいおいおい吹芽クン、いつかみてえに自分の任務ほっぽり出して、援護に来るなんて馬鹿なことほざくんじゃねえぞ？　こればっかは俺らの仕事だろうが」


    『そうじゃないッ！　だって、タユゲテが来たってことは──』


    　逼ひつ迫ぱくした吹スイ芽ガの声が、茴ウイ香カたちの耳元で鳴り響いた瞬間だった。


    　どさり、という音が、茴香たちの周囲から立て続けに響く。計一〇名いたはずのＳＥＦたちが、一人残らず倒れ伏していた。ぴくぴくと体を痙けい攣れんさせている彼らの急所には、いずれも鋭いナイフが突き刺さっており、血溜だまりがゆっくりと地面を濡ぬらしていく。


    「吹芽、あなたはあなたの戦いを──通信終わりオーバー」


    『…………！』


    　吹芽の返事を待たず、茴香は通信を切った。悠長に喋しやべりながら勝てる相手ではない。


    　路地の真ん中に、しなやかな女性のシルエットが幽鬼のごとく浮かび上がっていた。暗くら闇やみの中でもなお映える、金砂色の髪と紅あかい瞳ひとみ。


    　一〇メートルほどの距離を隔へだてて、茴香と珊サン瑚ゴ機はその人影と対たい峙じした。


    『──ようやくお出ましかい、班長。可愛くなっちゃってまあ……』


    「もう班長ではない。今の私は埋葬官きみたちの駆く逐ちく対象に過ぎんよ、倉クラ守モリ」


    　珊瑚の挑発に、うら若き女性──ヘルカ・カーリアイネンが、冷然と澄んだ声こわ音ねで答えた。


    　スノウドロップを握る茴香の手に、力が篭もる。


    「班長──いえ、ヘルカ・カーリアイネン」


    「諦あきらめたまえ椚クヌギ。今の自分が、ただのドン・キホーテだという自覚程度はあるだろう」


    　切れ長の瞳を眇すがめるヘルカから、茴香は目を逸そらさない。


    「いいえ。──あなたを倒します。一人の埋まい葬そう官かんとして」


    　揺るがぬ表情でそう告げる茴香の通信機に、珊瑚が声を割り込ませた。


    『悪ぃ茴香。加勢してやりてえトコだが──どうやら、俺の相手はあっちらしい』


    　新たな敵の存在をいち早くセンサーで捉とらえていた珊瑚が、機体を一八〇度反転させる。


    「──────…………グルル」


    　ヘルカとは反対方向の路地から──不気味な唸うなり声と共に、巨大な獣が現れていた。


    　全高三メートルはあろうかという、獅し子しを思わせる肉食獣のフォルム。その頭部には複数の紅い瞳が輝き、大きく裂けた顎あごからはギロチンめいた牙が覗のぞいている。黒く輝く鱗うろこのところどころは、すでに幾人もの仲間たちを屠ほふってきたのか──肉片と鮮血で酷ひどく汚れていた。


    「……また、そのロボットぉ？」


    　獣の上にまたがった小さな少女が、ごしごしと目を擦こすりながら退屈そうに言う。


    「そんなガラクタじゃ……ボクのお人形に、勝てないよぉ……？」


    『そう言うお嬢ちゃんの獣それ、ずいぶんカッケーじゃねえか。最近のメリーゴーラウンドは勝手に動いて人喰うのかい？』


    　数秒の静寂が一帯を包む。ヘルカと茴香、珊瑚とタユゲテが、じっと向かい合いながら互いの隙を窺うかがい続ける。


    　やがて島のどこか遠くで爆発が起き、一瞬の光が暗闇を照らし出した。


    　それが火ひ蓋ぶたとなった。二人と二体は全く同時に地面を蹴けり立て、立ちふさがる敵を排除するために駆け出していた。


    



    　　　◇


    



    　タユゲテたちの上陸から三〇分後──《セブンス》のそこかしこで上がる戦いの灯ひを、吹スイ芽ガとザイシャはヘリポートから見下ろしていた。


    　島の外縁部で閃ひらめいていた戦火は、急速な勢いでシャフトに向かって迫ってきている。怪生物の軍勢が吹芽たちの所に辿たどり着くのは、すでに時間の問題であった。


    「珊サン瑚ゴ、茴ウイ香カ……」


    　すでに沈黙している通信機に向かって、吹芽は仲間の名を呟つぶやく。届かないとわかっていても、そうせずにはいられなかった──茴香たちは、ついにヘルカと対たい峙じしてしまったのだ。


    　吹芽は身に着けている電磁波遮断コートを見下ろしながら、手すりに拳を叩き付ける。


    「──やっぱり、プシュケⅡには僕らが《セブンス》にいることは筒抜けだったんだ」


    　ザイシャは痛ましい表情で、コートの胸元を握り締める。


    　その時、悄しよう然ぜんとする二人の元に、管制室から通信が入った。


    『円マドカ大尉！　プシュケⅡが進路を変更しました──《セブンス》に真っすぐ向かってきています！』


    「────！」


    　更なるイレギュラーの発生に、吹芽とザイシャは揃そろって絶句した。


    『司令部が作戦の変更を検討中です。円大尉はその場で待機し、次の指示を──』


    　耳元で告げられる管制官の声を遮って、吹芽は口を開いた。


    「──司令部に、作戦の続行を申請します」


    　吹芽の一言に、ザイシャが表情を凝固させた。管制室からも息を呑のむ気配がする。


    「プシュケⅡの図体じゃ、回避動作はできないはずだ。アステロペの砲撃を最大出力で撃ち込めば、きっと貫通できます」


    　耳元の通信機を強く握りながら、吹芽は祈るように言葉を続ける。


    「《七プレ姉イア妹デス》の制御核が確保できていない以上──プシュケⅡは、こちらが出力開放形態を使用できないと予想している可能性があります。そこを叩きます。この機会を逃のがしたら──もうプシュケⅡを撃滅する方法はなくなります。許可を」


    　吹芽の申請が、司令部へと伝えられる。数分に及ぶ沈黙の後、再び管制官の声が響いた。


    『……司令部より、申請の許可が下りました。貴官に作戦の続行を命じます』


    「了解。プシュケⅡの動向について、逐ちく次じ報告を頼みます」


    　吹芽は通信を切り、ザイシャに向き直った。


    「──準備を急ごう」


    「スイガ──私は……」


    　がたがたと震えているザイシャの肩に、吹スイ芽ガはそっと掌てのひらを乗せる。敵を討つ決意をとうに固めたとは言え、いざ眼前にまで迫り来ている現実は、ザイシャの心を酷ひどく侵している。オディルでの穏やかな一時を経へた後では無理もなかった。


    「大丈夫だ、ザイシャ。一緒に生き残るんだ──絶対に」


    　力強く放たれた吹芽の励ましに、ザイシャは一度だけ、弱々しく頷うなずいた。


    



    　　　◇


    



    　刃やいばと刃が衝突するたび、暗くら闇やみに激しい火花が舞い散る。


    　両手にファイティングナイフを握るヘルカに対して、茴ウイ香カもまたすでにエミュレイターを解除し、同じく二挺ちようのナイフによる近接戦に切り替えていた。


    　スノウドロップでは対応しきれない──ケルフィナとの戦い、そして前回のヘルカとの戦いを踏まえた戦法である。


    　互いの急所を狙った一いつ閃せん一突が、二人の間を稲光のように行き交う。秒刻みで繰り広げられる生命いのちの奪い合いに、茴香は僅わずかずつ体力と集中力を削り取られていく。


    「────」


    　対し、絶え間なく攻め続けるヘルカの表情は微動だにしない。全盛期にまで若返った肉体から繰り出される妙技は、圧倒的というほかなかった。


    　──茴香に勝機があるとすれば、今のヘルカがエミュレイターを使えないであろうという一点のみである。オディルで対たい峙じした際も、ヘルカはアルベドとニグレドを起動しなかった。レヴナント化したことで脳構造が変質し、エミュレイターの制御装置である疑似核とのリンクが失われたと考えれば当然の結果である。であれば──。


    「──っ！」


    　茴香の右腿ももを、痛みとも灼しやく熱ねつともつかない感覚が襲う。ヘルカの一閃に引き裂かれたのだ。


    　しかし、ぎりぎりで見切ったその負傷は、茴香の行動を何ら制限するものではなかった。──肉を切らせて骨を断つ。生じた隙は、茴香が意図的に作り出したものだ。


    　偽りの隙を縫ぬうように、左右同時に迫り来るヘルカの大振りな一撃を、茴香は両手のナイフの鋸刃セレーシヨンで絡め取る。


    　単純な膂りよ力りよくならば、普段からスノウドロップという重兵器を駆る茴香に僅かな分ぶがあった。力尽くで手首を捻ひねり、ヘルカの両手から武器を弾き飛ばした。二挺のナイフが宙を舞う。


    「これで──ッ！」


    　ようやくもぎ取った圧倒的な隙を突いて、茴香は無防備となったヘルカの頭部目掛けて、とどめの刺し突とつを繰り出した。


    　が、次にヘルカが冷然と呟つぶやいたその単語に、茴香の瞳ひとみは驚愕の一色に満たされた。


    「───起動ステイク・ドライヴ」


    　燐りん光こうが収束する。ヘルカの両手に現れた白銀の奇銃が振るわれ、そのアンダーレール部に備わった刃やいばが、迫る茴ウイ香カのナイフを紙細工のように粉砕した。


    「く──ッ！」


    　茴香は歯は噛がみする。アルベドとニグレド──レヴナント化してなお、ヘルカはエミュレイターの起動を可能としていたのだ。その事実を隠し通し、来たる好機を逃のがさぬために。


    　茴香はあわてて後方に飛び退すさりつつ、柄だけになったナイフを放り捨てて叫ぶ。


    「起動ステイク・ドライヴッ！」


    　スノウドロップが顕けん現げんすると同時に、ヘルカは両手に構えた二挺ちようの銃を続けざまに発砲した。


    　茴香は分厚いブレードを盾たてにすることで辛うじて銃撃を防ぐが、その動作はヘルカに再度の接近を許す致命的な隙と化していた。


    　茴香がスノウドロップを構え直すが、すでに遅い。


    「───が」


    　分厚いブレードの間を縫ぬって、蛇へびのごとく襲いかかってきた二つの刃が、茴香の両腕を今度こそ深く斬り裂いていた。


    



    　　　◇


    



    　頭上から振り下ろされた強きよう靭じんな獣の爪を、珊サン瑚ゴは機体を横滑りさせることで回避した。


    「むぅう……速いよぉ……」


    　タユゲテが不満も露あらわに頬ほおを膨ふくらませる。先ほどから獣が繰り出す爪も牙も、そのことごとくが空振りに終わっていた。


    「当たらねえよ、ゼブラフィッシュとは違う！」


    　広い路地を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る獣に、珊瑚も機体を猛然と走行させて追いすがる。珊瑚専用にチューニングされた機体の敏捷性は、一般的な軍用ＦＭＳとは比べるべくもない。


    「ならぁ……うねうねに、絡め取られちゃえ……」


    　立ち止まった獣の胴体から、軟体生物の触手が勢い良く飛び出してきた。その先端が珊瑚機の左マニピュレーターに絡み付き、その動きを完全に止める。──捕まった。


    「は──ならよ、力比べといこうぜ」


    　が、珊瑚は空いている右マニピュレーターで触手を掴むと、フットペダルを全開まで踏み込み、両手のアームレイカーを巧たくみに操作する。


    「あれれぇ……？」


    　タユゲテが首をひねる。地面に爪を突き立てた獣の体たい躯くが引きずられていく。


    　機械の馬力と生物のしなやかさを併せ持った、ＦＭＳの強靭な人工筋肉が唸うなる。機体がフルパワーで上半身を駆動させた。


    　タユゲテを背に乗せたまま、触手を引っ張られた獣の巨体が宙に浮かび上がった。そのまま為なす術すべなく振り回され、敵はビルの外壁に頭から突っ込む。


    「──起動ステイク・ドライヴ！」


    　すかさず珊サン瑚ゴが叫ぶと同時に、機体の右マニピュレーターに燐りん光こうが収束し機関砲が形成された。フルオートで放たれた火か線せんが、無防備な獣と少女の体をビルごと粉砕した。


    「……痛いぃ。痛いよぅ……」


    　弾倉が空になると同時に、舞い上がる粉ふん塵じんの向こうからタユゲテのすすり泣く声が聞こえた。その足下には肉にく塊かいと化した獣の残ざん骸がいが横たわり、タユゲテ自身も右半身を喪失している。


    　珊瑚はニヤリと笑う──エミュレイターならば火力は通る。


    　吹スイ芽ガとザイシャを当てにできない現状では、《七プレ姉イア妹デス》を完全に滅する方法はない。しかし、吹芽たちが狙撃を敢行するまでの足止め程度ならば問題ないと判断する。


    「……起きてぇ……」


    　タユゲテの呼びかける声に呼応して、獣の残骸がびくん、と蠕ぜん動どうした。同時にその全身から蚯蚓みみずのような体組織がうじゃうじゃと現れた。それらは瞬時に絡み合い、癒ゆ着ちやくし、獣の肉体をみるみるうちに再構成していく。


    「──野郎ッ！」


    　珊瑚は空になっていた弾倉を再形成し、タユゲテたちに再びフルオート掃そう射しやを浴びせた。ついに支柱を砕かれたビルが、轟ごう音おんと共に倒壊した。珊瑚は構わず砲弾を叩き込み続ける。


    「────』


    　弾が切れた。舞い上がる粉塵で塞ふさがれた視界を機体のカメラが映像補正し、珊瑚のＥｙＳアイスに投影する。


    　そして目まの当たりにした光景に、珊瑚は口元をひくりと引き攣つらせた。


    『無傷かよ……有り得ねぇ』


    　倒したはずの獣が、その背にタユゲテを乗せたまま、瓦が礫れきの中に悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。


    「──────────────────────[image: ]」


    　獣が高らかに吠える。自みずからと、その主に銃口を向けた愚か者への憎悪と憤ふん怒ぬを示すように。


    　珊瑚は舌打ちする──体組織を変化させたのか。ネレイスで対たい峙じした時や、たった数秒前よりもさらに強く、そして硬い物質に。


    「……今度はぁ……ボクたちの、番……」


    　全身の再生を終えたタユゲテが、間延びした声で戦闘の続行を告げていた。


    



    　　　◇


    



    　準備を終えた吹芽は、ザイシャの目の前に立ち、表情を引き締めて言った。


    「始めよう、ザイシャ」


    「──ええ」


    　健気に頷うなずくザイシャの背部には、《セブンス》のエネルギーラインを結集させたケーブルがすでに接続されている。これによって、ザイシャはこれまでのように《七プレ姉イア妹デス》の制御核による補助がなくとも、出力開放形態へのシフトチェンジが行えるはずだ。


    　地上から押し寄せる軍勢は、すでにシャフトの間近にまで迫っている。もはや時間はない。


    「起動ステイク・ドライブ───」


    　ザイシャに一歩歩み寄り、吹スイ芽ガは右手を掲げた。膝ひざをついたザイシャの胸に眩まばゆい輝きが灯ともり、銃じゆう把は状のパーツ──グリップとトリガーが出現する。


    「───《アステロペ》」


    　吹芽は右手でそのグリップを摑み、起動コードを静かに告げた。


    　ザイシャの肉体が燐りん光こうと共に霧む散さんし、吹芽が右腕に握るグリップを起点に収束していく。


    　数秒を経へて、ザイシャが兵器としての能力を余さず発揮するための戦闘形態が完成した。


    　吹芽の身の丈など遥かに上回る、長大な砲身を有した白はく亜あの砲──ザイシャの出力開放形態・アステロペの真の姿。


    「シフトチェンジできた……。ザイシャ──問題は？」


    〈……問題なしオールグリーン。あと六〇カウントで、砲撃可能〉


    　兵装本体から張り出した四本の姿勢制御用アンカーが、ヘリポートの床に深く喰い込んで固定した。アステロペに接合されたスコープを覗のぞき込んだ吹芽は、長く伸びた砲口を南方向──数千キロを隔へだてた海の向こうへと向けた。制御核を通してザイシャのシステムと同期し、極限まで鋭敏化された全ての感覚を総動員して、標的の姿を探す。


    「────」


    　果たして、それは数秒も経たずに見つかった。


    　吹芽の心臓がどくん、と大きく跳ね、全身から冷ややかな汗が滑り落ちる。足が震える。


    　約五〇〇〇キロメートルの距離を隔てて──白き異い形ぎようの構造物が、遥か天空を揺蕩たゆたっていた。


    「あれが──プシュケⅡ」


    　雲の隙間を悠ゆう然ぜんと進むいびつなシルエットは、空に浮かぶ魔城か、それとも枝と根を空間に張り巡らせた大樹といった風ふ情ぜいだ。恐怖を通り越して、もはや神々しさすら覚えるその巨大な威容は、幼かった吹芽が一〇年前に垣かい間ま見たプシュケと瓜二つであった。


    　茫ぼう然ぜんとする二人の元に、発信先不明の通信が突如として割り込んできた。


    『ガ、ガガ────久しぶりね───吹芽、ザイシャ────』


    　優しく心に染み渡るようなその声を、他の誰かと聞き間違えるはずもない。


    『本当に哀しいわ。私にそんな兵装ものを向けるなんて──私はあなたたちのことを、世界なんて滅ほろぼすほどに愛しているのに……』


    「黙れ。そんなこと、絶対にさせない」


    『絶対──ねぇ』


    　ふいに、直径一キロメートルは超えているであろう巨体から鑑かんがみれば、巨木に生えた新芽のごとく、あまりにささやかすぎる変化がプシュケⅡに起きた。


    　構造体の上部──枝の根本にあたる部位が小さく盛り上がり、徐々に人型を形成していく。


    　そうして現れたそれは、まさしく円マドカ燦サン華カその人であった。


    「ならば力尽くで止めてみなさい。……この私を、撃てるのならね」


    「──ふざけるな。そんなことをしてまでッ！」


    　吹スイ芽ガは、喉のどが張り裂けんばかりに激昂した。あえて人間であった頃の姿を晒さらすことで、燦華は揺さぶっている。未だ迷いを残しているザイシャの心を、記憶を、想い出を──弄もてあそんでいる。


    『ねぇ、本当に撃つの？　私はちゃんと、ここにいるのに』


    　長い髪を風に揺らしながら、燦華は悲嘆に暮れた瞳ひとみを吹芽たちに向けてくる。


    「……ザイシャ」


    〈───ぁ、え……？〉


    「ザイシャ！　しっかりしろッ！　砲撃準備ッ！」


    　ザイシャの動揺と困惑が、右腕と一体化した兵装を通して吹芽にも伝わっていた。その変調はアステロペのパラメーターにまで如実に反映されている。高まっていた出力がみるみる低下し、吹芽と直結した五感すらも蝕むしばみ始める。吹芽は鬼気迫る声で叫ぶ。


    「迷っちゃだめだ！　あんなのはもう母さんじゃない──ザイシャにだってわかるだろッ！」


    〈……だ、大丈夫。そんなこと、わかってる──！〉


    　決断と呼ぶには程遠い、何かに追い詰められるような、錯さく乱らんしきったザイシャの声。


    〈だって……私は、私たちはもう決めたの。あなたを──この手で倒すってッ！〉


    　ザイシャの声に、一握りの戦意が立ち戻った。ようやく覚悟を決めたのか、それとも現実から目を逸そらしただけか──いずれにせよ戦う意志を取り戻し、奇跡的に持ち直したアステロペは、低下していた機能をようやく持ち直す。


    〈全行程完了コンプリート──〉


    　そうして、アステロペの発射シークエンスが完了する。同時にザイシャが泣き叫ぶような声で告げた。


    〈───お願い。撃って、スイガ……！〉


    「当たり前だ……ッ！」


    　後は敵の脳核──わざわざ姿を現した無防備な燦華に照準を合わせて、引き金を絞るのみ。


    　しかし──。


    『──こう、かしらね──？』


    　そんな声と共に、燦華の右腕に巨大な兵装が構築されていた。


    　吹芽は愕がく然ぜんと目を見開く。


    　燦サン華カが生み出したのは、今吹スイ芽ガが撃ち放とうとしているモノと全く同一形状の──。


    



    『アステロペ──再構築完了リビルド・エンド』


    



    　妖よう艶えんな笑みと共に、燦華はかつて自身が駆っていた兵装を完全に再現していた。


    『ああ……久しぶりの感覚。憶おぼえている、ザイシャ？　これを使って、私たちは多くのものを吹き飛ばしたわね──死んだ人間も、生きている人間も』


    〈あ、ぁ────〉


    　今度こそ完かん膚ぷなき絶望に暮れたザイシャの声が、吹芽の耳元で響いていた。


    　燦華はどこか楽しそうに言う。


    『これは、聞き分けのない息子に対するお仕置きよ。……ああ、でも二人とも気を付けなさい？　一応、加減はするつもりだけれど──勢い余って、跡形もなく消し飛ばしてしまうかもしれないわ』


    　真紅色の瞳ひとみに見つめられた瞬間、吹芽の全身を、痛みすら伴う悪お寒かんが這はい回った。数多くの生命いのちを奪い続けた者だけが瞳に宿す強烈な殺気が、全身の自由すら絡め取っていく。


    「……何だ？」


    　その時、吹芽はアステロペの出力系の異常に気付き、表情を大きく歪ゆがめた。


    「何やってるザイシャ!?　シールドに回す出力の余裕なんてない──ただでさえ射程ぎりぎりなんだ！　弾が届かなくなるぞ！」


    〈だめ……今サンカに撃たれたら、あなたの生命は……！〉


    「撃たれる前に撃つ！　あっちはまだ充填を終えてないはずだッ！」


    〈でも……ッ！〉


    　吹芽の叱しつ咤たも、もはや今のザイシャには届いていない。


    　燦華の構えたアステロペの砲口に、太陽のそれにも似た輝きが迸ほとばしり始める。吹芽とザイシャが、今日に至るまであまねく脅威を打ち砕いてきたものと同じ光が、今にも二人を撃ち抜かんと獰どう猛もうな唸うなりを上げている。


    　吹芽の視界が闇やみに覆われていく。恐怖と絶望が、全ての気力を奪い取っていく。


    「僕は……」


    　それでも、顔を上げた。最後に残った一欠片かけらの戦意が、吹芽の体を手た繰ぐり動かしていた。


    　──燦華を撃つ。アステロペはすでに臨界状態に達している。撃たれる前に、プシュケⅡをこの世界から吹き飛ばすしかない。


    　守りたいものを守るために。


    「──ああああああああああッ！」


    　スコープに映る光点──燦華の脳核目掛けて、吹芽は絶叫と共に引き金を引く。


    　五〇〇〇キロメートルの距離を隔へだてて、世界を揺るがす二つの咆ほう哮こうが重なり、響き渡った。


    



    　　　◇


    



    　ヘルカの白はく刃じんが振るわれるたび、地面を赤い飛ひ沫まつが汚していく。あらゆる軌道から繰り出され続ける斬撃は、防ぐことなどまるで敵かなわず、茴ウイ香カの全身を確実に削そぎ取り続けていた。


    　全身から夥おびただしい量の血を流しながら、それでも茴香は、目の前にいる敵だけを見み据すえてブレードでの防御を続ける。


    「────ふッ！」


    　ヘルカの連撃が途切れた一瞬を突いて、茴香は好機とばかりに攻勢へと転じた。


    　重いブレードが生み出す遠心力を活かし、時に全身の筋力を駆く使しして慣性すら捻ねじ伏せ──目の前の敵を斬り伏せようと、その刃やいばを繰り出し続ける。


    　武器の剛性と膂りよ力りよくの両方で劣っていることを自覚しているヘルカは、あえて茴香の攻撃を受け止めず、巧たくみに後退しながら回避し続ける。やがてその背中が、背後のビルの壁に触れた。


    「せぁ──ッ！」


    　それを好機と見た茴香が、全霊の刺し突とつを繰り出す。


    　が、ヘルカは素早く姿勢を低くし、その巨大な刃から身を躱かわした。スノウドロップの剣先はヘルカを捉とらえられず、そのブレードは背後のビルの外壁を粉砕して、深々と突き刺さった。


    　決定的な隙を晒さらした獲物を前に、ヘルカの瞳ひとみが鋭く輝く。がら空きとなった茴香の心臓目掛けて、ヘルカは刺突を繰り出した。


    「────ッ！」


    　茴香は柄を握る両腕に力を込め、壁に突き刺さったままのスノウドロップを支点にして、全力で跳び上がった。ブレードの腹に着地し、足場代わりにしてさらに高く跳躍──同時にエミュレイターを緊急解除した。スノウドロップが粒子と化して霧む散さんする。


    「起動ステイク・ドライヴ……ッ！」


    　再起動。空中に占位した茴香の手に、再びスノウドロップが形成される。


    　自みずからの血で濡ぬれた茴香の頬ほおに、微かすかな笑みが浮かぶ──頭上を取った。


    「……！」


    　見上げるヘルカの表情が、初めて変化する。してやられた──そんな表情だ。


    　茴香は下方に銃口を向け、すかさずショットガンを連射した。ショットシェルの爆はぜる轟ごう音おんと閃ひらめくマズルフラッシュが、周囲の闇やみを乱暴に引き剥はがす。


    　降り注ぐ大量の散弾が、飛び退のいたヘルカの右腕と右脹ふくら脛はぎの一片を削り取る──ようやく目に見えるダメージを負わせた。


    「────」


    　が、未だ空中に留とどまる茴香もまた、無防備そのものであった。


    　ヘルカは地面を転がりながら、左腕のニグレドを連射する。


    　ブレードでの防御は間に合わない。とっさに顔面を庇かばった茴ウイ香カの左腕、そして右肩に想像を絶する衝撃と激痛が走った。防弾コートに内蔵された特殊樹脂が辛うじて弾頭の貫通を防いでいるが、炸さく裂れつする運動エネルギーは筋肉と骨を軋きしませ、意識すらも眩くらませる。


    「───まだッ」


    　──だめだ。ここで気を失うことは、全ての終わりを意味する。


    　茴香は気力を振り絞って意識を繋つなぎ止め、着地と同時に再びショットガンを撃つ。照準すらろくに定まっていない一撃はヘルカを捉とらえられず、散弾は闇やみへと消えていく。


    「予想よりはやるじゃないか、椚クヌギ」


    　ヘルカは無感動に告げると、あろうことか──両手に握ったエミュレイターを天高く放り投げた。同時に、地を這はうような疾走を開始する。


    　唐突な徒手格闘への切り替え。スノウドロップでは対応不能だ。茴香もとっさにエミュレイターを解除し、全身の激痛を堪こらえて構えを取る。


    　瞬時にして接敵したヘルカが、嵐のごとき猛攻を仕掛けてくる。手刀、拳けん槌つい、掌底、貫ぬき手て、刈り蹴けり、旋風脚──茴香は朦もう朧ろうとしながらも、その全てを辛うじて防ぎきる。


    　が、防御に手一杯となったことで生じた一瞬の空白に潜り込んだヘルカの左手が、茴香の腹にそっと添えられた。


    「──……ッ!?」


    　瞬間、腹の中で炸さく薬やくでも爆はぜたかのような衝撃と共に、茴香の体が後ろに吹き飛んだ。肺腑の空気を残らず絞り出され、肋ろつ骨こつがめきめきと音を立てる。


    　──寸すん勁けい。至し近きん距離から最低限のモーションによって繰り出される、中国武術における発はつ勁けいの一種である。


    「う、あ……」


    　しかし茴香は、なおも踏み止とどまった。血ち反へ吐どを吐き、たたらを踏みながら、それでも霞かすむ視界でかつての上官を睨にらみ付ける──諦あきらめてたまるものかと。


    　なぜかヘルカは追撃して来ない。その瞳ひとみが、点滅するように瞬またたき──。


    「────え？」


    　真上から雷撃のごとく撃ち放たれた二発の銃弾が、茴香の左肩と左腕を撃ち抜いていた。


    「惜しいな。もう少しで即死だったんだが」


    　ヘルカが抑揚のない声で呟つぶやく。


    「まさ、か──」


    　茴香の表情が歪ゆがむと同時に、空中から落下してきたアルベドとニグレドの刃やいばが地面に突き立つ。──さっき空中に放り投げたエミュレイターを遠隔発砲したとでもいうのか。最初から、このたった数十センチ四方の座標に自分を追い詰めることを想定した上で……。


    「終わりだ」


    　間かん髪はつ容いれず地面を蹴けり付けて接近したヘルカが、右手に生成したナイフを閃光のごとく突き出した。


    　すでに満まん身しん創そう痍いである茴ウイ香カに、回避など敵かなうはずもない。心臓目掛けて迫る刃先から逃げるように、辛うじて身を捻ひねるのが精一杯だった。


    「あ───」


    　肉厚のナイフが肋ろつ骨こつの間を縫ぬって侵入し、茴香の右胸を深々と貫いていた。


    　もはや痛みすら感じなかった。朦もう朧ろうとする意識の中、茴香はほとんど無意識のうちにヘルカの胴体を靴底で蹴り上げた。ナイフが引き抜かれ、二人の距離が離れる。


    「はぁ──は──」


    「急所を外したとはいえ、その負傷でまだ動くか。……戦意というよりもはや妄もう執しゆうだな。レヴナントよりもよほど死者レヴナントらしい」


    　さしものヘルカも、生前以上の虚無と冷酷さを秘めた瞳ひとみの中に、微かすかな驚愕を浮かばせる。


    「だが、もう諦あきらめろ。今の一撃で君の勝機は万に一つも失われた」


    「そんなこと──ありません」


    　胸から鮮血を迸ほとばしらせながら、茴香は息も絶え絶えにヘルカを睨にらみ据すえる。出血多量による身体機能の急低下に加え、右肺を貫かれたことで呼吸すら満足に行えていない。


    「……起動ステイク・ドライヴ……ッ」


    　それでも茴香は、戦う意志を捨ててはいなかった。──ここは絶対に通さない。ヘルカを野放しにすれば、戦況は一気に瓦解する。吹スイ芽ガとザイシャの邪魔は、決してさせない。


    「───？」


    　しかし、なおも尽きぬ闘志と裏腹に──茴香の血ち塗まみれの手の中に、彼女の唯一の武器であるスノウドロップは一向に構築されなかった。


    　茴香のＥｙＳアイスに表示されているのは、体内の疑似核とのリンクエラーを示すメッセージだった。その意味を悟った彼女の表情から、僅わずかな希望すら失われていく。


    「諦めろ、と言っただろう。──君の擬似核は、さっきの一撃で損傷した」


    　つまらなそうなヘルカの声は、死神の宣告と化して茴香の耳を静かに打っていた。


    「君はもう、二度とエミュレイターを使えない」


    「────」


    　ついに、全ての武器を失った。茴香の闘志を繋つないでいた最後の糸が切れ、その場に膝ひざをつく。


    　ヘルカは悠ゆう然ぜんと茴香の目の前に歩み寄り、武器を振りかぶりながら冷然と告げた。


    「これで幕だ──君は実に、出来の悪い教え子だった」


    



    　　　◇


    



    「らぁッ！」


    　珊サン瑚ゴ機は、新たに形成した巨大なファイティングナイフを右マニピュレーターに把は持じし、飛びかかってくる獣の脳天目掛けて振り下ろした。


    　しかし黒い獣の表皮は、強きよう靭じんな人工筋肉によって繰り出された疑似粒子製の刃やいばすら、難なく弾き返してしまう。文字通り、まるで歯が立たない。


    「……六枚目ぇ……」


    　タユゲテの楽しげな声と共に獣が前脚を振るい、漆黒のＦＭＳの左肩部装甲を引き剥はがした。激しい衝撃がまたもやコクピットを襲い、珊瑚の脳のう髄ずいを乱暴に揺さぶる。


    「──嬲なぶり殺し、かよ。いい趣味してんじゃねえか」


    　珊瑚の駆るランブルフィッシュの勇姿は、もはや見る影もなかった。全身の装甲がひしゃげて剥はく落らくし、関節部のところどころからは火花が噴き出ている。ＥｙＳアイスに表示された機体各部のステータスが異常値を示しており、早急な戦闘停止を求めるエラーメッセージを吐き出していた。


    　敵の攻撃は全てが必殺の威力であり、珊瑚の攻撃は一撃も通らない。


    　ゆえに、その醜態は当然の帰結であった。


    「……次、いくよぉ。えぇと、な、な──あれぇ？　次は何枚目だっけぇ……？」


    　タユゲテを乗せた獣が、再び疾走を開始する。その背中から触手がうねりながら飛び出し、珊瑚の機体に回避動作を取る暇いとますら与えず、その左脚部に巻き付いた。


    「──まあ、いっかぁ。もうめんどくさいからぁ……」


    「……なッ」


    　珊瑚が狼ろう狽ばいの声を漏らす。触手が信じられない膂りよ力りよくで引っ張られた。とっさにナイフを振り下ろすが、触手は切断できない。バランサーが限界を超え、珊瑚の機体を無ぶ様ざまに転倒させる。


    　全長三メートルもの機体が難なく宙に持ち上げられ、振り子のように振り回された。


    「さっきのお返し……壊れちゃえ」


    　触手が無慈悲に振り下ろされる。ビルに叩き付けられた機体が、床と壁面を破砕しながら落下し、やがて背中から地面に激突した。


    「がッ……！」


    　機体のフレームが歪ゆがみ、ただでさえ狭いコクピットをさらに圧迫する。激しい加速度と衝撃が珊瑚の体を容よう赦しやなく押しつぶし、口から大量の鮮血を溢あふれさせた。埋まい葬そう官かんの肉体でなければ、とうに即死しているダメージ。


    「えへへぇ……ボクたちの、勝ちぃ……」


    　沈黙した機体に向かって、巨大な獣がゆっくりと歩み寄ってくる。


    「お兄ちゃんも……ボクのお人形に、してあげるね……」


    「……そいつぁ、魅力的な、提案だ……」


    　無む邪じや気きに告げるタユゲテの声を、辛うじて生きていた集音センサーが珊サン瑚ゴの耳まで届けた。


    　機体はすでに行動不能になっていた。辛うじて無事なのは、機体を統括制御する中枢系のみ。しかし駆動系が残らず破損している以上、これ以上の戦闘はおろか、逃走すら望むべくもない。


    「────は。一巻の終わり、ってヤツか……」


    　自みずからの血に溺おぼれながら、珊瑚は苦笑と共にぼやいた。真っ赤に染まった視界は、ＥｙＳアイスに映し出されたエラーメッセージのウインドウか、それとも自身の目がすでに何も映していないだけなのか──珊瑚にはもう、わからない。


    　内臓のいくつかは破裂し、全身の骨は砕けている。スクラップと化した機体はもう動かない。


    　もはや、為なす術すべなど残されてはいなかった。


    「────」


    　死を待つだけとなった肉体が、珊瑚にいつかの記憶を思い起こさせる。


    　それは幼き頃の想い出でも、自分を残して逃げるように死んだ父との記憶でもなく──たった先ほど聞いたばかりの、誰かの言葉だった。


    



    〝──ありがとう。珊瑚と出逢えて、良かった〟


    



    　珊瑚は思わず苦笑する。


    　欠陥品の兵器を生み出し、結果的に多くの人々を殺した父親と、その忘れ形見ＦＭＳへの憎悪──珊瑚を長らく縛り続けてきた過去の鎖よりも、ずっと力強く、そして心ここ地ち良い熱量が、全身を駆け巡っている。


    「……感化、されちまったのかね」


    　途切れかけていた心臓の鼓こ動どうが、再び脈打つような感覚。


    　珊瑚は折れかけた腕を、再びアームレイカーへと運ぶ。体内の擬似核とシステムリンク。


    　どれだけ追い詰められようと、これだけは使いたくなかった。もうこの機体に、罪のない誰かを傷付けさせたくなかった。人類の存続と平和を願って生み出された機体に、望まぬ罪を重ねさせたくはなかった。それでも──。


    「起動ステイク・ドライヴ。コード・イマージ──」


    　掠かすれた声が、最後の力を振り絞るように、エミュレイターの起動を促す。


    　追加コード入力。サブジェネレーター・リミッターオフ。シフトチェンジ──開始スタート。


    



    「──《エマージェンス》」


    



    　　　◇


    



    「…………う」


    　屋上に倒れ伏していたザイシャは、全身を襲う痛みに耐えながら、よろよろと立ち上がった。出力開放形態はいつの間にか解除されており、その姿は普段の少女に戻っている。


    　燦サン華カの砲撃に晒さらされたヘリポートは、見るも無む惨ざんな光景となっていた。床には深い亀き裂れつがいくつも走り、シャフトの外壁は無数の穴が穿うがたれている。崩ほう落らくもあわやといった有様であった。


    「スイガ、は……？」


    　粉ふん塵じんの立ち込める中、霞かすむ視界を懸命に巡らせて、必死に吹スイ芽ガの姿を捜す。焦しよう燥そうのあまり、制御核の反応を検索すれば済む話であることすら気付けないまま。


    　砲撃の瞬間、ザイシャはとっさに粒子シールドを展開していた。シャフトが吹き飛ばされずに済んだのは、ひとえにその恩恵である。


    「！　……スイガ」


    　──その姿を見つけたと同時に、ザイシャの胸を安あん堵どが満たした。


    　少し離れた場所で、吹芽はうつ伏せに倒れていた。ザイシャはあわてて駆け寄り、名前を呼びながら、脱力した吹芽の体を抱き起こす。


    「───スイガ？」


    　ぬらりと生温かい感触を掌てのひらに覚えた瞬間、ザイシャは顔面蒼そう白はくになった。


    　吹芽は意識を失っている。そしてその胴体や腕には、吹き飛ばされたいくつもの手すりや構造材の破片が深々と突き刺さっていた。中には背中まで貫通しているものまである。


    　埋まい葬そう官かんの肉体をもってしても、助かる見込みなどない──完全な致ち命めい傷しようだった。


    「嘘うそ。嘘、やだ──……スイガ！」


    　悲痛な絶叫がヘリポートに響き渡る。吹芽の体から溢あふれ続ける鮮血が、ザイシャの全身をみるみる真っ赤に染め上げていく。


    「スイガ、起きてッ！　スイガぁ……」


    　その時、ザイシャの耳元に何者かからの通信が届いた。


    



    『ありがとう、ザイシャ。あなたなら吹芽を守ってくれると信じていたわ』


    



    「────」


    　冷たくなっていく吹芽の体を抱き締めながら、ザイシャは押し寄せる恐怖に全身を縛られて動けなくなった。あれだけ焦がれ、求め続けてきた最愛の人の声が、今はただ恐ろしい。


    「サン、カ……」


    　──やはり仕留めきれてはいなかった。ザイシャがシールドを展開するためにエネルギーを消費したことで、アステロペの砲弾は紙一ひと重えでプシュケⅡに届かなかったのだ。


    『恥じることはないわ。どのみちあなたがシールドを張らなければ、その人工島もろとも、残らず吹き飛んでいたんだから……あなたは《セブンス》を救った英雄よ』


    「そんな……」


    　救護はまだ来ない。シャフトの上層全体が砲撃による被害を受けたことで、あらゆる設備が損なわれ、誰もヘリポートに上がってくることができないのだ。


    『これでよくわかったでしょう。吹スイ芽ガは聞き分けのない子だった。だからこうするしかなかった。──あなたは違うわね、ザイシャ？』


    「私は……違う？」


    『そう。あなたはオディルで、私の理想を受け容れてくれた。吹芽のせいで、うやむやになってしまったけれど──』


    　ザイシャは思い出していた。


    　争いも憎しみも、苦しみも悲しみも、全てが根絶された理想郷。静かな世界で──いつまでも、愛する者たちと一緒にいられる未来。


    　あの時、差し伸ばされた燦サン華カの手を、ザイシャは確かに自分から取ろうとした。


    『吹芽はもう助からない。だから、せめてあなたは自分の意志で死を選びなさい。ほら──安息の足音が、すぐ近くにまで来ているわ』


    「───ギィ──」


    　異音がザイシャの耳に届く。ヘリポートに現れたのは、巨大な蟷螂かまきりとしか形容しようのない何かだった。防衛ラインを掻かい潜ったタユゲテの眷けん属ぞくのうち、一匹がシャフトをよじ登り、ついに屋上へと達したのだ。


    『寂しくなんてないわ、ザイシャ。全て終わらせたら、必ず迎えに行く。……だから安心して、吹芽と一緒に楽になりなさい』


    　蟷螂はすでに、ザイシャの眼前に迫っていた。その頭部だけが辛うじて人間の面おも影かげを残しており、飛び出しかけた虚うつろな紅あかい眼球が、じっと彼女を見つめている。


    「──スイガ」


    　ザイシャは静かに瞼まぶたを閉じた。その顔から表情が抜け落ちていく。ぴくりとも動かない吹芽の体を抱き締める。楽になれるのなら、それで良いと思った。


    「キィイ──」


    　ザイシャの胸目掛けて鋭利な鎌が振り下ろされた。一秒後に迫った死を、ザイシャは心から受け容れていた。もう戦わなくていい。これで好きな人たちと永えい劫ごう、一緒にいられると。


    「───ふざけるな」


    　誰かが、そんな罵ば倒とうと共にザイシャの体を突き飛ばしていた。構わず振り下ろされた鎌が、ザイシャを庇かばったその人物の胸に食い込み、背中まで貫く。飛び散った血がザイシャの顔に振りかかった。茫ぼう然ぜんと目を見開き、ザイシャは自みずからを庇った少年の横顔を凝視する。


    「……スイガ？」


    「────」


    　吹スイ芽ガは自身の胸を貫いた鎌を左手で押さえ付けながら、右手を持ち上げた。


    　白いスナイパーライフルが召喚され、その銃口が蟷螂かまきりの頭部に突き付けられる。銃声が轟とどろく。至し近きん距離から撃ち出されたマグナム弾は敵の頭部を粉砕し、やがて残った肉体をも霧む散さんさせた。


    　吹芽は口の中に溜たまった血を吐き出すと、通信機に向かって決然と言う。


    「──おまえなんかに、ザイシャは渡さない」


    『……吹芽。あなた、まだ──』


    　吹芽は一方的に回線を切ると、青あお褪ざめた顔をザイシャに向けた。


    「だめじゃないか、ザイシャ……ちゃんと立って、戦わなくちゃ……」


    　吹芽は激しく咳せき込んだ。くの字に折った体を激しく上下させ、びちゃびちゃと鮮血を撒まき散らす。胸からも大量の血が迸ほとばしり、ヘリポートの床を瞬またたく間に汚した。


    「スイガ！」


    　吹芽はひゅうひゅうと弱々しく喉のどを鳴らしながら、涙を浮かべて詰め寄ってきたザイシャに向かって気丈に笑ってみせる。


    「……大丈夫。まだ、何とか──戦える」


    「戦えるって──あなた、自分の体がどうなってるかわからないの!?」


    　その上半身には無数の破片が突き刺さったまま、今も大量の血が滴したたり落ち続けている。


    　吹芽がまだ助かるかもしれないという希望と、相変わらずの度を越した無謀さに対する怒り──相あい反はんする二つの感情が、ただでさえ混乱したザイシャの心を余計に掻かき乱す。


    「ふざけないで！　いいから早く手当てを──」


    「そんな暇ないだろ。今度こそ、プシュケⅡを──確実に撃ち抜かないと」


    　息も絶え絶えの吹芽が、当然のように発したその一言に、ザイシャの頭は真っ白になった。


    「……何を、言ってるの？」


    「何って……アイツを、やっつけないと……」


    「もう《セブンス》のエネルギーは使い切ったでしょう!?　《七プレ姉イア妹デス》の制御核もない以上、出力開放形態にはもうシフトチェンジできない──サンカを倒す方法なんて、もう一つも……」


    「制御核なら、ここにある」


    「ここ、って──」


    　何を言っているのか一瞬理解できず、ザイシャは人形のように立ち尽くす。


    「次が、最後の一撃ラストシヨツトになる。準備はいい──ザイシャ？」


    　そう言って、吹芽が震える手で示していたのは、血ち塗まみれになった彼自身の胸だった。


    



    　　　◇


    



    　目の前の光景を、タユゲテは信じられないといった瞳ひとみで見つめていた。


    「……なぁに？　これ──」


    　スクラップと化していたはずの珊サン瑚ゴの機体が、墓場から蘇よみがえる屍体のごとく立ち上がっていた。


    　外装が剥はく落らくし、剥むき出しとなっていたはずの機体フレームに、粒子が超高速で収束──みるみるうちに新たな鎧アーマーを構築していく。


    「──は、ははは。ははははははは」


    　血ち塗まみれの珊瑚の口から哄こう笑しようが溢あふれ出る。胸が熱い。それは体内の擬似核が発する、燃え尽きる間際の蝋ろう燭そくにも似た執念の炎か。


    　漆黒の粒子は、黙示録の蝗いなごが群がるがごとく、機体全体を覆い尽くしていく。破損していたはずのマニピュレーターが鋭い鉤かぎ爪づめと化し、左右に大きく開かれた。


    　元のランブルフィッシュとは似ても似つかない、鋭角で構成された禍まが々まがしいシルエット。


    　シフトチェンジ完了。


    　機体のカメラアイが──レヴナントのごとき、真紅色の輝きを灯ともしてタユゲテを睨にらんでいた。


    「なに、これぇ……こんなぁ、こんなの……！」


    　タユゲテの表情が、初めて明確な恐怖で凍り付く。


    　その現象を能力として組み込まれたタユゲテだからこそ、本能的に感じ取れた畏れであった。


    　今、彼女の目の前で起きている光景はまさしく、ＦＭＳの突然変異なのだから。


    「待たせたな。最初で最後の、テメエの晴れ舞台だ……」


    　珊瑚の喉のどが、かつて父が生み出した呪われし機体の、本来のコードネームを叫んだ。


    「行くぞ──《ヒルシュケーファ》！」


    　騎手の命令に呼応するように、漆黒の機体が夜空に向かって吠えた。


    　ヒルシュケーファが猛然と走行を開始する。これまでのホバー走行ではなく、二本の脚部の駆動によって生み出される、野生動物のそれにも似たしなやかな高速疾走。


    「え、え、え……？」


    　タユゲテが狼ろう狽ばいする。急激に上昇した機体の反応速度は、これまでの比ではなかった。


    　一瞬で接敵したヒルシュケーファが、超振動破壊兵器と化した鉤爪を振るった。砲弾すら弾き返す強きよう靭じんさを誇っていた獣の鱗うろこが、薄紙か何かのように軽々と引き裂かれ、千切れた前脚が宙を舞う。


    　珊瑚に搭載されたエミュレイター──コード・イマージの正体は、ＦＭＳ専用の兵装を構築するだけの能力ではない。


    　その真価こそ、機体に設けられた安全装置を完全解除するための追加コード。


    　その名も、コードイマージ・エマージェンスである。


    　二年前、ヒルシュケーファの暴走時に完全破壊されたはずの中枢ユニット──永えい劫ごうに失われたはずだった未知の機構を、珊瑚の脳のう髄ずいが疑似再現したエミュレイター。


    　多くの犠牲者を出した二年前の再現を恐れていた珊瑚が、今日までついぞ一度も起動できなかった、失われし悲劇のＦＭＳの最終形態である。


    「ひ、ひぃ……っ！」


    　タユゲテは情けない声を上げながら、獣の体内にずぶずぶと潜り込んでいく。


    「────────────────────[image: ]」


    　同時に、獣が高らかと吠えた。これまで一人と一匹だった敵が、ついに完全なる一つの凶獣と化し、これまで以上の俊敏さで地面を蹴けり立てる。


    　しかしその疾走に、ヒルシュケーファはいとも容た易やすく追いついていた。その脚部が弧こを描いて振るわれ、横殴りに蹴り付けられた獣がたまらず弾け飛ぶ。


    　すかさず体勢を立て直した獣の背から、二本の触手が伸び、左右から同時に機体へと襲いかかった。


    「トロいんだよ……！」


    　珊サン瑚ゴは即座に機体を跳躍させて回避。同時に、右マニピュレーターから巨大な正三角柱の構造体を生成、射出した。


    　柱側面のハッチが空中で開き──格納されていた無数のコンパクト・ミサイルが一斉に撃ち放たれた。降り注ぐ爆薬の雨が余さず獣を直撃し、市街地もろとも炎上させる。


    「────はぁ」


    　機体の手た綱づなを握り続ける珊瑚の鼻から、口から、目から──止めどなく血が溢あふれ出ている。


    　あまりに激しすぎる機動性と、エミュレイターの過か剰じよう稼働による急激な脳負荷。それらは珊瑚の肉体と精神を、秒刻みで蝕むしばみ続けていた。


    　珊瑚の生命いのちを薪たきぎにして、ヒルシュケーファの出力はなおも上昇を続けていく。


    「これが──」


    　擬似核を通して機体から際限なく流れ込んでくる、理由なき破壊衝動。呑のまれそうになる意識を、絶え間なく全身を襲う激痛が再び正気へと引き戻す。


    「──ああ。これが、おまえか」


    　珊瑚は再び機体を疾走させて接敵し、身動きのできなくなっている獣に向かって鉤かぎ爪づめを振り下ろす。何度も何度も、肉片を通り越して塵じん芥かいと化すまで──。


    「たす……けてぇ──怖いよぉ、助けてよぉ……」


    　やがて獣の残ざん骸がいの中から、胎たい児じのように体を丸めたタユゲテの姿が覗のぞいた。


    「──助けて助けて早く助けて──お友達でしょお……っ!?」


    　タユゲテが泣きじゃくりながら訴える。その懇こん願がんは珊瑚ではなく、すでに遠く離れた場所で戦っているヘルカへと向けられたものだった。


    「あいにくテメエのお友達は、俺の仲間とやり合ってるよ」


    　珊瑚のＥｙＳアイスに、機体の活動限界を告げる警告メッセージが表示された。


    　残り稼働時間──三〇秒。


    「……充分だ」


    　ヒルシュケーファが、ぎちぎちと不気味な音を立てながら右腕部を振りかぶる。その手首から先が猛烈な高速回転を開始し、その鉤かぎ爪づめは兇悪な切削兵器と化していた。


    「あ、あ、あ、ああああ────やだ、やだ、やだ、やだ────」


    　恐怖でがたがたと全身を震わせる幼い少女に向かって、珊サン瑚ゴは躊ちゆう躇ちよなくそれを振り下ろす。


    「───お仕置きの時間だ、お嬢ちゃん」


    「──────………………………………！！！！！！！！！！！！！！！！」


    　声にならぬ凄絶な悲鳴が、夜の市街地にこだました。


    《七プレ姉イア妹デス》は確かに不死身である。レヴナントの再生能力を無効化するエミュレイターですら、彼女たちを滅ほろぼすことはできない。


    　しかし《七プレ姉イア妹デス》たちが肉体に感じる痛みや苦痛そのものは、通常の人間と何ら変わりない。力で劣る人間が、彼女らの手た綱づなを握るためにあえて残した機能だからだ。


    　──ならば、生きながらにして全身を摩すり下ろされる痛苦とは、果たして如何なる地獄なのか。粉砕されては再生し、粉砕されては再生し──常人ならば一瞬で精神を崩壊させかねない酸鼻極まる苦しみを、本来争いを好まぬ少女が果たしてどれだけの時間、耐えられるというのか。


    　珊瑚は同情などいっさい抱いだかなかった。


    　あるのは一人の埋まい葬そう官かんとしての矜きよう持じ。呪われし機体を生んだ父への憎悪と、一欠片かけらの敬意。そして、仲間たちを守ろうとする確固たる決意のみ。
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    　カウント──五、四、三、二、一──ゼロ。システム・オールダウン。


    　ヒルシュケーファのカメラアイから光が失うせ、粒子で構成された外装が霧む散さんした。機体は鉄の屍しかばねへと立ち戻り、今度こそ完全に活動を停止する。


    「…………………………────────」


    　タユゲテの肉体は、たった数秒の間に、数千回の粉砕と再生を繰り返していた。


    　その肉体はすでに元通りなれど──彼女の瞳ひとみから光は失われ、すでに理性を宿してはいない。


    「……お疲れさん、ヒルシュケーファ」


    　珊サン瑚ゴはげほげほと血の塊かたまりを吐きながら、一人歯を剥むき出して笑みを浮かべた。


    　これまで機体とリンクしていたことで白熱していた肉体が、急速に冷めていく。内臓の損傷は著いちじるしい。全身の骨は折れている。珊瑚の視界は、もはや何も映していなかった。


    「──ま、カッチョイイ先輩としての……面目は、一応、保てたかねェ──」


    　後悔はない、と言えば嘘うそになる。もしも珊瑚がこの場で息絶えれば、仲間たちはきっと、どうしようもないほどに悲しむだろう。この残酷な世界で生きるには、彼らはあまりに純粋で、弱くて、優しすぎる。


    　それでも、責務は果たせたと──。


    　──熱も痛みも失せて透き通った心で、素直にそう思うことができた。


    「何だ……後悔なんざ、残って、ねえじゃ……ねぇ、か──……」


    　アームレイカーから珊瑚の手がずるりと滑り落ち、それきり動かなくなった。


    



    　　　◇


    



    　かつての教え子に引導を渡そうと振りかぶられたヘルカの腕は、見えない鎖に縛られたように、ぴたりと空中で制止していた。


    　ヘルカは弾かれたように大きく後退する。得え体たいの知れない悪い予感が、ヘルカの兵士としての本能に訴えかけていた。


    「────」


    　ヘルカに危機感を抱いだかせたのは、真っすぐ注がれる茴ウイ香カの視線だった。


    　全身を砕かれ、刺し貫かれ、鮮血を垂れ流しながら──茴香の瞳は色いろ褪あせていなかった。揺るぎない決意を秘めた瞳が煌こう々こうと輝き、目の前の敵だけをひたと見つめている。


    「……くだらん」


    　ヘルカの脳裏に、遥か生前の映像──サラーブの教官だった頃の記憶がふと蘇る。


    　どこかから『調達』され、ヘルカによって強力な兵士として育成された幼い子供たち──吸血鬼ムブタズの瞳に宿るのは、冷徹な殺意と、全てを奪われた諦てい観かんのみだった。


    　その瞳に見つめられるたび、ヘルカは鏡を見ているような気分に襲われた。


    　過去も未来も失った目。命じられるがまま他者の生命いのちを蹂じゆう躙りんするだけの、血に飢えた殺人者の瞳ひとみ。子供たちは、ヘルカという虚無の写し身であった。そしてそれこそが、兵士としての適性だった。何も感じず何も痛まず、研ぎ澄まされた力をもって敵の生き血を啜すする吸血鬼ムブタズ……。


    　その本質は、目の前の少女も──椚クヌギ茴ウイ香カとて変わらぬはずであった。ケルフィナ・オズロワによって全てを奪われ、その憎悪のはけ口を、戦いと痛みの中だけに求めた哀れな少女。


    　だというのに──。


    「ヘルカ・カーリアイネン……あなたを、彼らのもとへは行かせない」


    　茴香は壊れた機械のように立ち上がりながら、涸かれた声で言う。


    「ここから先は──誇りある者たちの聖戦です。吹スイ芽ガたちの戦いに手を出す資格など……あなたごときには、ありません──！」


    「……何なのだ、君は」


    　ヘルカの口から漏れたのは、行き場のない疑問であった。武器も希望も失いながら、目の前の少女はなぜ、そんな強い目でいられるのか。


    　ヘルカは左腕に把は持じしたニグレドの銃口を、茴香に照準した。レヴナントと化して刻まれた生者への殺さつ戮りく本能は、かつての教え子に対しても一片の憐あわれみすら抱いだかせない。


    「────起動ステイク・ドライヴ」


    　茴香は微み塵じんも臆した様子なく、両手を頭上に掲げてそう呟つぶやいた。擬似核を破壊した以上、その手の中には当然エミュレイターは構築されない。少女はもう、二度とレヴナントに立ち向かうことはできない。


    「恐怖でおかしくなったかね」


    　かつての部下が見せた愚かさに、ヘルカは失望と共に呆あきれ返った。有りもしない希望にすがるなど、吸血鬼ムブタズにあるまじき脆ぜい弱じやくさだ。


    　引き金にかけた人差し指に、ヘルカは躊ちゆう躇ちよなく力を込めていく。その不快な瞳ごと──顔面を吹き飛ばす。それで、この無益な戦いは終わる──。


    「───な」


    　しかし次の瞬間、ヘルカは驚愕のあまり両目を見開いた。


    　頭上に振りかぶられた茴香の両手の中に、目も眩くらむほどに鮮やかな光の柱が現れていた。見間違えるはずもない──励れい起き状態の擬似粒子が放つ、エミュレイター形成時の発光現象。


    　幻想めいたその光は、みるみるうちに実体をなし──ついには彼女の身の丈の優に五倍もの刃渡りを持つ、巨大なブレードを構築していた。


    　ヘルカは絶句する。スノウドロップ──ではない。シルエットだけは辛うじて原型を残しているものの、その膨ぼう大だいな質量もいびつな形状も、あくまで携けい行こう兵器としての域を出なかったスノウドロップとは比較にすらならない。


    「有り得ん」


    　ヘルカは密ひそかに息を呑のんだ。エミュレイターの全機能を統括制御する擬似核は、確かに損傷したはずだ。強力な兵器でこそあるものの、その正体はたかが精密機械である。故障すれば機能を失い、ただのガラクタへと成り果てる。


    　総和数トンもの巨大な鉄塊を、茴ウイ香カは全身の筋力を駆く使しして、力強く把は持じしていた。その足下は半ば地面にめり込み、燐りん光こうと化した疑似粒子が、傷口から夥おびただしい量の血と共に立ち上り、頭上の大剣に吸い込まれて収束していく。


    「……エミュレイターは、所持者の心の在り方を形にした兵器です」


    「────」


    「だからこれは、きっと人間ひとの意志の力。たとえ地獄のような世界でも、仲間たちと共に歩いていきたいと──そう願ったわたしの、魂の熱量の具現……」


    　にわかには信じがたい現象を前にして、ヘルカの頭に一つの仮説が浮かんだ。


    　茴香の体内の疑似核は、完全に粉砕されたわけではない。ならば──損傷した擬似核の演算機能を、生身の脳が一時的に代行しているとしたら。


    「馬鹿な──君の脳が灼やけ落ちるぞ」


    「生きる屍レヴナントと化したあなたには、もう理解できないでしょう……」


    　茴香は口の端から血を溢こぼし、肉体を襲う壮絶な苦痛に歯を食いしばって耐えながら、決然と前だけを見て言い放つ。


    「こんな所で死にたくない……そんな儚はかなくて、何よりも強烈な感情を」


    　茴香が両腕に、ぎちりと力を込める。夜空を衝つく巨大なブレードが傾き、ところどころ崩れかけたいびつな刃やいばが、佇たたずむヘルカを照準した。


    「──あなたはここで、わたしが倒します……ッ！」


    　茴香は吠えながら、自みずから作り出した血溜だまりを大きく踏み締め、大剣を全力で振り下ろした。


    　満まん身しん創そう痍いの身から繰り出された超重兵器による一いつ閃せんは、ヘルカにとってみれば、あくびが出るほどにのろまな一撃だった。気丈を装よそおっているものの、もはや茴香に余力はあるまい。ヘルカが一歩横にずれるだけで、過か剰じようなまでに巨大化したブレードは虚むなしく地面を叩き割り、茴香は二撃目を許されることなく、首を刎はねられて殺されるだろう。


    「──無駄だ」


    　しかしヘルカは両脚を踏み締め、右腕のアルベドと左腕のニグレドを頭上で交差していた。


    　眼前に迫る一撃を無ぶ様ざまに避けることは、茴香が口にした意志の力などという──魂の熱量などという、曖あい昧まいな妄もう言げんを肯定することに繋つながる。


    　──認められるものか。慈悲も希望もない戦場をひたすらに駆け続け、ついには多くの子供たちを死地へと送り出す死神の役目を負わされたヘルカの生涯。


    　どれだけ時が経とうと、魂に染み付いて褪あせることのなかった虚うろのような絶望が、レヴナントと化してようやく消えた。


    　死は安あん寧ねいだ。死してようやく辿たどり着いたその境地を──こんな所で手放せるものか。


    　刃やいばが衝突した。


    「な」


    　アルベドとニグレドの刃が、飴あめ細工のように砕ける。防御を突破した一いつ閃せんが、ヘルカの右肩口から左脇わき腹ばらにかけてを通り抜け、袈け裟さ斬りにする。


    　振り下ろされたブレードは地面を深く抉えぐってようやく止まり──やがて、跡あと形かたもなく霧む散さんした。損傷した演算機能を担っていた茴ウイ香カの脳が、ついに限界を迎えたのだ。


    「────が」


    　切断されたヘルカの上半身が滑り落ち、どちゃりと音を立てて床に転がる。タユゲテの制御核は完全に破壊され、ヘルカ自身の脳核も半ばを削り取られていた。


    「──わたしの、勝ちです。ヘルカ・カーリアイネン」


    　茴香は全身から血を滴したたらせながら、乾いた声で宣告した。


    　頭部と胴体の一部だけという有様と化したヘルカが、小さく頷うなずく。


    「やはり君は……出来の悪い教え子だ。教官の想定を超えるなど──戦場では、生命いのち取りでしかない」


    　ヘルカの表情が微かすかに綻ほころんだ。


    「──さすがは私が育てた、吸血鬼ムブタズだな……」


    「……違います」


    　皮肉とも挑発とも取れるヘルカの言葉を、茴香は一言で切り捨てた。


    「あなたは自分が鍛えた子供たちを、そんな無慈悲な名で呼べる人間ではありません」


    「……何？」


    　眉まゆをひそめるヘルカを、茴香は真っすぐに見つめながら言う。


    「あなたは確かに、かつてサラーブの《教官》として、多くの少年兵と少女兵を育て上げた。ケルフィナと同じような存在を、あなたが生み出した」


    「────」


    「……けれど、それはあなたが一人でも多くの子供に生き残ってほしいと願ったから。兵士として生きる運命を押し付けられた子供たちに、一握りの希望を与えたかったから」


    　予想外の茴香の言葉に、ヘルカはさも可お笑かしそうに喉のどを鳴らした。


    「──妄もう言げんだな。なぜ君に、そんなことが言えるのかね」


    「さっき、吹スイ芽ガから聞きました。あなたは彼にこう言った──『自分たちが生き残ることを最優先に考えろ』と」


    「……当然だ。《七プレ姉イア妹デス》を撃滅する唯一の手段である彼らを、みすみす死なせるわけにはいかなかった」


    「違います。ただ言うことを聞かせたいのなら、他にいくらでもやりようはあった。──あなたが彼らに対して、兵器としての価値しか見み出いだしていなかったのなら……そんな言葉は、きっと出てこない」


    　茴ウイ香カは途切れ途切れの、弱々しい声で言う。


    「ヘルカ。あなたがエミュレイターによって若い頃の肉体を取り戻したのは──自分自身への罰のためなのではないですか？」


    「────」


    「多くの人間を殺め、多くの子供たちを戦場に送り出した自分には、時の流れなどという穏やかな死は許されないと──そう思ったあなたの心が、無意識のうちに課した罰……」


    「……戯ざれ言ごとだ」


    　ヘルカ自身ですら思い出せない。心などという曖あい昧まいなものは。


    　幼い頃に拐さらわれ、ぬいぐるみの代わりに大きな銃を持って、多くの人を殺した。戦えなくなってからも、組織に命じられたからという理由だけで、多くの子供を戦場に送り出した。


    　自身の心など、とうの昔に戦場で見失っていた。砂漠の冷たい夜の中に、いつの日からか、置き去りにしてしまった。


    　ヘルカの心は、永遠に明けない夜の中に埋もれていた。もう決して、戻っては来ない。


    「……わたしは、生きたい」


    　茴香が嗚お咽えつを漏らす。両の瞳ひとみから止めどなく涙をこぼしながら、彼女は泣いていた。
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    「ケルフィナに、スノウに、《家族ペルヘ》の皆に──あなたに救ってもらった生命いのちを、無駄にしないために──何としてでも、生きたかった」


    　どこまでも透明な、ヘルカにとってあまりにも輝かしく温かい、その瞳ひとみ。


    　かつて彼女が育て上げた吸血鬼ムブタズたちが決して持ち合わせることのなかった──いつか来る夜明けを信じて、眩まばゆい未来だけを見み据すえる強い瞳がそこにあった。


    　この生命力に満ち溢あふれた高潔な瞳にこそ、先ほどヘルカは恐れを抱いだいたのだ。


    「ああ、何だ──」


    　ヘルカは、少女のように笑っていた。


    　死して蘇よみがえり、空っぽの胸の中にようやく戻ってきた一握りの心を抱えて、ただ幸福そうに。


    



    「───夜が、明けたじゃないか」


    



    　ガラクタのような人生の最期に現れてくれたのが茴ウイ香カであることに感謝しながら、ヘルカ・カーリアイネンのあまりに永く短かった生は、密ひそかに終わりを告げた。


    



    　　　◇


    



    　吹スイ芽ガ自身の制御核を使い、アステロペを再び出力開放形態にシフトチェンジさせる──。


    　茫ぼう然ぜんとしているザイシャの肩に手を添えて、吹芽はゆっくりとそう告げた。


    「……僕の制御核からは、もうザイシャの体の一部は切り離されてる。それなら──ここで使い捨てたって、問題はないだろ？」


    「──馬鹿なの？　今のスイガの生命いのちを繋つないでいるのは、その制御核なのよ……？」


    「そうだね」


    　かつて瀕ひん死しの重傷を負った吹芽の肉体は、ザイシャの制御核を生命維持装置として利用し、生き長らえている。それが失われたのなら、もたらされる結果は自明であった。


    「そんな怪け我がで、ただでさえ──もう助かるかどうかすら、わからないのに……」


    「……そうだね」


    　声を出すたびに、吹芽の全身を耐え難い激痛が襲う。片側の肺を貫通され、腹部の重要器官もいくつか駄目になっている。損傷が大きすぎるためか、埋まい葬そう官かんとしての回復力もほとんど機能していない。


    　それでも吹芽は微ほほ笑えみを保ったまま、ザイシャと向き合っている。


    「それでも僕たちは、戦わなくちゃ、いけな──」


    　一瞬、意識が途切れた。意志と関係なく、がくりと首が落ちる。


    「スイガ……っ！」


    「……大、丈夫」


    　朦もう朧ろうとする意識を繋つなぎ止めるため、吹スイ芽ガは取り出した強心剤の針を自みずからの首に突き刺した。霞かすんでいた視界が一時的に戻ってくる。その光景をザイシャは、痛ましい視線で見つめている。


    「何度も死ぬような目に遭ってるんだし……きっと、もう一回くらい平気だよ」


    　吹芽の腹に突き刺さった破片から、静かに血が滴したたり落ちているのを、ザイシャは痛切な視線で見つめている。彼女は俯うつむいたまま、憎悪さえ声こわ音ねに込めて言う。


    「スイガは、やっぱり──出逢った頃から何一つ変わってない……」


    「……そうかな？」


    　血だらけの顔で困ったように笑う吹芽に、ザイシャは声を荒らげた。


    「そうよ。そうやって自己犠牲に酔って、勝手に一人で満足して、誰かを救って死にたいだけの──あなたは結局、ロボットのままじゃないッ！」


    　広大なヘリポートに、少女の悲痛な叫びがこだまする。吹き荒すさぶ風も、響くザイシャの声さえもが鋭い痛みと化して、吹芽の生命いのちを容よう赦しやなく削り取っていく。


    　白い頬ほおを涙に濡ぬらしながら、ザイシャは吹芽の胸にすがり付いた。胸に傷に小さな手をそっと添えて、消え入りそうな声で言う。


    「……お願い、サンカに降伏して。そうすれば私たち、きっと……ずっと、一緒にいられる」


    「────」


    「もう嫌なの……。サンカとスイガが教えてくれた光を、私はもう失いたくない……」


    　人としての記憶も、肉体も、尊そん厳げんも、全てを一方的に奪われた哀れな少女が、ようやく見つけた一握りの希望。


    　たとえ温もりが失うせようと、その存在だけはなくしたくないと、ザイシャは嘆く。


    



    「───私を独りにしないで」


    



    　祈るような声と共に囁ささやかれたその言葉は、かつて死に向かおうとしていた燦サン華カに対して、ザイシャがついぞ告げることの叶わなかった願いだった。


    　吹芽と出逢った頃の──自らを人間ではなく兵器であると規定していたザイシャであれば、決して吐露できなかった、人としての弱さ。脆もろさ。傲ごう慢まんさ──。


    「──ザイシャ、聞いてくれる？」


    　吹芽は笑顔を崩さぬまま、ザイシャの白い髪に顔を埋めた。


    「さっきは君に言えなかった……僕が、レヴナントになった母さんを撃てるって思った、本当の理由──」


    　ザイシャは答えない。吹芽の胸に顔を押し付けたまま黙っている。


    「オディルの屋敷で、母さんが差し伸べた手を君が取ろうとした時……思い出したんだ。一〇年前に、母さんが君にかけたっていう言葉……」


    　最後に『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』に足を運んだ夜、《セブンス》の自然公園で、ザイシャが宝物のように告げた言葉。それは輝く星々のように鮮烈な輝きを伴って、吹スイ芽ガの胸に刻まれている。


    



    『ザイシャ。あなたを武器として利用している私が言えた義理ではとてもないけれど──いつか幸せになって。あなたの笑顔は、きっと何よりも素敵だと思うから』


    



    「確かに、レヴナントだけの世界は平和で、静かで──穏やかだった。だけど、それ以上に冷たくて、乾いていて……虚むなしかった」


    　ザイシャの頭をそっと抱き寄せる。必死に呼吸をしながら、吹芽は掠かすれた声を絞り出す。


    「だけど、あんな何もない世界で、自分も皆もレヴナントになって……そんなんじゃ、ザイシャはいつまでも笑えないだろ？」


    「……そんなことの、ために──」


    「〝そんなこと〟じゃない。……だから戦うんだ。何度だって立ち上がる。まだ見たことのない君の笑顔は──きっと、この世界のどんなものよりも綺麗だから」


    　ザイシャがしゃくり上げる。温もりのない体を弱々しく震わせて、氷のような涙をぼろぼろと流し続ける。


    「僕は死にたいんじゃない。死にに行くわけでもない。君がいつか幸せに笑える未来のためなら──僕は、生命いのちだって懸けられるよ」


    　吹芽はザイシャの肩をそっと押して離すと、血ち塗まみれの指で彼女の涙を拭った。


    「馬鹿……」


    　その通りだ、と吹芽は自じ嘲ちようする。自分が弱いせいで、好きな女の子をこんなにも悲しませてしまっている。


    「約束する。君を独りになんてしない」


    　小さな女の子がいた。唯一愛し、そして愛してくれた女性ひとの生命を、自分の力のせいで奪ってしまった可哀想な女の子がいた。


    　守りたいと思った。感情も、体温も、幸福も、笑顔さえも遠い彼方かなたに置き去りにしてしまったその女の子を──彼女に襲いかかる、どんなものからも守り通したいと願った。


    「僕は……」


    　その望みを果たすための可能性が胸ここにあるのなら、迷わず手を伸ばしてみせる。


    「───僕は、人よりも少しだけ遠くに手が届くんだから」


    



    　　　◇


    



    　今や巨大な構造体と化した円マドカ燦サン華カは、《セブンス》から遥か離れた海上を漂ただよいながら、自身でも正体のわからない感情を持て余していた。


    　なぜ、あんなにも拒むのか。


    　一度目は、理想郷の縮図へと招き、静せい謐ひつで平穏な世界の素晴らしさを説いた。


    　二度目は、強大な力を振るい、今の世界が如何に脆もろく儚はかないものであるかを見せ付けた。


    　ザイシャは折れた。吹スイ芽ガは折れなかった。その差が何なのか、燦サン華カにはわからなかった。


    　円マドカ燦華への愛情の差か。それとも他の要因か。


    　──そうだ、他のコロニアのように、《セブンス》もろとも全て吹き飛ばしてしまえばいい。レヴナントはすでに地上に溢あふれているのだから、プシュケはもう孤独などではない。


    　──違う。それじゃ意味がない。燦華が求めているのは、あくまで生前に愛情を注いだ者たちとの永遠だった。それが果たされないのでは、プシュケを受け容れた意味がない。


    　思考が纏まとまらない──意識が混こん濁だくしていくのがわかる。人格が曖あい昧まいになっていくのがわかる。


    　円燦華がプシュケなのか、プシュケが円燦華なのか──これまで明確な境界線を引くことができていたのに、どんどん曖昧になっていく。


    　さっきは本当に危うかった。燦華には、アステロペを直撃させるつもりなどなかった。ザイシャがもしもシールドを張らなければ、愛する二人とも跡あと形かたもなく吹き飛んでいたに違いない。


    　──この姿のせいか。修復中であった全ての《七プレ姉イア妹デス》の脳核を取り込み、在りし日のプシュケの出力を再現した今の姿が、円燦華という個人を押しつぶしているのか。


    　ならば早く脱ぎ捨てて、元の円燦華じぶんに戻らなければ。


    　……自分とは何だろう、と燦華は自問する。思考がノイズに包まれていく。


    　わからない。わからない。わからない。わからない。わからない。


    「────」


    　わからないなら、全部消してしまおう──プシュケは、簡潔にそう思った。


    　たった一人のちっぽけな人間が、新世界の創造主たる自身をこんなにも惑わせるのなら、排除してしまえばいい。しかし、これまでコロニアを消し去ってきた荷電粒子砲では、まるで射程が足りない。ならば──。


    「───アステロペ」


    　円燦華の姿をしたソレが再び、世界を裁く巨砲の顕けん現げんを命じた。プシュケⅡの表面が蠢うごめき、燦華の右腕と一体化した白はく亜あの兵装が出現する。


    　これならば届く。かつてプシュケを撃ち墜おとした、偽神の巨砲ならば。


    　もう一度、今度こそ最大出力で消し去る。神プシユケを惑わす愚かな背信者たちを──。


    



    　　　◇


    



    　吹芽とザイシャは、ヘリポートの中心で向かい合って佇たたずんでいた。


    「……ザイシャ、チャンスは一度きりだ。次は防御なんて考えない──引き出せるだけの最大出力で、プシュケⅡを撃ち抜く」


    　荒い呼吸を繰り返しながら告げる吹スイ芽ガに、ザイシャは一度だけ大きく頷うなずいた。


    　外科措置を行う猶ゆう予よはすでにない。吹芽は呼吸を止めると、先ほど貫かれた傷口目掛けて、自みずからの右腕を勢い良く突き入れた。


    「──────ぐ、ぅうう──ッ！」


    　ごちゅ、という生々しい音。筋肉が裂け、骨が軋きしむ苦痛に、吹芽は奥歯を噛かみ砕く。一体どこに残っていたのか、ほとんど流し尽くしたと思っていた鮮血が次々と溢あふれ出し、腕を伝って床にぼたぼたと零こぼれ落ちていく。


    「────」


    　ザイシャの表情が、恐ろしいものを見るように大きく歪ゆがむ。自ら死に向かって突き進む吹芽の有様を見せ付けられながら、それでも彼女は決して目を逸そらさなかった。


    　大切な人の在り方を、揺るぎのない強さを、その瞳ひとみの中に強く刻み付けるかのように。


    　吹芽の指先が、体内で熱を放っているそれに触れた。躊ちゆう躇ちよなく掴み、一気に引き出した。一際激しい血ち飛沫しぶきが、向かい合うザイシャの白い髪を紅あかく染める。


    「───はぁ」


    　赤黒い血に染まった眼球大の装置──アステロペの制御核が、吹芽の手に握られていた。


    「ザイ、シャ──」


    「──ええ」


    　ザイシャの胸の中心が、淡い輝きを放ち始める。


    　光に向かって手を伸ばすように、吹芽は握り締めた制御核を押し当てた。血ち塗まみれの黒い球体が、ザイシャの体内に抵抗なく沈み込み、水に落とした鉛のごとく飲み込まれていく。


    　制御核を挿入されたザイシャの胸から、再びグリップとトリガーが出現する。


    「起ステイク……動ドライヴ」


    　すでに感覚の失うせ始めている右手を伸ばしてそれを摑み取り、吹芽は血を吐きながら告げた。


    



    「アス───テロペ────ッ！」


    



    〈認証アクセプト──《出力開放形態》へ移行〉


    　ザイシャの全身を覆っていた白い拘こう束そく服が煌きらめく粒子となって除装され、白い裸ら体たいが晒さらされた。吹芽の認証によって全ての枷かせが解き放たれ、ザイシャの肉体は光り輝く無数の粒となって霧む散さんする。


    　吹芽が右腕に握るグリップを起点に、拡散した粒子が再び収束を開始した。


    　アステロペの制御核が鳴動し、ザイシャの体内で煮え滾たぎるような熱を発する。偽神の力を封じ込めた檻おり──それを解き放つための唯一の鍵かぎが打ち震える。


    〈アステロペ──再構築完了リビルド・エンド〉


    　数分前と、全く同じプロセスを経へて構築された出力開放形態。


    　しかしその形状は先ほどに比べてより巨おおきく、より禍まが々まがしく、そして力強かった。


    〈──照準を、スイガ〉


    　ザイシャのナビゲートに従い、吹スイ芽ガは長く伸びた砲口を巡らせる。


    　凄まじいまでの凶暴性と神聖さを併せ持った白はく亜あの巨砲の釜に、灯ひが燈ともされた。それは極限まで滾たぎった力の解放の時を待ちわびながら、飢えた猛獣のごとき兇暴な唸うなりを上げている。


    「────…………」


    　吹芽の意識は急速に霞かすんでいく。全身を襲っていた痛みはとうに失うせていた。心臓はすでに脈動を止めており、呼吸は完全に停止している。


    　それでも、傷だらけの体内で荒れ狂うアステロペの粒子が、束の間にして極限の集中力と生命力を、射しや手しゆである吹芽に与えていた。


    　この一撃だけは死んでも為なし通せ──吹芽の耳元で、壮烈に叫ぶかのように。


    〈標的ターゲツト──確認〉


    　ザイシャが短く告げる。スコープの向こう側に、二人は排除すべき標的の姿を認めた。


    　真っ赤な瞳ひとみを破壊衝動と憎悪に染め上げた、一体のレヴナントが──かつて世界を救い、そして今、世界を死で埋め尽くすために強大な暴ぼう威いを振るう神プシユケが、巨大な兵装アステロペで吹芽とザイシャを狙っている。


    『スい芽、ザいシャ──どうシて？　なぜ──私に銃口を向ケるの？』


    　通信機に割り込んでくる異様な声。すでにプシュケに人格を侵食されているのか、燦サン華カはノイズの混じる理性なき声こわ音ねで、吹芽たちにそう呼びかけてきた。


    『愛しテるの──こんナにモ──世界の理ことわりスらも変えてシまえるくらいに──あなタたチを、愛していルの。なのニ──ナのに──！』


    「知ってるよ──母さん」


    　その時──望まぬ再会を果たしたあの日から初めて、吹芽は討つべき宿敵を〝母〟と呼んだ。


    「それでも、あんたやプシュケが創ろうとしている理想郷は、いつの日か必ず、ザイシャを絶望させる……。そんなのは、絶対に許せない……」


    　吹芽はようやく認める。今、対峙しているモノは紛れもなく自分を産み、そして愛した母なのだと。それでも吹芽は、オディルで別れたあの日から抱いだき続けていた母への想いを口にする。


    



    「ザイシャの『希望』だった円燦華あなたを──ザイシャの『絶望』になんて、絶対にさせない──！」


    



    　今、吹芽の胸を駆け巡っている感情は、燦華に対する殺意でも闘志でもない。


    　それは息子が母に対して強く抱いた、最後にして最大の敬意であり──彼女を消し去るに足る、確固たる理由であった。


    『──ザいシャ？』


    　吹スイ芽ガの決意を真正面から受けた燦サン華カが、助けを乞こうようにザイシャへと語りかける。


    　一瞬の沈黙の後、ザイシャは泣き腫はらした後のような、弱々しい声で言う。


    〈……サンカ。私ね、あなたのことが誰よりも好きだった。私が殺してしまったあなたに、もう一度会うことができて、話すことができて──本当に、嬉しかった〉


    『なラ──それナら──いつマでも、一緒に──』


    〈だけど……あなたが示してくれた理想郷は、かつてあなたが教えてくれた幸せと、あまりにかけ離れていた。それをスイガが教えてくれた……〉


    　燦華が息を呑のむ気配がする。過去と決別するための強さを言葉に込めて、ザイシャは告げる。


    〈さようなら。あなたが教えてくれた幸せを守るために──いつの日か、心の底から笑うために、私たちはここであなたを撃つ〉


    『──あ、あ──ああああアアアああああッ──！』


    　絶望の鐘が鳴り響く。燦華の叫びに呼応するように、彼女の右腕に接合された巨砲が煌こう々こうとした輝きを放ち始める。


    「──やらせない」


    〈弾頭形成──薬室装填リロード──完了エンド〉


    〈第一熱量開放フアースト・リリース。第二熱量開放セカンド・リリース。第三熱量開放サード・リリース──全エネルギーライン接続完了コネクト・エンド〉


    〈ライフリング回転開始。セイフティ開放リリース。全行程完了コンプリート──〉


    　アステロペ──全発射シークエンス完了。


    　酷ひどく寒かった。吹芽の全身の感覚はすでにほとんど失われていて、こうしてザイシャと共に戦っているのに、暗くら闇やみの中で独り取り残されたように心細かった。


    「ザイシャ……そこに、いる？」


    〈……ええ、ちゃんといる〉


    　不器用で、冷たくて、悲しげで、いつも怒っていて──それでも優しいザイシャの声が、空っぽになった吹芽の胸に温かく響いていた。心から安あん堵どする。


    「この世界は、辛つらいことや悲しいことがたくさんありすぎて──幸せになるのは、本当に難しいことなんだと思う」


    〈……うん〉


    「だけど──それでも、君は強い女の子だから。いつかきっと──」


    　──どうか、笑ってほしい。底無しの絶望すら、吹き飛ばしてしまえるほどに強く。


    　かつて燦華が望み、そして今、吹芽が望んでやまないように──笑顔の花を咲かせてほしい。


    「─────」


    　たったそれだけのささやかな願いが、死にかけていた吹芽の肉体に、苛か烈れつな熱を吹き込んだ。


    　最後の力を振り絞り、右腕に接合されたアステロペを制御する。やがてスコープの内側──十字線レテイクルの中心に、燦サン華カの脳核を完全に捉とらえる。残った《七プレ姉イア妹デス》たち全ての脳核を取り込んでいびつに肥大し鼓こ動どうする、神の心臓を捕ほ捉そくする。


    「ザイシャ……照準、完了」


    〈ええ、スイガ──〉


    　全ての終わりを告げる吹スイ芽ガの声。ザイシャはもう躊ちゆう躇ちよしなかった。


    〈───撃ってフアイア！〉


    　全ての迷いを振り切ったザイシャの声に背中を押され、吹芽は引き金を絞った。


    　吹芽と燦華のアステロペ──二体の偽神が、同時に高らかな咆ほう哮こうを上げた。


    　撃ち出された吹芽の制御核──特殊弾頭が、きらびやかな光の軌跡を引きながら、標的に向けて飛翔する。


    　燦華が射出した弾頭もまた、《セブンス》ごと消し飛ばす威力を伴って突き進む。


    　両者の撃ち放った一撃が、海上で衝突した。圧倒的なエネルギーの炸さく裂れつが衝撃波と化して空間を爆はぜさせ、海面を大きく抉えぐる。


    『──────あぁ』


    　完かん膚ぷなき敗北を悟るその声は──果たして、円マドカ燦華が発したものだった。


    　燦華の一撃が欠片かけらも残さず霧む散さんし、吹芽とザイシャが放った光の軌跡は、微み塵じんもその威光を損なうことなく突き進み──巨大な神の心臓を、精確に射抜いていた。


    



    　　　◇


    



    「スイガ──ねぇ起きて、スイガ！」


    「──────」


    　自分の名を必死に叫び続ける声があまりにも哀しそうで──吹芽は、閉じていた瞼まぶたを開いた。


    「……スイガ。良かった……」


    　倒れ伏した吹芽の傍そばに、ザイシャが跪ひざまずいて見下ろしていた。頬ほおの上にぽたぽたと落ちてくる涙の粒の感触が、少しくすぐったい。


    「──……」


    　ザイシャの名前を呼びたかった。悲嘆に暮れている彼女を、少しでも慰なぐさめたかった。なのに、吹芽がどれだけ声を出そうとしても、喉のどの奥が虚むなしく鳴るばかりだ。


    　当然の結果だった。吹芽の体の中には、もうまともに機能している臓器など一つもない。


    「退避しましょう、スイガ──ここはもう持たない……」


    　二度に亘わたるアステロペの出力開放形態での攻撃に加えて、敵の砲撃まで一度受けているシャフトの上層は、すでに崩ほう落らく寸前の有様であった。床に刻まれた無数の亀き裂れつは徐々に広がっており、あと数秒ほどで全てを飲み込んで崩れ落ちてしまうだろう。


    「早く、立って──スイガ」


    　ザイシャの声が遠かった。


    「ねぇ、目を開けてよ！　スイガ……ッ！」


    　無茶を言わないでくれ、と吹スイ芽ガは笑いたくなった。もはや意識が残っているだけでも奇跡的な有様というのに。


    「嘘うそつき……わたしを……」


    　ザイシャが泣きじゃくりながら叫ぶ。もうぴくりとも動かない吹芽の体を揺さぶりながら、


    「わたしを笑わせてくれるって──幸せにしてくれるって──言ったのに」


    　ザイシャは止めどなく涙を流しながら、髪を振り乱して叫ぶ。


    「私を独りにしないって、言ったのに……っ」


    　ごめん、と謝ろうとしても、やはり喉のどがひゅうひゅうと鳴るだけだった。


    「────」


    　その時、まだ辛うじて生きていた吹芽の聴覚が、砕けた床を通して、大きな崩ほう落らくの前兆を感じ取っていた。吹芽は全身全霊の力で上半身を起こす。


    「──ザイシャ……ッ！」


    　そして、ザイシャの体を思い切り後ろに突き飛ばした。


    　同時に吹芽のいる床が完全に崩れ落ち、その全身が瓦が礫れきに飲み込まれていく。ザイシャの泣き叫ぶ声が頭上から響き──すぐに聞こえなくなった。腕がひしゃげ、腹がつぶれる感触が、鈍くなった痛覚を通して僅わずかに伝わってきた。


    　自身が死に絶えていく音だけを、吹芽はどこか安らかな気持ちで聞き届けていた。


    



    　　　◇


    



    「────？」


    　小さなテーブルの上で、うとうととしていた吹芽は、室内に響く微かすかな物音でふと目を覚ました。口の端からだらしなく垂れた涎よだれを拭いながら、ぼんやりと首を巡らせる。


    　──まな板が包丁を叩く音。くつくつと沸騰する鍋の音。美お味いしそうな匂い。


    　小窓から差し込む橙だいだい色の陽光が、誰かの後ろ姿を淡く照らし出していた。


    「あら、吹芽……起こしちゃった？」


    　小さなキッチンで包丁を握っていた母が、申し訳なさそうに振り返った。


    「……どうしたの、吹芽？　悲しそうな顔をして」


    「……怖い夢を見てた、気がするんだ」


    　眠い目を小さな手で擦こすりながら、吹芽はぽつりと言った。


    「怖い夢？」


    「母さんが、世界を滅ほろぼそうとしてる夢……。そんな母さんを、僕がやっつける夢……」


    　幼い声でたどたどしく告げる吹芽に、母は気を悪くした様子もなく微ほほ笑えむ。


    「──そう。でも仕方ないわね。だってお母さんは夢の中で、悪い人だったんでしょう？」


    「うん。優しくて、あったかくて──だけど、すごく怖かった」


    「それで吹スイ芽ガは、お母さんをちゃんと、やっつけられたの？」


    　優しく訊ねてくる母に、吹芽はこくりと頷うなずいてみせた。


    「独りじゃなかったから──大切な人と一緒だったから、最後は怖くなかった」


    　もう名前も思い出せない、白い髪と紅あかい瞳ひとみの小さな女の子。


    　過去の過ちに囚とらわれて、心のないロボットのように生きていた吹芽のことを、強くて弱い人間へと引き戻してくれた大切な女の子。


    「そう。ならいつか、その子にちゃんとお礼を言わないとね」


    「でも──もう、たぶん会えないんだ」


    　吹芽は手元に視線を落としながら、悲しみに暮れた声でそう言った。


    「僕と、その子がいる世界はもう別々で……道は、きっと繋つながらない」


    　夢の中で、その子は泣いてばかりだった。憎んでばかりだった。傷付けられてばかりだった。


    　──その子の、笑った顔が見たかった。


    「吹芽……」


    　母は火を止めて吹芽に歩み寄ると、小さな体をそっと抱き寄せる。とても良い匂いがした。鉄と油の匂いなんて、少しもしなかった。


    　それで、吹芽はようやく気付いた。ここは虚構の世界で、今の吹芽は銃なんて持ったことのない、ただの幼い子供なのだと。


    　吹芽が望んでやまなかった──大戦が起きず、母が誰一人として殺しておらず、大切な人が誰一人死んでいない、そんな温かくて優しい世界だ。


    「吹芽は、どっちがいい？　このままここで、お母さんと二人きりで静かに暮らしたい？」


    「…………」


    「それとも、その女の子の所へ戻って……救われないかもしれないボロボロの世界で、それでも生きていたい？」


    　母はあくまで穏やかに訊ねてくる。吹芽がどちらを選ぼうと、全てを許容するであろう温和な──子を見守る母の声だった。


    「僕は───」


    　吹芽は迷わなかった。本当に望む答えを、心のままに告げた。


    「……そう」


    　母は少しだけ哀しそうな顔をして──それでも吹芽の体を、もう一度強く抱き締めた。


    　──眠かった。母の背中に小さな手を回しながら、吹芽は静かに瞼まぶたを閉じる。


    　自分の頭を愛おしそうに撫なで続ける掌てのひらの感触が、本当に、心ここ地ち良くて──。

  


  
    EP/Future ‐芽吹‐


    



    



    「……もう、こんな時間」


    　いつもの日課を終えたザイシャは、仲間たちの元へ顔を出すことに決めた。


    　古びた倉庫から外に出たザイシャの全身を、降り注ぐ正午の暖かな陽射しが照らし出す。乾いた土と瓦が礫れきに覆われた道なき道を、野生の兎うさぎのように軽快に踏み越えながら進んでいく。


    　一〇分ほどで目的地に辿たどり着いたところで、ザイシャが探すまでもなく、相手が先に声をかけてきた。


    「あら、ザイシャ。またいつもの所へ行っていたんですか？」


    　薄汚れた長ズボンに、上半身は薄いタンクトップ一枚という出いで立ちの少女が、ザイシャの方へと駆け寄ってくる。


    「ねぇウイカ……あなた、ちゃんとお風ふ呂ろ入ってるの？」


    「開口一番、失礼な……。と言うかお水だって限りがあるんですから、あまり無駄遣いできないんですよ？」


    　茴ウイ香カがむぅ、と片かた頬ほおを膨ふくらませる。昔は絹のように滑らかだった黒髪は、肩口でばっさりと切り揃そろえられており、煤すすと埃ほこりにまみれている上に痛みきっていて、見る影もない。


    「そう言うザイシャだって、ドロだらけじゃないですか。ちゃんと毎日頑張ってるんですね？」


    「うるさいわね……」


    「うふふ──褒ほめているんですよ？」


    　それでも、朗らかに微ほほ笑えむ茴香は確かな生命力に満ち溢あふれていて、ザイシャの目には以前よりもいっそう眩まぶしく映っていた。


    　ザイシャは茴香の顔から視線を外すと、その背後に広がる広大な市街地跡を見渡した。茴香の他にも、幾人もの作業員やＦＭＳが、慌ただしく作業にあたっている。


    「──瓦礫の撤去、ずいぶん進んだのね」


    「ええ。ここに宿舎が建てられるようになれば、子供たちを本土に連れてくることができますからね。《セブンス》はもう、人が住むには限界がありますから……」


    　茴香たちは現在、荒こう廃はいした土地に再び人が住めるようにするため、復興作業員の一員として活動している。


    「はぁ……いい天気ですねぇ」


    　茴香は青く晴れ渡った空を仰あおぎながら、懐かしむように言った。


    「──レヴナントが世界から消えて、もう一年も経つのですね」


    「ええ……あっという間のようにも、とても長い時が経ったようにも思える」


    　今から一年前──プシュケⅡが撃墜されたことで、タユゲテや地上を埋め尽くしていたレヴナントも一体残らず機能を停止した。


    　かくして人類はレヴナントによって奪われた版はん図とを無事に取り戻し、現在も必死の復興作業を続けていた。茴ウイ香カは声を潜めて言う。


    「──時々、不安になります。いつの日かレヴナントが再来して、今度こそ人類は滅ほろぼされてしまうのではないかと……」


    「……可能性は、ゼロじゃないでしょうね」


    　ザイシャもまた、澄んだ空を見上げながら目を細める。


    「それに、レヴナントが滅んだからといって、それで世界が平和になるわけじゃないし」


    　現に世界のそこかしこでは、限られた資源の略奪行為や、それに伴う殺傷事件が後を絶たない。中には紛争に発展している地域すら存在し、現在まで機能を維持している数少ない軍事機構であるＲ・Ｅ・Ｖはその対応に追われている。


    「資源の枯渇も、由々しき問題ね。第一次産業だけでも早く回復させないと、私たちはこの先、一〇年も生き延びられないわ」


    　ザイシャは時おり、僅わずかな迷いに駆られることがある──もしも燦サン華カが目指した理想郷を受け容れていたのなら、人類は余計な苦しみを背負わぬままでいられたのではないかと。


    「こぉらザイシャ。そういう悲観的なの、禁止ですっ！」


    　表情を曇らせるザイシャの首に両腕を回し、茴香が後ろから思い切り抱き締めた。


    「ちょ、ちょっとウイカ……っ」


    「そうさせないために、わたしたちが頑張っているんじゃありませんか！　それに……」


    「……？」


    　目を丸くするザイシャに、茴香は微かすかな憂うれいを帯びた声で言う。


    「わたしたちが──班長や珊サン瑚ゴの分まで、しっかり頑張らないといけないんですから」


    「……ウイカ」


    　ザイシャもまた表情を微かに曇らせ、茴香の腕にそっと触れた。


    　と、そんな二人に向かって──。


    「──おいコラ、そこの女子二名。勝手に俺が死んだ雰囲気、醸かもしてんじゃねぇぞオイ」


    　不機嫌さを露あらわにした青年の声が降りかかった。茴香がきょとんと目を丸くする。


    「あら珊瑚、もう来ていたのですか？　てっきり、研究棟で呑のん気きに涼んでいるのかと」


    「俺が怠けてるみてぇに言うんじゃねえよ……ッ」


    　口元をヒクつかせて反はん駁ばくする珊瑚を、ザイシャは呆あきれたように腕を組んで見下ろす。


    「……でも実際、今のサンゴじゃ力仕事は難しいわよね」


    「ザイシャは真顔で痛いトコ突くなよな……」


    　珊瑚を乗せた車椅い子すのホイールが、きぃ、と軋きしむ音を立てる。一年前──タユゲテとの戦闘で瀕ひん死しの重傷を負った珊瑚が、辛うじて一命を取り留めた代償がそれだった。


    「俺は元から頭脳労働担当なんだっての。──で、現場くんだりまで呼び出して何の用だよ、茴ウイ香カ？」


    「あ、そうでした……ＦＭＳの瓦が礫れき撤去用マニピュレーター、最近調子が悪くて。開発責任者は珊サン瑚ゴでしょう？　ちょっと見てくださいな」


    　茴香は両手を合わせて微ほほ笑えみながら、撤去作業にあたっているＦＭＳの方を見る。


    「へいへい。ザイシャも一応見とけ、簡単な修理くらいなら覚えといて損はねえぞ」


    「……そんなつもりで来たわけじゃないのに」


    　ザイシャは不満げに唇を尖とがらせつつも、車椅い子すを押す茴香の後ろについて歩き出した。


    「こうして三人でいると──嫌でも、思い出してしまいますね」


    　ふいに、茴香が物もの憂うげな表情で呟つぶやいた。微妙な空気が三人を包み込む。


    　珊瑚はばりばりと頭を掻かきながら、苦笑交じりに言う。


    「──今頃、どこをほっつき歩いてんのかねぇ。あいつは」


    「どうでしょうね。まったく、こんなに大変な時に。──今さら戻って来たって、絶対に口きいてあげないんですから」


    「…………」


    　ザイシャの胸をちくりとした痛みが襲う。在るべきピースが欠けているような違和感は、あれから一年が経った今も慣れることはない。


    　プシュケⅡを撃墜した一年前、敵砲撃の直撃と、二度に亘わたるアステロペ発射の余波に、シャフトの上層階は耐え切れず崩ほう落らくした。


    　隊員たちの大半が出払っていたこともあって死者は奇跡的に出ず、ザイシャも数日後には無事に救出されたものの──たった一名の行ゆく方え不明者は、今も見つからないままだった。


    



    　　　◇


    



    　夕方になって二人と別れたザイシャは、宿舎に戻る前に、倉庫へ寄っていくことにした。


    　錆さび付いた鍵かぎを無理やり挿し込んで、歪ゆがんだ鉄てつ扉ぴを力尽くで開く。


    「……ただいま」


    　誰もいない空間に向かって、ザイシャは小さな声で呼びかける。いつの間にか習慣となった、いつもの挨あい拶さつだ。


    　広い空間には花壇や鉢が所狭しと並び──赤や黄、紫に白といった、色とりどりの花々が視界いっぱいに咲き誇っていた。


    　半年ほど前、使い道のなかった廃倉庫を譲ゆずり受け、瓦礫の撤去作業中に発見したガーデニング用の花種と、使い古しの空調装置や育成ライトによって作り出した花か園えんだった。


    　いずれ外の環境が整えば、人々の目の届く場所に植え替えるつもりだ。


    　……逼ひつ迫ぱくした今の人類にとって、こんなものは何の足しにもならないかもしれない。


    　それでも、かつてオディルで目まの当たりにした色彩のない景色──あんな未来を作りたくないと、慣れない作業に四苦八苦しながらも、意地のように挑戦し続けたザイシャの努力は、この数か月でようやく実を結んでいた。


    「────」


    　廃水を濾ろ過かした水を花々たちに与えながら、ザイシャはかつての日々を独り、密ひそかに想う。


    　ある狙撃手の少年と共に駆け抜けた地獄のような戦いの日々と、その中で確かに存在していた、優しく儚はかない幸福の日々を。


    　──もう寂しいとは思わない。最初はただ泣いて過ごした。そのうち涙は止まって、孤独感だけが押し寄せた。


    　そうして最後に残ったのは、このままではいけないという一握りの強さだけ。


    　彼が傍そばにいない現実は、ザイシャにとってはもう、当たり前のことになりすぎていた。


    　そのはずだった。


    「…………嘘うそつき」


    　ザイシャの頬ほおを、涙が止めどなく伝っていた。拭っても拭っても止まらない。ふいに壊れてしまった感情の蓋が、こらえようのない痛みとなって押し寄せていた。


    「笑えるはず、ない──」


    　君を独りになんてしない。


    　そう約束したはずの少年が、もうこの世のどこにもいないことが、ただ悲しかった。


    「あなたが、どこにもいないのに……笑えるはずが、ないじゃない──」


    　どれだけ穏やかで優しい日常が訪れようと、少女の心にぽっかりと空いた穴が満たされる日は永遠にやって来ない。


    



    「───すごいな。これ、もしかしてザイシャが育てたの？」


    



    　だから。


    　そんな間の抜けた声が背後から聞こえた時、ザイシャはただ立ち尽くすしかなかった。


    　このまま振り返りたくなかった。振り返れば、儚い夢の露と消えてしまいそうで。


    　そうなってしまうのが、心の底から恐ろしかった。


    「……あれ、ザイシャ。もしかして怒ってる？　だよね。うん……約束しといてこれだもんね。かなり反省してる」


    　それでも、振り向かずにはいられなかった。ザイシャはぼろぼろと泣きじゃくりながら、恐る恐る声の方に振り返る。


    「──ごめん、ザイシャ。遅くなった」


    　倉庫の入り口に、ひとりの少年が佇たたずんでいた。ザイシャは目を見開き、懐かしいその姿を、言葉もなく見つめ続ける。


    「えぇと……そんな心配そうな顔しなくても、幽霊でもレヴナントでもないよ」


    　少年は困ったように頬ほおを掻かきながら苦笑した。


    「今の僕は、きっとザイシャと同じような存在なんだと思う。元の体はもう使い物にならなかったけど──母さんが最後に、プシュケの力を使って、この体を作ってくれた」


    　焦がれ、憧れ、求め続けていた少年の笑顔が、ザイシャの目の前にあった。


    「──ただいま、ザイシャ」


    　記憶も、肉体も、何かを想う心すらも消し去られて、いつしか笑うことを忘れた少女がいた。


    　そんな少女を待っていたのは、失い、傷付け、殺し殺され、奪われるばかりの日々だった。大切なものは全て掌てのひらからすり抜けて、冥めい府ふの底へと消えていった。


    　それでも──傷だらけの手の中に勝ち取ったものは、確かにあったのだ。


    　少女は夢中で駆け出した。彼の温もりが、この一年間の孤独を埋めてくれると信じて。


    　幾度、この瞬間を思い描いたか。何度、その体温に恋い焦がれたか。


    　永い眠りから醒めて、再び戦いの渦に放り込まれ──それでも少年の温かな心に触れるつど、剥はく奪だつされた少女の空白は少しずつ埋まっていった。


    　──まるでおとぎ話のようだ。別れと絶望に幕を開けた残酷な旅路の果てに、繋つながれた二人の手の中には、小さな希望の灯ひだけが残された。
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    「───おかえりなさい、スイガ」


    　廃倉庫に咲き誇る花々に囲まれて、孤独な仔兎ザイシヤがようやく咲かせた鮮やかな笑顔を、少年は誇らしげに見つめていた。


    　かつて空に広がった星々を見上げ、叶わぬ夢に憧れたあの日のように──決して色いろ褪あせない決意と理想を、揺るがぬ眼まな差ざしに込めながら。

  


  
    あとがき


    



    　水みず野の昴すばるです。


    　筆者はアイディアを思い付く瞬間、何かしらの創作物に触れている場合がほとんどだったりします。筆者にとっての創作意欲とは、いつでも、強い憧れや高揚、感動から来るものでした。


    　本作の企画のそもそもの発ほつ端たんも、とある警察小説を読了して、滾たぎるような読後感に浸ひたっていた時の、ふとした思い付きだった気がします。登場人物たちの思惑と信念が絶えず交錯し、鉄と火薬と血と憎悪が桜吹雪のごとく咲き乱れる中、一片の優しさを静かに湛たたえた作品でした。ああ、自分もこんな、読む人の心を根っこから揺り動かすような熱量を持つ作品を生み出すことができたのなら──そんな想いの果てに完成したのが、近未来兵器×ゾンビ×軍事組織×狙撃手な本作だったのです。


    　というわけで、偽る神のスナイパー──ここに完結でございます。


    　計三冊にわたる執筆を通して、自身の未熟を嫌というほど思い知らされました。原稿と向かい合いながら、「こんなはずではなかったのに……」と頭を抱えたのも、一度や二度ではありません。理想と現実の隔たりは、確かな実体となって、真っ白な原稿の中に毎回、はっきりと映し出されました。


    　それでも、最初の一冊目で終了していても決しておかしくなかった本作が、今この本を手にとってくださっているあなたを初め、多くの方々のおかげでこうして続刊し、一巻執筆当初からぼんやりと思い描いていたエンディングへ辿たどり着けたことは、本作にとってとても幸せな結末であったと、少なくとも筆者は胸を張って断言できます。そして、その幸福のたった一片でも、本作を読み終えた（もしくはこれから読んでいただけるであろう）あなたと共有できたのであれば、本作の生みの親の一人として、光栄なことはありません。


    　一巻のテーマが「理想と現実」、二巻のテーマが「憎悪と救済」であったのなら、この三巻のテーマは「人間の魂たましいの強さ」です。これを読んでいる人が、もしもこれから人生を覆くつがえしかねないほど辛い出来事に突き当たった時、もしくは今まさにどんづまっている時──この作品の世界で生きようともがく彼らや彼女たちのことを思い出してくれると、とても嬉しいです。どんな絶望でも、前を向いて、目的を見み据すえて、耐えてみれば、意外と何とかなるかもしれません。


    



    　謝辞です。


    　数え切れないほどのご助力を賜たまわりました、ガガガ文庫編集部の皆様。


    　作者の意志を最後の最後まで尊重し、真剣に作品と向き合って下さった担当の小こ山やま様。


    　劇中シーンを様々な構図で切り取り、作品世界を余すことなく表現して下さったまごまご様。


    　そして本作に最後まで寄り添って下さったすべての皆様に、最大の感謝を。

  


  
    水野　昴


    Subaru Mizuno


    



    そんなこんなで最終巻でございます。ここまで全力で走り抜けることができたのも、ひとえに皆様のおかげです。その感謝をこめて、シリーズ最高の密度でお送りします。生きるのが楽しい方にも、しんどい方にも、この熱量をお届けできたら幸いです！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    偽る神のスナイパー　３
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。
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